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 ＞ 良好な状態でお使いいただ くために

良好な状態でお使いいただ くために
本製品をご購入いただきまして誠にありがと うございます。

この使用説明書は、本製品を良好な状態でご使用いただ くために、正しい操作方法、日常の手入れ、およびかんたんなト
ラブルの処置などができるようにまとめたものです。

ご使用前に必ずこの使用説明書をお読みください。

印刷品質維持のため、トナーコンテナは弊社純正品の使用をお勧めします。

弊社製品には、数々の品質検査に合格した弊社純正品のトナーコンテナをご使用ください。

純正品以外のトナーコンテナをお使いになると、故障の原因になることがあります。

純正品以外のトナーコンテナの使用が原因で、機械に不具合が生じた場合には、保証期間内であっても責任を負いかね
ますので、ご了承ください。

弊社純正消耗品には、以下のホログラムシールが貼り付いています。

シリアル番号の記載位置について

本体のシリアル番号は、図の位置に記載しています。

本機のシリアル番号はお問い合わせの際に必要となる場合があります。お問い合わせの際は、シリアル番号の確認を
行ってからご連絡をお願いいたします。
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 ＞ メニューマップ

メニューマップ
タ ッチパネルに表示される機能の一覧です。お客様の設定状況によっては、表示されない場合があります。また、参照先
のタイ トルは機能の名称と異なる場合があります。

［コピー］

または

機能キー 説明 参照ページ

用紙選択 使用したいサイズの用紙が入ったカセッ トまたは手差し ト レ
イを選択します。

6-5

縮小/拡大 倍率を変更して、画像を縮小/拡大します。 6-20

濃度 濃度を調整します。 6-12

両面/分割 用紙の両面に印刷できます。また、分割は、両面原稿を1ページ
ずつ片面印刷します。

6-25

ページ集約 2枚または4枚の原稿を、1枚に集約して印刷します。 6-22

カラー選択 カラーのモードを選択します。 6-16

機能一覧 説明 参照ページ

ソート /仕分け 用紙を部数ごと、またはページごとに仕分けします。 6-10

IDカード コピー(身分証) 免許証や保険証などのIDカードをコピーしたいときに使用し
ます。カードの表と裏を順番に読み込むと、1枚の用紙に両面
を集約してコピーされます。

6-3

原稿サイズ 原稿の読み込みサイズを設定します。 6-4

原稿セッ ト向き 文書を正しい向きで読み込むため、原稿の上部の向きを指示
します。

6-9

原稿サイズ混載 原稿送り装置を使用し、サイズの異なる原稿を一度に読み込
みます。

6-6

排紙先 排紙先のトレイを指定します。 6-11

原稿の画質 原稿の画質に合わせて、画像を処理します。 6-13

エコプリン ト エコプリン ト を設定すると トナーの消費量を節約します。 6-14

色調調整 色相（色合い）を調整し、イメージを変えます。 6-17

カラーバランス シアン（青系色）、マゼンタ（赤系色）、イエロー（黄色）、ブラッ
ク（黒）のそれぞれの色の強弱を調整します。

6-16

シャープネス 画像の輪郭の強弱を調整します。 6-18

コン ト ラス ト 画像の濃淡のコン ト ラス ト を調整します。 6-18

地色調整 新聞紙など地色のこい原稿の地色をと り除きます。 6-19

う ら写り防止 うすい紙の原稿を読み込む場合、う ら面の印刷が写り込まな
いように画質を調整します。

6-20
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［送信］

白紙ページスキップ 読み込んだ原稿の中に白紙のページがある場合、白紙のペー
ジを飛ばして、白紙以外の原稿を読み込みます。

6-30

彩度 画像の彩度（鮮やかさ）を調整します。 6-19

と じ しろ と じ しろ(余白)を作ります。と じ しろの幅を設定したり、う ら
面のとじしろを設定したりすることもできます。

6-24

連続読み込み 原稿を数回に分けて読み込み、一括して処理します。 6-27

自動画像回転 セッ ト した原稿と給紙元の用紙が同じサイズで向きが異なる
場合、画像を90度回転してコピーします。

6-28

ジ ョブ終了通知 ジョブが終了したことをメールで通知します。 6-28

文書名入力 文書に名前を付けます。 6-30

優先印刷 印刷中のジョブを中断し、新規の印刷ジョブを優先します。 6-30

または

機能キー 説明 参照ページ

ワンタ ッチキー ワンタ ッチキーに宛先(個人またはグループ)を登録すること
ができます。

3-40

アドレス帳 アドレス帳に登録されている宛先を選択します。 5-29

拡張アドレス帳 拡張アドレス帳に登録されている宛先を選択します。 Command 
Center RX操
作手順書

メール スキャンした文書をメールで送信します。 5-15

フォルダー 読み取った原稿のイメージを任意のパソコンの共有フォル
ダーに保存したり（SBM送信）、またはFTPサーバーのフォル
ダーに保存します（FTP送信）。

5-16

5-19

ファクス スキャンした文書をファクスで送信します。 ファクス使用
説明書

ファクスサーバー スキャンした文書をファクスサーバーを経由して送信しま
す。

ファクス使用
説明書

WSDスキャン 読み取った原稿のイメージを、WSD対応のパソコンにファイ
ルとして保存します（WSDスキャン）。

5-23

機能一覧 説明 参照ページ

カラー選択 カラーのモードを選択します。 6-15

ファイル形式 画像ファイルのフォーマッ ト を設定します。画質のレベルを
調整することもできます。

6-34

原稿サイズ 原稿の読み込みサイズを設定します。 6-4

機能一覧 説明 参照ページ
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原稿セッ ト向き 文書を正しい向きで読み込むため、原稿の上部の向きを指示
します。

6-9

原稿サイズ混載 原稿送り装置を使用し、サイズの異なる原稿を一度に読み込
みます。

6-6

両面/見開き原稿 原稿に合わせて、原稿の種類ととじ方向を選択します。 6-32

送信サイズ 送信する画像のサイズを選択します。 6-33

ファイル分割 読み込んだ原稿データを1ページごとに分割して複数のファ
イルを作成します。

6-37

読み込み解像度 画像の細かさを設定します。 6-37

濃度 濃度を9 段階から調整します。 6-12

原稿の画質 原稿の画質に合わせて、画像を処理します。 6-13

シャープネス 画像の輪郭の強弱を調整します。 6-18

コン ト ラス ト 画像の濃淡のコン ト ラス ト を調整します。 6-18

地色調整 新聞紙など地色のこい原稿の地色をと り除きます。 6-19

う ら写り防止 うすい紙の原稿を読み込む場合、う ら面の印刷が写り込まな
いように画質を調整します。

6-20

白紙ページスキップ 読み込んだ原稿の中に白紙のページがある場合、白紙のペー
ジを飛ばして、白紙以外の原稿を読み込みます。

6-30

ファクス送信解像度 ファクスで送信する際の画像の細かさを設定します。 ファクス使用
説明書

縮小/ 拡大 倍率を変更して、画像を縮小/拡大します。 6-20

連続読み込み 原稿を数回に分けて読み込み、一括して処理します。 6-27

文書名入力 文書に名前を付けます。 6-30

メール件名/本文 メールで文書を送信する際、件名と本文を付けます。 6-38

長尺原稿 原稿送り装置を使用し、長尺サイズの原稿を読み込みます。 6-41

ジ ョブ終了通知 ジョブが終了したことをメールで通知します。 6-28

FTP暗号送信 FTPで送信する際に画像を暗号化します。 6-38

ファクスタイマー送信 送信する時刻を指定します。 ファクス使用
説明書

ファクスダイレク ト送信 原稿をメモリーに読み込まずに直接送信します。 ファクス使用
説明書

ファクスポーリング受信 相手先にダイヤルし、あらかじめ保存されたポーリング送信
用の文書を受け取ります。

ファクス使用
説明書

機能一覧 説明 参照ページ
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［ユーザーボックス］（文書保存、印刷、送信）

［文書保存］

機能キー 説明 参照ページ

両面/見開き原稿 原稿に合わせて、原稿の種類ととじ方向を選択します。 6-32

読み込み解像度 画像の細かさを設定します。 6-37

濃度 濃度を9段階から調整します。 6-12

文書名入力 文書に名前を付けます。 6-30

カラー選択 カラーのモードを選択します。 6-15

機能一覧 説明 参照ページ

原稿サイズ 原稿の読み込むサイズを設定します。 6-4

原稿セッ ト向き 文書を正しい向きで読み込みため、原稿の上部の向きを指示
します。

6-9

原稿サイズ混載 原稿送り装置を使用し、サイズの異なる原稿を一度に読み込
みます。

6-6

保存サイズ 保存する画像のサイズを選択します。 6-40

原稿の画質 原稿の画質に合わせて、画像を処理します。 6-13

シャープネス 画像の輪郭の強弱を調整します。 6-18

コン ト ラス ト 画像の濃淡のコン ト ラス ト を調整します。 6-18

地色調整 新聞紙など地色のこい原稿の地色をと り除きます。 6-19

う ら写り防止 うすい紙の原稿を読み込む場合、う ら面の印刷が写り込まな
いように画質を調整します。

6-20

白紙ページスキップ 読み込んだ原稿の中に白紙のページがある場合、白紙のペー
ジを飛ばして、白紙以外の原稿を読み込みます。

6-30

縮小/ 拡大 倍率を変更して、画像を縮小/拡大します。 6-20

連続読み込み 原稿を数回に分けて読み込み、一括して処理します。 6-27

ジ ョブ終了通知 ジョブが終了したことをメールで通知します。 6-28
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［印刷］

機能キー 説明 参照ページ

用紙選択 使用したいサイズの用紙が入ったカセッ トまたは手差し ト レ
イを選択します。

6-5

ソート /仕分け 用紙を部数ごと、またはページごとに仕分けします。 6-10

両面 文書を片面に印刷したり両面に印刷したり します。 6-32

印刷後削除 印刷が終了すると、文書をボックス内から自動的に削除しま
す。

3-53

機能一覧 説明 参照ページ

排紙先 排出先のトレイを指定します。 6-11

と じ しろ と じ しろ（余白）を作ります。と じ しろの幅を設定したり、う ら
面のとじしろを設定したりすることもできます。

6-24

優先印刷 印刷中のジョブを中断し、新規の印刷ジョブを優先します。 6-30

文書名入力 文書に名前を付けます。 6-30

ジ ョブ終了通知 ジョブが終了したことをメールで通知します。 6-28

エコプリン ト エコプリン ト を設定すると トナーの消費量を節約します。 6-14
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［送信］

機能キー 説明 参照ページ

ワンタ ッチキー ワンタ ッチキーに宛先(個人またはグループ)を登録すること
ができます。

3-40、

5-31

アドレス帳 アドレス帳に登録されている宛先を選択します。 5-29

拡張アドレス帳 拡張アドレス帳に登録されている宛先を選択します。 Command 
Center RX操
作手順書

メール スキャンした文書をメールで送信します。 5-15

フォルダー 読み取った原稿のイメージを任意のパソコンの共有フォル
ダーに保存したり（SBM送信）、またはFTPサーバーのフォル
ダーに保存します（FTP送信）。

5-16

5-19

ファクス スキャンした文書をファクスで送信します。 ファクス使用
説明書

ファクスサーバー スキャンした文書をファクスサーバーを経由して送信しま
す。

ファクス使用
説明書

機能一覧 説明 参照ページ

ファイル形式 画像ファイルのフォーマッ ト を設定します。画質のレベルを
調整することもできます。

6-34

ファイル分割 読み込んだ原稿データを1ページごとに分割して複数のファ
イルを作成して印刷します。

6-37

解像度 画像の細かさを設定します。 6-37

ファクス送信解像度 ファクスで送信する際の画像の細かさを設定します。 ファクス使用
説明書

文書名入力 文書に名前を付けます。 6-30

メール件名/本文 メールで文書を送信する際、件名と本文を付けます。 6-38

ジ ョブ終了通知 ジョブが終了したことをメールで通知します。 6-28

FTP暗号送信 FTPで送信する際に画像を暗号化します。 6-38

ファクスタイマー送信 送信する時刻を指定します。 ファクス使用
説明書

送信後削除 送信が終了すると、文書をボックス内から自動的に削除しま
す。

6-39
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 ＞ メニューマップ

［ジ ョ ブボックス］

［外部メモリー］（文書保存、印刷）

［文書保存］

機能キー 説明 参照ページ

プライベートプリン ト /ジ ョブ保留 本機を操作するまでジ ョブを印刷されないように指定するこ
とができます（プライベートプリン ト）。

アプリケーシ ョ ンから送られてきた印刷データを本機に保存
します（ジ ョ ブ保留）。

5-43、

5-44

クイックコピー/試し刷り後保留 一度印刷した文書を追加印刷できます（クイックコピー）。

複数部数印刷する際に、1部だけ印刷して残りの印刷を保留に
できます（試し刷り後保留）。

5-45、

5-46

機能キー 説明 参照ページ

ファイル形式 画像ファイルのフォーマッ ト を設定します。画質のレベルを
調整することもできます。

6-34

両面/見開き原稿 原稿に合わせて、原稿の種類ととじ方向を選択します。 6-32

読み込み解像度 画像の細かさを設定します。 6-37

濃度 濃度を9 段階から調整します。 6-12

文書名入力 文書に名前を付けます。 6-30

カラー選択 カラーのモードを選択します。 6-15

機能一覧 説明 参照ページ

原稿サイズ 原稿の読み込みサイズを設定します。 6-4

原稿セッ ト向き 文書を正しい向きで読み込むため、原稿の上部の向きを指示
します。

6-9

原稿サイズ混載 原稿送り装置を使用し、サイズの異なる原稿を一度に読み込
みます。

6-6

保存サイズ 保存する画像のサイズを選択します。 6-40



xviii

 ＞ メニューマップ

［印刷］

原稿の画質 原稿の画質に合わせて、画像を処理します。 6-13

シャープネス 画像の輪郭の強弱を調整します。 6-18

コン ト ラス ト 画像の濃淡のコン ト ラス ト を調整します。 6-18

地色調整 新聞紙など地色のこい原稿の地色をと り除きます。 6-19

う ら写り防止 うすい紙の原稿を読み込む場合、う ら面の印刷が写り込まな
いように画質を調整します。

6-20

白紙ページスキップ 読み込んだ原稿の中に白紙のページがある場合、白紙のペー
ジを飛ばして、白紙以外の原稿を読み込みます。

6-30

縮小/ 拡大 倍率を変更して、画像を縮小/拡大します。 6-20

連続読み込み 原稿を数回に分けて読み込み、一括して処理します。 6-27

長尺原稿 原稿送り装置を使用し、長尺サイズの原稿を読み込みます。 6-41

ジ ョブ終了通知 ジョブが終了したことをメールで通知します。 6-28

ファイル分割 読み込んだ原稿データを1ページごとに分割して複数のファ
イルを作成します。

6-37

機能キー 説明 参照ページ

用紙選択 使用したいサイズの用紙が入ったカセッ トまたは手差し ト レ
イを選択します。

6-5

ソート /仕分け 用紙を部数ごと、またはページごとに仕分けします。 6-10

両面 文書を片面に印刷したり両面に印刷したり します。 6-27

カラー選択 カラーのモードを選択します。 6-15

機能一覧 説明 参照ページ

排紙先 排紙先のトレイを指定します。 6-11

と じ しろ と じ しろ（余白）を作ります。と じ しろの幅を設定したり、う ら

面のとじしろを設定したりすることもできます。

6-24

エコプリン ト エコプリン ト を設定すると トナーの消費量を節約します。 6-14

ジ ョブ終了通知 ジョブが終了したことをメールで通知します。 6-28

文書名入力 文書に名前を付けます。 6-30

優先印刷 印刷中のジョブを中断し、新規の印刷ジョブを優先します。 6-30

暗号化PDFパスワード あらかじめ指定したパスワードを入力し、PDFを印刷します。 6-41

JPEG/TIFF印刷方法 JPEGまたはTIFFファイルを印刷する際の、画像サイズを設定
します。

6-42

XPS印刷サイズ調整 XPSファイルを用紙サイズに合わせて印刷します。 6-42

機能一覧 説明 参照ページ
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 ＞ メニューマップ

［フ ァクス］

または

機能キー 説明 参照ページ

オンフック ハンドセッ ト を使用せずに、本体のスピーカーから音声を出
す場合に選択します。

ファクス使用
説明書

ダイレク ト 原稿をメモリーに読み込まずに直接送信します。

再宛先 直前にダイヤルした相手先を宛先リストに呼び出すことがで
きます。

新規宛先 テンキーで相手先のファクス番号を入力します。

アドレス帳 アドレス帳に登録されている宛先を選択します。

ワンタ ッチキー ワンタ ッチキーで宛先を選択できます。

拡張アドレス帳 拡張アドレス帳に登録されている宛先を選択します。 Command 
Center RX操
作手順書

機能一覧 説明 参照ページ

原稿サイズ 原稿の読み込みサイズを設定します。 ファクス使用
説明書

原稿セッ ト向き 文書を正しい向きで読み込みため、原稿の上部の向きを指示
します。

両面/見開き原稿 原稿に合わせて、原稿の種類ととじ方向を選択します。

ファクス送信解像度 ファクスで送信する際の画像の細かさを設定します。

濃度 濃度を9段階から調整します。

原稿の画質 原稿の種類に合わせて、画質を選択します。

連続読み込み 原稿を数回に分けて読み込み、一括して処理します。

文書名入力 文書に名前を付けます。

長尺原稿 原稿送り装置を使用し、長尺サイズの原稿を読み込みます。

ジ ョ ブ終了通知 ジョブが終了したことをメールで通知します。

ファクスタイマー送信 送信する時刻を指定します。

ファクスダイレク ト送信 原稿をメモリーに読み込まずに直接送信します。

ファクスポーリング受信 相手先にダイヤルし、あらかじめ保存されたポーリング送信
用の文書を受け取ります。
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 ＞ メニューマップ

［Fコードボックス］

［ポーリングボックス］

機能キー 説明 参照ページ

Fコードボックス Fコードボックスを操作します。 ファクス使用
説明書

機能キー 説明 参照ページ

ポーリングボッ
クス

ポーリングボックスを操作します。 ファクス使用
説明書
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 ＞ メニューマップ

［フ ァクスメモリー受信ボックス］

［状況確認/ジ ョブ中止］

機能キー 説明 参照ページ

ファクスメモ
リー受信ボック
ス

ファクスメモリー受信ボックスを操作します。 ファクス使用
説明書

または

機能キー 説明 参照ページ

印刷ジョブ状況 印刷ジョブ状況画面を表示します。 7-3

送信ジョブ状況 送信ジョブ状況画面を表示します。 7-4

保存ジョブ状況 保存ジョブ状況画面を表示します。 7-5

予約ジョブ タイマー送信で待機中のファクス送信ジ ョブを確認できま
す。

7-5

印刷ジョブ履歴 印刷ジョブ履歴画面を表示します。 7-7

送信ジョブ履歴 送信ジョブ履歴画面を表示します。 7-7

保存ジョブ履歴 保存ジョブ履歴画面を表示します。 7-7

ファクスジ ョブ履歴 ファクスの送/受信履歴画面を表示します。 ファクス使用
説明書

スキャナー 原稿読み込み状態やエラー情報を表示します。 7-10

プリンター エラー情報や、待機中、印刷中などの状態を表示します。 7-10

ファクスメモリー受信ボックス ファクスメモリー受信ボックスに関する設定を行います。 ファクス使用
説明書

ファクス 送/受信中やダイヤル中などの情報を表示します。また、送/受
信中のファクスを中止することができます。

ファクス使用
説明書

トナー状況 トナー残量を段階的に表示します。また、廃棄トナーボックス
の状態も確認できます。

7-12

用紙状況 給紙元の用紙のサイズと向き、種類、残量を確認できます。 7-12

外部メモリー 本機に接続したUSBメモリーの使用量/全容量を表示します。 7-10



xxii

 ＞ メニューマップ

［システムメニュー］

簡単セッ トアップウィザード  

言語選択 

USBキーボード USBキーボードの状態を表示します。 7-11

Bluetoothキーボード Bluetoothキーボードの状態を表示します。 ―

ネッ トワーク接続状態 ネッ トワークの接続状態を表示します。 7-11

オプシ ョ ンネッ トワーク接続状態 オプシ ョ ンのネッ トワークインターフェイスキッ トの接続状
態を表示します。

7-11

Wi-Fi Direct Wi-Fi Directの接続状態を表示します。 7-11

ワイヤレスネッ トワーク オプシ ョ ンのワイヤレスネッ トワークインターフェイスキッ
トの接続状態を表示します。

7-11

Wi-Fi Wi-Fiの接続状態を表示します。 7-11

SSD オプシ ョ ンのSSDの状態を表示します。 7-11

NFC NFCの接続状態を表示します。 7-11

または

システムメニューの項目 説明 参照ページ

ファクスのセッ トアップ ウィザード形式でファクスの設定を行います。 ファクス使用
説明書

省エネのセッ トアップ ウィザード形式で省エネの設定を行います。 2-24

ネッ トワークのセッ トアップ ウィザード形式でネッ トワークの設定を行います。 2-24

システムメニューの項目 説明 参照ページ

言語選択 タ ッチパネルに表示される言語を選択します。 8-4

機能キー 説明 参照ページ
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 ＞ メニューマップ

レポート

システムメニューの項目 説明 参照ページ

レポート

本機の設定
や状態、履
歴を確認す
るための各
種レポート
を印刷した
り、印刷の
しかたを設
定すること
ができま
す。

レポート印
刷

ステータス
ページ

現在の設定内容、使用可能メモリー、装着されているオプシ ョ
ン機器などの情報が確認できます。

8-5

フォン ト リ
ス ト

本機に搭載されているフォン ト をサンプルで確認できます。 8-5

ネッ トワー
クステータ
ス

ネッ トワークインターフェイスのファームウェアバージ ョ ン
やネッ トワークアドレス、ネッ トワークプロ ト コルなどの情
報が確認できます。

8-5

サービスス
テータス
ページ

ステータスページよりも詳細な情報が確認できます。サービ
ス担当者がメンテナンスの際に印刷するのが主な用途です。

8-5

部門管理レ
ポート

部門管理レポートを印刷します。 8-5

Fコード
ボックスリ
スト

Fコードボックスのリスト を印刷します。 ファクス使用
説明書

ファクスリ
スト (見出し
)

アドレス帳を登録している宛先のリスト を見出し順に印刷で
きます。

ファクス使用
説明書

ファクスリ
スト (番号)

アドレス帳を登録している宛先のリスト をアドレス番号順に
印刷できます。

ファクス使用
説明書

ファクス発
信レポート

最新の発信の情報をレポートにして印刷します。 ファクス使用
説明書

ファクス受
信レポート

最新の受信の情報をレポートにして印刷します。 ファクス使用
説明書

オプシ ョ ン
ネッ トワー
クステータ
ス

オプシ ョ ンネッ トワークステータスページを印刷します。 8-6

管理レポー
ト設定

ファクス発
信レポート

自動的に発信管理レポートを印刷します。 ファクス使用
説明書

ファクス着
信レポート

自動的に着信管理レポートを印刷します。 ファクス使用
説明書

結果通知設
定

送信結果レ
ポート

送信が終了したときに、送信結果レポートを自動的に印刷し
ます。

8-6

ファクス受
信結果通知

ファクスを発信したときに、発信結果レポートを印刷できま
す。

ファクス使用
説明書

終了通知設
定

ジョブ終了通知に画像を添付することができます。 ファクス使用
説明書

履歴送信 履歴送信 設定されている宛先にジ ョブ履歴を手動で送信します。 8-7

自動送信 ジョブ履歴が設定した件数になると、設定されている宛先に
ジ ョブ履歴を自動的に送信します。

8-7

宛先 ジョブ履歴を送信する送信先を設定します。設定できるアド
レスはメ－ルアドレスのみです。

8-7

ジ ョブ履歴
件名

ジョブ履歴をメールで送信するときに、自動的に入力される
件名を設定します。

8-7

個人情報 履歴に個人情報を含めるかどうかを設定します。 8-7
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 ＞ メニューマップ

カウンター

ユーザー情報

カセッ ト /手差し ト レイ設定

共通設定

システムメニューの項目 説明 参照ページ

カウンター 印刷ページ数 印刷枚数、印刷カバレッジを参照します。 3-18

読み込みページ数 読み込み枚数を参照します。 3-18

システムメニューの項目 説明 参照ページ

ユーザー情報 ユーザー情報を変更できます。変更できる内容は、ログインし
ているユーザーの権限によって異なります。

9-10

システムメニューの項目 説明 参照ページ

カセッ ト 1（～3） カセッ ト 1（～3）で使用する用紙の設定を行います。 8-9

手差し ト レイ 手差し ト レイで使用する用紙の設定を行います。 8-10

システムメニューの項目 説明 参照ページ

初期画面 電源を入れて最初に表示される画面（初期画面）を選択しま
す。

8-11

音設定 ブザー 本機の操作中に鳴る報知音について設定します。 8-11

ファクススピーカー音量 本機のスピーカー音のボリュームを調整できます。 ファクス使用
説明書

ファクスモニター音量 本機のモニター音のボリュームを調整できます。

原稿設定 カスタム原稿サイズ登録 よ く使用する不定形の原稿サイズを、カスタムサイズとして
登録します。

8-12

原稿自動検知 自動で検知する原稿サイズを設定をします。 8-12

用紙設定 カスタム用紙サイズ登録 よ く使用する不定形の用紙サイズを、カスタムサイズとして
登録します。

8-13

用紙種類の設定 用紙種類に対して、重さ（用紙の厚さ）を設定します。 8-14

優先給紙元 優先して使用する給紙元を設定します。 8-13

用紙選択 原稿をセッ ト したときの用紙の選択方法を設定します。 8-13

自動用紙の用紙種類（カ
ラー）

用紙選択で自動が選択されているときに、自動で選択される
用紙を用紙の種類（カラー）で限定することができます。

8-13

自動用紙の用紙種類（白
黒）

用紙選択で自動が選択されているときに、自動で選択される
用紙を用紙の種類（白黒）で限定することができます。

8-13

特定用紙種類の動作設定 パンチ済み紙、プレプリン ト、レターヘッ ドなどの特定用紙に
印刷するときに仕上がりの向きを揃えるかどうかを設定しま
す。

8-14

用紙セッ ト時の確認 用紙をセッ ト したときに、用紙設定の確認画面を表示するか
どうかを設定します。

8-14
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 ＞ メニューマップ

機能初期値 ファイル形式 ファイル形式の初期値を設定します。 8-16

原稿セッ ト向き 原稿セッ ト向きの初期値を設定します。 8-16

ソート /仕分け ソート /仕分けの初期値を設定します。 8-16

ファイル分割 ファイル分割の初期値を設定します。 8-16

読み込み解像度 原稿を読み込むときの解像度の初期値を設定します。 8-16

カラー選択（コピー） カラーモード（コピー時）の初期値を設定します。 8-16

カラー選択（送信/保存） カラーモード（送信時/保存時）の初期値を設定します。 8-16

原稿の画質

（コピー）

原稿の画質(コピー時)の初期値を設定します。 8-16

原稿の画質

（送信/保存）

原稿の画質(送信/保存時)の初期値を設定します。 8-16

地色調整（コピー） 地色調整の初期値を設定します。 8-16

地色調整（送信/保存） 8-16

エコプリン ト エコプリン トの初期値を設定します。 8-16

う ら写り防止（コピー） う ら写り防止の初期値を設定します。 8-16

う ら写り防止（送信/保存） 8-16

システムメニューの項目 説明 参照ページ
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 ＞ メニューマップ

機能初期値 白紙ページスキップ（コ
ピー）

白紙ページスキップの初期状態を設定します。 8-16

白紙ページスキップ（送信
/保存）

8-16

ファクス送信解像度 原稿を読み込むときの解像度の初期値を設定します。 ファクス使用
説明書

縮小/拡大 縮小/拡大の初期値を設定します。 6-20

と じ しろ と じ しろ幅の初期値を設定します。 6-24

連続読み込み（コピー） 連続読み込みの初期値を設定します。 6-27

連続読み込み（ファクス） 連続読み込みの初期値を設定します。 ファクス使用
説明書

連続読み込み(送信/保存) 連続読み込みの初期値を設定します。 6-27

自動画像回転 自動回転コピーの初期値を設定します。 8-23

文書名入力 ジョブに名前をつけるときに、自動的に入力される名前（名前
の初期値）を設定します。

6-30

メール件名/本文 読み込んだ原稿をメールで送信するときに、自動的に入力さ
れる件名と本文（件名と本文の初期値）を設定します。

6-38

FTP暗号送信 送信時の文書の暗号化の初期値を設定します。 6-38

JPEG/TIFF印刷方法 JPEGまたはTIFFファイルを印刷する際の、画像のサイズ（解
像度）の初期値を設定します。

6-42

XPS印刷サイズ調整 XPS印刷サイズ調整の初期値を設定します。 6-42

詳細設定 画質 PDFファイル、TIFFファイル、JPEGファイル、XPSファイルの
画質の初期値を設定します。

8-18

PDF/A PDF/Aの初期状態を設定します。 8-18

高圧縮PDF
画質

ファイル形式が高圧縮PDFのときの、画質の初期値を設定し
ます。

8-18

白紙検知対
象(コピー)

白紙検知対象(コピー)の初期値を設定します。 8-18

白紙検知対
象(送信/保
存)

白紙検知対象(送信/保存)の初期値を設定します。 8-18

排紙先 コピー、文書ボックスからの印刷、パソコンからの印刷、およ
びファクス受信データの印刷について、それぞれ別の排紙先
を指定することができます。

8-18

部数制限 1回でコピーできる部数を制限することができます。 8-18

エラー処理
設定

両面エラー 選択した用紙サイズまたは用紙種類で、両面印刷できない場
合の処理方法を設定します。

8-19

後処理エラー 選択した用紙サイズまたは用紙種類で後処理できない場合の
処理方法を設定します。

8-19

用紙ミスマッチエラー カセッ トまたは手差し ト レイを指定してパソコンから印刷す
るとき、選択した用紙サイズまたは用紙種類と選択した給紙
元にセッ ト されている用紙サイズまたは用紙種類が一致しな
い場合の処理方法を設定します。

8-19

給紙時のサイズエラー カセッ トに設定している用紙サイズと実際に給紙した用紙サ
イズが異なっていることを検知した場合の処理方法を設定し
ます。

8-19

システムメニューの項目 説明 参照ページ
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ホーム

*1 TASKalfa 2470ci

*2 TASKalfa 2460ci

カラートナーなし時の印刷 カラートナーがな く なったとき、印刷しないか、すべて白黒で
印刷するかを設定します。

8-19

入力長さ単位 用紙サイズなどの長さを入力するときの単位を、インチと ミ
リ メートルから選択できます。

8-19

トナー残量少の通知 トナーが残り少な く なったことを通知する トナー残量を設定
します。

8-20

キーボード入力方式 名前などを入力するときに表示されるキーボードの文字入力
方式の初期値を設定します。

8-20

USBキーボード タイプ 使用したいUSBキーボード タイプを設定します。 8-20

ジ ョブごとの文書仕分け 文書をジ ョブごとに仕分けするかどうかを設定します。 8-20

状況/履歴の表示 状況／履歴の表示を設定します。 8-20

機能キー登録 操作パネルの機能キーに関する設定を行います。 8-20

電源オフ時の確認 電源オフ時に確認メ ッセージを表示するかどうか設定しま
す。

8-21

システムメニューの項目 説明 参照ページ

デスク ト ップの設定 デスク ト ップに表示する機能アイコンを設定します。 3-8

タスクバーの設定*1

またはタスク画面の設定*2

タスクバーまたはタスク画面に表示するタスクアイコンを設
定します。

3-8

壁紙 ホーム画面の背景を設定します。 3-8

システムメニューの項目 説明 参照ページ
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コピー

送信

文書ボックス

システムメニューの項目 説明 参照ページ

自動用紙動作設定 用紙選択が［自動］に設定されている場合に、縮小/拡大の倍率
を変更したときの、用紙サイズの選択方法を設定します。

8-23

自動倍率優先 原稿と違うサイズの給紙元を意図的に選択した場合に、自動
的に倍率を変更（縮小/拡大）するかどうかを設定します。

8-23

小サイズ原稿の用紙サイズ 自動用紙設定で、検出できない小サイズの原稿を印刷する場
合に、使用する用紙サイズを設定します。

8-23

原稿未検知時の原稿サイズ 原稿未検知時の原稿のサイズを設定します。 8-23

次の予約優先 印刷中に次のコピーを予約する際、基本の画面を表示させる
かどうかを設定します。

8-23

自動画像回転の動作 自動画像回転の動作を設定します。 8-23

システムメニューの項目 説明 参照ページ

送信前の宛先確認 送信するとき、［スタート］キーを押した後に宛先確認画面を
表示するかどうかを設定します。

8-24

新規宛先の入力確認 新規で宛先を入力するとき、確認のために、宛先を再入力させ
るかどうかを設定します。

8-24

送信控え転送 転送 原稿を転送するかどうかを設定します。 8-24

宛先 原稿を転送する宛先を設定します 8-24

カラーTIFF圧縮方式 本機で扱うTIFF画像の圧縮方式を設定します。 8-24

初期画面 ［送信］キーを押すと、最初に表示される画面を設定します。 8-24

新規宛先の入力 宛先の直接入力を許可するかどうかを設定します。 8-24

再宛先 送信画面の［再宛先］の使用を許可するかどうかを設定しま
す。

8-24

同報送信 同報送信の使用を許可するかどうかを設定します。 8-24

システムメニューの項目 説明 参照ページ

ユーザーボックス ユーザーボックスに関する設定を行います。 8-25

Fコードボックス Fコードボックスに関する設定を行います。 ファクス使用
説明書

ジョブボックス クイックコピー
ジ ョブ保持数

ボックスの空き容量を保つために、最大保持数を設定するこ
とができます。

8-25

一時保存文書の自
動消去

ジョブボックスのプライベートプリン ト、クイックコピー、試
し刷り後保留の一時保存文書を、保存した一定時間後に自動
的に消去するように設定します。

8-25

保存先 データを保存するメディアを選択することができます。 8-25

ポーリングボックス ポーリングボックスに関する設定を行います。 ファクス使用
説明書

ファクスメモリー受信ボックス ファクスメモリー受信ボックスに関する設定を行います。 ファクス使用
説明書
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ファクス

アプリケーシ ョ ン

インターネッ ト

アドレス帳/ワンタ ッチ

システムメニューの項目 説明 参照ページ

ファクス ファクス機能に関する設定を行います。 ファクス使用
説明書

システムメニューの項目 説明 参照ページ

アプリケーシ ョ ン アプリケーシ ョ ンに関する設定を行います。 8-26

システムメニューの項目 説明 参照ページ

インターネッ ト アプリケーシ ョ ンからインターネッ トへ接続する時のプロキ
シーを設定します。

8-26

システムメニューの項目 説明 参照ページ

アドレス帳/
ワンタ ッチ

アドレス帳 アドレス帳に関する設定を行います。 3-34

ワンタ ッチキー ワンタ ッチキーに関する設定を行います。 3-40

アドレス帳
初期設定

表示順 アドレス帳を表示したときに、宛先を表示する順番の初期値
を設定します。

8-27

アドレス帳
の種類

アドレス帳を表示したときに、どの拡張アドレス帳を表示す
るかを設定します。

8-27

編集制限 アドレス帳 アドレス帳の編集を制限します。 8-27

ワンタ ッチ
キー

ワンタ ッチキーの編集を制限します。 8-27

リス ト印刷 アドレス帳を登録している宛先のリスト を出力できます。 ファクス使用
説明書
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ユーザー/部門管理

システムメニューの項目 説明 参照ページ

ユーザー/部
門管理

ユーザー管
理設定

ユーザー管理 ユーザー管理を有効にします。 9-3

ローカルユーザーリスト ユーザーの登録、編集および削除ができま
す。

9-5

ICカード設
定

キーボード
ログイン

ICカード認証が有効の場合、キーボードによ
るログインを許可するかどうかを設定しま
す。

9-29

追加認証 ICカードで認証後、パスワードを入力させる
かどうかを設定します。

9-29

PINコード認証 PINコード認証を使用するかどうかを設定し
ます。

9-30

簡単ログイ
ン設定

簡単ログイ
ン

簡単ログイン設定を有効にするかどうかを
設定します。

9-26

簡単ログイ
ン情報

簡単ログインを使用するユーザーを登録し
ます。

9-26

ローカルユーザー認可 ローカルユーザー認可を使用するかどうか
を設定します。

9-17

ユーザーア
カウン ト
ロックアウ
ト設定

ロックアウ
ト

アカウン トロックアウトポリシーを有効に
するかどうかを設定します。

9-4

ロックアウ
トポリシー

アカウン トロックが適用される条件と適用
する範囲を設定します。

9-4

ロックされ
ているユー
ザーのリス
ト

ロックされているユーザーがリストに表示
されます。

9-4

グループ認
可設定

グループ認
可

認証サーバーに登録されたグループごとに
本機の使用制限を設定します。

9-18

グループリ
スト

本機の使用を制限するグループを登録しま
す。

9-18

ゲスト認可
設定

ゲスト認可 ユーザー管理が有効のとき、本機にログイン
できないゲストユーザーが使用できる機能
を設定します。

9-21

ゲストプロ
パティ

ゲストユーザーの情報と制限する機能を設
定します。

9-22

ネッ トワークユーザー情報
の取得

LDAPサーバーからユーザー情報を取得する
ために必要な項目を設定します。

9-24
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システムメニューの項目 説明 参照ページ

ユーザー/部
門管理

部門管理設
定

部門管理 部門管理を有効にします。 9-33

部門管理方式 部門管理方式を設定します。 9-33

部門管理レポート印刷 全部門で集計された枚数を、部門レポート と
して印刷できます。

9-49

全部門集計 全部門の使用枚数を集計します。 9-47

部門別集計 部門別の使用枚数を集計します。 9-48

部門リスト 部門の登録や編集、削除をしたりできます。 9-37

初期設定 制限超過時
設定

制限枚数に達したときの処理を変更できま
す。

9-43

コピー/プリ
ンターカウ
ン ト方式

コピーとプリンターの使用枚数を合計して
管理するか、個別に管理するか選択すること
ができます。

9-43

カウンター
制限初期値

新規部門登録を行う場合の、制限枚数の初期
値を変更できます。

9-43

用紙サイズ
別集計

特定の用紙サイズの使用枚数を集計するこ
とができます。

9-43

不明ユー
ザー設定

ID不明ジョブ処理 ログインユーザー名（ユーザーID）が不明な
ジ ョブ、またはログインユーザー名（ユー
ザーID）のないジ ョブがパソコンから届いた
場合の処理方法を選択することができます。

9-52
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プリンター

システムメニューの項目 説明 参照ページ

プリンター エミ ュレーシ ョ ン 本機を他のプリンター用のコマンドで動作させるためのエ
ミ ュレーシ ョ ンを設定します。

8-29

カラー設定 印刷をカラーかまたは白黒かを選択できます。 8-29

エコプリン ト トナーの消費量を抑えることができます。 8-29

A4/Letterの共通使用 サイズの近いA4サイズとLetterサイズを共通サイズとみなす
かどうかを設定します。

8-29

両面印刷 両面印刷時の、仕上がりのとじ方向を設定します。 8-29

部数 印刷部数を1～999部まで設定します。 8-29

印刷向き 印刷方向を［たて］または［よこ］に設定します。 8-29

ワイドA4 A4ページ1行に印刷できる文字数が80文字に増加します。 8-29

改ページ待ち時間 設定された待ち時間が経過すると、自動的に改ページ（印刷）
を行います。この待ち時間を設定します。

8-29

改行（LF）動作 本機が改行コード（文字コード0AH）を受信したときの動作を
設定します。

8-29

復帰（CR）動作 本機が復帰コード（文字コード0DH）を受信したときの動作を
設定します。

8-29

ジ ョブ名 プリンタード ライバーで設定したジ ョブ名を使用するかどう
かを設定します。

8-30

ユーザー名 プリンタード ライバーで設定したユーザー名を使用するかど
うかを設定します。

8-30

印刷範囲補正 プリンターの印刷範囲を補正します。 8-30

手差し ト レイ優先 手差し ト レイに用紙がセッ ト されている場合に、手差し ト レ
イから優先して給紙させることができます。

8-30

給紙指定動作 パソコンからの印刷時、給紙元と用紙種類を選択している場
合の給紙方法を設定します。

8-30

自動カセッ ト切り替え 印刷中に給紙カセッ トに用紙がな く なった場合の動作を選択
します。

8-30

解像度 印刷時の解像度を設定します。 8-30

KIR KIR（スムージング）の初期状態を設定します。 8-30

光沢モード 印刷物の光沢を増すことができます。 8-31

印刷ジョブの終端 使用環境や他の理由で印刷ジョブが最後まで処理されなかっ
た場合に、ジ ョ ブ終端とみなす条件を設定します。

8-31
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 ＞ メニューマップ

システム/ネッ トワーク

システムメニューの項目 説明 参照ページ

システム/
ネッ トワー
ク

ネッ トワー
ク

ホスト名 本機のホスト名を確認します。 8-32

Wi-FiDiredct設定 Wi-Fi Directを使用するかどうかを設定しま
す。

8-32

Wi-Fi設定 Wi-Fiを使用するかどうかを設定します。 8-33

有線設定 TCP/IP設定 TCP/IPプロ ト コルを使用するかどうかを設
定します。

8-37

LANイン
ターフェイ
ス

使用するLANインターフェイスを設定しま
す。

8-38

Bonjour プロ ト コル
設定

Bonjourを使用するかどうかを設定します。 8-39

利用可能な
ネッ トワー
ク(Wi-
FiDirect)

Wi-FiDirectネッ トワークを有効にするかど
うかを設定します。

8-39

利用可能な
ネッ トワー
ク(Wi-Fi)

Wi-Fiネッ トワークを有効にするかどうかを
設定します。

8-39

利用可能な
ネッ トワー
ク(有線)

有線ネッ トワークで有効にするかどうかを
設定します。

8-39

IPSec IPSecを使用するかどうかを設定します。 8-39

プロ ト コル
設定

NetBEUI NetBEUIを使用して文書を受信するかどう
かを設定します。*1

8-40

LPD LPDを使用して文書を受信するかどうかを
設定します。*1

8-40

SMTP（メー
ル送信）

SMTPを使用してメールを送信するかどう
かを設定します。

8-40

POP3（メー
ル受信）

POP3を使用してメールを受信するかどうか
を設定します。

8-40

FTPクライ
アン ト（送
信）

FTPを使用して文書を送信するかどうかを
設定します。

8-40

FTPサー
バー（受信）

FTPを使用して文書を受信するかどうかを
設定します。*1

8-40

SMBクライ
アン ト（送
信）

SMBを使用して文書を送信するかどうかを
設定します。

8-40

WSDスキャ
ン

WSDスキャンを使用するかどうかを設定し
ます。*1

8-41

WSD印刷 弊社が独自に提供するWebサービスを使用
するかどうかを設定します。*1

8-41
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システムメニューの項目 説明 参照ページ

システム/
ネッ トワー
ク

ネッ トワー
ク

プロ ト コル
設定

DSMスキャ
ン

DSMスキャンを使用するかどうかを設定し
ます。

8-41

LDAP LDAPを使用するかどうかを設定します。 8-41

SNMP SNMPを使用して通信を行うかどうかを設
定します。*1

8-41

SNMPv3 SNMPv3を使用して通信を行うかどうかを
設定します。*1

8-41

HTTP HTTPを使用して通信を行うかどうかを設定
します。*1

8-42

HTTPS HTTPSを使用して通信を行うかどうかを設
定します。*1*2

8-42

IPP IPPを使用して文書を受信するかどうかを設
定します。*1

8-42

IPP over 
SSL

SSLで保護されたIPPを使用して文書を受信
するかどうかを設定します。*1*2

8-43

RAWPort RawPortを使用して文書を受信するかどう
かを設定します。*1

8-43

ThinPrint ThinPrintを使用するかどうかを設定します。 8-44

Enhanced 
WSD

弊社が独自に提供するWebサービスを使用
するかどうかを設定します。*1

8-45

Enhanced 
WSD over 
SSL

弊社が独自に提供するWebサービスをSSL
上で使用するかどうかを設定します。*1*2

8-45

eSCL eSCLを使用してスキャンした文書を受信す
るかどうかを設定します。*1

8-45

eSCL over 
SSL

SSLで保護されたeSCLを使用してスキャン
した文書を受信するかどうかを設定しま

す。*1*2

8-46

セキュリ
テ ィー設定

SSL 通信にSSLを使用するかどうかを設定しま
す。*3

8-46

IPPセキュリ
テ ィー

IPPセキュリテ ィーレベルを設定します。
［SSL］の設定が［使用する］の場合、表示され
ます。*3

8-46

HTTPセキュ
リテ ィー

HTTPセキュリテ ィーレベルを設定します。
［SSL］の設定が［使用する］の場合、表示され
ます。*3

8-46

SMTPセ
キュリ
テ ィー

SMTPサーバーがサポート しているセキュ
リテ ィーに合わせて、通信プロ ト コルを選択
して ください。

8-46
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 ＞ メニューマップ

システムメニューの項目 説明 参照ページ

システム/
ネッ トワー
ク

ネッ トワー
ク

セキュリ
テ ィー設定

POP3セ
キュリ
テ ィー(ユー
ザー1～3)

POP3サーバーがサポート しているセキュリ
テ ィーに合わせて、通信プロ ト コルを選択し
て ください。

8-46

Ping 送信先のホスト名またはIPアドレスを入力
することで、送信先と通信ができるかどうか
を確認します。

8-47

ネッ トワークの再起動 ネッ トワークを再起動します。 8-47

プロキシー アプリケーシ ョ ンからインターネッ トへ接
続するときのプロキシーを設定します。

8-47

オプシ ョ ンネッ トワーク オプシ ョ ンネッ トワークの設定を行います 8-47

ワイヤレスネッ トワーク ワイヤレスネッ トワークの設定を行います 8-49

優先ネッ トワーク (クライアン ト ) 本機がクライアン ト側として動作する送信
機能や拡張アドレス帳の接続時に使用する
ネッ トワークインターフェイスを選択しま
す。

8-50

インター
フェイスブ
ロック設定
*3

USBホスト USBポートおよびUSBポート（USBホスト）
をブロックして保護します。

8-50

USBデバイス USBインターフェイスコネクター（USBデバ
イス）をブロックして保護します。

8-50

USBスト レージ USBメモリースロッ ト をブロックして保護
します。

8-50

オプシ ョ ンインターフェイ
ス(スロッ ト 1、2)

オプシ ョ ンインターフェイスをブロックし
て保護します。

8-50

Bluetooth設定 Bluetoothキーボードの設定を行います 8-51

セキュリテ ィーレベル セキュリテ ィーのレベルを設定します。 8-51

再起動 電源スイッチを切ることな く、CPUを再起動
することができます。

8-51

RAMディスク設定 RAMディスクを作成し、その容量を設定し
ます。

8-52

データセ
キュリ
テ ィー

SSDの初期化 オプシ ョ ンのSSDに保存されているデータ
を初期化します。

8-53

セキュリテ ィーデータの完
全消去

本機に登録されている次の情報を、工場出荷
時に戻します。

8-53

オプシ ョ ン機能 本機にインストールされているアプリケー
シ ョ ンの起動を行います。

8-54

リモートサービス設定 リモートサービス設定を使用するかどうか
を設定します。

8-54

ファクス
サーバー設
定

ファクスサーバー ファクスサーバーを使用するかどうかを設
定します。

8-55

アドレス設定 宛先に付けるプレフ ィ ッ クス、サフ ィ ッ クス
及びド メインを設定します

8-55

ファイル形式 ファイルの初期値を設定します。 8-55

アドレス帳初期設定 使用する拡張アドレス帳を設定します。 8-55

NFC NFCの設定を行います 8-55
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 ＞ メニューマップ

*1 デバイスまたはネッ トワークの再起動後に設定が切り替わります。

*2 「セキュリテ ィー設定」で「ネッ トワークの再起動」を［使用する］にして ください。

*3 設定変更後にシステムの再起動、または電源のOFF/ONが必要です。
デバイス情報を変更する （2-44）
［TCP/IP設定］ （8-37）
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 ＞ メニューマップ

日付/タイマー/節電

システムメニューの項目 説明 参照ページ

日付/タイ
マー/節電

日付/時刻 設置場所の日付と時刻を設定します。 8-56

日付形式 日付の年、月、日の並び順を設定します。 8-56

時差 GMT（世界標準時）からの時差を設定します。 8-56

オートパネルリセッ ト 一定時間操作がないと、設定内容を自動的にリセッ ト して初
期値に戻す機能を使用するかどうかを設定します。

8-56

パネルリセッ ト時間 オートパネルリセッ ト を設定した場合、操作終了後リセッ ト
されるまでの時間を設定します。

8-56

低電力モード時間 低電力モードに入る時間を設定します。 8-56

スリープレベル スリープレベルを設定します。 8-56

スリープ時間 スリープに入る時間を設定します。 8-57

節電復帰レベル 節電状態からの復帰方法を設定します。 8-57

エラー後自動継続 エラー発生後一定時間が経過すると、自動で処理を再開する
機能を使用するかどうかを設定します。

8-57

エラー後自動継続時間 エラー後の自動継続を設定した場合、印刷を再開するまでの
時間を設定します。

8-57

割り込み解除時間 割り込みコピーモードにして何も操作しないときの、通常の
モードに戻るまでの時間を設定します。

8-57

使用禁止時間 受信したファクスの制御を禁止する時間帯を設定します。 ファクス使用
説明書

Pingタイムアウト時間 「システム/ネッ トワーク」の［Ping］を実行した場合、タイムア
ウトになるまでの時間を設定します。

8-57
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 ＞ メニューマップ

調整/メンテナンス

システムメニューの項目 説明 参照ページ

調整/メンテ
ナンス

濃度調整 コピー コピーの濃度を全体的にこ く、またはうす く します。 8-58

送信/文書
ボックス

送信および文書ボックスに保存するときの読み込み濃度を、
全体的にこ く、またはうす く します。

8-58

ファクス ファクス送信するときの読み込み濃度を全体的にこ く、また
はうす く します。

ファクス使用
説明書

シャープネ
ス調整

コピー コピー時の画像の輪郭や文字/細線を全体的に強く、または弱
く します。

8-58

送信/ボック
ス

送信および文書ボックスに保存するときの画像や文字/細線
の輪郭を全体的に強く、または弱く します。

8-58

コン ト ラス
ト

コピー コピーのコン ト ラス ト を全体的に高く、または低く します。 8-58

送信ボック
ス

送信および文書ボックスに保存するときのコン ト ラス ト を全
体的に高く、または低く します。

8-58

地色調整 コピー（自
動）

コピー時の地色調整を全体的にこ く、またはうす く します。 8-58

送信/ボック
ス（自動）

送信および文書ボックスに保存するときの地色調整を、全体
的にこ く、またはうす く します。

8-58

トナー節約
レベル(エコ
プリン ト )

コピー コピー時のトナー節約レベル（エコプリン ト）の初期値を選択
します。

8-58

プリンター プリンター時のトナー節約レベル（エコプリン ト）の初期値を
選択します。

8-58

自動カラー判別基準 自動カラーモード時のカラー原稿と白黒原稿の判別レベルを
調整できます。

8-58

黒筋軽減処理 原稿送り装置を使用して読み込んだ画像にすじ（原稿にない
線状の汚れ）が発生した場合、このすじを目立たないようにし
ます。

8-58

画面の明るさ タ ッチパネルの明るさを調整します。 8-59

カラー印刷位置補正 シアン、マゼンタ、イエロー各色の印刷位置を補正し、色ずれ
を解消できます。

8-59

階調調整 原稿と印刷された画像の色合いが異なる場合は、この機能を
使って補正することができます。

8-59

ド ラムリフレッシュ 印刷された画像の流れたようなにじみや白点を改善します。 11-31

自動ドラムリフレッシュ 自動ド ラムリフレッシュの実行時間を設定できます。 11-33

キャリブレーシ ョ ン 印刷された画像の色ずれや色合いを改善します。 8-59

レーザースキャナーク
リーニング

印刷された画像に入る縦の白線を改善します。 8-59
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 ＞ こんなことができます

こんなことができます
本機は、コピー機能や印刷機能を標準で搭載し、スキャンした画像データをメールに添付して送信したり、ネッ トワーク
上のパソコンに送信することができます。また、ファクス機能を使用することもできます。

参考

• 各機能については、次を参照して ください。
セキュリテ ィー： セキュリテ ィーを強化したい （xlii）
アプリケーシ ョ ン： アプリケーシ ョ ンとは （2-54）

Command Center RX： Command Center RXとは （2-41）、Command Center RX操作手順書

文書ボックス機能： 文書ボックスを使用するには （3-51）

コピー機能： コピーのしかた （5-12）

プリンター機能： パソコンからの印刷 （4-5）

送信機能： 基本的なスキャン（送信）のしかた （5-14）

USBメモリー： USBメモリーに文書を保存する（Scan to USB） （5-50）
フ ァクス機能：ファクス使用説明書

• ご使用になる前に必ずお読みください。

安全にお使いいただ くための注意事項 （1-1）

• ケーブルの接続やソフ トウェアのインス トールなど本機を使用するための準備については、次を参照して く
ださい。

設置と機械のセッ トアップ （2-1）

• 用紙のセッ ト、共有フォルダーやアドレス帳の登録については、次を参照して ください。

本機を使用する準備 （3-1）

USB

USB
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 ＞ 本機の特長

本機の特長
本機はさまざまなべんりな機能を搭載しています。

各機能の詳細設定 （6-1）

ここでは一例を紹介します。

効率よ く作業したい

よ く使う機能をワンタ ッチで呼び出す
（お気に入り）

よ く使う機能をかんたんに設定したいと
きに便利です。

よ く使う設定をお気に入りに登録する
と、お気に入り番号を押すだけでその設
定を呼び出すことができます。ワンタ ッ
チで呼び出せるので、別の人が代わりに
作業することもできます。

よ く使う機能を呼び出すには（お
気に入り） （3-44）

急ぎのコピーを優先する
（割り込みコピー）

急ぎのコピーをしたいときに便利です。

他の人が大量にコピーしているときに急
ぎでコピーしたい原稿があるとき、割り
込んで、先にコピーすることができます。

割り込みコピーをする （5-13）

サイズが違う原稿を一度に読み込む
（原稿サイズ混載）

会議の資料を作るときなどに便利です。

サイズの異なる原稿を一緒にセッ トする
ことができるので、原稿サイズが変わる
たびに、原稿をセッ ト し直す必要がな く
なります。 

［原稿サイズ混載］ （6-6）

効率よ く作業したい

数回に分けて読み込んだ原稿をまとめて
処理する（連続読み込み）

枚数の多い資料を作るときなどに便利で
す。

原稿の量が多く て原稿送り装置に一度に
セッ トできないようなとき、数回に分け
て読み込み、一度にまとめて印刷や送信
することができます。

［連続読み込み］ （6-27）

複数の送信方法で同時に送信する
（複合送信）

送信方法が違う宛先に、かんたんに送り
たいときに便利です。

メール送信やSMB送信、ファクス送信な
ど、種類の違う宛先を指定して送信でき
ます。

1回の操作で送信できるので、作業の効率
がアップします。

種類の異なる相手に送信する（複
合送信） （5-25）

よ く使う文書を本機に保存する
（ユーザーボックス）

よ く使う文書を本機に保存し、必要なと
きに操作パネルから印刷します。

文書ボックスを使用するには （3-
51）

1~10

1

1~30

1

11~20

11

21~30

21
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経費を節約したい

使いかたに合わせて節電する
（省エネ機能）

本機はスリープ状態になる省エネ機能を
備えています。

省エネ機能を使う  （2-22）

用紙を節約して印刷する
（用紙節約印刷）

用紙の両面に印刷したり、2枚以上の複数
枚の原稿を1枚の用紙にまとめて印刷し
たりすることができます。

［ページ集約］ （6-22）

［両面/分割］ （6-25）

白紙ページをスキップして印刷する
（白紙ページスキップ）

読み込んだ原稿の中に白紙のページがあ
る場合、白紙のページをスキップし、白紙
以外のページだけを印刷します。

［白紙ページスキップ］ （6-30）

資料をきれいに作りたい

印刷のうら写りを防止したい
（う ら写り防止）

うすい紙の原稿を読み込む場合、う ら面
の印刷が写り込まないように画質を調整
します。

［う ら写り防止］ （6-20）

Off
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 ＞ 本機の特長

セキュリテ ィーを強化したい

PDFにパスワードを設定する
（PDF暗号化機能）

ファイル形式がPDFの時に、パスワード
によるセキュリテ ィーを使って、文書の
表示、印刷、編集に制限を追加することが
できます。

［暗号化PDFパスワード］ （6-41）

SSD内のデータを守る（暗号化/上書き消
去）

SSD内に残った不要なデータを自動的に
上書き消去します。

データを暗号化してSSDに書き込み、外
部への流出を防ぎます。

［データセキュリテ ィー］ （8-53）

印刷した原稿の持ち去りを防ぐ
（プライベートプリン ト）

プリンターから印刷するデータを一時的
に本体のボックスに保存し、本体側で印
刷を実行することで、印刷した用紙の持
ち去りを防ぐことができます。

プライベートプリン トボックスから
ジ ョブを印刷する （5-43）

セキュリテ ィーを強化したい

ICカードでログインする
（ICカード認証）

ログインユーザー名やパスワードを入力
することな く、IC カードをタ ッチするだ
けでログインできます。

ICカード認証キッ ト (B)＜ICカード
認証キッ ト＞ （12-3）

セキュリテ ィーを強化する
（管理者向け各種設定）

本機では、セキュリテ ィーを強化するた
めに、管理者が設定できる機能をいろい
ろ用意しています。

管理者が行うセキュリテ ィー強化 
（2-40）

OK !
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もっと使いこなしたい

業務に合わせて機能を拡張する
（アプリケーシ ョ ン）

アプリケーシ ョ ンをインストールして機
能を拡張することができます。

お客様の業務内容に合わせたスキャン機
能や認証機能などのアプリケーシ ョ ンを
提供することで、日常の業務をより効率
的に行えるようサポート します。

アプリケーシ ョ ンをインス トール
する （2-54）

ネッ トワーク配線を気にせずに設置した
い（ワイヤレスネッ トワーク）

無線LAN環境があれば、ネッ トワーク配
線を気にせずに本機を設置することがで
きます。

ワイヤレスネッ トワークを設定す
る （2-15）

Wi-Fi Directを設定する （2-19）

NFCを設定する （2-20）

USBメモリーを使う
（USBメモリー）

外出先で文書を印刷したり、パソコンが
使えないときなどに便利です。

USBメモリーを本機に接続し、メモリー
内に保存されている文書を印刷します。

また、本機で読み込んだ文書をメモリー
に保存することもできます。

USBメモリーから印刷する （5-52）

もっと使いこなしたい

画像のファイル形式を設定する
（ファイル形式）

画像を送信/保存する際、さまざまなファ
イル形式に対応しています。

［フ ァイル形式］ （6-34）

長尺原稿をスキャンする
（長尺原稿）

契約書やデータログ等の長尺原稿をス
キャンすることができます。

［長尺原稿］ （6-41）

リモートで本機を操作する
（Command Center RX）

パソコンからリモートで、本機にアクセ
スし、データの印刷、送信、ダウンロード
などの操作ができます。

管理者は、本機の動作設定や管理設定を
効率的に行うことができます。

Command Center RXとは （2-41）
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 ＞ カラーや画質の機能について

カラーや画質の機能について
本機はさまざまなカラーや画質の調整機能を搭載しています。読み込んだ原稿をお好みの色合いや画質に調整できま
す。

基本的なカラーモード

送信/保存時で選択可能なモードの詳細については、次を参照して ください。

［カラー選択］ （6-15）

カラーモード 説明 参考画像 参照ページ

設定前 設定後

自動カラー カラー原稿、白黒原稿を自動的に識別して
読み込みます。

6-15

フルカラー フルカラーで読み込みます。 6-15

グレースケール グレースケールで読み込みます。 6-15

白黒 白黒で読み込みます。 6-15
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画質やカラーを調整する
画質を変更したりカラー原稿の色合いを変更したり したいときは、次の機能を設定します。

やりたいこと 参考画像 設定する機能 参照ページ

設定前 設定後

より細かく色を調整する

濃度をこ く したい、またはうす く し
たい。

濃度 6-12

より細かく画質を調整する

画像の輪郭を強めたい、または弱め
たい。

例：輪郭を強める

シャープネス 6-18

画像の暗い部分と明るい部分の差
を調整したい。

コン ト ラス ト 6-18

原稿の地色（文字や画像のない部
分）をこ く したい、またはうす く し
たい。

例：地色をうすくする

地色調整 6-19

両面原稿のうら面が写ることを防
ぎたい。

う ら写り防止 6-20

スキャンする画像を調整する

ファイルのサイズを小さ く 、かつ文
字を く っきりみせたい。

ファイル形式

［高圧縮PDF］

6-34
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付属マニュアルの紹介
本製品には、次のマニュアルが付属しています。必要に応じて参照して ください。

マニュアルに記載されている内容は、機械性能改善のために予告な く変更する場合がありますのでご了承ください。

印刷物のマニュアル

本機をセッ トアップす
るには

セッ トアップガイ ド

本機で印刷できるまでのセッ トアップ手順について説明しています。

早く使ってみたい クイックガイ ド

本機のかんたんな操作のしかたや、便利な使いかた、お手入れのしかた、ト ラブルでこまっ
たときの対処方法などについて説明しています。

安全に使うためには セーフティーガイ ド

本機の設置環境や使用上の注意事項について説明しています。本機を使用する前に必ずお
読みください。

セーフティーガイ ド（TASKalfa 2460ci/TASKalfa 2470ci）

本機の設置スペース、注意ラベルなどについて説明しています。本機を使用する前に必ず
お読みください。
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DVD（Product Library）収録のマニュアル（PDF）

*1 弊社のホームページからダウンロードすることができます。
(http://www.kyoceradocumentsolutions.co.jp/manual/)

DVDのマニュアルをご覧になるためにはAdobe Readerの以下のバージ ョ ンをインス トールする必要があります。

バージ ョ ン8.0以上

本機を
使いこなすには

使用説明書（本書）*1

用紙のセッ トやコピー、プリン ト、スキャンの操作方法、各種初期設定などについて説明していま
す。

ファクス機能を
使いこなすには

ファクス使用説明書*1

ファクスの機能について説明しています。

ICカードを
使うには

ICカード認証キッ ト (B)使用説明書

ICカードで認証を行うための操作手順について説明しています。

セキュリテ ィーを
強化したい

Data Security Kit (E)使用説明書

Data Security kit (E)の導入・運用手順とデータの上書き消去、暗号化について説明しています。

登録・設定を
かんたんにしたい

Command Center RX操作手順書

パソコンからWeb ブラウザーで本機にアクセスし、設定の変更や確認を行う方法について説明し
ています。

パソコンから
印刷したい

プリンタードライバー操作手順書

プリンタードライバーをインストールする方法や、プリンター機能について説明しています。

PDFを
直接印刷したい

KYOCERA Net Direct Print操作手順書

Adobe Acrobat/Reader を起動せずにPDF ファイルを印刷できる機能について説明しています。

ネッ トワーク上の本機
やプリンターの整理を
したい

KYOCERA Net Viewer操作手順書

KYOCERA Net Viewerで、ネッ トワーク上のプリン トシステム（本機）を監視する方法について説
明しています。

画像データを読み込
み、情報とともに保存
したい

File Management Utility操作手順書

File Management Utilityを使って各種条件を設定し、スキャンした文書を送信して保存する方法に
ついて説明しています。

プリンタード ライバー
を介さずに印刷したい

プリスクライブコマンド リファレンスマニュアル

ネイテ ィブプリンター言語（プリスクライブコマンド）について説明しています。

プリスクライブコマンドテクニカルリファレンス

プリスクライブコマンドの各種機能や制御を、エミ ュレーシ ョ ンごとに説明しています。
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 ＞ 使用説明書（本書）について

使用説明書（本書）について

本書の構成について
本説明書は、次の章で構成されています。

章 内容

1 安全にお使いいただ くための注意
事項

本機の使用に関する注意事項や商標について説明しています。

2 設置と機械のセッ トアップ 各部の名称、ケーブルの接続、ソフ トウェアのインストールなど、本機の管理者用
の情報について説明しています。

3 本機を使用する準備 操作パネルの使い方、ログイン・ログアウトの方法、用紙のセッ ト、アドレス帳の
登録など、ご使用前に必要な準備について説明しています。

4 パソコン側の操作 本機をプリンターとして使用する際に利用できる機能を説明しています。

5 本体側の操作 原稿のセッ ト方法や、コピー、送信、文書ボックスの基本的な使いかたを説明して
います。

6 各機能の詳細設定 本機に用意されている便利な機能を説明しています。

7 ジ ョブ/消耗品/デバイスの管理 ジ ョブの状況確認や履歴の確認、実行中/待機中のジョブをキャンセルする方法
について説明しています。また、トナー/用紙の残量やデバイスの状態などの確認
や、ファクスの通信を中止する方法についても説明しています。

8 本機の初期設定［システムメ
ニュー］

本機の動作全般に関わるシステムメニューについて説明しています。

9 ユーザー認証、集計管理（ユーザー
管理、部門管理）

ユーザー管理、部門管理について説明しています。

10 メンテナンス 日常のお手入れ方法や消耗品の交換/補充の方法を説明しています。

11 ト ラブルシューテ ィング エラーが表示されたとき、紙づまりなど、ト ラブルが発生した場合の対処方法を
説明しています。

12 付録 本製品で使用できる便利なオプシ ョ ン機器の紹介や、用紙についての説明や用語
集を収録しています。また、文字の入力方法や本機の仕様などについても説明し
ています。
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本書の読みかた
ここでは、Adobe Reader XIを例に説明しています。

本書中では、説明の内容によって、次のように表記しています。

参考

Adobe Readerの表示は、お使いの状況によって異なります。しおり（目次）やツールが表示されていない場合は、

Adobe Readerのヘルプを参照して ください。

表記 説明

［文字］ キーおよびボタンを示します。

「標準」 メ ッセージおよび設定項目名を示します。
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 ＞ 使用説明書（本書）について

操作手順の表記について

本書中では、タ ッチパネルのキーを連続して操作する手順を、次のように>でつないで表記しています。

原稿および用紙サイズについて

本書中で使用する原稿および用紙サイズは、A4やB5、Letterのように、縦向きと横向きのどちらも使用できるサイズの場

合、原稿/用紙の向きを区別するために、横向きのサイズには「R」をつけて表記しています。また、タ ッチパネルでは、原稿

および用紙のセッ ト方向を次のアイコンで表示します。

*1　使用できる原稿/用紙のサイズは機能や給紙段によって異なります。詳し くは次を参照して ください。
本体 （12-31）

実際の手順 本書の表記

［システム/カウンターメニュー］キーを押す

［ ］を押す

［共通設定］を押す

［音設定］を押す

［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［音設
定］

セッ ト向き セッ トの仕方
(X=長さ、Y=幅)

パネルに表示される
アイコン

本書での表記サイズ*1

縦向き 原稿 A4、B5、Letterなど

用紙

横向き 原稿 A4-R、B5-R、Letter-Rなど

用紙
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 ＞ 使用説明書（本書）について

オプシ ョ ンの表記について
この使用説明書では、オプシ ョ ン品について、簡略化した名称を使って説明しています。

オプシ ョ ン品の正式な商品名称は以下のとおりです。

商品名 使用説明書記載の名称

PF-470 ペーパーフ ィーダー（550枚×1）

PF-471 ペーパーフ ィーダー（550枚×2）

FAX System 13 ファクスキッ ト

Data Security Kit(E) セキュリテ ィーキッ ト

IC カード認証キッ ト (B) IC カード認証キッ ト

HD-6 SSD

HD-7 SSD

IB-50 ネッ トワークインターフェイスキッ ト

IB-51 ワイヤレスインターフェイスキッ ト

UG-33 ThinPrint Option
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安全にお使いいただ くための注意事項 ＞ 

1 安全にお使いいただ くため
の注意事項

この章では、次の項目について説明します。

本書中の注意表示について ................................................................................................................................  1-2
設置環境について ..............................................................................................................................................  1-3
取り扱い上のご注意 ...........................................................................................................................................  1-4
コピー/スキャン禁止事項 ..................................................................................................................................  1-5
法律上のご注意 ..................................................................................................................................................  1-6
本製品の省エネ制御機能について ...................................................................................................................  1-12
自動両面機能について .....................................................................................................................................  1-12
印刷用紙について ............................................................................................................................................  1-12
電力管理について ............................................................................................................................................  1-12
国際エネルギースター（ENERGY STAR®）プログラム ...................................................................................  1-13
無線LAN使用時のご注意 ..................................................................................................................................  1-14
電波の種類と干渉距離 .....................................................................................................................................  1-14
無線LAN使用時のセキュリテ ィーに関するご注意 ..........................................................................................  1-14
本製品の使用限定 ............................................................................................................................................  1-15
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安全にお使いいただ くための注意事項 ＞ 本書中の注意表示について

本書中の注意表示について
この使用説明書および本製品への表示では、本製品を正し くお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損
害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

絵表示

記号は、注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。図の中に具体的な注意内容が描かれていま
す。

記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中に具体的な禁止内容が描かれています。

記号は行為を規制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容が描かれています。

本製品使用時の汚れなどによって本使用説明書の注意・警告事項が判読できない場合や、本使用説明書を紛失した場合
には、弊社製品取扱店等へご連絡の上、新しい使用説明書を入手して ください。（有償）

おことわり

本機は偽造防止機能を搭載しているため、紙幣に酷似している原稿はまれに正常なコピーがとれない場合があります。

警告：この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示して
います。

注意：この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損害のみ
の発生が想定される内容を示しています。

「注意一般」

「高温注意」

「禁止一般」

「分解禁止」

「強制一般」

「電源プラグをコンセン トから抜け」

「必ずアース線を接続せよ」
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安全にお使いいただ くための注意事項 ＞ 設置環境について

設置環境について
ご使用いただける環境の範囲は次のとおりです。

また、下記のような場所は避けて ください。

• 窓際など、直射日光の当たる場所や明るい場所

• 振動の多い場所

• 急激に温度や湿度が変化する場所

• 冷暖房の冷風や温風が直接当たる場所

• 通気性、換気性の悪い場所

本製品を設置後移動する際に、傷つきやすい床の場合、床材を傷つけるおそれがあります。

本製品の使用中はオゾンの発生や化学物質の放散がありますが、その量は人体に影響を及ぼさないレベルです。ただし、
換気の悪い部屋で長時間使用する場合や、大量にコピーをとる場合には、臭気が気になることもあります。快適な作業環
境を保つためには、部屋の換気をお勧めします。

温度 10～32.5℃

湿度 10～80%
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安全にお使いいただ くための注意事項 ＞ 取り扱い上のご注意

取り扱い上のご注意

消耗品の取り扱いについて

注意

トナーの入った容器およびユニッ トは、火中に投じないで く ださい。火花が飛び散り、火傷の原因となることがありま
す。

トナーの入った容器およびユニッ トは、子供の手に触れることのないように保管して ください。

トナーの入った容器およびユニッ ト より トナーが漏れた場合は、トナーを吸い込んだり、口に入れたり、眼、皮膚に触れ
ないようにして く ださい。

• トナーを吸い込んだ場合は、新鮮な空気の場所に移動し、多量の水でよ く うがいをして く ださい。咳などの症状が出
るようであれば、医師の診察を受けて ください。

• トナーを飲み込んだ場合は、口の中をすすぎ、コ ップ1、2杯の水を飲んで胃の中を薄め、必要に応じて医師の診察を受
けて ください。

• 眼に入った場合は、直ちに流水でよ く洗い、刺激が残るようであれば医師の診察を受けて ください。

• 皮膚に触れた場合は、石鹸を使って水でよ く洗い流して ください。

トナーの入った容器およびユニッ トは、無理に開けたり、壊したり しないで ください。

その他の注意事項

使用後、不要となったトナーコンテナおよび廃棄トナーボックスは、お買い上げの販売店または弊社のサービス担当者
にご返却ください。回収されたトナーコンテナおよび廃棄トナーボックスは、再使用または再資源化のために再利用さ
れるか、法律に従い廃棄処理されます。

直射日光を避けて保管して ください。

急激な温度・湿度変化を避け、40℃以下で保管して ください。

本製品を長時間使わない場合は、カセッ トまたは手差しから用紙を取り出し、元の包装紙に戻して密封して ください。
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安全にお使いいただ くための注意事項 ＞ コピー/スキャン禁止事項

コピー/スキャン禁止事項
複合機を使って何をコピー/スキャンしてもよいとは限りません。特に法律により、そのコピーを所有したり、スキャン

するだけでも罰せられることがありますので、次の点に十分ご注意ください。

法律で禁止されているものには

① 紙幣、貨幣、政府発行の有価証券、国債証券、地方債証券は、コピー/スキャンすることを禁止されています。見本の印が
押してあっても、コピー/スキャンすることはできません。

② 外国において流通する紙幣、貨幣、証券類のコピー/スキャンも禁止されています。

③ 政府の模造許可を取らない限り、未使用郵便切手、はがき（料額印面付き）の類は、コピー/スキャンすることを禁止さ
れています。

④ 政府発行の印紙、酒税法で規定されている証紙類のコピー/スキャンもできません。

（関係法律）

• 通貨及ビ証券模造取締法

• 外国ニオイテ流通スル貨幣、紙幣、銀行券、証券、偽造変造及ビ模造ニ関スル法律

• 郵便切手類模造等取締法

• 印紙等模造取締法

• 紙幣類似証券取締法

注意を要するものには

① 民間発行の有価証券（株券、手形、小切手など）、定期券、回数券などは、事業会社が業務に供するための最低必要部数
をコピーする以外は、政府の指導によって、注意を呼びかけられています。

② 政府発行のパスポート、公共機関や民間団体の免許証許可証、身分証明証や通行券、食券などの切符類も勝手にコ
ピー/スキャンしないほうがよいと考えられます。

著作権にもご注意を

著作権の対象となっている書籍、音楽、絵画、版画、地図、図面、映画および写真などの著作物は、個人的に、または家庭内
その他これに準ずる限られた範囲内で使用するためにコピー/スキャンする以外は、禁じられています。
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法律上のご注意
本資料の全部または一部を無断で複写複製（コピー）することは、著作権法上での例外を除き、禁じられています。

商標について

• プリスクライブ、PRESCRIBEは、京セラ株式会社の登録商標です。

• TASKalfaは、京セラ ドキュ メン ト ソ リューシ ョ ンズ株式会社の商標または登録商標です。

• KPDLは、京セラ株式会社の商標です。

• Microsoft、Windows、Windows Vista、Windows Server、Internet Explorer、ExcelおよびPowerPointは、米国Microsoft 
Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。

• PCLは、米国ヒューレッ ト・パッカード社の商標です。

• Adobe Acrobat、Adobe Reader、PostScriptは、Adobe Systems, Incorporated（アドビシステムズ社）の商標です。

• Ethernetは、ゼロックス社の登録商標です。

• IBMおよびIBM PC/ATは、米国International Business Machines Corporationの商標です。

• AppleTalk、Bonjour、Macintosh、Mac OSは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。

• 本製品に搭載されている欧文フォン トは、すべてMonotype Imaging Inc.からのライセンスを受けています。

• Helvetica、Palatino、Timesは、Linotype GmbH.の登録商標です。

• ITC Avant Garde Gothic、ITC Bookman、ITC ZapfChancery、ITC Zapf Dingbatsは、International Typeface Corporation
の登録商標です。

• ThinPrintはCortado AGのドイツ及びその他の国における商標です。

• 本製品は、Monotype Imaging Inc.からのUFSTTM MicroType®のフォン ト を搭載しています。

• 本製品のソフ トウェアの一部分に、Independent JPEG Groupが開発したモジュールが含まれています。

• MTHSGOTHIC-W5とMTHSMINCHO-W3は平成書体です。これらの書体は（財）日本規格協会と京セラ ドキュ メン ト
ソリューシ ョ ンズ株式会社がフォン ト使用契約を締結して使用しているものです。フォン ト と して無断複製するこ
とは禁止されています。

• 平成書体は財団法人日本規格協会を中心に製作グループが共同開発したものです。許可な く複製する事はできませ
ん。

• 本製品には、Independent JPEG Groupのソフ トウェアが含まれています。

• 日本語変換はオムロンソフ トウェア（株）のAdvanced Wnnを使用しています。

• "Multilingual Advanced Wnn" © OMRON SOFTWARE Co., Ltd. 2005-2012 All Rights Reserved

• 本製品は、株式会社ACCESSのNetFront Browserを搭載しています。
 

• ACCESS、ACCESSロゴ、NetFrontは、日本国、米国およびその
他の国における株式会社ACCESSの商標または登録商標で
す。

• © 2011 ACCESS CO., LTD. All rights reserved.

• iPad、iPhone、iPod touchは米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。

• AirPrint、AirPrintロゴはApple Inc.の商標です。 

• iOSはCiscoの米国およびその他の国の商標または登録商標であり、Apple Inc.がライセンスに基づき使用していま
す。 

• iPhoneはアイホン株式会社の商標であり、Apple Inc.がライセンスに基づき使用しています。

• GoogleおよびGoogle Cloud PrintTMはGoogle Inc.の商標または登録商標です。

• MopriaTMは、MopriaTMAllianceの登録商標です。

• Wi-Fi、Wi-Fi Directは、Wi-Fi Allianceの商標または登録商標です。
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• Powered by ABBYY FineReader. ABBYYおよびFineReaderはABBYY Software Ltdの商標です。

その他、本使用説明書中に記載されている会社名や製品名は、各社の商標または登録商標です。なお、本文中にはTMおよ

び®は明記していません。

GPL/LGPL

本製品のファームウェアは、一部にGPL（http://www.gnu.org/licenses/gpl.html）も し くは

LGPL（http://www.gnu.org/licenses/lgpl.html）が適用されたソフ トウェアを使用しています。お客様には、当該ソフ トウェ

アのソースコードを入手し、GPLまたは LGPLの条件に従い、複製、再配布及び改変する権利があります。これらのソー

スコードの入手方法については、http://www.kyoceradocumentsolutions.com/gpl/にアクセスして ください。

OpenSSLライセンス

以下は英語の原文です。

Copyright (c) 1998-2006 The OpenSSL Project.  All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following 
conditions are met:

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: 
This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit. 
(http://www.openssl.org/)”

4. The names “OpenSSL Toolkit” and “OpenSSL Project” must not be used to endorse or promote products derived 
from this software without prior written permission.
For written permission, please contact openssl-core@openssl.org.

5. Products derived from this software may not be called “OpenSSL” nor may “OpenSSL” appear in their names without 
prior written permission of the OpenSSL Project.

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: “This product includes software 
developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)”

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT “AS IS” AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR 
ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON 
ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE 
OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

オリジナルSSLeayライセンス

以下は英語の原文です。

Copyright (C) 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) All rights reserved.

This package is an SSL implementation written by Eric Young (eay@cryptsoft.com). The implementation was written so 
as to conform with Netscapes SSL.

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the following conditions are adhered to. The 
following conditions apply to all code found in this distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not just the 
SSL code. The SSL documentation included with this distribution is covered by the same copyright terms except that the 
holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).
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Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code are not to be removed.

If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution as the author of the parts of the library used.

This can be in the form of a textual message at program startup or in documentation (online or textual) provided with the 
package.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following 
conditions are met:

1. Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer.

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgement:
This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com)”
The word ‘cryptographic’ can be left out if the routines from the library being used are not cryptographic related :-).

4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the apps directory (application code) you must 
include an acknowledgement: “This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)”

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG “AS IS” AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED.  IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE 
FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES 
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, 
DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN 
ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

The licence and distribution terms for any publically available version or derivative of this code cannot be changed.  i.e. 
this code cannot simply be copied and put under another distribution licence [including the GNU Public Licence.]

Monotype Imagingライセンス契約

1. 「本件ソフ トウェア」とは、特殊なフォーマッ トで符号化された、デジタル符号の機械読取可能なスケーラブル・アウ
ト ライン・データならびにUFSTソフ トウェアを意味するものとします。

2. お客様は、お客様自身の通常の業務目的または個人的な目的で、アルファベッ ト、数字、文字および記号（「タイプフェ
イス」）のウェート、スタイルおよびバージ ョ ンを複製および表示するために本件ソフ トウェアを使用する非独占的
ライセンスを受諾することに同意します。Monotype Imagingは、本件ソフ トウェアおよびタイプフェイスに関するす
べての権利、権原および利権を留保します。本契約において明示的に規定した条件に基づき本件ソフ トウェアを使用
するライセンス以外には、いかなる権利もお客様に許諾されません。

3. Monotype Imagingの財産権を保護するため、お客様は本件ソフ トウェアおよびタイプフェイスに関するその他の財
産的情報を極秘に保持すること、また、本件ソフ トウェアおよびタイプフェイスへのアクセスとその使用に関する合
理的な手続きを定めることに同意します。

4. お客様は本件ソフ トウェアまたはタイプフェイスを複製またはコピーしないことに同意します。

5. このライセンスは、早期終了しない限り、本件ソフ トウェアおよびタイプフェイスを使用し終わるまで存続するもの
とします。お客様が本契約ライセンスの条件の遵守を怠り、当該不履行がMonotype Imagingからの通知後30日以内に
是正されなかったときは、Monotype Imagingは本ライセンス契約を解除することができます。本ライセンス契約が満
了するか、または解除された時点で、お客様は要求に応じて本件ソフ トウェアと タイプフェイスの複製物ならびに文
書をすべてMonotype Imagingに返却するか、または破棄するものとします。

6. お客様は、本件ソフ トウェアの変更、改変、逆アセンブル、解読、リバースエンジニアリングまたは逆コンパイルを行
わないことに同意します。

7. Monotype Imagingは、引渡し後90日間について、本件ソフ トウェアがMonotype Imagingの発表した仕様に従って作
動すること、欠陥がないことを保証します。Monotype Imagingは、本件ソフ トウェアにバグ、エラーおよび脱落が一切
ない旨の保証を行いません。
当事者は、特定目的適合性および商品性の保証を含む明示または黙示の他のすべての保証が排除されることに合意
します。
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8. 本件ソフ トウェアおよびタイプフェイスに関するお客様の排他的救済手段およびMonotype Imagingの唯一の責任
は、欠陥のある部品をMonotype Imagingに返却した時点で修理または交換することです。
いかなる場合もMonotype Imagingは、本件ソフ トウェアおよびタイプフェイスの誤用または不正使用により引き起
こされた喪失利益、喪失データ、またはその他の付随的損害、派生的損害その他の損害について責任を負いません。

9. 本契約はアメ リカ合衆国マサチューセッツ州の法律に準拠します。

10.お客様は、Monotype Imagingの事前の書面による同意がない限り、本件ソフ トウェアおよび/またはタイプフェイス
の再使用許諾、販売、リースまたはその他の方法による譲渡を行ってはなりません。

11.政府による使用、複製または開示は、FAR252-227-7013「技術データおよびコンピューターソフ トウェアに関する権
利」の(b)(3)(ii)項または(c)(1)(ii)項に定められた制限を受けます。
さらに、使用、複製または開示は、FAR52.227-19(c)(2)項に定められたソフ トウェアの限定的権利に適用される制限
を受けます。

12.お客様は、本契約を自ら読了し、了解したことを認め、また本契約の諸条件により拘束されることに同意します。いず
れの当事者も、本契約に記載されていない言明または表明により拘束されないものとします。本契約の変更は、各当
事者の正当な権限を有する代表者が署名した書面による場合を除き、効力は一切ありません。

Knopflerfish ライセンス

以下は英語の原文です。

This product includes software developed by the Knopflerfish Project.

http://www.knopflerfish.org

Copyright 2003-2010 The Knopflerfish Project. All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following 
conditions are met:

- Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer.

- Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution.

- Neither the name of the KNOPFLERFISH project nor the names of its contributors may be used to endorse or 
promote products derived from this software without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS “AS IS” AND ANY 
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE 
COPYRIGHT OWNER OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF 
SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR 
TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

Apacheライセンス（Version 2.0）

以下は英語の原文です。

Apache License

Version 2.0, January 2004

http://www.apache.org/licenses/

TERMS AND CONDITIONS FOR USE, REPRODUCTION, AND DISTRIBUTION
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1. Definitions.
“License” shall mean the terms and conditions for use, reproduction, and distribution as defined by Sections 1 
through 9 of this document.
“Licensor” shall mean the copyright owner or entity authorized by the copyright owner that is granting the License.
“Legal Entity” shall mean the union of the acting entity and all other entities that control, are controlled by, or are 
under common control with that entity. For the purposes of this definition, “control” means (i) the power, direct or 
indirect, to cause the direction or management of such entity, whether by contract or otherwise, or (ii) ownership of 
fifty percent (50%) or more of the outstanding shares, or (iii) beneficial ownership of such entity.
“You” (or “Your”) shall mean an individual or Legal Entity exercising permissions granted by this License.
“Source” form shall mean the preferred form for making modifications, including but not limited to software source 
code, documentation source, and configuration files.
“Object” form shall mean any form resulting from mechanical transformation or translation of a Source form, including 
but not limited to compiled object code, generated documentation, and conversions to other media types.
“Work” shall mean the work of authorship, whether in Source or Object form, made available under the License, as 
indicated by a copyright notice that is included in or attached to the work (an example is provided in the Appendix 
below).
“Derivative Works” shall mean any work, whether in Source or Object form, that is based on (or derived from) the 
Work and for which the editorial revisions, annotations, elaborations, or other modifications represent, as a whole, an 
original work of authorship. For the purposes of this License, Derivative Works shall not include works that remain 
separable from, or merely link (or bind by name) to the interfaces of, the Work and Derivative Works thereof.
“Contribution” shall mean any work of authorship, including the original version of the Work and any modifications or 
additions to that Work or Derivative Works thereof, that is intentionally submitted to Licensor for inclusion in the Work 
by the copyright owner or by an individual or Legal Entity authorized to submit on behalf of the copyright owner. For 
the purposes of this definition, “submitted” means any form of electronic, verbal, or written communication sent to the 
Licensor or its representatives, including but not limited to communication on electronic mailing lists, source code 
control systems, and issue tracking systems that are managed by, or on behalf of, the Licensor for the purpose of 
discussing and improving the Work, but excluding communication that is conspicuously marked or otherwise 
designated in writing by the copyright owner as “Not a Contribution.”
“Contributor” shall mean Licensor and any individual or Legal Entity on behalf of whom a Contribution has been 
received by Licensor and subsequently incorporated within the Work.

2. Grant of Copyright License. Subject to the terms and conditions of this License, each Contributor hereby grants to 
You a perpetual, worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable copyright license to reproduce, 
prepare Derivative Works of, publicly display, publicly perform, sublicense, and distribute the Work and such 
Derivative Works in Source or Object form.

3. Grant of Patent License. Subject to the terms and conditions of this License, each Contributor hereby grants to You a 
perpetual, worldwide, non-exclusive, no-charge, royalty-free, irrevocable (except as stated in this section) patent 
license to make, have made, use, offer to sell, sell, import, and otherwise transfer the Work, where such license 
applies only to those patent claims licensable by such Contributor that are necessarily infringed by their 
Contribution(s) alone or by combination of their Contribution(s) with the Work to which such Contribution(s) was 
submitted. If You institute patent litigation against any entity (including a cross-claim or counterclaim in a lawsuit) 
alleging that the Work or a Contribution incorporated within the Work constitutes direct or contributory patent 
infringement, then any patent licenses granted to You under this License for that Work shall terminate as of the date 
such litigation is filed.

4. Redistribution. You may reproduce and distribute copies of the Work or Derivative Works thereof in any medium, with 
or without modifications, and in Source or Object form, provided that You meet the following conditions:
(a)You must give any other recipients of the Work or Derivative Works a copy of this License; and
(b)You must cause any modified files to carry prominent notices stating that You changed the files; and
(c)You must retain, in the Source form of any Derivative Works that You distribute, all copyright, patent, trademark, 
and attribution notices from the Source form of the Work, excluding those notices that do not pertain to any part of the 
Derivative Works; and
(d)If the Work includes a “NOTICE” text file as part of its distribution, then any Derivative Works that You distribute 
must include a readable copy of the attribution notices contained within such NOTICE file, excluding those notices 
that do not pertain to any part of the Derivative Works, in at least one of the following places: within a NOTICE text 
file distributed as part of the Derivative Works; within the Source form or documentation, if provided along with the 
Derivative Works; or, within a display generated by the Derivative Works, if and wherever such third-party notices 
normally appear. The contents of the NOTICE file are for informational purposes only and do not modify the License. 
You may add Your own attribution notices within Derivative Works that You distribute, alongside or as an addendum 
to the NOTICE text from the Work, provided that such additional attribution notices cannot be construed as modifying 
the License.
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You may add Your own copyright statement to Your modifications and may provide additional or different license 
terms and conditions for use, reproduction, or distribution of Your modifications, or for any such Derivative Works as 
a whole, provided Your use, reproduction, and distribution of the Work otherwise complies with the conditions stated 
in this License.

5. Submission of Contributions. Unless You explicitly state otherwise, any Contribution intentionally submitted for 
inclusion in the Work by You to the Licensor shall be under the terms and conditions of this License, without any 
additional terms or conditions. Notwithstanding the above, nothing herein shall supersede or modify the terms of any 
separate license agreement you may have executed with Licensor regarding such Contributions.

6. Trademarks. This License does not grant permission to use the trade names, trademarks, service marks, or product 
names of the Licensor, except as required for reasonable and customary use in describing the origin of the Work and 
reproducing the content of the NOTICE file.

7. Disclaimer of Warranty. Unless required by applicable law or agreed to in writing, Licensor provides the Work (and 
each Contributor provides its Contributions) on an “AS IS” BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF 
ANY KIND, either express or implied, including, without limitation, any warranties or conditions of TITLE, NON-
INFRINGEMENT, MERCHANTABILITY, or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. You are solely responsible 
for determining the appropriateness of using or redistributing the Work and assume any risks associated with Your 
exercise of permissions under this License.

8. Limitation of Liability. In no event and under no legal theory, whether in tort (including negligence), contract, or 
otherwise, unless required by applicable law (such as deliberate and grossly negligent acts) or agreed to in writing, 
shall any Contributor be liable to You for damages, including any direct, indirect, special, incidental, or consequential 
damages of any character arising as a result of this License or out of the use or inability to use the Work (including 
but not limited to damages for loss of goodwill, work stoppage, computer failure or malfunction, or any and all other 
commercial damages or losses), even if such Contributor has been advised of the possibility of such damages.

9. Accepting Warranty or Additional Liability. While redistributing the Work or Derivative Works thereof, You may choose 
to offer, and charge a fee for, acceptance of support, warranty, indemnity, or other liability obligations and/or rights 
consistent with this License. However, in accepting such obligations, You may act only on Your own behalf and on 
Your sole responsibility, not on behalf of any other Contributor, and only if You agree to indemnify, defend, and hold 
each Contributor harmless for any liability incurred by, or claims asserted against, such Contributor by reason of your 
accepting any such warranty or additional liability.

END OF TERMS AND CONDITIONS

APPENDIX: How to apply the Apache License to your work.

To apply the Apache License to your work, attach the following boilerplate notice, with the fields enclosed by 
brackets “[]” replaced with your own identifying information. (Don't include the brackets!)  The text should be 
enclosed in the appropriate comment syntax for the file format. We also recommend that a file or class name and 
description of purpose be included on the same “printed page” as the copyright notice for easier identification 
within third-party archives.

Copyright [yyyy] [name of copyright owner]

Licensed under the Apache License, Version 2.0 (the “License”); you may not use this file except in compliance with the 
License. You may obtain a copy of the License at

http://www.apache.org/licenses/LICENSE-2.0

Unless required by applicable law or agreed to in writing, software distributed under the License is distributed on an “AS 
IS” BASIS, WITHOUT WARRANTIES OR CONDITIONS OF ANY KIND, either express or implied. See the License for 
the specific language governing permissions and limitations under the License.
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本製品の省エネ制御機能について
本製品は、待機中の消費電力を削減するために、最後に機器を使用してから一定時間経過すると自動的に消費電力を低
減する「低電力モード」に移行し、さらに設定時間以上機器を使用しないと自動的に消費電力を最小にする「スリープ」に
移行する省エネ制御機能を備えています。

低電力モード とは （2-22）

スリープとは （2-23）

自動両面機能について
本製品は用紙の両面に印刷できる機能を標準で装備しております。例えば、片面原稿2ページを1枚の用紙の両面に印刷

することで、紙の使用量を軽減することができます。

［両面/分割］ （6-25）

両面印刷することにより用紙の使用量を削減でき、森林資源の節約に貢献できます。さらに、用紙の購入量が減少するこ
とで、経費の節約にも繋がります。したがって、両面印刷が可能な製品においては、印刷モードの初期値を両面印刷に設
定して使用されることをお勧めします。

印刷用紙について
森林資源の保護と持続可能な活用のために、EN 12281:2002* や同等の品質基準を満たしている、環境管理イニシアテ ィ

ブ認定紙やエコラベルの認定を受けたバージン紙および再生紙の使用を推奨します。

また、本製品は64 g/m2 用紙への印刷が可能であり、このようなうすい用紙を使用することで、より一層の森林資源の節

約に繋がります。

* ：印刷及びビジネス用紙　－　乾式トナー画像形成プロセス用コピー用紙の要件

推奨紙などは販売担当者またはサービス担当者にご相談ください。

電力管理について
本製品は、待機中の消費電力を削減するために、最後に使用してから一定時間経過すると自動的に省電力モードに移行
する電力管理を行っています。省電力モードに移行した状態では、すぐに使用可能な状態になるまでに若干の時間が必
要ですが、余分な電力を大き く削減することができます。省電力モードへの移行時間は、出荷時の設定値のままで使用さ
れることをお勧めします。
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国際エネルギースター（ENERGY STAR®）プログラム
弊社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が国際エネルギースタープログラ
ムの対象製品に関する基準を満たしていると判断します。

エネルギースター･プログラムは、地球温暖化防止対策の一環としてエネルギー効率の高い製品の開発と
普及を目的とした自主的な省エネルギーラベル制度です。エネルギースター認証製品を購入することで、
製品使用時における地球温暖化ガスの排出削減に繋がるとともに、お客様の電力関連コストの削減にも
貢献します。
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無線LAN使用時のご注意
（ワイヤレスインターフェイスを装備した場合）

本製品の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されている移動体

識別用の構内無線局（免許を要する無線局）および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）ならびにアマチュア無線

局（免許を要する無線局）が運用されています。

1 万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに使用周波
数を変更するかまたは電波の発信を停止した上、下記連絡先にご連絡いただき、混信回避のための処置等（例えば、
パーティシ ョ ンの設置など）についてご相談ください。

2 本製品を使用する前に、近く で移動体識別用の構内無線局および特定小電力無線局ならびにアマチュア無線局が運
用されていないことを確認して ください。

3 その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマチュア無線局に対して有害な電波干渉の事例が
発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、次の連絡先へお問い合わせください。

連絡先：弊社お客様相談窓口

電波の種類と干渉距離
（ワイヤレスインターフェイスを装備した場合）

「2.4」：2.4GHz帯を使用する無線設備を表す。

「DS」：変調方式がDS-SS方式であることを表す。（IEEE802.11bのとき）

「OF」：変調方式がOFDM方式であることを表す。（IEEE802.11g/nのとき）

「4」：想定される与干渉距離が40 m以下であることを表す。

「---」：全帯域を使用し、かつ、移動体識別装置の帯域を回避可能であることを意味する。

無線LAN使用時のセキュリテ ィーに関するご注意
（ワイヤレスインターフェイスを装備した場合）

無線LANでは、ネッ トワークケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコンなどと無線アクセスポイン ト間情

報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由にLAN接続が可能であるという利点があります。

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所に届くため、セキュリテ ィーに関する設定
を行っていない場合、以下のような問題が発生する可能性があります。

通信内容を盗み見られる

悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、以下のような通信内容を盗み見られる可能性があります。

• IDやパスワードまたはクレジッ ト カード番号などの個人情報

• メールの内容
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不正に侵入される

悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネッ トワークへアクセスし、以下のような不正な行為をされてしまう可能性
があります。

• 個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩）

• 特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし）

• 傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん）

• コンピューターウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊）

本来、無線LANカードや無線アクセスポイン トは、これらの問題に対応するためのセキュリテ ィーの仕組みを持ってい

ますので、無線LAN製品のセキュリテ ィーに関する設定を行って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は

少な く なります。

セキュリテ ィーの設定を行わないで使用した場合の問題を十分理解した上で、お客様自身の判断と責任においてセキュ
リテ ィーに関する設定を行い、製品を使用することをおすすめします。

本製品の使用限定
（ワイヤレスインターフェイスを装備した場合）

• 本製品から発信する電波は、医療用機器に影響を及ぼすおそれがあります。医療機関の中や、医療用機器の近く で本
製品を使用する場合は、医療機関の管理者、医療用機器の指示や注意に従ってご使用ください。

• 本製品から発信する電波は、自動ドアや火災報知機などの自動制御機器に影響を及ぼすおそれがあります。自動制御
機器の近く で本製品を使用する場合は、自動制御機器の指示や注意に従ってご使用ください。

• 本製品を航空機、列車、船舶、自動車などの運行に直接関わる装置、防災防犯装置、各種安全装置など機能、精度などに
おいて高い信頼性、安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらのシステム全体の信頼性および安全維持
のためにフェイルセーフ設計や冗長性設計の対応をとるなど、システム全体の安全設計を考慮いただいた上で本製
品をご使用いただ く ようお願いいたします。本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、医療機器など、
極めて高い信頼性、安全性が必要とされる用途への使用を意図していませんので、これらの用途には本製品の適合性
をお客様ご自身で十分ご確認の上、ご判断ください。

JIS C 61000-3-2適合品

本装置は、高調波電流規格「JIS C 61000-3-2」

に適合しています。

この装置は、クラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用すること

を目的としていますが、この装置がラジオやテレビジ ョ ン受信機に近接して使
用されると、受信障害を引き起こすことがあります。

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。

VCCI-B

本製品には電波法に基づく小電力データ通信システムとして認証を受けてい
る無線設備が内蔵されている。

名称：LBWA1ZZ1CA

認証番号：007-AC0272
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2 設置と機械のセッ トアップ

この章では、次の項目について説明しています。

各部の名称（本体外観） .......................................................................................................................................  2-2
各部の名称（コネクター・内部） ..........................................................................................................................  2-4
各部の名称（オプシ ョ ン装着時） .........................................................................................................................  2-5
本機とその他デバイスを接続する .....................................................................................................................  2-6
ケーブルの接続 ..................................................................................................................................................  2-8

ネッ トワークケーブルを接続する ...........................................................................................................  2-8
USBケーブルを接続する .........................................................................................................................  2-9
電源コードを接続する .............................................................................................................................  2-9

電源の入/切 ......................................................................................................................................................  2-10
電源を入れる .........................................................................................................................................  2-10
電源を切る .............................................................................................................................................  2-10

機械の初期設定をする ...................................................................................................................................... 2-11
日付と時刻を設定する .....................................................................................................................................  2-12
ネッ トワークの設定 .........................................................................................................................................  2-13

有線でネッ トワークを設定する ............................................................................................................  2-13
ワイヤレスネッ トワークを設定する .....................................................................................................  2-15
Wi-Fi Directを設定する ..........................................................................................................................  2-19
NFCを設定する .....................................................................................................................................  2-20

省エネ機能を使う  ............................................................................................................................................  2-22
低電力モード とは ..................................................................................................................................  2-22
節電復帰レベルとは ..............................................................................................................................  2-22
スリープとは .........................................................................................................................................  2-23
オートスリープとは ..............................................................................................................................  2-23
スリープレベルとは（節電優先と復帰優先） ..........................................................................................  2-23

簡単セッ トアップウィザードを使って設定する .............................................................................................  2-24
ソフ トウェアのインス トール ..........................................................................................................................  2-26

収録ソフ トウェア（Windows） ................................................................................................................  2-26
Windowsにソフ トウェアをインストールする .......................................................................................  2-27
ソフ トウェアをアンインストールする ..................................................................................................  2-33
Macintoshにソフ トウェアをインス トールする .....................................................................................  2-34
TWAINド ライバーを設定する ...............................................................................................................  2-36
WIAド ライバーを設定する ....................................................................................................................  2-38
WSDド ライバーをインス トールする ....................................................................................................  2-39

管理者が行うセキュリテ ィー強化 ...................................................................................................................  2-40
Command Center RXとは ...............................................................................................................................  2-41

Command Center RX へアクセスする ..................................................................................................  2-42
セキュリテ ィー設定を変更する ............................................................................................................  2-43
デバイス情報を変更する .......................................................................................................................  2-44
SMTPおよびメール送信の設定をする ..................................................................................................  2-45

アドレス帳の移行 ............................................................................................................................................  2-49
アドレス帳をパソコンにバックアップする ..........................................................................................  2-49
アドレス帳を本体に書き込む ................................................................................................................  2-51

アプリケーシ ョ ンとは .....................................................................................................................................  2-54
アプリケーシ ョ ンをインストールする ..................................................................................................  2-54
アプリケーシ ョ ンをアンインス トールする ..........................................................................................  2-55
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各部の名称（本体外観）

1 原稿送り装置

2 原稿ガラス

3 原稿サイズ指示板

4 光学固定カバー

5 スリ ッ トガラス

6 操作パネル

7 内部ト レイ

8 前カバー

9 カセッ ト １

10 電源スイッチ

11 USB メモリースロッ ト (A1)

12 右カバー１

13 搬送用取っ手

14 ジ ョブセパレータート レイ

1

3

5
4

6
7

8

9
13

13

12
11

10

2

14
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15 原稿幅ガイド

16 原稿ト レイ

17 清掃用布ケース

18 トナーコンテナ（ブラ ック）

19 トナーコンテナ（マゼンダ）

20 トナーコンテナ（シアン）

21 トナーコンテナ（イエロー）

22 廃棄トナーボックス

23 用紙幅ガイド

24 用紙長さガイ ド

25 手差し ト レイ

26 用紙ガイド

15

21
20
19
18

22

16
17

23 26

25

24
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各部の名称（コネクター・内部）

1 USBインターフェイスコネクター(B1)

2 ネッ トワークインターフェイスコネクター

3 オプシ ョ ンインターフェイススロッ ト 2

4 オプシ ョ ンインターフェイススロッ ト 1

5 カセッ ト ヒータースイッチ

5

1
2

3

4
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各部の名称（オプシ ョ ン装着時）

1 カセッ ト 2

2 カセッ ト 3

1 12
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本機とその他デバイスを接続する
本機を使用する目的や環境に合わせて必要なケーブルを用意して ください。

本機とパソコンをUSBで接続する場合

本機とパソコンやタブレッ ト をネッ トワークケーブル、Wi-Fi、Wi-Fi Directでネッ トワーク接続する

場合

参考

無線LANをご使用になる場合は、次を参照して ください。

ワイヤレスネッ トワークを設定する （2-15）

USB
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使用できるケーブル

*1 オプシ ョ ンのファ ックスキッ ト装着時に利用できます。Network FAXについては、ファクス使用説明書を参照して く ださ
い。

接続環境 使用できる機能 必要なケーブル

本機をネッ トワークケーブルで接続する プリンター/スキャナー/Network 
FAX*1

LANケーブル（10BASE-T、100BASE-TX、
1000BASE-T）

本機をUSBケーブルで接続する プリンター USB2.0 適合ケーブル（Hi-Speed USB 準
拠5.0 m 以下、シールド付）

重要

USB2.0適合ケーブルを使用しない場合、故障の原因となります。
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ケーブルの接続

ネッ トワークケーブルを接続する

1 接続する

1 ネッ トワークインターフェイスコネクターに、ネッ トワークケーブルを接続します。

2 ケーブルのも う一方を、HUB（集線装置）に接続します。

2 ネッ トワークを設定する

ネッ トワークの設定 （2-13）
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USBケーブルを接続する

1 接続する

1 本体左側のUSBインターフェイスコネクターに、USBケーブルを接続します。

2 ケーブルのも う一方を、パソコンに接続します。

電源コードを接続する

1 コードを接続する

付属の電源コードを本機に接続し、も う一方をコンセン トに接続して ください。

重要

電源コードは、必ず本機に付属のものをご使用ください。
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電源の入/切

電源を入れる

1 電源スイッチを入れる

電源を切る

1 電源スイッチを切る

2 確認画面で［はい］を選択する

電源が切れるまでに、約3分かかる場合があります。

注意

夜間等で長時間本製品をご使用にならない場合は、電源スイッチを切って ください。また連休等で長期間、本製
品をご使用にならないときは、安全のため必ず電源プラグをコンセン トから抜いて ください。

重要

• 電源スイッチが切れているときは、ファクスの送信/受信を行いません。

• 用紙を湿気から守るために、カセッ トから用紙を取り出して保管袋に入れて密封保管して ください。
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機械の初期設定をする
本機を使用する前に、日付・時刻、ネッ トワークの設定、省エネ機能など、必要な設定を行って ください。本機は設置して
最初に電源を入れたときに、機械のセッ トアップウィザードを開始し、必要な設定を行う ことができます。さらに必要な
場合は以下の設定を行って ください

参考

本機の初期設定値は、システムメニューで変更することができます。

システムメニューで設定できる項目については、次を参照して ください。

本機の初期設定［システムメニュー］ （8-1）
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日付と時刻を設定する
本機に、設置場所の日付と時刻を設定します。

本機の送信機能から メールを送ると、本機に設定されている日付と時刻がメールのヘッダーに記録されます。ご使用の
地域での日付、時刻、GMT（世界標準時）からの時差を設定して ください。

3 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［日付/タイマー/節電］

4 設定する

［時差］ > ［日付/時刻］ > ［日付形式］の順に選択して設定します。

参考

設定後に変更する場合は、次を参照して ください。

［日付/タイマー/節電］ （8-56）

ネッ トワーク上の時刻サーバーを利用して時刻を取得し、定期的に正確な時刻が設定できます。

Command Center RX操作手順書

項目 説明

時差 GMT（世界標準時）からの時差を設定します。ご使用の場所から一番近い
地域を選択して ください。サマータイムを利用している地域を選択した
場合は、サマータイムの設定を行って ください。

日付/時刻 設置場所の日付と時刻を設定します。本機の送信機能でメールを送ると、
本機に設定されている日付と時刻がメールのヘッダーに記録されます。

設定値：年（2000～2037）、月（1～12）、日（1～31）、時（00～23）、分（00～
59）、秒（00～59）

日付形式 日付の年、月、日の並び順を設定します。年は、西暦で表示されます。

設定値：月/日/年、日/月/年、年/月/日
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ネッ トワークの設定

有線でネッ トワークを設定する
本機はネッ トワークインターフェイスを標準装備しており、TCP/IP（IPv4）、TCP/IP（IPv6）、NetBEUIおよびIPSecをサ

ポート しています。このためWindows、Macintosh、UNIXなどさまざまな環境下で、ネッ トワーク印刷が可能になります。

ここでは、TCP/IP (IPv4)でネッ トワークに接続するときの設定を行います。

次の設定方法があります。

ネッ トワークのその他の設定については、次を参照して ください。

［ネッ トワーク］ （8-32）

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ログインユーザー名とログインパスワードを

入力 > ［ログイン］ > ［ﾈｯﾄﾜｰｸ］ > ［有線設定］ > ［TCP/IP設定］ > ［IPv4設定］

設定方法 説明 参照ページ

本機の操作パネルからの設定 システムメニューから個別に設定せずに、画面の指示に従ってネッ
トワークを設定する場合は、簡単セッ トアップウィザードを使用し
ます。

簡単セッ トアップウィ
ザードを使って設定する 
（2-24）

ウェブページからの設定 標準のネッ トワークインターフェイスの場合はCommand Center 
RXから設定できます。IB-50の場合は専用のウェブページから設定で
きます。

Command Center RX操
作手順書

IB-50使用説明書

IB-50セッ トアップユーティ
リテ ィーの使用

IB-50に同梱のCDに収録されているセッ トアップツールです。
Windowsで使用できます。

IB-50使用説明書

参考

ユーザー管理が有効の場合、管理者の権限でログインすると変更できます。

ユーザー管理が無効の場合、ユーザー認証画面が表示されます。ログインユーザー名とログインパスワードを
入力し、［ログイン］を選択して ください。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

設定するIPアドレスは、ネッ トワーク管理者に依頼してあらかじめ準備しておいて ください。

以下の場合は、Command Center RXでDNSサーバーのIPアドレスを設定して ください。

• 「DHCP」設定を［使用しない］でホス ト名を使用する場合

• DHCPから自動的に付与されるDNSサーバーのIPアドレス以外のDNSサーバーを使用する場合

DNSサーバーのIPアドレスの設定については、次を参照して ください。

Command Center RX操作手順書
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2 設定する

DHCPサーバーを使用する場合

［DHCP］：［使用する］

固定IPを使用する場合

［DHCP］：［使用しない］

［IPアドレス］：アドレスを入力します。

［サブネッ トマスク］：4つのド ッ トで区切った10進数表記（0～255）で、サブネッ トマスクを入力します。

［デフォルトゲートウェイ］：アドレスを入力します。

［Auto-IP］：［使用しない］

参考

Auto-IPを使用する場合、IPアドレス に0.0.0.0を設定して ください。

重要

設定変更後にシステムメニューからネッ トワークの再起動を行うか、電源のOFF/ONを行います。

［ネッ トワークの再起動］ （8-47）
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ワイヤレスネッ トワークを設定する
本機に標準で装着されているワイヤレスネッ トワークインターフェイス、またはオプシ ョ ンのワイヤレスインターフェ
イスキッ ト (IB-51)を本機に装着して接続設定をすると、ワイヤレスネッ トワーク（無線LAN）環境で印刷および送信がで

きるようになります。

次の設定方法があります。

Wi-Fi セッ トアップ ツールで接続の設定をする

Wi-Fi セッ トアップツールからのWi-Fi設定情報を本機に送るために、本機とローカル接続をする必要があります。ロー

カル接続の方法として、有線接続と無線接続（Wi-Fi Direct）の2つがあります。

LANケーブルを使用して有線で接続する

1 本機とパソコンを接続する

1 本機が起動している状態で、コンピューターと本機を直接LANケーブルで接続します。

設定方法 説明 参照ページ

本機の操作パネルからの設定 システムメニューから個別に設定せずに、画面の指示に従ってネッ
トワークを設定する場合は、簡単セッ トアップウィザードを使用し
ます。

簡単セッ トアップウィ
ザードを使って設定する 
（2-24）

システムメニューから接続設定をする場合は、Wi-Fi設定またはワイ
ヤレスネッ トワークを使用します。

［Wi-Fi設定］ （8-33）

［ワイヤレスネッ トワー
ク］ （8-49）

Wi-Fiセッ トアップツールの使
用

Product Libraryに収録されているツールです。ウィザードに従って設
定できます。

Wi-Fi セッ トアップ ツー
ルで接続の設定をする 
（2-15）

ウェブページからの設定 標準ワイヤレスネッ トワークインターフェイスの場合はCommand 
Center RXから設定できます。IB-51の場合は専用のウェブページか
ら設定できます。

Command Center RX操
作手順書

IB-51使用説明書

IB-51セッ トアップユーティ
リテ ィーの使用

IB-51に同梱のCDに収録されているセッ トアップツールです。
WindowsとMac OS Xのどちらでも使用できます。

IB-51使用説明書

参考

標準ワイヤレスネッ トワークインターフェイス、オプシ ョ ンのネッ トワークインターフェイスキッ ト（IB-50）、
またはオプシ ョ ンのワイヤレスネッ トワークインターフェイスキッ ト（IB-51）を使用して、標準の有線以外の

ネッ トワークインターフェイスに切り替えたい場合は、「優先ネッ トワーク（クライアン ト）」で適切な設定値に
変更して ください。

［優先ネッ トワーク（クライアン ト）］ （8-50）

参考

• Wi-Fi Directを使用するには、 Wi-Fi Directで本機とコンピューターを接続する前に 操作パネルからWi-Fi 
Directを有効（［使用する］を選択）にし、ネッ トワークを再起動していることを確認して ください。

• LANケーブルを使って直接本機に接続すると、Auto-IPアドレス（リンクローカルアドレス）が本機とコン

ピューターに割り当てられます。本機は、初期値としてAuto-IPアドレスを適用します。

• 接続するパソコンがWPSに対応しているか確認して ください。対応している場合、本機の操作パネルから設

定を行って ください。

［Wi-Fi設定］ （8-33）

［ワイヤレスネッ トワーク］ （8-49）
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2 コンピューターの電源をオンにします。

本機とコンピューターのIPアドレス（リンクローカルアドレス）がぞれぞれ自動的に生成されます。

2 DVDを挿入する

3 画面を表示する

4 ［メンテナンス］を選択する

5 ［Wi-Fi セッ トアップ ツール］ > ［実行］

6 設定する

1 ［WPSを使用しません］ > ［次へ］ > ［次へ］

2 ［LANケーブル］ > ［次へ］ > ［次へ］

参考

• ソフ トウェアをインス トールするときは、管理権限でログオンする必要があります。

• 「新しいハードウェアの検索ウィザード」が表示された場合、［キャンセル］をクリ ッ クして く ださい。

• 自動再生画面が表示されたら、［setup.exeの実行］をクリ ッ クして く ださい。

• ユーザーアカウント制御画面が表示された場合、［はい］をク リ ッ クしてください。

1 ［使用許諾を表示］をクリ ッ クして、使用許諾契
約をお読みください。

2 ［同意する］をクリ ッ クします。

1 2
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3 ［簡単設定］ > ［次へ］

本機が検出されます

4 本機を選択 > ［次へ］

5 ［認証モード］から［デバイス設定を使用します］を選択し、［ログインユーザー名］および［ログインパスワー
ド］（ともにAdmin）を入力 > ［次へ］

6 通信設定を行い、［次へ］をクリ ッ クします。

7 必要に応じてアクセスポイン トの設定を変更 > ［次へ］

ネッ トワークが設定されます。

Wi-Fi Directを使用して無線で接続する

1 画面を表示する

 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ログインユーザー名とログインパスワード

を入力 > ［ログイン］ > ［ネッ トワーク］ > ［Wi-Fi Direct設定］ > ［Wi-Fi Direct］

2 設定する

［使用する］ > ［OK］

3 ネッ トワークを再起動する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］ > ［ネッ トワークの再起動］

4 本機をパソコンまたは携帯端末に接続する

Wi-Fi Directを設定する （2-19）

参考

• Wi-Fi Setup Toolで本機を1台だけ検索できます。検索に時間がかかる場合があります。

• 本機が検出されない場合は、［詳細設定］ > ［次へ］の順に選択します。本機の検出方法から［エクスプレス］ま

たは［カスタム］を選択し、検出方法としてIPアドレスやホスト名を指定することができます。
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5 DVDを挿入する

6 画面を表示する

7 ［メンテナンス］を選択する

8 ［Wi-Fi セッ トアップ ツール］ > ［実行］

9 設定する

1 ［WPSを使用しません］ > ［次へ］ > ［次へ］

2 ［Wi-Fi Direct設定］ > ［次へ］ > ［次へ］

3 ［詳細設定］ > ［次へ］

本機の検出方法から［エクスプレス］または［カスタム］を選択します。検出方法としてIPアドレスやホスト名を指定するこ

とができます。

4 本機を選択 > ［次へ］

参考

• ソフ トウェアをインス トールするときは、管理権限でログオンする必要があります。

• 「新しいハードウェアの検索ウィザード」が表示された場合、［キャンセル］をクリ ッ クして く ださい。

• 自動再生画面が表示されたら、［setup.exeの実行］をクリ ッ クして く ださい。

• ユーザーアカウン ト制御画面が表示された場合、［はい］をク リ ッ クして く ださい。

1 ［使用許諾を表示］をクリ ッ クして、使用許諾契
約をお読みください。

2 ［同意する］をクリ ッ クします。

1 2
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5 ［認証モード］から［デバイス設定を使用します］を選択し、［ログインユーザー名］および［ログインパスワー
ド］（ともにAdmin）を入力 > ［次へ］

6 通信設定を行い、［次へ］をクリ ッ クします。

7 必要に応じてアクセスポイン トの設定を変更 > ［次へ］

ネッ トワークが設定されます。

Wi-Fi Directを設定する
Wi-Fi Direct環境で印刷をするには次の設定をおこないます。

本機の操作パネルから接続の設定をする

Wi-Fi Direct対応のパソコンまたは携帯端末に接続する

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ログインユーザー名とログインパスワードを入

力 > ［ログイン］ > 「ネッ トワーク］ > [Wi-Fi Direct設定] > 「Wi-Fi Direct］

2 設定する

［使用する］ > ［OK］

3 ネッ トワークを再起動する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > 「ネッ トワーク］ > ［ネッ トワークの再起動］

4 コンピューターまたは携帯端末から本機を選択する

操作パネルで確認メ ッセージが表示された場合は、［はい］を選択して ください。

本機とパソコンまたは携帯端末のネッ トワークが設定されます。

Wi-Fi Direc未対応のパソコンまたは携帯端末に接続する

iOSの携帯端末に接続する例で説明します。

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ログインユーザー名とログインパスワードを入

力 > ［ログイン］ > 「ネッ トワーク］ > 「Wi-Fi Direct設定］ > 「Wi-Fi Direct］

2 設定する

［使用する］ > ［OK］

3 ネッ トワークを再起動する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > 「ネッ トワーク］ > ［ネッ トワークの再起動］

4 ［ホーム］キー > ［Wi-Fi Direct］（TASKalfa 2470ci）

［ホーム］キー > ［タスク画面］ > ［Wi-Fi Direct］（TASKalfa 2460ci）

5 ネッ トワーク名（SSID）、IPアドレス、およびパスワードをメモする

6 携帯端末を設定する
・［設定］ > ［Wi-Fi］
・リス トから、手順5で表示されたネッ トワーク名（SSID）を選択します。
・手順5でメモしたパスワードを入力 > ［接続］
　本機とパソコンまたは携帯端末のネッ トワークが設定されます。
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プッシュボタンで設定する

パソコンや携帯端末がWi-Fi Direct未対応でWPSに対応している場合、プッシュボタンを操作してネッ トワークを設定

できます。

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ログインユーザー名とログインパスワードを入

力 > ［ログイン］ > 「ネッ トワーク］ > 「Wi-Fi Direct設定］ > 「Wi-Fi Direct］

2 設定する

［使用する］ > ［OK］

3 ネッ トワークを再起動する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > 「ネッ トワーク］ > ［ネッ トワークの再起動］

4 ［ホーム］ > ［Wi-Fi Direct］

5 パソコンまたは携帯端末のプッシュボタンと、操作パネルに表示されている［プッシュボタン
接続］を同時に押す

本機とパソコンまたは携帯端末のネッ トワークが設定されます。

NFCを設定する
NFC（Near Field Communication：近距離通信）とは、データの通信距離が10 cm程度に限定された近距離無線通信の国際

標準です。NFC対応の携帯端末を本機にかざすだけでデータ通信ができるようになります。

次の設定方法があります。

ウェブページで接続の設定をする

Command Center RXから設定できます。

Command Center RX操作手順書

本機の操作パネルから接続の設定をする

システムメニューからNFCを設定します。

［NFC］ （8-55）

ここでは、システムメニューからNFCを設定する例を説明します。

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ログインユーザー名とログインパスワードを

入力 > ［ログイン］ > ネッ トワーク ] > ［NFC］

重要

Wi-Fi Directで一度に接続できる端末は3台までです。Wi-Fi Direct対応のパソコンまたは携帯

端末がすでに接続されているときにほかの端末を接続したい場合は、先に接続された端末の
ネッ トワークを切断する必要があります。切断する方法は次のとおりです。

• パソコンまたは携帯端末からネッ トワークを切断する

• 操作パネルですべて切断する
［ホーム］ > ［Wi-Fi Direct］ > ［接続デバイスリス ト］ > ［すべて切断］の順に選択します。

• システムメニューから自動切断時間を設定する

［Wi-Fi Direct設定］ （8-32）

• Command Center RXから自動切断時間を設定する

Command Center RX操作手順書



2-21

設置と機械のセッ トアップ ＞ ワイヤレスネッ トワークを設定する

2 設定する

［使用する］ > ［OK］
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省エネ機能を使う
本機は、最後に使用してから一定時間経過すると、自動的に消費電力を低減する「低電力モード」に移行します。さらに一
定時間操作がないと、自動的に消費電力を最小にする「スリープ」に移行します。

低電力モード とは
一定時間操作がないと自動でタ ッチパネルを暗く して消費電力を低減します。この状態を低電力モード と呼びます。

低電力モード中は、タ ッチパネルには「低電力中です。」が表示されます。

低電力モードへの移行時間：1分（工場出荷時）

低電力モード中に印刷データが送られて く ると、自動的に復帰して印刷を開始します。オプシ ョ ンのファクス機能を使
用している場合は、ファクスの受信時にも自動的に復帰して印刷を開始します。

本機を使用するときは次の操作を行って ください。

• 操作パネルのいずれかのキーを選択する。

• タ ッチパネルにタ ッチする。

• 原稿送り装置を開ける。

• 原稿送り装置に原稿をセッ トする。

低電力モードからの復帰時間は次のとおりです。

• TASKalfa 2460ci：15.1秒以内

• TASKalfa 2470ci：15.1秒以内

節電復帰レベルとは
本機は省エネモードから消費電力をおさえた状態で復帰できます。節電復帰レベルには「全体復帰」、「通常復帰」、「省電
力復帰」があり、工場出荷時は「通常復帰」に設定されています。

復帰レベルの設定に関しては、次を参照して ください。

節電復帰レベル （8-57）

参考

低電力モード時間とスリープ時間が同じ場合は、スリープが優先されます。
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スリープとは
［節電］キーを選択すると節電ランプだけが点灯し、タ ッチパネルや他のランプは消灯して消費電力を最小に抑えます。
この状態をスリープと呼びます。

スリープ中に印刷データが送られて く ると、自動的に復帰して印刷を開始します。オプシ ョ ンのファクス機能を使用し
ている場合は、ファクスの受信時にも自動的に復帰して印刷を開始します。

本機を使用するときは、次の操作を行って ください。

• 操作パネルのいずれかのキーを選択する。

• タ ッチパネルにタ ッチする。

• 原稿送り装置に原稿をセッ トする。

スリープからの復帰時間は次のとおりです。

• TASKalfa 2460ci：15.1秒以内

• TASKalfa 2470ci：15.1秒以内

オートスリープとは
オートスリープは、一定時間操作がないと自動でスリープ状態に切り替わる機能です。

スリープ状態への移行時間：1分（工場出荷時）

移行時間を変更する場合は、次を参照して ください。

簡単セッ トアップウィザードを使って設定する （2-24）

スリープレベルとは（節電優先と復帰優先）
スリープは、節電優先と復帰優先の2つのモードに切り替えることができます。初期設定は、節電優先モードです。

節電優先とは、復帰優先よりもさらに消費電力を抑えた状態で、機能ごとにスリープモードを働かせるかを設定できま
す。ICカード も認識しません。切り替わる時間を変更する場合は、次を参照して ください。

操作パネルの［節電］キーを選択するとすぐに復帰します。また、スリープ中に印刷データが送られて く ると、自動的に復
帰して印刷を開始します。

スリープレベルの設定に関しては、次を参照して ください。

簡単セッ トアップウィザードを使って設定する （2-24）

参考

オプシ ョ ンのネッ トワークインターフェイスキッ ト を装着しているときは、節電優先にはできません。
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簡単セッ トアップウィザードを使って設定する
本機は、設置して最初に電源を入れたときに、機械のセッ トアップウィザードを開始し、必要な設定を行う ことができま
す。本機を使用する前に、ネッ トワークの設定、省エネ機能など、必要な設定を行って ください。

次の機能をウィザード形式の画面で設定できます。

*1 ネッ トワーク選択で［Wi-Fi］を選択した場合に表示されます。

*2 ネッ トワーク選択で［有線］を選択した場合に表示されます。

*3 DHCPの設定で［使用する］を選択した場合は表示されません。

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［簡単セッ トアップウィザード］

2 機能を選択する

参考

本機の初期設定値は、システムメニューで変更することができます。

システムメニューで設定できる項目については、次を参照して ください。

本機の初期設定［システムメニュー］ （8-1）

機能 項目 説明

ファクスのセッ トアップ ファクスの基本設定を行います。オプシ ョ ンのファクスキッ トが装着されている場合
のみ表示されます。

ファクス使用説明書

省エネのセッ トアップ 省エネ機能を設定します。

1.スリープモード スリープ時間

スリープレベル

2.低電力モード 低電力モード時間

ネッ トワークのセッ トアップ 1.ネッ トワーク ネッ トワーク選択

Wi-Fi*1

DHCP*2

IPアドレス*3

サブネッ トマスク *3

デフォルトゲートウェイ*3

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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3 設定する

ウィザードを開始します。画面の指示に従って設定します。

参考

設定で困ったときは、次を参照して ください。

ヘルプ画面の使いかた （3-15）

項目 説明

終了 ウィザードを終了します。それまでに設定した内容は適用されます。

<<前の項目 前の項目に戻ります。

スキップ>> 現在の項目を設定せずに次の項目に進みます。

次へ> 次の画面に進みます。

<戻る 前の画面に戻ります。

完了 設定を登録してウィザードを終了します。
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ソフ トウェアのインストール
本機でプリンター機能、TWAIN/WIA接続、ネッ トワークファクス機能を使用する場合、DVD（Product Library）から必要な

ソフ トウェアをインス トールします。

収録ソフ トウェア（Windows）
インス トール方法は、［エクスプレスインス トール］と［カスタムインストール］の2 通りから選ぶことができます。［エク

スプレスインス トール］が標準のインストール方法になります。［エクスプレスインス トール］でインス トールされない
ものは、［カスタムインス トール］でインス トールして ください。

［カスタムインス トール］でのインス トールについては、次を参照して ください。

［カスタムインストール］でインストールする （2-29）

ソフ トウェア 説明 エクスプレス
インス トール

KXド ライバー（KX DRIVER） パソコン上のデータを本機で印刷するためのドライバーです。1つのドライ
バーで、複数のページ記述言語（PCL XL、KPDLなど）をサポート します。本機
の持つ機能を最大限に活かしてご利用いただけるプリンタード ライバーで
す。

PDFデータを作成する場合はこのドライバーを使用して ください。

○

KX XPSプリンタードライバー

（KX XPS DRIVER）

マイクロソフ ト社が開発したXPS（XML Paper Specification）フォーマッ ト
に対応したプリンタードライバーです。

－

Mini プリンタードライバー

（PCL/KPDL）

（KPDL mini-driver/PCL mini-
driver）

PCL、KPDLのそれぞれをサポート したMicrosoft Mini Driver形式のドライ
バーです。本機の持つ機能やオプシ ョ ン類の機能のうち、本ド ライバーでは
使用できる機能に制限があります。

－

Kyocera Network FAXド ライバー

（FAX Driver）

パソコン上のアプリケーシ ョ ンソフ トで作成した文書を、本機を経由して
ファクス送信することができます。

－

Kyocera TWAIN ド ライバー

（Kyocera TWAIN Driver）

TWAIN 対応アプリケーシ ョ ンソフ ト を使用して本機でスキャンするための
ドライバーです。

○

Kyocera WIAド ライバー

（Kyocera WIA Driver）

WIA（Windows Imaging Acquisition）は、スキャナーなどのイメージングデバ
イスと画像処理アプリケーシ ョ ンソフ トの相互通信を可能にするWindows 
の機能です。WIA 対応アプリケーシ ョ ンソフ ト を使って画像を取り込むこ
とができ、TWAIN 対応アプリケーシ ョ ンソフ トがパソコンにインストール
されていない場合などに便利です。

－

KYOCERA Net Viewer ネッ トワーク上の本機をモニターすることのできるユーティ リテ ィーです。 －

Status Monitor 本機の状態を監視し、報告するユーティ リテ ィーです。 ○

File Management Utility スキャンした文書を、指定されたネッ トワークフォルダーに送信し、保存す
ることができます。

－

KYOCERA Net Direct Print Adobe Acrobat/Reader を起動せずに、PDF ファイルを印刷することができ
ます。

－

フォン ト（FONTS） 本機の内蔵フォン ト をアプリケーシ ョ ンソフ トで使用するための表示フォ
ン トです。

○

参考

• ソフ トウェアをインス トールするときは、管理権限でログオンする必要があります。

• ファクス機能は、オプシ ョ ンのファクスキッ トが必要です。



2-27

設置と機械のセッ トアップ ＞ ソフ トウェアのインス トール

Windowsにソフ トウェアをインストールする

［エクスプレスインストール］でインストールする

ここでは、Windows 8.1を例に説明します。［カスタムインス トール］でのインス トールについては、次を参照して くださ

い。

［カスタムインストール］でインストールする （2-29）

1 DVDを挿入する

2 画面を表示する

参考

• ソフ トウェアをインス トールするときは、管理権限でログオンする必要があります。

• 「新しいハードウェアの検索ウィザード」が表示された場合、［キャンセル］をクリ ッ クして く ださい。

• 自動再生画面が表示されたら、［setup.exeの実行］をクリ ッ クして く ださい。

• ユーザーアカウン ト制御画面が表示された場合、［はい］をク リ ッ クして く ださい。

1 ［使用許諾を表示］をクリ ッ クして、使用許諾契約をお読
みください。

2 ［同意する］をクリ ッ クします。

1 2
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3 ［エクスプレスインストール］を選択する

4 インストールする

本機のモデル名を選択します。［ポート名にホスト名を使用］を選択して、標準TCP/IPポートのホスト名を使用す

るように設定することもできます。（USB接続は利用できません。）

［インス トール］をク リ ックすると、データ収集の協力をお願いする画面が表示されます。いずれかの回答を選択
して、［OK］をク リ ッ クして く ださい。

重要

Wi-FiまたはWi-Fi Directが使用できる状態に設定されている場合は、ポート名に必ずIPアドレスを指定くださ

い。ホス ト名を指定するとインス トールが失敗することがあります。

参考

• 本機の電源が切れている場合、本機は検出されません。本機が検出されない場合、本機とパソコンがネッ ト

ワークまたはUSBケーブルで接続され、本機の電源が入っていることを確認して、 （更新）をク リ ックして

く ださい。

• Windowsセキュリテ ィ画面が表示された場合、［このド ライバーソフ トウェアをインス トールします］をク

リ ックして く ださい。

• Windows 8より前のバージ ョ ンのWindowsにステータスモニターをインストールする場合、あらかじめ

Microsoft .NET Framework 4.0のインストールが必要です。

1

2

3
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5 インストールを終了する

「ソフ トウェアが使用可能です。」と表示されたら、ソフ トウェアを使用できます。テス トページを印刷するには、
「テス トページの印刷」のチェ ックボックスをクリ ックし、本機を選択します。

［完了］をクリ ッ クすると、インス トールウィザードは終了します。

画面の指示に従い、必要に応じてシステムを再起動して ください。これで、ソフ トウェアのインス トール作業は終
了です。

TWAINド ライバーをインス トールした場合は、続けて「TWAINド ライバーの設定」を行って ください。

TWAINド ライバーを設定する （2-36）

［カスタムインストール］でインストールする

ここでは、Windows 8.1を例に説明します。

1 DVDを挿入する

2 画面を表示する

参考

• ソフ トウェアをインス トールするときは、管理権限でログオンする必要があります。

• 「新しいハードウェアの検索ウィザード」が表示された場合、［キャンセル］をクリ ッ クして く ださい。

• 自動再生画面が表示されたら、［setup.exeの実行］をクリ ッ クして く ださい。

• ユーザーアカウン ト制御画面が表示された場合、［はい］をク リ ッ クして く ださい。

1 ［使用許諾を表示］をクリ ッ クして、使用許諾契約をお読
みください。

2 ［同意する］をクリ ッ クします。

1 2
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3 ［カスタムインストール］を選択する

4 インストールする

1 インス トールするデバイスを選択します。

2 インス トールするド ライバーを選択します。

重要

Wi-FiまたはWi-Fi Directが使用できる状態に設定されている場合は、ポート名に必ずIPアドレスを指定くださ

い。ホス ト名を指定するとインス トールが失敗することがあります。

参考

• 本機の電源が切れている場合、本機は検出されません。本機が検出されない場合、本機とパソコンがネッ ト

ワークまたはUSBケーブルで接続され、本機の電源が入っていることを確認して、 （更新）をク リ ックして

く ださい。

• 目的のデバイスが表示されないときは、［カスタムデバイスの追加］を選択して使用したいデバイスを直接選
びます。

1
2

1

2
3
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3 ［ユーテ ィ リテ ィー］タブをクリ ッ クして、インス トールするユーテ ィ リテ ィーを選択します。

4 ［インス トール］をク リ ッ クします。

［インス トール］をク リ ックすると、データ収集の協力をお願いする画面が表示されます。いずれかの回答を選択
して、［OK］をク リ ッ クして く ださい。

参考

Windows 8より前のバージ ョ ンのWindowsにステータスモニターをインス トールする場合、あらかじめ

Microsoft .NET Framework 4.0のインストールが必要です。

1

2 3
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5 インストールを終了する

「ソフ トウェアが使用可能です。」と表示されたら、ソフ トウェアを使用できます。テス トページを印刷するには、
「テス トページを印刷」のチェ ックボックスをクリ ックし、本機を選択します。

［完了］をクリ ッ クすると、インス トールウィザードは終了します。

画面の指示に従い、必要に応じてシステムを再起動して ください。これで、ソフ トウェアのインストール作業は終了です。

TWAINド ライバーをインストールした場合は、続けて「TWAINド ライバーの設定」を行って ください。

TWAINド ライバーを設定する （2-36）
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ソフ トウェアをアンインストールする
Product Libraryでインス トールしたソフ トウェアを削除するときは、以下の手順で行って ください。

1 画面を表示する

パソコンで以下を順に選択して ください。

デスク ト ップのチャームから［検索］をク リ ックし、検索欄に「プロダク ト ライブラリーのアンインス トール」と入
力します。検索された一覧の中から［プロダク ト ライブラリーのアンインス トール］を選択します。ソフ トウェア 
アンインス トールウィザードが表示されます。

2 アンインストールする

削除するソフ トウェアのチェ ックボックスにチェ ックを入れます。

3 アンインストールを終了する

画面の指示に従い、必要に応じてシステムを再起動して ください。これでソフ トウェアのアンインス トール作業
は終了です。

参考

ソフ トウェアをアンインストールするときは、管理権限でログオンする必要があります。

参考

Windows 7の場合は、Windowsの［スタート］ボタン > ［すべてのプログラム］ > ［Kyocera］ > ［プロダク ト ライブ

ラリーのアンインストール］を選択して ください。

参考

• ソフ トウェアのアンインス トールはProduct Libraryを使って行う ことも可能です。

• Product Libraryの画面で［アンインス トール］を選択し、画面の表示に従ってソフ トウェアをアンインストー

ルします。

1

2
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Macintoshにソフ トウェアをインストールする
Macintoshでは、本機のプリンター機能が使用できます。

1 DVDを挿入する

［Kyocera］アイコンをダブルクリ ックして く ださい。

2 画面を表示する

使用しているOSのバージ ョ ンのフォルダーを開き、［Kyocera OS X x.x Japanese］をダブルクリ ックします。

3 インストールする

インストールプログラムの表示に従ってプリンタード ライバーをインストールします。

以上でプリンタード ライバーのインストールは完了です。

USB接続の場合は、自動的に本機の認識と接続が行われます。ネッ トワーク接続の場合は、続けてプリンターの設

定を行って ください。

参考

• ソフ トウェアをインス トールするときは、管理者の権限でログインする必要があります。

• Macintoshでインス トールする場合は、本機のエミ ュレーシ ョ ンを［KPDL］または［KPDL（自動）］に設定して

ください。

［プリンター］ （8-29）

• Bonjourで接続する場合は、本機のネッ トワーク設定でBonjourを有効にして ください。

［Bonjour］ （8-39）

• 名前とパスワードの入力画面が表示された場合は、OSにログインするときに入力した名前とパスワードを入

力して ください。

• AirPrintを使用して印刷等を行う場合は、ソフ トウェアのインス トールは不要です。

1 2
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4 設定する

1 システム環境設定画面を開き、プリンターを追加します。

2 ［デフォルト］を選択し、「名前」に表示された項目をクリ ックした後、ド ライバーを選択します。

3 本機に装備されているオプシ ョ ンを選択します。

4 設定したプリンターが追加されます。

参考

IPアドレスを入力する場合は、［IP］を選択し、ホス ト名またはIPアドレスを入力して ください。「名前」には、「ア

ドレス」に入力した番号が自動的に入ります。必要に応じて変更して ください。

21

1

2

4
3

1

2
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TWAINド ライバーを設定する
ここではWindows 8.1を例に説明します。

1 画面を表示する

1 デスク ト ップのチャームから［検索］をクリ ッ クし、検索欄に「TWAIN Driver Setting」と入力します。検索された
一覧の中から［TWAIN Driver Setting］を選択します。TWAINド ライバー設定画面が表示されます

2 ［追加］をクリ ッ クします。

2 設定する

参考

Windows 7の場合は、Windowsの［スタート］ボタン > ［すべてのプログラム］ > ［Kyocera］ > ［TWAIN Driver 
Setting］を選択して ください。

1 本機の名称を入力します。

2 リス トから本機を選択します。

3 本機のIPアドレスまたはホスト名を入力します。

4 使用する単位を選択します。

5 SSLを設定する場合は選択します。

6 ［OK］をク リ ッ クします。

参考

本機のIPアドレスまたはホスト名は管理者に確認して ください。

1
2
3

4

5

6
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3 終了する

参考

［削除］をクリ ッ クすると、登録されている機器を削除できます。［編集］をクリ ッ クすると、名称などの変更がで
きます。
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WIAド ライバーを設定する
ここではWindows 8.1を例に説明します。

1 画面を表示する

1 デスク ト ップのチャームから［検索］をクリ ッ クし、検索欄に「スキャナーとカメ ラの表示」と入力します。検索
された一覧の中から［スキャナーとカメ ラの表示］を選択すると、スキャナーとカメ ラ画面が表示されます。

2 本機と同じ名称のWIAド ライバーを選択し、［プロパテ ィ］ボタンをクリ ックします。

2 設定する

参考

Windows 7の場合は、Windowsの［スタート］ボタンをクリ ッ クし、［プログラムとファイルの検索］欄に「スキャ

ナー」と入力します。検索された一覧の中から［スキャナーとカ メ ラの表示］をクリ ッ クすると、スキャナーとカ
メ ラ画面が表示されます。

1 設定のタブをクリ ッ クします。

2 本機のIPアドレスまたはホスト名を入力します。

3 SSLを利用する場合は選択します。

4 使用する単位を選択します。

5 ［OK］をク リ ッ クします

1
2

1

2

3

4

5
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WSDド ライバーをインストールする

Windows 8、Windows 8.1、Microsoft Windows Server 2012の場合

1 デスク ト ップのチャームから［検索］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［デバイスとプリンターの表
示］を選択する

2 ド ライバーをインストールする

［デバイスの追加］をクリ ッ クします。本機の機種名が表示されたアイコンを選択して、［次へ］をク リ ッ クします。

「デバイスとプリンター」画面の「プリンター」に本機の機種名のアイコンが表示されたらインス トール完了です。

Windows 7の場合

1 スタート メニューの［ネッ トワーク］を表示する

Windowsの［スタート］ボタンをクリ ックし、［ネッ トワーク］をク リ ックします。

2 ド ライバーをインストールする

本機の機種名が表示されたアイコンを右クリ ックして、［インス トール］をクリ ッ クします。

ド ライバーのインストール中、タスクバーに表示されるアイコンをダブルクリ ックすると、「ド ライバーソフ ト
ウェアのインス トール」画面が表示されます。「ド ライバーソフ トウェアのインス トール」画面上に、「デバイスを
使用する準備ができました。」が表示されたら、インス トール完了です。

Windows10の場合

1 Windowsの［スタート］ボタンを右クリ ックし、［コン ト ロールパネル］ > ［デバイスとプリン
ターの表示］を選択する

2 ド ライバーをインストールする

［デバイスの追加］をクリ ッ クします。本機の機種名が表示されたアイコンを選択して、［次へ］をク リ ッ クします。

「デバイスとプリンター」画面の「プリンター」に本機の機種名のアイコンが表示されたらインス トール完了です。

参考

スタート メニューに［ネッ トワーク］が表示されていない場合は、以下の操作を行って ください。

1 ［スタート］を右クリ ッ クし、表示されたメニューで［プロパテ ィ］をクリ ッ クします。

2 「タスクバーと［スタート］メニューのプロパティ」画面で［［スタート］メニュー］タブを選択し、［カス
タマイズ］をクリ ッ クします。

3 「［スタート］メニューのカスタマイズ」画面が表示されたら、「ネッ トワーク」にチェ ックを入れて、
［OK］をク リ ッ クします。

参考

「ユーザーアカウン ト制御」画面が表示された場合、［続行］をク リ ッ クして く ださい。

「新しいハードウェアが見つかりました」画面が表示された場合、［キャンセル］をク リ ッ クして く ださい。
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管理者が行うセキュリテ ィー強化
本機の管理者は、この章で説明していること以外に、下記を確認の上必要なセキュリテ ィー強化を行って ください。

また、本機はユーザー認証機能を搭載しており、設定することで、登録されたログインユーザー名とパスワードを持って
いる人しか本機を使えないようにすることができます。

ユーザー認証、集計管理（ユーザー管理、部門管理） （9-1）

*1 オプシ ョ ンのICカード認証キッ トが必要です。

*2 オプシ ョ ンのSSDが必要です。

*3 オプシ ョ ンのセキュリテ ィーキッ トが必要です

強化したいこと 機能名 参照ページ

本機を使用するユーザーを制限したい ユーザー管理 9-2

認証セキュリテ ィー 9-4

オートパネルリセッ ト 8-56

ICカード設定*1 9-29

使用できる基本機能を制限したい ローカル認可 9-17

グループ認可設定 9-18

ゲスト認可設定 9-21

本機に保存した文書を他のユーザーに操作
させた く ない

ユーザーボックス*2 5-36

本機に保存したデータの流出を防ぎたい 上書き消去*3 Data Security Kit (E) 
使用説明書

暗号化*3

PDF暗号化機能 6-41

本機を廃棄するとき、本機内のデータを完
全に削除したい

セキュリテ ィーデータの完全消去 8-53

傍受、盗聴から、通信内容を保護したい IPP over SSL 8-43

HTTPS 8-42

LDAPセキュリテ ィー Command Center RX
操作手順書

SMTPセキュリテ ィー 8-46

POP3セキュリテ ィー 8-46

FTP暗号送信 8-17

Enhanced WSD (SSL) 8-45

IPSec 8-39

SNMPv3 8-41
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Command Center RXとは
本機をネッ トワークに接続してご使用の場合、Command Center RXを使用してさまざまな設定を行う ことができます。

ここでは、Command Center RXへのアクセス手順と、セキュリテ ィー設定、ホス ト名の変更方法などについて説明しま

す。

Command Center RX操作手順書

管理者と一般ユーザーがCommand Center RXで設定できる項目は次のとおりです。

*1 ログインするユーザーの権限により、設定できる項目に制限があります。

参考

Command Center RXのすべてのページにアクセスするには、ユーザー名とパスワードを入力し、ログインする

必要があります。管理者権限を持つユーザーでログインすると、文書ボックスやアドレス帳管理、設定/登録を含

めたすべての操作が可能です。管理者権限を持つデフォルトユーザーの工場出荷時の値は、次のとおりです（大
文字・小文字は区別されます）。

ログインユーザー名：Admin

ログインパスワード：Admin

項目 説明 管理者 一般
ユーザー

デバイス情報 本機の構成を確認できます。 ○ ○

ジ ョブ状況 印刷やスキャンジ ョブ、保存ジ ョブ、予約ジ ョブ、およびジ ョブ履
歴を含むすべてのデバイスのジ ョブ情報が表示されます。

○ ○

文書ボックス 文書ボックスの追加や削除、または文書ボックス内の文書の削除
などを行います。

○ ○*1

アドレス帳管理 アドレスおよびアドレスグループの新規作成および編集、削除を
行います。

○ ○*1

デバイス設定 本機の詳細設定を行います。 ○ -

機能設定 機能の詳細設定を行います。 ○ -

ネッ トワーク設定 ネッ トワークの詳細設定を行います。 ○ -

セキュリテ ィー設定 セキュリテ ィーの詳細設定を行います。 ○ -

管理設定 管理の詳細設定を行います。 ○ -

参考

ファクス機能を使用するには、オプシ ョ ンのファクスキッ トが必要です。

ここではファクスの設定に関しては省略しています。

ファクス使用説明書
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Command Center RX へアクセスする

1 画面を表示する

1 Webブラウザーを起動します。

2 アドレスバーまたはロケーシ ョ ンバーに本機のIPアドレスまたはホスト名を入力します。

本機のIPアドレスまたはホスト名は次の順にクリ ックすると確認できます。

本機ホーム画面の［機器情報］ > ［識別情報/有線］

例）https://10.180.81.1/（IPアドレスの場合）

https://MFP001（ホス ト名がMFP001の場合）

本機およびCommand Center RXに関する一般情報と現在の状態が、Webページに表示されます。

2 設定する

画面左のナビゲーシ ョ ンバーから項目を選択して ください。

参考

「このWeb サイ トのセキュリテ ィ証明書には問題があります」の画面が表示された場合、証明書の設定をして く

ださい。

Command Center RX操作手順書

または、証明書を設定しないでこのまま続行することもできます。

参考

Command Center RXのすべてのページにアクセスするには、ユーザー名とパスワードを入力し、ログインする

必要があります。管理者権限を持つユーザーでログインすると、文書ボックスやアドレス帳管理、設定/登録を含

めたすべての操作が可能です。管理者権限を持つデフォルトユーザーの工場出荷時の値は、次のとおりです（大
文字・小文字は区別されます）。

ログインユーザー名：Admin

ログインパスワード：Admin
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セキュリテ ィー設定を変更する

1 画面を表示する

1 Webブラウザーを起動します。

2 アドレスバーまたはロケーシ ョ ンバーに本機のIPアドレスまたはホスト名を入力します。

本機のIPアドレスまたはホスト名は次の順にクリ ックすると確認できます。

本機ホーム画面の［機器情報］ > ［識別情報/有線］

3 管理者の権限でログインします。 

管理者権限を持つデフォルトユーザーの工場出荷時の値は、次のとおりです（大文字・小文字は区別されます）。

ログインユーザー名：Admin

ログインパスワード：Admin

4 ［セキュリテ ィー設定］をクリ ッ クします。

2 設定する

［セキュリテ ィー設定］メニューから設定したい項目を選択して、設定を行います。

参考

証明書に関する設定については、次を参照して ください。

Command Center RX操作手順書
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デバイス情報を変更する

1 画面を表示する

1 Webブラウザーを起動します。

2 アドレスバーまたはロケーシ ョ ンバーに本機のIPアドレスまたはホスト名を入力します。

本機のIPアドレスまたはホスト名は次の順にクリ ックすると確認できます。

本機ホーム画面の［機器情報］ > ［識別情報/有線］

3 管理者の権限でログインします。

管理者権限を持つデフォルトユーザーの工場出荷時の値は、次のとおりです（大文字・小文字は区別されます）。

ログインユーザー名：Admin

ログインパスワード：Admin

4 ［デバイス設定］メニューの［システム］をク リ ッ クします。

2 設定する

デバイス情報を入力して、［設定］をク リ ックします。

重要

設定変更後にネッ トワークの再起動、または電源のOFF/ONが必要です。

［管理設定］メニューの［リセッ ト ］をクリ ッ クし、「再起動」の［ネッ トワークの再起動］をクリ ッ クすることで、
ネッ トワークインターフェイスカードの再起動ができます。

3

1

2
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SMTPおよびメール送信の設定をする
SMTPを設定すると、本機で読み取った画像をメールに添付して送信したり、ジ ョ ブが終了したことをメールで通知し

たりすることができます。

この機能を使用するには、SMTPプロ ト コルによる本機と メールサーバーの接続が必要です。

また、次の項目を設定して ください。

• SMTPの設定
設定項目：「SMTP」の「SMTPプロ ト コル」、「SMTPサーバー名」等

• 本機がメールを送信するときの差出人のアドレス
設定項目：「メール送信設定」の「差出人アドレス」

• メールサイズ制限の設定
設定項目：「メール送信設定」の「メール送信のサイズ制限」

1 画面を表示する

SMTPプロ ト コルの画面を表示します。

1 Webブラウザーを起動します。

2 アドレスバーまたはロケーシ ョ ンバーに本機のIPアドレスまたはホスト名を入力します。

本機のIPアドレスまたはホスト名は次の順にクリ ックすると確認できます。

本機ホーム画面の［機器情報］ > ［識別情報/有線］

3 管理者の権限でログインします。 

管理者権限を持つデフォルトユーザーの工場出荷時の値は、次のとおりです（大文字・小文字は区別されます）。

ログインユーザー名：Admin

ログインパスワード：Admin
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4 ［ネッ トワーク設定］メニューの［プロ ト コル］をク リ ッ クします。

2 設定する

「送信プロ ト コル」の「SMTP（メール送信）」で設定を［オン］にして く ださい。

1

2
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3 画面を表示する

メール設定の画面を表示します。

［機能設定］メニューの［メール］をク リ ッ クします。

4 設定する

「SMTP」および「メール送信設定」の項目を入力します。

項目 説明

SMTP 本体からメールを送信するときに設定します。

SMTPプロ ト コル SMTPプロ ト コルの設定を参照します。「SMTPプロ ト コル」の設定が［オ
ン］になっているか確認して ください。［オフ］の場合は、［プロ ト コル］を
クリ ックして、SMTPプロ ト コルの設定を［オン］にして ください。

SMTPサーバー名*1 SMTPサーバーのホスト名またはIPアドレスを入力します。

SMTPポート番号 SMTPが使用するポート番号を設定します。ポート番号の工場出荷時の
値は25です。

SMTPサーバーの

タイムアウト

タイムアウトまでの時間を秒単位で入力します。

認証 SMTP認証をする場合、認証するユーザー情報を入力します。

SMTP

セキュリテ ィー

SMTPセキュリテ ィーを設定します。

「プロ ト コル」ページで「SMTP（メール送信）」の「SMTPセキュリテ ィー」
を設定して ください。

接続確認 メールを送信せずに、設定した内容が正しいかどうかをテスト します。

ド メイン制限 ド メイン制限をする場合、［ド メインリス ト］をクリ ックし、許可、または
拒否する宛先のド メイン名を入力します。メールアドレスで指定するこ
ともできます。

POP3 POP3プロ ト コル 本体からメールを送信する機能だけ使用する場合は、設定する必要はあ
りません。本体でメールを受信する機能を使用する場合に設定します。

Command Center RX操作手順書
着信チェ ック間隔

直ちに実行

ド メイン制限

POP3ユーザー設定

1

2
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5 ［設定］をクリ ックする

メール送信
設定

メール送信の

サイズ制限

送信可能なメールの最大サイズをキロバイ トで入力します。ここで入力
したサイズより大きいメールになった場合、エラーを表示し、メール送
信しません。SMTPサーバーの送信メールのサイズを制限している場合
は、入力して ください。SMTPサーバーの送信メールのサイズに制限が
無い場合、0を入力して ください。0を入力すると メールサイズの制限に
関係な く メール送信します。

差出人アドレス*1 本機がメールを送信するときの差出人のアドレスを指定します。配信エ
ラーメールなどが、ここで指定した差出人のアドレスに返信される場合
がありますので、架空のアドレスではな く、機器管理者などが受け取れ
るメールアドレスを指定することをお勧めします。また、SMTP認証を
設定している場合は、アドレスを正確に入力する必要があります。

差出人アドレス：128文字以内

署名 メール本文の最後に挿入される、テキスト形式の署名を入力します。こ
こで入力した署名を使って、プリン トシステムの識別をすることもあり
ます。

署名：512文字以内

機能初期値 機能の初期値を変更する場合は、［共通/ジ ョブ初期値］で行って くださ
い。

項目 説明
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アドレス帳の移行
本機のユーティ リテ ィーを使用すると、機械の置き換えの際に、アドレス帳をスムーズに移行することができます。

機械に登録されているアドレス帳は、付属のDVDに収録されているKYOCERA Net Viewerを使用することでバックアッ

プや移行ができます。

KYOCERA Net Viewerの操作方法については、次を参照して ください。

KYOCERA Net Viewer操作手順書

アドレス帳をパソコンにバックアップする

1 KYOCERA Net Viewerを起動する

2 バックアップを行う

1 アドレス帳をバックアップしたいモデル名を右クリ ックし、［拡張機能］ > ［複数のデバイスを設定］を選択し
ます。

2 ［カスタムモード］を選択し、［次へ］をク リ ッ クします。

3 デバイスグループを選択し、［次へ］をク リ ッ クします。

1

2

1

2

1

2
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4 ［デバイスアドレス帳］を選択し、［次へ］をクリ ッ クします。 

5 ［デバイスから作成］を選択して［デバイスから作成］のチェ ックを外し、［次へ］をク リ ッ クします。

6 バックアップしたい機種を選択し、［次へ］をク リ ッ クします。

参考

「管理者ログイン」の画面が表示されたときは、「管理者ログイン」と「ログインパスワード」を入力して［OK］を押

します。初期設定は下記が設定されています（大文字・小文字は区別されます。）。

ログインユーザー名：Admin

ログインパスワード：Admin

1

2

1

3
2

1

2
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7 ［フ ァイルに保存］をクリ ッ クします。

8 保存する場所とファイル名を設定し、［保存］をクリ ッ クします。

「ファイルの種類」は必ず「XMLファイル」を選択して ください。

9 ファイルを保存後は、必ず［キャンセル］をクリ ッ クして画面を閉じます。

［完了］を選択すると本体のアドレス帳にデータを書き込みますのでご注意ください。

アドレス帳を本体に書き込む

1 KYOCERA Net Viewerを起動する

2 アドレス帳データを取り込む

1 アドレス帳を転送したいモデル名を右クリ ックし、［拡張機能］ > ［複数のデバイスを設定］を選択します。

1

2
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2 ［カスタムモード］を選択し、［次へ］をク リ ッ クします。

3 デバイスグループを選択し、［次へ］をク リ ッ クします。

4 ［デバイスアドレス帳］を選択し、［次へ］をクリ ッ クします。 

5 ［フ ァイルから作成］を選択して［ターゲッ トデバイスの上書き保存許可］のチェ ックを外し、［次へ］をク リ ッ
クします。

［ターゲッ トデバイスの上書き保存許可］にチェ ックを付けた場合、本体アドレス帳のNo.1から上書き保存されます。

1

2

1

2

1

2

1

3
2
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6 ［参照］をクリ ッ クしてバックアップしたアドレス帳ファイルを選択し、［次へ］をク リ ッ クします。

7 ［完了］をクリ ッ クします。

アドレス帳データの書き込みを開始します。

8 書き込みが完了したら［閉じる］をク リ ッ クします。

1

2
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アプリケーシ ョ ンとは
本機は、アプリケーシ ョ ンをインス トールして機能を拡張することができます。

お客様の業務内容に合わせたスキャン機能や認証機能などのアプリケーシ ョ ンを提供し、日常の業務をより効率的に行
えるようサポート します。

詳細につきましては、販売担当者またはお買い上げ販売店にお問い合わせください。

アプリケーシ ョ ンをインストールする
アプリケーシ ョ ンを使用するには、まず本機にアプリケーシ ョ ンをインストールし、その後アプリケーシ ョ ンを起動し
ます。

操作手順は、次のとおりです。

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［アプリケーシ ョ ン］ > ［アプリケーシ ョ ン］

2 インストールする

1 ［ ］も し くは ［メニュー］ > ［新規登録］を選択します。

2 インス トールするアプリケーシ ョ ンが保存されているUSBメモリーをUSBメモリースロッ トに挿入します。

3 インス トールするアプリケーシ ョ ンを選択 > ［インス トール］

［ ］を選択すると、選択したアプリケーシ ョ ンの詳しい情報が参照できます。

参考

本機にアプリケーシ ョ ンおよび証明書をインストールできます。なお、アプリケーシ ョ ンの種類によって実行
できるアプリケーシ ョ ン数が異なります。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

「外部メモリーを認識しました。ファイルを表示します。よろしいですか？」が表示された場合は、［いいえ］を選
択して ください。
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4 ［はい］を選択します。

アプリケーシ ョ ンのインストールが開始されます。インストールするアプリケーシ ョ ンによっては、インストールに時間

がかかる場合があります。

インストールが終了すると、元の画面に戻ります。

アプリケーシ ョ ンをアンインストールする

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］ > ［アプリケーシ ョ ン］ > ［アプリケーシ ョ ン］

2 削除する

1 削除するアプリケーシ ョ ンを選択 > ［ ］

 ［ ］を選択すると、選択したアプリケーシ ョ ンの詳しい情報が参照できます。

2 削除の確認画面で［はい］を選択します。

参考

• 他のアプリケーシ ョ ンをインストールする場合は、手順2-3～2-4を繰り返して く ださい。

• USBメモリーを取り外す場合は、［メモリー取り外し］を選択し、「外部メモリーを安全に取り外せます。」が表

示されたらUSBメモリーを取り外して ください。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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3 本機を使用する準備

この章では、次の項目について説明します。

操作パネルの使いかた .......................................................................................................................................  3-3
機能キーに機能を割り当てる ............................................................................................................................  3-4
タ ッチパネルの使いかた ...................................................................................................................................  3-6

ホーム画面を表示する .............................................................................................................................  3-6
機器情報を表示する ............................................................................................................................... 3-11
機能キーを表示する ..............................................................................................................................  3-12
設定できないキーの表示のしかた .........................................................................................................  3-13
［エンター］キーの使いかた ....................................................................................................................  3-14
［短縮］キーの使いかた ...........................................................................................................................  3-14
ヘルプ画面の使いかた ...........................................................................................................................  3-15

本機へのログイン・ログアウト  ........................................................................................................................  3-16
ログインする .........................................................................................................................................  3-16
簡単ログイン画面からログインする .....................................................................................................  3-17
ログアウトする ......................................................................................................................................  3-17

カウンターを確認する .....................................................................................................................................  3-18
用紙をセッ トする ............................................................................................................................................  3-19

用紙の取り扱い上の注意 .......................................................................................................................  3-19
給紙段を選択する ..................................................................................................................................  3-20
カセッ ト 1（～3）に用紙をセッ トする .....................................................................................................  3-21

パソコンの共有フォルダーに文書を送信するための準備 ...............................................................................  3-24
コンピューター名とフルコンピューター名をメモする ........................................................................  3-24
ユーザー名と ド メイン名をメモする .....................................................................................................  3-25
共有フォルダーのアクセス許可を設定する ..........................................................................................  3-25
共有フォルダーを作成する、共有名をメモする .....................................................................................  3-26
ファイルとプリンターの共有を許可する ..............................................................................................  3-29
Windowsファイアウォールを設定する .................................................................................................  3-30

宛先の登録 .......................................................................................................................................................  3-34
アドレス帳に新しい宛先を登録する .....................................................................................................  3-34
アドレス帳の宛先を変更する ................................................................................................................  3-38
アドレス帳の宛先を削除する ................................................................................................................  3-39
ワンタ ッチキーに宛先を登録する .........................................................................................................  3-40
ワンタ ッチキーの宛先を変更する .........................................................................................................  3-41
ワンタ ッチキーの宛先を削除する .........................................................................................................  3-41
Command Center RXで宛先を登録する ................................................................................................  3-43

よ く使う機能を呼び出すには（お気に入り） .....................................................................................................  3-44
お気に入りをウィザード形式で登録する ..............................................................................................  3-45
お気に入りをプログラム形式で登録する ..............................................................................................  3-46
お気に入りをウィザード形式で実行する ..............................................................................................  3-47
お気に入りをプログラム形式で実行する ..............................................................................................  3-47
お気に入りを編集する ...........................................................................................................................  3-48
お気に入りを削除する ...........................................................................................................................  3-48

よ く使う機能を登録するには［シ ョート カッ ト登録］ ......................................................................................  3-49
シ ョート カ ッ ト を登録する ....................................................................................................................  3-49
シ ョート カ ッ ト を編集する ....................................................................................................................  3-49
シ ョート カ ッ ト を削除する ....................................................................................................................  3-50

文書ボックスを使用するには ..........................................................................................................................  3-51
ユーザーボックスとは ...........................................................................................................................  3-51
ジ ョブボックスとは ..............................................................................................................................  3-51
外部メモリーボックスとは ....................................................................................................................  3-52
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Fコードボックス/ポーリングボックス/ファクスメモリー受信ボックスとは .......................................  3-52
本機でユーザーボックスを作成する .....................................................................................................  3-52
Command Center RXでユーザーボックスを作成する ..........................................................................  3-53
ボックスを編集する ..............................................................................................................................  3-54
ボックスを削除する ..............................................................................................................................  3-55
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操作パネルの使いかた
TASKalfa 2470ci

1 [ホーム] キー：ホーム画面を表示します。

2 [状況確認/ジ ョブ中止] キー：状況確認/ジ ョブ中止画面を表示します。

3 機能キー：コピーやスキャンなどの各種機能/アプリケーシ ョ ンを登録できるキーです。

⇒機能キーに機能を割り当てる

4 [ジ ョブセパレーター] ランプ：ジ ョ ブセパレーターのトレイに用紙があると点灯します。

5 [処理中] ランプ：印刷中や送受信の処理中に点滅します。

6 [メモリー] ランプ：SSD、ファクス用メモリー、USBメモリー（汎用品）にアクセス中に点滅します。

7 [アテンシ ョ ン] ランプ：エラーが発生してジ ョブが停止すると点灯または点滅します。

8 [スタート ] キー：コピーやスキャン動作を開始したり、設定動作の処理を開始したり します。

9 [スト ップ] キー：動作中のジョブを中止、または一時停止します。

10 [リセッ ト ] キー：設定値を初期状態に戻します。

11 [節電] キー：本機をスリープ状態にします。スリープ状態のときはスリープから復帰します。

12 [認証/ログアウト ] キー：ユーザー認証と各ユーザーの操作を終了（ログアウト）します。

13 [割り込み] キー：割り込みコピー画面を表示します。

14 [システムメニュー/カウンター] キー：システムメニュー画面を表示します。

15 [テンキーボード ]キー：テンキーです。数字や記号を入力します。

16 タ ッチパネル：アイコンに触れて各種設定を行います。

16 15 14 13 12 11 10

9876543

2 1
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機能キーに機能を割り当てる
機能キーは、コピーやスキャンなどの各種機能/アプリケーシ ョ ンを割り当てることができるキーです。よ く使う機能/ア
プリケーシ ョ ンを割り当てて、簡単にその画面を表示することができます。

本機には、あらかじめ次の機能が割り当てられていますが、これらを変更して、別の機能を登録できます。

• ［F1］（機能キー1）：コピー

• ［F2］（機能キー2）：送信

• ［F3］（機能キー3）：フ ァクス（オプシ ョ ン）

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー> ［共通設定］ > ［機能キー登録］

2 設定する

1 設定する機能キーを選択します。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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2 割り当てる機能を選択します。

*1 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

*2 オプシ ョ ンのSSDを装着している場合に表示されます。

*3 ユーザー管理が有効になっているときに表示されます。

機能 説明 参照ページ

なし 機能を割り当てません。 ー

コピー コピー画面を表示します。 5-12

送信 送信画面を表示します。 5-14

ファクスサーバー*1 ファクスサーバー送信画面を表示します。 5-26

ファクス*1 ファクス画面を表示します。 ファクス使用説
明書

ユーザーボックス*2 ユーザーボックス画面を表示します。 3-51

ジ ョブボックス ジ ョブボックス画面を表示します。 5-43

外部メモリー 外部メモリー画面を表示します。 5-50

Fコードボックス*1 Fコードボックス画面を表示します。 ファクス使用説
明書

ポーリングボックス*1 ポーリングボックス画面を表示します。 ファクス使用説
明書

自分に送信（メール）*3 送信画面を表示します。宛先には、ログインしているユー
ザーのメールアドレスが登録されています。

5-26

ファクスメモリー受信ボックス*1 ファクスメモリー受信ボックス画面を表示します。 ファクス使用説
明書

お気に入り 登録されているお気に入りを呼び出します。 3-44

アプリケーシ ョ ン名 選択したアプリケーシ ョ ンの画面を表示します。 2-54
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タ ッチパネルの使いかた

ホーム画面を表示する
操作パネルの［ホーム］キーを押すと表示される画面です。アイコンをタ ッチすると対応する画面が表示されます。

ホーム画面に表示するアイコンや画面の背景は変更することができます。

ホーム画面を編集する （3-8）

TASKalfa 2470ci

*設定やオプシ ョ ンの構成により、実際の画面と異なる場合があります。

番号 項目 説明

1 メ ッセージ 状況に応じてメ ッセージを表示します。

2 デスク ト ップ 機能アイコンを表示します。お気に入りに登録された機能も表示されます。1ページ目に
表示されていないアイコンは、ページを切り替えると表示されます。

3 画面切り替えｷｰ デスク ト ップのページを切り替えます。複数ページがある場合に、表示されます。

参考

画面をタ ッチした状態で指を左右に動かすことでも表示を切り替えることができます。
（スワイプ操作）

4 タスクバー タスクアイコンを表示します。

5 ［ログアウト］ ログアウト します。ユーザー管理が有効になっているときに表示されます。

6 ログインユーザー名 ログインしているユーザー名を表示します。ユーザー管理が有効になっているときに表
示されます。「ログインユーザー名」を選択するとログインしているユーザーの情報が表
示されます。

1

2

3

4

6

3

5

1 22
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TASKalfa 2460ci

* 設定やオプシ ョ ンの構成により、実際の画面と異なる場合があります。

番号 項目 説明

1 メ ッセージ 状況に応じてメ ッセージを表示します。

2 デスク ト ップ 機能アイコンを表示します。お気に入りに登録された機能も表示されます。1ページ目に
表示されていないアイコンは、ページを切り替えると表示されます。

3 画面切り替えｷｰ デスク ト ップのページを切り替えます。複数ページがある場合に、表示されます。

参考

画面をタ ッチした状態で指を左右に動かすことでも表示を切り替えることができます。
（スワイプ操作）

4 ［状況確認］ 状況確認画面を表示します。エラーが発生すると、アイコンに「！」が表示されます。エ
ラーが解除されると元の表示に戻ります。

5 ［タスク画面］ タスク画面を表示します。

6 ［ログアウト］ ログアウト します。ユーザー管理が有効になっているときに表示されます。

7 ログインユーザー名 ログインしているユーザー名を表示します。ユーザー管理が有効になっているときに表
示されます。「ログインユーザー名」を選択するとログインしているユーザーの情報が表
示されます。

8 タスク画面 タスクアイコンを表示します。

9 [デスク ト ップ] デスク ト ップを表示します。

1 1
2

3

4 45

6
7

8

9

6
7

3

1 22
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ホーム画面を編集する

ホーム画面に表示するアイコンや画面の背景を編集します。

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［ホーム］

2 設定する

設定できる項目は次のとおりです。

*1 オプシ ョ ン装着時に使用できる機能と、インストールしたアプリケーシ ョ ンを含め、61個の機能アイコンが表示できま
す。

*2 表示できるタスクアイコンの最大数は、次のとおりです。
TASKalfa 2470ci:8
TASKalfa 2460ci:6

*3 TASKalfa 2470ci

*4 TASKalfa 2460ci

参考

ユーザー管理が有効の場合、管理者の権限でログインすると変更できます。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

項目 説明

デスク ト ップの設定 デスク ト ップに表示する機能アイコンを設定します。*1

［新規登録］*3または［ ］*4を選択すると、表示する機能の選択画面
が表示されます。表示する機能を選択して［OK］を選択します。

アイコンを選択して［前へ］または［後ろへ］を選択すると、デスク
ト ップに表示する順序を入れ替えることができます。

アイコンを選択して［削除］*3または［ ］*4を選択すると、デスク ト ッ
プから削除することができます。

タスクバーの設定*3 タスクバーに表示するタスクアイコンを設定します。*2

タスク画面の設定*4 ホーム画面の左下に表示する機能と、タスク画面に表示するタスク
アイコンを設定します。*2

壁紙 ホーム画面の背景を設定します。

設定値：画像1～8
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デスク ト ップに表示できる機能

*1 工場出荷時に選択されています。

*2 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

*3 オプシ ョ ンのSSDを装着している場合に表示されます。

機能 アイコン 説明 参照ページ

コピー*1 コピー画面を表示します。 5-12

送信*1 送信画面を表示します。 5-14

ファクスサーバー ファクスサーバー送信画面を表示します。 5-26

ファクス*2 ファクス画面を表示します。 ファクス使用
説明書

ユーザーボックス*3 ユーザーボックス画面を表示します。 3-51

ジ ョブボックス*1 ジ ョブボックス画面を表示します。 3-51

外部メモリー*1 外部メモリー画面を表示します。 3-52

ポーリングボックス*2 ポーリングボックス画面を表示します。 ファクス使用
説明書

ファクスメモリー受信
ボックス*2

ファクスメモリー受信ボックス画面を表示します。 ファクス使用
説明書

自分に送信(メール)*4 送信画面を表示します。宛先には、ログインしているユー
ザーのメールアドレスが登録されています。

5-26

ボックスから自分に送
信(メール)*3*4

ユーザーボックス画面を表示します。宛先にはログインして
いるユーザーのメールアドレスが登録されています。

5-41

お気に入り 登録されているプログラムを呼び出します。アイコンはプロ
グラムの機能により変わります。

3-44

アプリケーシ ョ ン名*5 選択したアプリケーシ ョ ンの画面を表示します。 2-54



3-10

本機を使用する準備 ＞ タ ッチパネルの使いかた

*4 ユーザー管理が有効になっているときに表示されます。

*5 各アプリケーシ ョ ンのアイコンが表示されます。

タスクバー*2またはタスク画面*3に表示できる機能

*1 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

*2 TASKalfa 2470ci

*3 TASKalfa 2460ci

機能 アイコン 説明 参照ページ

状況確認/ジ ョブ中止
/

状況確認画面を表示します。エラーが発生すると、アイコンに
「！」が表示されます。エラーが解除されると元の表示に戻りま
す。

－

機器情報 機器情報画面を表示します。システムやネッ トワークの情報を
確認できます。

また、使用しているオプシ ョ ンの情報も確認できます。

3-11

言語選択 システムメニューの言語選択設定画面を表示します。 8-4

用紙設定 用紙設定の画面を表示します。 8-9

Wi-Fi Direct Wi-Fi Directが設定され、ネッ トワークが使用できる状態の本
機の情報を一覧で表示します。

2-19

システムメニュー システムメニュー画面を表示します。 8-1

お気に入り お気に入りの一覧画面を表示します。 3-44

ファクス発信履歴*1 ファクス発信履歴画面を表示します。 ファクス使用
説明書

ファクス着信履歴*1 ファクス着信履歴画面を表示します。 ファクス使用
説明書
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機器情報を表示する
機器情報を表示します。システムやネッ トワークの情報を確認できます。また、使用しているオプシ ョ ンの情報も確認で
きます。

1 機器情報画面を表示します。

TASKalfa 2470ciは、［ホーム］キー >タスクバーの［機器情報］

TASKalfa 2460ciは、［ホーム］キー >［タスク画面］ > ［機器情報］

2 機器情報を確認します。

*1 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

タブ 説明

識別情報/有線 モデル名、シリアル番号、ホスト名や場所などの識別情報、IP
アドレスを確認できます。

Wi-Fi モデル名、シリアル番号、ホスト名や場所などの識別情報、IP
アドレスを確認できます。

ファクス*1 ファクス回線（自局ファクス番号、自局名、自局ファクスID）な
どファクスの情報を確認できます。

ソフ トウェアバージ ョ ン/性能 ソフ トウェアのバージ ョ ンや性能を確認できます。

オプシ ョ ン 使用しているオプシ ョ ンの情報を確認できます。
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機能キーを表示する

1 機能アイコンを選択すると、表示される画面です。

1 機能が表示されます。

2 [機能一覧]を選択すると、その他の機能が表
示されます。

3 ［ ］または［ ］を押すと、上下にスクロー
ルします。

2

3

1
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設定できないキーの表示のしかた
複数の機能の組み合わせやオプシ ョ ンの装着状態などによって、設定できない機能のキーは選択できない状態になりま
す。

通常 キーが薄く表示される場合

次の場合、キーは薄く表示されて設定できな く
なります。

• 先に設定している機能に対して組み合わせ

ることができない場合

• ユーザー管理で使用が制限されている場合

参考

設定したいキーが薄く表示される場合は、先に使用していたユーザーの設定が保持されている場合があります。
このときは、［リセッ ト ］キーを押してから操作し直して ください。

［リセッ ト］キーを押してから操作してもキーが薄く表示される場合は、ユーザー管理機能で使用が制限されて
いることがあります。このときは本機の管理者にお問い合わせください。
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［エンター］キーの使いかた
［エンター］キーは、［OK←］や［閉じる←］のように、エンターのマーク（←）が表示されているキーと同じ働きをします。

［短縮］キーの使いかた
［短縮］キーは、タ ッチパネルに表示されている［番号］と同じ働きをします。送信するときの宛先を短縮番号で指定した
り、番号を直接テンキーで入力する場合に使用します。

短縮番号については、次を参照して ください。

宛先を確認または変更する （5-32）



3-15

本機を使用する準備 ＞ タ ッチパネルの使いかた

ヘルプ画面の使いかた
操作に困ったときは、タ ッチパネルで使いかたを確認できます。

タ ッチパネルに［？］(ヘルプ)が表示されている場合、タ ッチパネルの［？］(ヘルプ)を選択すると、ヘルプ画面が表示され

ます。ヘルプ画面では機能説明や操作方法を確認できます。

1 用紙選択の画面を表示する

［用紙選択］ （6-5）

2 ヘルプ画面を表示する

1 ヘルプタイ トルが表示されます。

2 機能説明や操作方法が表示されます。

3 ヘルプ画面を閉じて、元の画面に戻ります。

4 説明文が表示しきれない場合に、上下にス
クロールします。

1

2

3

4
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本機へのログイン・ログアウト
管理者権限が必要な機能を設定する場合またはユーザー管理が有効になっている場合、ログインユーザー名とログイン
パスワードが必要になります。

ログインする

1 ログインユーザー名とログインパスワードを入力する

1 操作中にこの画面が表示されたら、「ログインユーザー名」の［キーボード］を選択してログインユーザー名を
入力します。

文字の入力 （12-10）

2 ［ログインパスワード］ > ログインパスワードを入力 > ［OK］

2 ［ログイン］を選択する

参考

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインユーザー名またはログインパスワードを忘れた場合はログインできません。管理者の権限でログイン
し、ログインユーザー名またはログインパスワードを変更して ください。

参考

ユーザーの認証方法が［ネッ トワーク認証］に設定されている場合、認証先が表示され、認証先を［ローカル］ま
たは［ﾈｯﾄﾜｰｸ］から選択できます。

ICカード認証が有効になっている場合、［ICカードログイン］を選択できます。



3-17

本機を使用する準備 ＞ 本機へのログイン・ログアウト

簡単ログイン画面からログインする

操作中にこの画面が表示されたら、ユーザーを選択してログインします。

簡単ログイン設定を有効にする （9-26）

ログアウトする

ログアウトするときは、［認証/ログアウト］キーを選択すると、ログインユーザー名とパスワードを入力する画面

に戻ります。

また、次の状態のときも自動でログアウト します。

• スリープ状態になったとき。

• オートパネルリセッ トが働いたとき。

参考

ログインパスワードが必要な場合は、入力画面が表示されます。
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カウンターを確認する

印刷枚数および読み込み枚数を参照します。

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［カウンター］

2 ［印刷ページ数］、［読み込みページ数］を選択しカウンターを確認する

印刷カバレッジを参照します。

1 画面を確認する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［カウンター］ > ［印刷ページ数］ > ［印刷カバレッジ］

2 ［最終ページ］、［最終ジ ョ ブ］を選択しデータを確認します。

［最終ページ］：最後に印刷したページのデー タ が表⽰されます。

［最終ジ ョブ］：最後に印刷したジ ョ ブのデー タ が表⽰されます

参考

印刷カバレッジに表示されている情報から換算した印字枚数と、実際の印字枚数とは一致しません。実際に印字できる枚数
は、使用状態（印字内容や連続出力の頻度など）、設置環境（温度や湿度）によって変わります。
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用紙をセッ トする
カセッ トによ く利用する用紙をセッ ト します。

用紙の取り扱い上の注意

用紙をさばき、平らなところで用紙の端をよ くそろえて ください。

さらに、下記にもご注意ください。

• 用紙に折れやカールなどがある場合は、まっすぐにのばして ください。折れやカールがあると、紙づまりの原因とな
ります。

• 包装紙から出した用紙を高湿環境に放置すると、湿気でト ラブルの原因となります。カセッ トに入れた残りの用紙
は、用紙保管袋に入れて密封保管して ください。また、手差し ト レイに残った用紙も、保管袋に入れて密封保管して く
ださい。

• 用紙をカセッ ト内に長期間セッ ト したままにすると、用紙がカセッ ト ヒーターの熱によって変色する場合がありま
す。

• 本機を長期間使用しない場合は、用紙を湿気から守るため、カセッ トから用紙を取り出し、保管袋に入れて密封保管
して ください。

重要

再利用紙（一度印刷された用紙）を使用する場合は、必ずステープル針やクリ ップなどを外して ください。ス
テープル針やクリ ップが残ったままだと、画像不良や故障の原因となります。

参考

穴の開いた用紙、ロゴや社名などが印刷されている用紙（プレプリン ト）、レターヘッ ドなど特殊な用紙を使用
する場合は、次を参照して ください。

用紙について （12-21）
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給紙段を選択する
用紙のサイズや種類に応じて、用紙をセッ トする給紙段を選択します。

番号 名称 用紙サイズ 用紙種類 収納枚数 参照先

1 カセッ ト 1 A3、A4-R、A4、A5-R、

B4、B5-R、B5、Ledger、Letter-
R、Letter、Legal、Statement-
R、Folio、216x340mm、

Officio II、8K、16K-R、16K

普通紙、薄紙、再生紙、

プレプリン ト、ボンド紙、

カラー紙、

パンチ済み紙、

レターヘッ ド、厚紙、上質
紙、カスタム1～8

550枚

（64 g/m2）

カセッ ト 1（～3）に用紙を
セッ トする （3-21）

2 カセッ ト 2

3 カセッ ト 3

参考

• お使いの環境や用紙の種類（厚さ）によって、収納できる枚数は異なります。

• インクジェ ッ トプリンター用紙や表面に特殊な加工が施されている用紙は使用しないで ください。（紙づまり
等、故障の原因になる場合があります。）

• より高品質なカラー印刷を求められる場合は、カラー専用の用紙をお使い ください。

1
2
3
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カセッ ト 1（～3）に用紙をセッ トする

1 カセッ ト を引き出す

2 カセッ トの用紙長さガイ ドを調整する

参考

複数のカセッ ト を同時に引き出さないようにして く ださい。

参考

11X17”（Ledger）の用紙を使用する場合は、用紙長さガイ ドを左端まで移動させてから倒して ください。
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3 カセッ トの用紙幅ガイドを調整する

4 用紙をセッ トする

5 用紙長さガイ ドおよび用紙幅ガイドがしっかり と用紙に当たっているか確認する

隙間があるときは用紙長さガイ ドまたは用紙幅ガイ ドを合わせ直します。

重要

• 印刷する面を上にしてセッ ト して く ださい。

• 包装紙から出した用紙は、カセッ トにセッ トする前にさばいて ください。

用紙の取り扱い上の注意 （3-19）

• 用紙に折れなどがないようにセッ ト して く ださい。折れやカールは紙づまりの原因となります。

• 用紙の量は、収納上限を示すラベル（イラス ト参照）の目盛り以下にして ください。

• 用紙長さガイ ドおよび用紙幅ガイドを合わさずに用紙を入れると、斜め給紙や紙づまりの原因となります。
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6 用紙サイズのシートを差し込む

7 カセッ ト をゆっ く り奥まで押し込む

8 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［カセッ ト /手差し ト レイ設定］ > 「カセッ ト 1」

9 設定する

用紙サイズと用紙種類を選択します。

［カセッ ト 1（～3）］ （8-9）

参考

• 用紙サイズのシートが必要な場合は、お買い上げ販売店または弊社営業拠点へご連絡ください。

• 用紙サイズを自動で検知できます。次を参照して ください。

［用紙選択］ （6-5）

［カセッ ト 1（～3）］ （8-9）
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パソコンの共有フォルダーに文書を送信するための
準備
本機で設定する必要な情報を確認し、パソコンに文書を受け取るためのフォルダーを作ります。ここでは、Windows 8.1
をお使いになる場合を主体に説明しています。OSの種類によっては、項目名などが異なることがあります。

コンピューター名とフルコンピューター名をメモする
文書の宛先となるコンピューター名とフルコンピューター名を確認します。

1 画面を表示する

スタート画面で［PC］を右クリ ッ クして［プロパテ ィー］を選択します。またはウィンドウアイコンを右クリ ックし

て［システム］を選択します。

2 確認する

コンピューター名とフルコンピューター名を確認します。

画面例：

コンピューター名: PC4050

フルコンピューター名: pc4050.abcdnet.com

確認後、 ［閉じる］ボタンをクリ ッ クして、「システムのプロパティ」画面を閉じます。

参考

Windowsには管理者権限でログオンします。

参考

• Windows Vistaの場合は、Windowsの［スタート］ボタン > ［コンピューター］を右クリ ックして［プロパテ ィ］を

選択します。

• Windows 7の場合は、Windowsの［スタート］ボタン > ［コンピューター］ > ［システムのプロパテ ィ］の順で選

択します。

• Windows 8の場合は、スタート画面でデスク ト ップを選択し、デスク ト ップの［ライブラリ］から［コンピュー

ター］を右クリ ックして［プロパテ ィ］を選択して、「システムのプロパティ画面」を開きます。

• Windows 10の場合は、Windowsの［スタート］ボタンを右クリ ックして［システム］を選択します。
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ユーザー名と ド メイン名をメモする
Windowsにログオンする際のユーザー名と ド メイン名をメモします。

1 画面を表示する

デスク ト ップのチャームから［検索］をク リ ックし、検索欄に「コマンドプロンプ ト」と入力します。検索された一
覧の中から［コマンドプロンプ ト］を選択します。

コマンドプロンプ トが起動します。

2 確認する

コマンドプロンプ トに「net config workstation」と入力し、［Enter］キーを押します。

ユーザー名と ド メイン名を確認します。

画面例：

ユーザー名:yamada

ド メ イン名:ABCDNET

共有フォルダーのアクセス許可を設定する
システムのプロパティで、ワークグループの項目がある場合、フォルダーのアクセス許可を特定のユーザーやグループ
に設定するには以下の設定を行います。

1 画面を表示する

デスク ト ップのチャームから［設定］を選択し、［コン ト ロールパネル］ > ［デスク ト ップのカスタマイズ］ > ［フォ

ルダーオプシ ョ ン］の順で選択します。

参考

• Windows VistaおよびWindows 7の場合は、Windowsの［スタート］ボタン > ［すべてのプログラム］（または［プ

ログラム］） > ［アクセサリ］ > ［コマンドプロンプ ト］の順に選択します。

• Windows 10の場合は、Windowsの［スタート］ボタンを右クリ ックして［コマンドプロンプ ト］を選択します。

参考

• Windows Vistaの場合は、［スタート］ボタン > ［コン ト ロールパネル］ > ［システムと メンテナンス］ > ［デスク

ト ップのカスタマイズ］ > ［フォルダ オプシ ョ ン］の順で選択します。

• Windows 7の場合は、［スタート］ボタン > ［コン ト ロールパネル］ > ［デスク ト ップのカスタマイズ］ > ［フォル

ダーオプシ ョ ン］の順で選択します。

• Windows 10の場合は、エクスプローラーを起動し、［表示］ > ［オプシ ョ ン］ > ［フォルダーオプシ ョ ン］の順で

選択します。
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2 設定する

［表示］タブが選択されていることを確認し、「詳細」設定の［共有ウィザードを使用する（推奨）］のチェ ックを外し
ます。

3 ［OK］ボタンをクリ ックする。

共有フォルダーを作成する、共有名をメモする
文書の宛先となるパソコンに、文書を受け取るための「共有フォルダー」を作成します。

参考

システムのプロパテ ィで、ワークグループの項目がある場合、フォルダーのアクセス許可を特定のユーザーやグルー
プに設定するには以下の設定を行って ください。

1デスク ト ップのチャームから［設定］を選択し、［コン ト ロールパネル］ > ［デスク ト ップの
カスタマイズ］ > ［フォルダーオプシ ョ ン］の順で選択します。

Windows 7の場合は、Windowsの［スタート］ボタン > ［コン ト ロールパネル］ > ［デスク

ト ップのカスタマイズ］ > ［フォルダーオプシ ョ ン］の順で選択します。

Windows 10の場合は、エクスプローラーを起動し、［表示］ > ［オプシ ョ ン］ > ［フォル

ダーオプシ ョ ン］の順で選択しま す。
2

「詳細設定」の［共有ウィザードを使用する（推奨）］のチェ ックを外します。

1

2

3

1

2

3
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1 フォルダーを作成する

パソコン上でフォルダーを作成します。

例と して、「scannerdata」という名前のフォルダーをデスク ト ップに作成します。

2 共有を設定する

1 「scannerdata」フォルダーを右クリ ックし、［共有］ > ［詳細な共有］の順にクリ ックします。

2 ［このフォルダーを共有する］にチェ ックを付け、［アクセス許可］ボタンをクリ ッ クします。

3 表示されている共有名をメモします。

1

2

1

2
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4 ［追加］ボタンをクリ ッ クします。

5 場所を指定します。

6 選択したユーザーのアクセス許可を設定します。

1 メモしたコンピューター名と ド メイン名が同じ場合：
「場所の指定」にコンピューター名が表示されていなけれ
ば、［場所］ボタンをクリ ッ クしてコンピューター名を選択
し、［OK］ボタンをクリ ッ クします。
例）pc4050
メモしたコンピューター名と ド メイン名が違う場合：
「場所の指定」にメモしたフルコンピューター名で最初の
ド ッ ト（.）以降の文字が表示されていなければ、［場所］ボタ
ンをクリ ックしてド ッ ト（.）以降の文字を選択し、［OK］ボタ
ンをクリ ックします。
例）abcdnet.com

コンピューター名とフルコンピューター名をメモする 
（3-24）

2 メモしたユーザー名をテキストボックスに入力し、［OK］ボ
タンをクリ ッ クします。
また［詳細設定］をクリ ックしてユーザーを選択することも
できます。

1 入力したユーザーを選択します。

2 「変更」と「読み取り」の［許可］にチェ ックつけます。

3 ［OK］ボタンをクリ ッ クします。

参考

「Everyone」とはネッ トワーク上のすべての人に共有を許可する設定です。セキュリテ ィー強化のため、

「Everyone」を選択し、「読み取り」の［許可］のチェ ックを外すことをお勧めします。

1

2

1

2

3
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7 「詳細な共有」画面の［OK］ボタンをクリ ッ クし、この画面を閉じます。

8 ［セキュリテ ィ］タブで設定した内容を確認します。

フ ァイルとプリンターの共有を許可する

1 画面を表示する

デスク ト ップのチャームで［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［システムとセキュリテ ィ］ > ［Windowsファイア

ウォールによるアプリケーシ ョ ンの許可］の順で選択します。

1 ［セキュリテ ィ］タブを選択します。

2 入力したユーザーを選択します。

3 グループ名またはユーザー名欄に入力したユーザーが表
示されていない場合は、［編集］をク リ ックして、共有を設
定すると同様にユーザーを追加して ください。

4 「変更」と「読み取り と実行」の［許可］にチェ ックが付いて
いることを確認します。

5 ［閉じる］ボタンをクリ ッ クします。

参考

Windowsには管理者権限でログオンします。

参考

• Windows Vistaの場合はWindowsの［スタート］ボタン > ［コン ト ロールパネル］ > ［セキュリテ ィ］ > 
［Windows ファイアウォールの有効化または無効化］の順で選択します。

• Windows 7の場合、Windowsの［スタート］ボタン > ［コン ト ロールパネル］ > ［システムとセキュリテ ィ］ > 
［Windowsファイアウォールによるプログラムの許可］の順で選択します。

参考

ユーザーアカウン ト制御画面が表示された場合は、［続行］ボタンをクリ ッ クして く ださい。

1

2

3

4
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2 ［フ ァイルとプリンターの共有］にチェ ックを付ける

Windowsファイアウォールを設定する
ファイルとプリンターの共有の許可と、SMB送信で使用するポートの追加を行います。

1 画面を表示する

デスク ト ップのチャームで［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［システムとセキュリテ ィ］ > ［Windowsファイア

ウォール］の順で選択します。

参考

Windowsには管理者権限でログオンします。

参考

• Windows Vistaの場合はWindowsの［スタート］ボタン > ［コン ト ロールパネル］ > ［セキュリテ ィ］ > 
［Windows ファイアウォールの有効化または無効化］の順で選択します。。

• Windows 7の場合は、［スタート］ボタン > ［コン ト ロールパネル］ > ［システムとセキュリテ ィ］ > ［フ ァイア

ウォールの状態の確認］の順で選択して ください。

• Windows 8の場合は、デスク ト ップのチャームで［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［システムとセキュリ

テ ィ］ > ［Windowsファイアウォール］の順で選択します。

• Windows 10の場合は、エクスプローラーを起動し、［表示］ > ［オプシ ョ ン］ > ［フォルダーオプシ ョ ン］の順で

選択します。

参考

ユーザーアカウン ト制御画面が表示された場合は、［続行］ボタンをクリ ッ クして く ださい。

1

2

3
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2 追加するポートを設定する

1 ［詳細設定］をクリ ッ クします。

2 ［受信の規則］をクリ ッ クします。

3 ［新しい規則］をクリ ッ クします。

4 規則から［ポート］を選択します。

参考

Windows Vistaの場合、［例外］タブ > ［ポートの追加］ボタンの順にクリ ックし、手順2-5に進んで ください。

1

2
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5 適用するポート と して［TCP］を選択します。そして［特定のローカルポート］をチェ ッ ク後、「445」を入力して
から［次へ］をク リ ッ クします。

6 ［接続を許可する］を選択して［次へ］をクリ ッ クします。

7 すべてにチェ ックが入っていることを確認して［次へ］をク リ ッ クします。

参考

Windows Vistaの場合、「名前」では、追加するポート と して任意の名前（例:Scan to SMB）を登録します。「ポート

番号」には、「445」を入力します。「プロ ト コル」では、［TCP］を選択します。設定後、［OK］ボタンをクリ ッ クして

く ださい。

2

1

1

2

1

2
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8 「名前」に「Scan to SMB」と入力して、［完了］をク リ ッ クします。

1

2
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宛先の登録
アドレス帳やワンタ ッチキーに宛先を登録したり登録内容を変更したりできます。登録した宛先は、メール送信やフォ
ルダーへの送信、ファクス送信などに利用できます。

アドレス帳に新しい宛先を登録する
アドレス帳に新しい宛先を登録します。登録方法には、個人登録と複数の個人登録をまとめて登録するグループ登録の2
種類があります。グループ登録をするときは、グループ名を入力し、アドレス帳から メンバーを選んで ください。

個人アドレスを登録する

各宛先には、宛先名、メールアドレス、FTPサーバーのフォルダー、パソコンのフォルダー、ファクス番号などを登録でき

ます。

登録件数：200件まで

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［アドレス帳/ワンタ ッチ］ > ［アドレス帳］ > ［ ］ > ［個人］ 

2 名前とフリガナを登録する

1 アドレス帳に表示される宛先名を入力 > ［次へ>］

2 宛先名のフリガナを入力 > ［次へ］

参考

アドレス帳の登録・編集は、Command Center RXでも行えます。

Command Center RXで宛先を登録する （3-43）

参考

ユーザー管理が有効の場合、管理者の権限でログインすると、アドレス帳への宛先編集ができます。

［編集制限］ （8-27）

参考

入力できる文字数には制限があります。

入力文字数：32文字以内

文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）

参考

入力できる文字数には制限があります。

入力文字数：32文字以内

文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）
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3 アドレスを登録する

アドレスがメールの場合

［メールアドレス］ > メールアドレスを入力 > ［OK］

アドレスがフォルダー（SMB）の場合

［SMB］ > ［ホス ト名］、［パス］、［ポート］、［ログインユーザー名］および［ログインパスワード］ > ［OK］

入力する項目は次のとおりです。

参考

128文字まで入力できます。

文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）

参考

コンピューター名、共有名、ド メイン名、ユーザー名については、共有フォルダー作成時にメモした内容を入力
します。

共有フォルダーの作成方法については、次を参照して ください。

パソコンの共有フォルダーに文書を送信するための準備 （3-24）

項目 詳細 制限文字数

ホスト名 コンピューター名 64文字

パス 共有名

例 ） scannerdata

共有フォルダー内のフォルダーに保存する場合

共有名¥共有フォルダー内のフォルダー名

128文字

ポート ポート番号（通常は445です。） 1－65535

ログインユーザー名 コンピューター名と ド メイン名が同じ場合

ユーザー名

例）yamada

コンピューター名と ド メイン名が違う場合

ド メイン名¥ユーザー名

例）abcdnet¥yamada

64文字

ログインパスワード Windowsにログオンする際のパスワード

(大文字・小文字は区別されます。)

64文字
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ネッ トワーク内にあるパソコンのフォルダーを検索して登録する場合は、次の順に選択します。

［メニュー］ > ネッ トワークからフォルダーを検索するまたは［ホス ト名でフォルダーを検索する

「ネッ トワークからフォルダーを検索する」を選択した場合は、接続しているネッ トワーク内のすべてのパソコン
より宛先を検索することができます。

「ホス ト名でフォルダーを検索する」を選択した場合は、「ド メイン/ワークグループ名」「ホス ト名」を入力して接続

しているネッ トワーク内のパソコンから宛先を検索することができます。

500件まで表示することができます。ログインユーザー名、ログインパスワードの入力画面を表示するには、次の

順に選択します。

表示された画面で指定したいホスト名（コンピューター名）を選択 > ［次へ>］

アドレスがフォルダー（FTP）の場合

［SMB］ > ［ホス ト名］、［パス］、［ポート］、［ログインユーザー名］および［ログインパスワード］ > ［OK］

入力する項目は次のとおりです。

*1 Linux/UNIXベースのFTPサーバーの場合、パスの区切りは¥ではな く /(スラッシュ)です。

1 アドレス番号を指定したい場合は、［アドレス番号］を選択します。

2 ［＋］、［－］または、テンキーで、任意のアドレス番号（001～250）を入力します。

自動で番号を割り当てる場合は、000を指定して ください。

参考

• 文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）

• ホスト名、ド メイン名、ワークグループ名、ログインユーザー名に2バイ ト文字が使われている場合は、検索や

送信ができません。

• ［メニュー］ > ［接続確認］の順に選択すると、設定したパソコンへの接続が確認できます。接続できないとき

は、入力した項目を確認して ください。

項目 詳細 制限文字数

ホスト名 FTPサーバーのホスト名またはIPアドレス 64文字

パス*1 保存したいファイルのパス

例）¥User¥ScanData

何も入力しないと、ホームディレク ト リーに保存されます。

128文字

パス ポート番号（通常は21です。） 1－65535

ログインユーザー名 FTPサーバーへのログインユーザー名 64文字

ログインパスワード FTPサーバーへのログインパスワード 64文字

参考

• 文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）

• ［メニュー］ > ［接続確認］の順に選択すると、設定したFTPサーバーへの接続が確認できます。接続できないと

きは、入力した項目を確認して ください。

参考

• アドレス番号は、宛先1件ごとの識別番号です。空いている番号を選択できます。

• すでに使用されているアドレス番号を指定すると、エラーメ ッセージが表示され登録できません。
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3 ［OK］を選択します。

4 宛先が正し く設定できているか確認 > ［登録］

アドレス帳に宛先が追加されます。

グループを登録する

個人登録された複数の宛先をまとめて、グループとして登録することができます。宛先を一度に指定できるので便利で
す。

登録件数：50件まで

1 画面を表示する

［システムメニュー］ > ［アドレス帳/ワンタ ッチ］ > ［アドレス帳 > ［ ］ > ［グループ］

2 名前とフリガナを登録する

1 アドレス帳に表示されるグループ名を入力 > ［次へ>］

参考

グループ登録には、個人登録された宛先が必要です。あらかじめ必要な個人登録を行って ください。登録できる
件数は次のとおりです。

• 宛先100件

• FTPとSMBの宛先5件（合計）

参考

入力できる文字数には制限があります。

入力文字数：32文字以内

文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）
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2 グループ名のフリガナを入力 > ［次へ>］

3 メンバー（宛先）を選択する

1 ［メンバー］を選択します。

2 ［ ］を選択します。

3 グループに登録する宛先（個人）を選択します。選択された宛先は、チェ ックマークが付きます。

4 ［OK］を選択します。

宛先を追加するときは、手順2～4を繰り返して ください。

5 ［終了］を選択します。

6 アドレス番号を指定したい場合は、［アドレス番号］を選択します。

7 ［＋］、［－］またはテンキーで、任意のアドレス番号（000～250）を入力します。

自動で割り当てる場合は、000を設定して ください。

8 ［OK］を選択します。

4 宛先がグループに追加されているか確認 > ［登録］

アドレス帳にグループが追加されます。

アドレス帳の宛先を変更する
登録した宛先（個人）やグループを変更します。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［アドレス帳/ワンタ ッチ］ > ［アドレス帳］ 

参考

入力できる文字数には制限があります。

入力文字数：32文字以内

文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）

参考

宛先は、フリガナやアドレス番号で並べ替えたり、検索したりできます。

宛先を確認または変更する （5-32）

参考

• アドレス番号は、グループ1件ごとの識別番号です。空いている番号を選択できます。

• すでに使用されているアドレス番号を指定すると、エラーメ ッセージが表示され登録できません。
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2 変更する

個人登録の宛先を変更する場合

1 編集する宛先の［ ］を選択します。

2 「名前」、「フ リガナ」、「アドレス番号」、送信先の種類やアドレスを変更します。

変更方法は、次を参照して ください。

個人アドレスを登録する （3-34）

3 ［登録］ > ［はい］

変更した宛先が登録されます。

グループを編集する場合

1 編集する宛先の［ ］を選択します。

2 名前」、「フ リガナ」、「アドレス番号」を変更します。

変更方法は、次を参照して ください。

グループを登録する （3-37）

3 ［メンバー］を選択します。

4 グループから宛先を削除する場合は、宛先を選択 > ［ ］ > ［はい］を選択し、宛先を追加する場合は、［ ］を選
択します。

5 ［登録］ > ［はい］

変更したグループが登録されます。

アドレス帳の宛先を削除する
登録した宛先（個人）やグループを削除します。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［アドレス帳/ワンタ ッチ］ > ［アドレス帳］ 

2 削除する宛先またはグループを選択

2 ［ ］ > ［はい］

個人登録の宛先またはグループが削除されます。

参考

宛先とグループは、フリガナやアドレス番号で並べ替えたり、検索したりできます。

宛先を確認または変更する （5-32）

参考

宛先とグループは、フリガナやアドレス番号で並べ替えたり、検索したりできます。

宛先を確認または変更する （5-32）
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ワンタ ッチキーに宛先を登録する
ワンタ ッチキーに宛先（個人またはグループ）を登録することができます。

登録件数：100件まで

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［アドレス帳/ワンタ ッチ］ > ［ワンタ ッチキー］

2 ワンタ ッチキーを登録する

1 宛先を登録するワンタ ッチキー番号（001～100）を選択 > ［ ］

［短縮］キーを選択すると、ワンタ ッチキー番号を直接入力して選択できます。

登録されていないワンタ ッチキーを選択して ください。

2 ワンタ ッチキーに登録する宛先（個人またはグループ）を選択します。

［ ］を選択すると、選択した宛先の詳しい情報が参照できます。

参考

• ワンタ ッチキーの使用方法は、次を参照して ください。

宛先を確認または変更する （5-32）

• ワンタ ッチキーの登録・編集は、Command Center RXでも行えます。

Command Center RXで宛先を登録する （3-43）

• ワンタ ッチキーの登録・編集を管理者のみに許可している場合は、管理者の権限でログインすると、ワンタ ッ
チキーの編集ができます。

［編集制限］ （8-27）

Command Center RX操作手順書

参考

［短縮］キーは、次を参照して ください。

［短縮］キーの使いかた （3-14）

参考

宛先は、フリガナ、アドレス番号で並べ替えたり検索したりできます。

宛先を確認または変更する （5-32）

1
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3 送信の基本画面に表示されるワンタ ッチキー名を入力 > ［次へ>］

4 ［登録］を選択します。

ワンタ ッチキーに宛先が登録されます。

ワンタ ッチキーの宛先を変更する
ワンタ ッチキーに登録されている宛先を変更できます。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［アドレス帳/ワンタ ッチ］ > ［ワンタ ッチキー］

2 編集するワンタ ッチキー番号（001～100）を選択します。［短縮］キーを選択すると、ワンタ ッチキー番号を直接
入力して選択することができます。

2 登録内容を変更する

1 ［メニュー］ > ［編集］ > ［宛先］

2 新しい宛先（個人またはグループ）を選択して ください。［ ］を選択すると、選択した宛先の詳しい情報が参
照できます。

3 ［OK］ > ［登録］ > ［はい］

ワンタ ッチキーに宛先が登録されます。

ワンタ ッチキーの宛先を削除する
ワンタ ッチキーに登録されている宛先を削除できます。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［アドレス帳/ワンタ ッチ］ > ［ワンタ ッチキー］

2 編集するワンタ ッチキー番号（001～100）を選択します。［短縮］キーを選択すると、ワンタ ッチキー番号を直接入
力して選択することができます。

参考

入力できる文字数には制限があります。

入力文字数：24文字以内

文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）

参考

宛先は、フリガナ、アドレス番号で並べ替えたり検索したりできます。

宛先を確認または変更する （5-32）
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2 登録内容を削除する

［ ］ > ［はい］の順に選択します。

ワンタ ッチキーの登録内容が削除されます。
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Command Center RXで宛先を登録する
Command Center RXから本機のアドレス帳に宛先を登録することができます。

1 画面を表示する

1 Webブラウザーを起動します。

2 アドレスバーまたはロケーシ ョ ンバーに本機のIPアドレスまたはホスト名を入力します。

本機のIPアドレスまたはホスト名は次の順にクリ ックすると確認できます。

本機ホーム画面の［機器情報］ > ［識別情報/ネッ トワーク］

例1：https://192.168.48.21/（IPアドレスの場合）

例2：https://MFP001（ホス ト名がMFP001の場合）

3 管理者の権限でログインします。

管理者権限を持つデフォルトユーザーの工場出荷時の値は、次のとおりです（大文字・小文字は区別されます）。

ログインユーザー名：Admin

ログインパスワード：Admin

4 ［アドレス帳管理］メニューで［本体アドレス帳］をクリ ッ クします。

5 ［追加］をクリ ッ クします。

2 設定する

1 宛先情報を入力します。

登録する宛先の情報を入力して ください。入力する項目は本機で登録するときと同じです。

宛先の登録 （3-34）

2 ［設定］をクリ ッ クします。

1
2

3
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よ く使う機能を呼び出すには（お気に入り）
よ く使う機能をお気に入りに登録して、簡単に呼び出すことができます。

本機には、あらかじめ次の機能が登録されていますが、これらを削除したり、新たな機能を登録したりできます。

お気に入り名 説明 登録されている機能

IDカード コピー（身分
証）

免許証や保険証などのIDカードをコピーした
いときに使用します。カードの表と裏を順番に
読み込むと、1枚の用紙に両面集約してコピー
されます。

• コピー機能

• プログラム形式

IDカード コピー：［設定する］

連続読み込み：［設定する］

原稿サイズ：［A5-R］

用紙選択：カセッ ト 1

縮小/拡大：［100%］

用紙節約コピー 用紙を節約したいときに使用します。画面にし
たがって、ページ集約や両面コピーが設定でき
ます。

• コピー機能

• ウィザード形式

ページ集約：［2in1］

原稿：［片面］

両面/分割：［両面］

用紙選択：カセッ ト 1

印刷部数：1

簡単フォルダー送信（宛
先入力）

任意のパソコンの共有フォルダーまたはFTP
のフォルダーに画像を送信したいときに使用
します。宛先やカラー選択など、画面にした
がって設定ができます。

• 送信機能

• ウィザード形式

宛先：新規のフォルダー

カラー選択：［フルカラー］

文書名入力：初期値

ファイル形式：［PDF］

連続読み込み：［設定しない］

読み込み解像度：［300 ｘ 300 dpi］

簡単フォルダー送信（ア
ドレス帳）

アドレス帳に登録されているパソコンの共有
フォルダーまたはFTPのフォルダーに画像を
送信したいときに使用します。宛先やカラー選
択など、画面にしたがって設定ができます。

• 送信機能

• ウィザード形式

宛先：アドレス帳

カラー選択：［フルカラー］

文書名入力：初期値

ファイル形式：［PDF］

連続読み込み：［設定しない］

読み込み解像度：［300 ｘ 300 dpi］

簡単メール送信（宛先入
力）

任意のメールアドレスに画像を送信したいと
きに使用します。宛先やカラー選択など、画面
にしたがって設定ができます。

• 送信機能

• ウィザード形式

宛先：新規のメールアドレス

カラー選択：［フルカラー］

文書名入力：初期値

ファイル形式：［PDF］

連続読み込み：［設定しない］

読み込み解像度：［300 ｘ 300 dpi］

メール件名：初期値

メール本文：初期値
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お気に入りをウィザード形式で登録する
ここでは、送信を例に説明します。

1 画面を表示する

［ホーム］キー > ［送信］ > ［お気に入り］

2 お気に入りを登録する

1 ［メニュー］ > ［新規登録］

2 ジ ョ ブの種類を選択します。

3 ［ウ ィザード形式］を選択します。

4 呼び出す機能を選択 > ［次へ>］

選択した項目が、ウィザードで表示されます。

5 お気に入りの名称を入力 > ［次へ>］

文字の入力 （12-10）

お気に入り名 説明 登録されている機能

簡単メール送信（アドレ
ス帳）

アドレス帳に登録されているメールアドレス
に画像を送信したいときに使用します。宛先や
カラー選択など、画面にしたがって設定ができ
ます。

• 送信機能

• ウィザード形式

宛先：アドレス帳

カラー選択：［フルカラー］

文書名入力：初期値

ファイル形式：［PDF］

連続読み込み：［設定しない］

読み込み解像度：［300 ｘ 300 dpi］

メール件名：初期値

メール本文：初期値

参考
お

20件までプログラムを登録できます。

お気に入りは、2種類の呼び出し方法から選択して登録します。

• ウィザード形式（対話選択形式）：登録した設定を順番に呼び出し、確認/変更しながら設定します。

• プログラム形式：お気に入りに登録されているキーを選択すると、すぐに設定を呼び出します。

参考

ジ ョブの種類が［コピー］の場合は、「宛先の呼び出し方法」の選択画面は表示されません。
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6 内容を確認します。必要に応じて、情報の変更・追加ができます。

*1 ユーザー管理が有効の場合、管理者の権限でログインすると変更できます。

*2 ユーザー管理が有効の場合に表示されます。

*3 「ジ ョ ブの種類」が［送信］または［ファクス］の場合に表示されます。

7 ［登録］を選択します。

お気に入りが登録されます。

8 「新しい機能をホーム画面に登録しますか？」が表示されます。登録したお気に入りをホーム画面に表示させ
たい場合は［はい］を選択し、アイコンを表示させたい位置を指定して、［登録］を選択します。

お気に入りをプログラム形式で登録する
プログラム形式を選択する場合は、登録するコピー機能、送信機能、ファクス機能や送信先などを先に設定します。

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［送信］

2 プログラムに登録したい送信機能や送信先を設定します。

3 ［お気に入り］を選択します。

2 お気に入りを登録する

1 ［メニュー］ > ［新規登録］

2 ジ ョ ブの種類を選択します。

3 ［プログラム形式］を選択します。

4 お気に入りの名称を入力 > ［次へ>］

文字の入力 （12-10）

項目 説明

名前 お気に入りの画面に表示される名前を、32文字以内で入力します。

ジ ョ ブの種類 選択したジ ョブの種類が表示されます。

番号*1 お気に入りの番号を入力します。

番号を「00」にすると、空いている番号のうち最も小さい番号で登録されます。

所有者*2 ユーザーを表示します。

共有設定*2 お気に入りを他のユーザーと共有するか設定します。

宛先*3 宛先を確認します。

機能一覧 ウィザードで表示する機能を選択します。

機能の形式 お気に入りの呼び出し方法を選択します。
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5 内容を確認します。必要に応じて、情報の変更・追加ができます。

*1 ユーザー管理が有効の場合、管理者の権限でログインすると変更できます。

*2 ユーザー管理が有効の場合に表示されます。

6 ［登録］を選択します。

お気に入りが登録されます。

7 「新しい機能をホーム画面に登録しますか？」が表示されます。登録したお気に入りをホーム画面に表示させ
たい場合は［はい］を選択し、アイコンを表示させたい位置を指定して、［登録］を選択します。

お気に入りをウィザード形式で実行する
登録したお気に入りをウィザード形式で呼び出して実行する操作手順は、次のとおりです。

1 お気に入りを呼び出す

1 ホーム画面の［お気に入り］または登録しているお気に入りのキーを選択します。

登録しているお気に入りのキーを選択するとお気に入りが呼び出されます。［お気に入り］を選択した場合は、次の手順に

進んで ください。

2 呼び出すお気に入りのキーを選択します。

2 お気に入りを実行する

1 画面が順番に表示されるので、設定を行い、［次へ>］を選択します。

最後まで設定したら確認画面が表示されます。

2 原稿をセッ ト  > ［スタート］キーを押します。

お気に入りをプログラム形式で実行する
登録したお気に入りをプログラム形式で呼び出して実行する操作手順は、次のとおりです。

1 お気に入りを呼び出す

1 ホーム画面の［お気に入り］または登録しているお気に入りのキーを選択します。

登録しているお気に入りのキーを選択するとお気に入りが呼び出されます。［お気に入り］を選択した場合は、次の手順に

進んで ください。

2 呼び出すお気に入りのキーを選択します。

項目 説明

名前 お気に入りの画面に表示される名前を、32文字以内で入力します。

ジ ョ ブの種類 選択したジ ョブの種類が表示されます。

番号*1 お気に入りの番号を入力します。

番号を「00」にすると、空いている番号のうち最も小さい番号で登録されます。

所有者*2 ユーザーを表示します。

共有設定*2 お気に入りを他のユーザーと共有するか設定します。

機能の形式 お気に入りの呼び出し方法を選択します。

参考

設定を変更するときは、［<戻る］を選択して、設定しなおして ください。
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2 お気に入りを実行する

1 原稿をセッ ト  > ［スタート］キーを押します。

お気に入りを編集する
お気に入り番号やお気に入り名、共有設定を変更できます。

お気に入りを編集する操作手順は、次のとおりです。

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［お気に入り］

2 お気に入りを編集する

1 ［メニュー］ > ［編集］

2 変更するお気に入りを選択します。

3 お気に入り名、お気に入り番号、共有設定を変更します。

⇒お気に入りをウィザード形式で登録する

4 ［登録］ > ［はい］

お気に入りを削除する
お気に入りは削除することもできます。

お気に入りを削除する操作手順は、次のとおりです。

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［送信］ > ［お気に入り］

2 お気に入りを削除する

1 ［メニュー］ > ［削除］

2 削除するお気に入りを選択します。

3 ［はい］を選択します。
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よ く使う機能を登録するには［シ ョート カッ ト登録］
よ く使う機能を簡単に呼び出せるように、シ ョート カッ ト と して登録することができます。登録したシ ョート カッ ト
キーに表示される機能名は、必要に応じて変更できます。

シ ョート カッ ト を登録する
ショート カッ トの登録は、機能一覧画面で行います。シ ョート カッ ト を登録する操作手順は、次のとおりです。

1 画面を表示する

コピー、送信、ファクスまたは文書ボックスの画面で、次の順に選択します。

［機能一覧］ > ［ｼｮｰﾄｶｯﾄ追加/編集］

2 シ ョート カッ ト を登録する

1 ［新規登録］を選択します。

シ ョート カッ トは次の内容です。

2 登録したい設定を選択します。

3 名前を入力 > ［次へ>］

24文字まで入力できます。

⇒文字の入力

4 ［登録］を選択します。

登録したシ ョート カッ トが追加されます。

シ ョート カッ ト を編集する

1 画面を表示する

コピー、送信、ファクスまたは文書ボックスの画面で、次の順に選択します。

［機能一覧］ > ［ｼｮｰﾄｶｯﾄ追加/編集］

2 シ ョート カッ ト を編集する

1 ［編集］を選択します。

2 編集するシ ョート カッ ト を選択します。

参考

シ ョート カッ トはコピー機能、送信機能、ファクス機能および文書ボックスの設定をそれぞれ2つ登録できま

す。

個人用ショート カッ ト 1，2 ログインしているユーザーのみ使用できるシ ョート カッ トです。ユーザー管理を使用して
いるときのみ登録できます

共有ショート カッ ト 1，2 本機を使用できるユーザーみんなで使用できるシ ョート カッ トです。ユーザー管理を使用
しているときは、管理者の権限でログインしている場合のみ登録できます

参考

すでに登録されているシ ョート カッ ト番号を選択すると、新しいシ ョート カッ トに置き換えることができま
す。
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3 ［番号］または［名前］ > 設定を変更 > ［OK］

4 ［登録］ > ［はい］

シ ョート カッ ト を削除する

1 画面を表示する

コピー、送信、ファクスまたは文書ボックスの画面で、次の順に選択します。

［機能一覧］ > ［ｼｮｰﾄｶｯﾄ追加/編集］

2 シ ョート カッ ト を削除する

1 ［削除］を選択します。

2 削除するシ ョート カッ ト を選択 > ［はい］
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文書ボックスを使用するには
文書ボックスでは、文書を保存して再利用したり、複数のユーザーで文書を共有したりできます。

文書ボックスにはユーザーボックス、ジ ョ ブボックス、外部メモリーボックス、Fコードボックス、ポーリングボックス、

ファクスメモリー受信ボックスがあります。

ユーザーボックスとは
文書ボックス内に作成し、再利用するデータを保存するための汎用ボックスです。ユーザーボックスは、ユーザーが作成
したり削除したりできます。

ユーザーボックスでできる主な作業は次のとおりです。

• ユーザーボックス内の文書を印刷する(5-47）

• スキャンした文書をユーザーボックスに保存する(5-36)

• ユーザーボックス内の文書を移動する(5-36）

• ユーザーボックス内の文書を結合する(5-38)

• ユーザーボックス内の文書を削除する(5-39)

• ユーザーボックス内の文書を送信する(5-40)

ジ ョブボックスとは
「プライベートプリン ト /ジ ョ ブ保留ボックス」、「クイッ クコピー/試し刷り後保留ボックス」の総称です。（これらのボッ

クスをユーザーが削除したり、新たなボックスを作成したりすることはできません。）

ジ ョ ブボックスには次の4種類があります。

• プライベートプリン トボックス（5-42）

• ジ ョブ保留ボックス（5-44）

• クイックコピーボックス（5-45）

• 試し刷り後保留ボックス（5-46）

参考

• ユーザーボックスを使用するには、オプシ ョ ンのSSDが必要です。

HD-6/7＜大容量記憶装置：SSD＞ （12-5）

• ユーザーボックスでできる主な作業は、Command Center RXでも行えます。

Command Center RX操作手順書

参考

• ジ ョ ブボックスの一時保存文書を自動的に消去するように設定できます。

一時保存文書の自動消去 （8-25）

• 「プライベートプリン ト /ジ ョブ保留ボックス」、「クイ ックコピー/試し刷り後保留ボックス」の操作について

は、次を参照して ください。

本体に保存したデータの印刷 （5-43）
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外部メモリーボックスとは
USBメモリーを本機のUSBメモリースロッ トに接続し、保存されているデータを印刷できます。パソコンを使う ことな

く手軽に印刷できます。また、本機で読み込んだ画像データを、PDF、TIFF、JPEG、XPS、OpenXPS、高圧縮PDFいずれか

のファイル形式で、USBメモリーに保存することもできます（Scan to USB）。

Fコードボックス/ポーリングボックス/ファクスメモリー受信ボッ
クスとは
ファクスのデータを保存するためのボックスです。

ファクス使用説明書

本機でユーザーボックスを作成する

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ユーザーボックス］

2 ［メニュー］ > ［新規登録］

参考

Fコードボックス/ポーリングボックス/ファクスメモリー受信ボックスを使用するには、オプシ ョ ンのファクス

キッ トが必要です。

参考

• ユーザーボックスを使用するにはオプシ ョ ンのSSDが必要です。

• ユーザー管理が有効の場合、管理者の権限でログインする必要があります。
ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。
ログインユーザー名
TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
ログインパスワード
TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

• ユーザー管理が有効の場合、ユーザー権限では、次の操作ができません。管理者の権限で操作して ください。
- ボックスの作成

- 所有者が異なるボックスの削除
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2 ボックスを登録する

1 ボックス名を入力 > ［次へ>］

32文字以下で入力して ください。

文字の入力 （12-10）

設定する項目は、次のとおりです。

*1 ユーザー管理が有効の場合に表示されます。

*2 「所有者」が［所有者なし］の場合は表示されません。

2 ［登録］を選択します。

ボックスが作成されます。

Command Center RXでユーザーボックスを作成する
Command Center RXから本機にユーザーボックスを登録することができます。

1 画面を表示する

1 Webブラウザーを起動します。

項目 説明

ボックス名 ボックスの名前を32文字以下で入力して ください。

文字の入力 （12-10）

ボッ クス番号 ［＋］、［－］またはテンキーで、ボックス番号を入力して ください。ボックス番号は0001～1000の範
囲で入力できます。同じ番号を複数のボックスにつけることはできません。0000を入力すると、空
いている番号のうち最も小さい番号が自動でつけられます。

所有者*1 ボックスの所有者を設定します。表示されるユーザーリストから所有者を選択して ください。

共有設定*2 ボックスを共有するかどうかを設定します。

ボックスパスワード ボックスにパスワードをつけて、アクセスできるユーザーを制限することができます。必要に応
じて入力して ください。［パスワード］と［パスワード（確認）］それぞれ同じパスワードを16文字以
下で入力して ください。

共有設定で「共有する」を選択した場合に設定できます。

使用量制限 ボックスの使用量を制限することができます。使用量を制限する場合は［＋］、［－］またはテン
キーで制限値（MB）を入力して ください。制限値は、作成されているユーザーボックスの数で変わ
りますが、1～30000（MB）の範囲で入力できます。

自動文書削除 一定期間後に、保存した文書を自動消去します。自動消去する場合は、［設定する］を選択し、［＋］、
［－］またはテンキーで、文書を保存する日数を入力して ください。1～31（日）の範囲で入力できま
す。自動消去しない場合は［設定しない］を選択して ください。

空き容量 ボックスの空き容量が表示されます。

上書き保存許可 保存されている古い文書に上書きして新しい文書を保存することを許可するかどうかを設定し
ます。上書きする場合［許可する］を選択して ください。上書きしない場合［禁止する］を選択して
ください。

印刷後削除 印刷が終了すると、文書をボックス内から自動的に削除します。文書を削除する場合、［設定する］
を選択して ください。文書を削除しない場合は［設定しない］を選択して ください。

参考

ユーザーボックスを使用するにはオプシ ョ ンのSSDが必要です。
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2 アドレスバーまたはロケーシ ョ ンバーに本機のIPアドレスまたはホスト名を入力します。

本機のIPアドレスまたはホスト名は次の順にクリ ックすると確認できます。

本機ホーム画面の［機器情報］ > ［識別情報/ネッ トワーク］

例1）https://192.168.48.21/（IPアドレスの場合）

例2）https://MFP001（ホス ト名がMFP001の場合）。

3 ［文書ボックス］メニューで［ユーザーボックス］をクリ ッ クします。

4 ［新規作成］をクリ ッ クします。

2 設定する

1 ボックスの情報を入力します。

登録するユーザーボックスの情報を入力して ください。入力する項目は、次を参照して ください。

Command Center RX操作手順書

2 ［設定］をクリ ッ クします。

ボッ クスを編集する

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ユーザーボックス］

2 ボックスを編集する

1 ［メニュー］ > ［編集］

1
2

3
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2 編集したいボックスを選択します。

ユーザー管理が有効の場合、ログインしているユーザーの権限により変更できる項目が異なります。

各項目詳細については、次を参照して ください。

本機でユーザーボックスを作成する （3-52）

ボッ クスを削除する

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ユーザーボックス］

2 ボックスを削除する

1 ［メニュー］ > ［削除］

2 削除したいボックスを選択します。

3 ［はい］を選択します。

参考

• ユーザー権限でログインしている場合は、所有者が、ログインしているユーザーに設定されているボックスし
か編集できません。

• 管理者の権限でログインしている場合は、すべてのボックスを編集できます。

権限 変更できる機能

管理者 ボックス名

ボックス番号

所有者

共有設定

ボックスパスワード

使用量制限

自動文書削除

上書き保存許可

印刷後削除

ユーザー ボックス名

ボックスパスワード

共有設定

自動文書削除

上書き保存許可

印刷後削除

参考

• ユーザー権限でログインしている場合は、所有者が、ログインしているユーザーに設定されているボックスし
か削除できません。

• 管理者の権限でログインしている場合は、すべてのボックスを削除できます。
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4 パソコン側の操作

この章では、次の項目について説明します。

プリンタード ライバーの印刷設定画面の見かた ...............................................................................................  4-2
プリンタード ライバーのヘルプを表示する .......................................................................................................  4-4
プリンタード ライバーの初期設定値を変更する ...............................................................................................  4-4
パソコンからの印刷 ...........................................................................................................................................  4-5

定形サイズの用紙に印刷する ..................................................................................................................  4-5
不定形サイズの用紙に印刷する ..............................................................................................................  4-7
パソコンで印刷を中止する ......................................................................................................................  4-9

本体へのデータの保存と保存したデータの印刷 .............................................................................................  4-10
パソコンから文書ボックスを指定してジ ョ ブを保存する .....................................................................  4-10
Command Center RXでユーザーボックスに保存されている文書を印刷する ......................................  4-12

本機の状態をパソコンから確認するには（ステータスモニター） ....................................................................  4-14
ステータスモニターを起動する ............................................................................................................  4-14
ステータスモニターを終了する ............................................................................................................  4-14
ステータスモニターの見かた ................................................................................................................  4-14
印刷情報アイコンタブの見かた ............................................................................................................  4-15
用紙情報アイコンタブの見かた ............................................................................................................  4-15
トナー情報アイコンタブの見かた .........................................................................................................  4-15
アラート情報アイコンタブの見かた .....................................................................................................  4-16
ステータスモニターコンテキスト メニューの見かた ............................................................................  4-16
ステータスモニターの通知機能を設定する ..........................................................................................  4-17
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プリンタード ライバーの印刷設定画面の見かた
プリンタード ライバーの印刷設定画面では、印刷に関するさまざまな設定ができます。

プリンタード ライバー操作手順書

No. 説明

1 ［簡単設定］タブ

よ く使う機能を簡単に設定できるアイコンが用意されています。アイコンをクリ ックするごとに印刷結果と
同様のイメージに切り替わり、設定が反映されます。

［基本設定］タブ

よ く使う基本的な機能がまとめられたタブです。用紙のサイズや排紙先、両面印刷の設定ができます。

［レイアウト］タブ

ブックレッ ト印刷、ページ集約、ポスター印刷、変倍などさまざまなレイアウトで印刷するための設定ができ
ます。

［仕上げ］タブ

印刷した用紙の仕上げに関する設定ができます。

［印刷品質］タブ

印刷結果の品質に関する設定ができます。

［表紙/合紙］タブ

印刷ジ ョブ用に表紙や合紙を作成したり、OHPフ ィルムの間に合紙を挿入できます。

［ジ ョ ブ保存］タブ

印刷データをパソコンから本機に保存するための設定ができます。定期的に使う文書などを本機に保存して
お く と簡単に印刷できるので便利です。保存した文書は本機の操作で印刷するため、見られた く ない文書を
印刷する際などにも便利です。

［拡張機能］タブ

印刷データにテキストページやウォーターマーク（すかし文字）を付加するための設定ができます。

1

2

3
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2 ［プロファイル］

プリンタードライバーの設定内容をプロファイルとして保存できます。保存したプロファイルはいつでも呼
び出すことができるので、よ く使用する設定を保存してお く と便利です。

3 ［標準に戻す］

ク リ ックすると設定内容を初期値に戻すことができます。
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プリンタード ライバーのヘルプを表示する
プリンタード ライバーにはヘルプが用意されています。印刷設定項目について知りたいときは、プリンタード ライバー
の印刷設定画面を表示し、次の方法でヘルプを表示することができます。

プリンタード ライバーの初期設定値を変更する
プリンタード ライバーの初期設定値は変更することができます。よ く使う機能を設定してお く ことで、印刷時の操作を
省略することができます。ここでは、Windows 8.1を例に説明します。

設定項目については、次を参照して ください。

プリンタード ライバー操作手順書

1 デスク ト ップのチャームから［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［デ
バイスとプリンターの表示］をクリ ックする

2 本機のプリンタード ライバーのアイコンを右クリ ックして、［プリンターのプロパティ］メ
ニューをクリ ックする

3 ［全般］タブの［基本設定］ボタンをクリ ックする

4 初期設定値を設定し、［OK］ボタンをクリ ックする

1 設定画面右上の［？］ボタンをクリ ッ クします。

2 知りたい設定項目をクリ ックします。

参考

知りたい設定項目をクリ ックした後、キーボードの［F1］キーを押した場合もヘルプを表示することができま

す。

参考

Windows 7の場合は、［スタート］ボタンをクリ ッ クして、［デバイスとプリンター］をク リ ックします。

1

2
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パソコンからの印刷
パソコンで作成した文書を本機で印刷します。

ここではKXド ライバーを使用して印刷する方法について説明します。

定形サイズの用紙に印刷する
本機の出力用紙サイズにある用紙サイズをセッ ト したときは、プリンタード ライバーの印刷設定画面にある［基本設定］
タブで用紙サイズを選択します。

1 画面を表示する

［ファイル］をクリ ッ クし、［印刷］を選択します。

参考

• パソコンで作成した文書を本機で印刷するには、DVD（Product Library）を使って、パソコンにプリンタード ラ

イバーをインス トールする必要があります。

• お使いの環境によっては、プリンタード ライバーの下部に現在の設定値が表示されることがあります。

• はがきや封筒を印刷する場合は、本機の手差し ト レイにはがきや封筒をセッ ト してから操作を行って くださ
い。

はがき、封筒の場合 （5-9）

参考

本機の操作パネルから、印刷する用紙のサイズと種類を設定して ください。

 ［カセッ ト /手差し ト レイ設定］ （8-9）
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2 設定する

1 「名前」メニューから本機を選択し、［プロパテ ィ］ボタンをクリ ックします。

2 ［基本設定］タブを選択します。

3 「出力用紙サイズ」メニューをクリ ッ クして、印刷する用紙サイズを選択します。

はがきや封筒など、本機の出力用紙サイズにない用紙サイズをセッ ト したときは、用紙サイズを登録する必要があります。

不定形サイズの用紙に印刷する （4-7）

厚紙やOHPフ ィルムのような特殊紙に印刷するときは、「用紙種類」メニューをクリ ックし、用紙種類を選択して ください。

4 ［OK］ボタンをクリ ッ クして、 印刷ダイアログボックスに戻ります。

3 印刷を開始する

［OK］ボタンをクリ ッ クします。

参考

「自動カセッ ト切り替え」を［使用しない］に設定した場合は、「給紙元」から使用したい用紙がセッ ト されている
給紙元を選択して く ださい

固定：選択した給紙元の用紙で印刷します。 （8-30）

1 2
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不定形サイズの用紙に印刷する
本機の出力用紙サイズにはない用紙サイズをセッ ト したときは、プリンタード ライバーの印刷設定画面にある［基本設
定］タブで用紙サイズを登録します。

登録したサイズは、「出力用紙サイズ」メニューから選択できるようになります。ここでは、Windows 8.1を例に説明しま

す。

1 画面を表示する

1 チャームの［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［デバイスとプリンターの表示］を選択します。

Windows 7の場合は、［スタート］ボタン > ［デバイスとプリンター］を選択します。

2 本機のプリンタード ライバーのアイコンを右クリ ックして、［プリンターのプロパティ］メニューをクリ ック
します。

2 登録する

1 ［基本設定］タブをクリ ッ クします。

2 ［原稿サイズ］ボタンをクリ ッ クします。

3 ［新規］ボタンをクリ ッ クします。

4 用紙サイズを入力します。

参考

本機の操作パネルから、印刷する用紙のサイズと種類を設定して ください。

 ［カセッ ト /手差し ト レイ設定］ （8-9）

1
2

3
4
5
6
7
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5 用紙の名前を入力します。

6 ［追加］ボタンをクリ ッ クします。

7 ［OK］ボタンをクリ ッ クします。

8 ［OK］ボタンをクリ ッ クします。

3 印刷設定画面を表示する

［ファイル］をクリ ッ クし、［印刷］を選択します。

4 不定形サイズの用紙サイズと種類を選択する

1 「名前」メニューから本機を選択し、［プロパテ ィ］ボタンをクリ ックします。

2 ［基本設定］タブを選択します。

8

1 2
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3 「出力用紙サイズ」メニューをクリ ッ クして、手順2で登録した原稿サイズ（名）を選択します。

厚紙やOHPフ ィルムのような特殊紙に印刷するときは、「用紙種類」メニューをクリ ックし、用紙種類を選択して ください。

4 「給紙元」メニューで給紙元を選択します。

5 ［OK］ボタンをクリ ッ クして、 印刷ダイアログボックスに戻ります。

5 印刷を開始する

［OK］ボタンをクリ ッ クします。

パソコンで印刷を中止する
プリンタード ライバーで印刷を実行した後、本機で印刷が始まる前に中止したいときは、次の操作を行って ください。

1 Windows画面右下のタスクバーに表示されるプリンターアイコン（ ）をダブルクリ ックし
て、ダイアログボックスを表示する

2 印刷を中止したいファイルをクリ ックし、「ドキュ メン ト」メニューから［キャンセル］を選択す
る

参考

はがきまたは封筒をセッ ト した場合は、「用紙種類」メニューで［はがき］または［封筒］を選択して ください。

参考

本機で印刷を中止する場合は、次を参照して ください。

印刷ジ ョブをキャンセルする （5-13）
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本体へのデータの保存と保存したデータの印刷
ユーザーボックスおよびジ ョ ブボックスを使用して本機に印刷データを保存し、必要なときに印刷できます。

ユーザーボックスとは （3-51）

ジ ョ ブボックスとは （3-51）

ジ ョ ブボックスには次の4種類があります。

• プライベートプリン トボックス（5-43）

• ジ ョブ保留ボックス（5-44）

• クイックコピーボックス（5-45）

• 試し刷り後保留ボックス（5-46）

プ リンタード ライバーの［ジ ョ ブ保存］タブで設定を行い印刷すると、ユーザーボッ クスまたはジ ョ ブボッ クス（メモ
リー）に印刷データが保存され、本体側の操作で印刷を実行することができます。

文書ボックスを使用するときは、次の流れで操作して ください。

1 パソコンから文書ボックスを指定してジ ョブを保存する（4-10）

2 操作パネルから文書ボックス内のファイルを指定して印刷する(5-43)

パソコンから文書ボックスを指定してジ ョブを保存する
ジョブボックスにデータを保存する場合は、次の手順で行います。

1 アプリケーシ ョ ンソフ トの［ファイル］をクリ ックし、［印刷］を選択する

印刷ダイアログボックスが表示されます。

2 名前の［▼］ボタンをクリ ックして、リス トから本機を選択する

3 ［プロパティ］ボタンをクリ ックする

プロパティダイアログボックスが表示されます。

参考

ユーザーボックスを使用するには、 オプシ ョ ンのSSDが必要です。また、本機のRAMディスクをジ ョブボック

スと して使用できる場合もあります。
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4 ［ジ ョ ブ保存］タブをクリ ックし、［ジ ョ ブ拡張機能］のチェ ックボックスにチェ ックを入れて機
能を設定 > ［OK］

5 ［印刷］ボタンをクリ ックする

印刷ジ ョブが保存されます。

参考

プリンタード ライバーの操作方法は、次を参照して ください。

プリンタード ライバー操作手順書
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Command Center RXでユーザーボックスに保存されている文書
を印刷する
Command Center RXからユーザーボックスに保存されている文書を印刷することができます。

1 画面を表示する

1 Webブラウザーを起動します。

2 アドレスバーまたはロケーシ ョ ンバーに本機のIPアドレスまたはホスト名を入力します。

本機のIPアドレスまたはホスト名は次の順にクリ ックすると確認できます。

本機ホーム画面の［機器情報］ > ［識別情報/有線］

3 ［文書ボックス］メニューで［ユーザーボックス］をクリ ッ クします。

4 文書が保存されているユーザーボックスの番号またはボックス名をクリ ックします。

1

2

3
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2 印刷する

1 印刷する文書を選択します。

印刷する文書のチェ ックボックスにチェ ックを入れます。

2 ［印刷］をクリ ッ クします。

3 印刷設定を行い、［印刷］をクリ ッ クします。

1

2
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本機の状態をパソコンから確認するには（ステータス
モニター）
ステータスモニターは、プリンターの状態を監視し、報告する機能を備えています。

ステータスモニターを起動する
印刷を開始すると、同時にステータスモニターも起動します。

ステータスモニターを終了する
ステータスモニターは、次のいずれかの方法で終了します。

• 手動による終了：
設定アイコンをクリ ックしてメニューを表示し、アプリケーシ ョ ンの終了を選択するとステータスモニターが終了
します。

• 自動的に終了：
操作を行わない状態で7分経過すると、ステータスモニターが自動的に終了します。

ステータスモニターの見かた
プリンターの状態がアイコンで表示されます。Expandボタンをクリ ックすると詳細情報を表示します。

各アイコンタブをクリ ッ クすると、各詳細情報が表示されます。

参考

ステータスモニターを起動する場合は、以下の内容を確認して ください。

• KX Driverがインストールされている。

• ［Enhanced WSD］または［Enhanced WSD(SSL)］が[使用する]に設定されている。

［ネッ トワーク］ （8-32）

1 印刷情報アイコンタブ

2 用紙情報アイコンタブ

3 トナー情報アイコンタブ

4 アラート情報アイコンタブ

5 Expandボタン

6 設定アイコン1 2 3 4 5 6
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印刷情報アイコンタブの見かた
印刷ジョ ブの状況が表示されます。

ジ ョブリス トでジ ョ ブを選択し、右クリ ッ クで表示されるメニューでキャンセルできます。

用紙情報アイコンタブの見かた
プリンターにセッ ト されている用紙の情報と用紙残量が表示されます。

トナー情報アイコンタブの見かた
トナー残量が表示されます。

1 ステータスアイコン

2 ジ ョ ブリス ト

1

2
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アラート情報アイコンタブの見かた
エラーが発生した場合、3Dイメージと メ ッセージでお知らせが表示されます。

ステータスモニターコンテキスト メニューの見かた
設定アイコンをクリ ッ クすると、以下のメニューが表示されます。

• Command Center RX
TCP/IPネッ トワーク環境で接続し、IPアドレスを所有している場合、Webブラウザーを使ってCommand Center RX
にアクセスし、ネッ トワーク設定の変更または確認を行います。このメニューはUSB接続の場合は表示されません。

Command Center RX操作手順書

• 通知
ステータスモニターの表示の設定を行います。

ステータスモニターの通知機能を設定する （4-17）

• www.kyoceradocumentsolutions.com
弊社のホームページを開きます。

• アプリケーシ ョ ンの終了
ステータスモニターが終了します。
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ステータスモニターの通知機能を設定する
ステータスモニターの設定とイベン ト リス トの内容が表示されます。

イベン ト リス トに該当するエラーが発生した場合、通知を行うかどうかを設定します。

1 イベン トの通知を有効にするを選択します。

この設定をオフにすると、印刷を実行しても、ステータスモニターが起動しません。

2 有効なイベン ト リス トから音声で通知するイベン ト を選択します。

3 サウンド ファイル/読み上げるテキスト欄をクリ ックします。

ブラウズ（...）ボタンをクリ ッ クして、ファイルを指定します。

画面に読み上げるテキスト を作成する場合は、テキストボックスにテキスト を入力して ください。

参考

使用できるファイルの形式はWAVファイルです。
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5 本体側の操作

この章では、次の項目について説明します。

原稿をセッ トする ..............................................................................................................................................  5-3
原稿ガラスにセッ トする .........................................................................................................................  5-3
原稿送り装置にセッ トする ......................................................................................................................  5-5

手差し ト レイに用紙をセッ トする .....................................................................................................................  5-7
アプリケーシ ョ ンを利用する ..........................................................................................................................  5-10

アプリケーシ ョ ンを起動する ................................................................................................................  5-10
アプリケーシ ョ ンを停止する ................................................................................................................. 5-11

コピーのしかた ................................................................................................................................................  5-12
コピーする .............................................................................................................................................  5-12
割り込みコピーをする ...........................................................................................................................  5-13
印刷ジ ョ ブをキャンセルする ................................................................................................................  5-13

基本的なスキャン（送信）のしかた ...................................................................................................................  5-14
スキャンした文書をメールで送信する ..................................................................................................  5-15
パソコンの共有フォルダーに送信する［SMB］ ......................................................................................  5-16
FTPサーバーのフォルダーに送信する［FTP］ ........................................................................................  5-19
TWAIN/WIA対応のアプリケーシ ョ ンで読み込む ..................................................................................  5-21

便利なスキャン（送信）のしかた .......................................................................................................................  5-22
WSDスキャンを実行する ......................................................................................................................  5-23
File Management Utility を使用して原稿を読み込む .............................................................................  5-24
種類の異なる相手に送信する（複合送信） ..............................................................................................  5-25
ログインユーザーのメールアドレスに送信する ...................................................................................  5-26
ファクスサーバーを使って送信する（ファクスサーバー送信） ..............................................................  5-26

スキャンをキャンセルする ..............................................................................................................................  5-28
宛先の操作 .......................................................................................................................................................  5-29

アドレス帳から宛先を選ぶ ....................................................................................................................  5-29
拡張アドレス帳から宛先を選ぶ ............................................................................................................  5-31
ワンタ ッチキーから宛先を選ぶ ............................................................................................................  5-31
短縮番号から宛先を選ぶ .......................................................................................................................  5-32
宛先を確認または変更する ....................................................................................................................  5-32
送信前に宛先を確認する .......................................................................................................................  5-32
再宛先を呼び出す ..................................................................................................................................  5-33

ファクスのしかた ............................................................................................................................................  5-34
文書ボックスの基本操作 .................................................................................................................................  5-35

ボックス一覧を操作する .......................................................................................................................  5-35
文書一覧を操作する ..............................................................................................................................  5-35

ユーザーボックスの操作のしかた ...................................................................................................................  5-36
スキャンした文書をユーザーボックスに保存する ................................................................................  5-36
ユーザーボックス内の文書を移動する ..................................................................................................  5-36
ユーザーボックス内の文書を別のユーザーボックスにコピーする ......................................................  5-37
ユーザーボックス内の文書を外部メモリーにコピーする .....................................................................  5-37
ユーザーボックス内の文書を結合する ..................................................................................................  5-38
ユーザーボックス内の文書を削除する ..................................................................................................  5-39
ユーザーボックス内の文書を送信する ..................................................................................................  5-40
ログインユーザーのメールアドレスにボックスの文書を送信する ......................................................  5-41
ユーザーボックスに保存された文書を読み込む ...................................................................................  5-42

本体に保存したデータの印刷 ..........................................................................................................................  5-43
プライベートプリン トボックスからジ ョ ブを印刷する ........................................................................  5-43
プライベートプリン トボックスに保存した文書を削除する .................................................................  5-43
ジ ョブ保留ボックスからジ ョ ブを印刷する ..........................................................................................  5-44
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ジ ョブ保留ボックスに保存した文書を削除する ...................................................................................  5-44
クイックコピーボックスからジ ョ ブを印刷する ...................................................................................  5-45
クイックコピーボックスに保存した文書を削除する ............................................................................  5-45
試し刷り後保留ボックスからジ ョ ブを印刷する ...................................................................................  5-46
試し刷り後保留ボックスに保存した文書を削除する ............................................................................  5-46
ユーザーボックス内の文書を印刷する ..................................................................................................  5-47

携帯端末からの印刷 .........................................................................................................................................  5-48
AirPrintで印刷する .................................................................................................................................  5-48
Google Cloud Printで印刷する ..............................................................................................................  5-48
Mopriaで印刷する ..................................................................................................................................  5-48
Wi-Fi Directで印刷する ..........................................................................................................................  5-48
NFCで印刷する .....................................................................................................................................  5-49

USBメモリーの操作 ........................................................................................................................................  5-50
USBメモリーに文書を保存する（Scan to USB） ....................................................................................  5-50
USBメモリー情報を確認する ................................................................................................................  5-51
USBメモリーを取り外す .......................................................................................................................  5-52
USBメモリーから印刷する ...................................................................................................................  5-52
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原稿をセッ トする
原稿は、サイズや種類、枚数、使用する機能に応じて、つぎのどちらかにセッ ト して く ださい。

•   原稿ガラス：通常のシート以外に、本や雑誌、はがき、封筒などを読み込む場合は、ここにセッ ト します。

•   原稿送り装置：複数ページのシート原稿をまとめて読み込む場合は、ここにセッ ト します。また、両面原稿を読み込
むこともできます。

原稿ガラスにセッ トする
原稿ガラスには、通常のシート原稿以外に本や雑誌もセッ トできます。

1 読み取り面を下にします。

2 原稿ガラスの左上に当てます。

参考

• A5はA4-Rと して検知します。タ ッチパネルの機能キーで、原稿サイズをA5に設定して ください。

［原稿サイズ］ （6-4）

• 原稿セッ ト向きについては、次を参照して ください。

［原稿セッ ト向き］ （6-9）

2
1
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はがき、封筒の場合

1 読み取り面を下
にします。

2 原稿ガラスの左
上に当てます。

参考

• はがき、封筒の給紙方法については、次を参照して ください。

はがき、封筒の場合 （5-9）

注意

原稿送り装置を開いた状態のまま放置しないで ください。けがの原因となるおそれがあります。

重要

• 原稿送り装置を原稿ガラスに強く押しつけないで ください。ガラスが割れるおそれがあります。

• 本や雑誌をセッ トする場合は、原稿送り装置を開けたまま使用して ください。

2

1
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原稿送り装置にセッ トする
原稿送り装置を使用すると、複数ページのシート原稿を自動的に読むことができます。また、両面原稿を読み込むことが
できます。

使用できる原稿

次のような原稿は、原稿送り装置に使用しないで ください。原稿つまりや原稿送り装置の汚れの原因になります。

• クリ ップやステープルで止めてある原稿（使用するときは、クリ ップやステープルを外して、シワ、折れを伸ばして く
ださい。そのまま使用すると原稿がつまる原因になります）

• 粘着テープや糊などが付着した原稿

• 切り抜きの原稿

• カールした原稿

• 折り目のついた原稿（使用するときは、折り目を伸ばして ください。そのまま使用すると原稿がつまる原因になりま
す）

• カーボン紙

• シワや折れのひどい原稿

1 原稿幅ガイドを原稿サイズに合わせる

厚さ 45～160 g/m2 （両面時： 50～120 g/m2）

サイズ 最大A3/Ledger（297 × 432 mm）（長尺：297 × 1,900 mm） ～ 最小A5-R/Statement-R
（140 × 182 mm）

セッ トできる枚数 普通紙（80 g/m2）、カラー紙、再生紙、上質紙：50枚

重要

• 原稿をセッ トする前に、排紙された原稿が原稿排紙テーブルに残っていないことを確認して ください。原稿が
残っていると、原稿がつまる原因になります。

• 原稿送り装置上カバーの上で原稿をそろえるなど、カバーに衝撃を与えないで ください。原稿送り装置が誤動
作する原因になります。
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2 原稿をセッ トする

1 読み取り面を上にして（両面原稿の場合は表面を上にして）、原稿の先端を原稿送り装置内の奥まで差し込ん
で ください。

2 原稿スト ッパーを開きます（原稿サイズがA3、Ledgerの場合）。

参考

原稿セッ ト向きについては、次を参照して ください。

［原稿セッ ト向き］ （6-9）

重要

原稿幅ガイ ドが原稿に当たっていることを確認し、隙間があるときは原稿幅ガイドをセッ ト し直して く ださ
い。隙間があると原稿がつまる原因となります。

原稿は、原稿上限表示を超えないようにセッ ト して く ださい。表示を超えて原稿をセッ トすると、原稿がつまる
原因になります。

パンチ穴やミシン目のある原稿は、パンチ穴やミシン目が右側になるように（先に読み込まれないように）セッ
ト して く ださい。
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手差し ト レイに用紙をセッ トする
セッ トできる用紙サイズの詳細については、次を参照して く ださい。

適正な用紙の選択 （12-22）

用紙種類の設定については、次を参照して ください。

用紙種類の設定について （8-14）

特殊紙に印刷するときは必ず手差し ト レイを使用して ください。

手差し ト レイにセッ トできる用紙種類と枚数は次のとおりです。

• A4以下の普通紙（80 g/m2）、再生紙、カラー紙：100枚

• 厚紙（220 g/m2）：10枚

• 厚紙（157 g/m2）：10枚

• 厚紙（120 g/m2）：25枚

• 厚紙（104.7 g/m2）：25枚

• A4より大きいサイズの普通紙（80 g/m2）、再生紙、カラー紙：25枚

• はがき：20枚

• Envelope DL、Envelope C5、Envelope #10(Commercial#10)、Monarch、洋形4号、洋形2号：5 枚

• OHPフ ィルム：10枚

1 手差し ト レイを開ける

重要

• 106 g/m2以上の用紙を使用する場合は、用紙種類を厚紙にして、用紙の重さを使用用紙の重さに合わせて設

定して ください。

• OHPフ ィルムは1枚排紙されるごとに内部ト レイから取り除いて ください。紙づまりの原因となることがあ

ります。

参考

• 不定形サイズの用紙をセッ トするときは、用紙のサイズを入力して ください。

［手差し ト レイ］ （8-10）

• OHPフ ィルムや厚紙などの特殊紙を使用するときは、用紙種類を設定して ください。

用紙種類の設定について （8-14）
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2 手差し ト レイのサイズを調整する

用紙サイズは手差し ト レイに表示されています。

3 用紙をセッ トする

用紙幅ガイドに合わせて、用紙を止まる位置まで挿入して ください。

包装紙から出した用紙は、セッ トする前にさばいて ください。

用紙の取り扱い上の注意 （3-19）

4 手差し ト レイにセッ トする用紙を操作パネルで設定する

［手差し ト レイ］ （8-10）

重要

• 印刷する面を下にして ください。

• 反っている用紙は必ず反りを直してから使用して ください。

• 手差し ト レイに用紙を補給する前に、用紙が手差し ト レイに残っていないか確認して ください。また、手差し
ト レイに残っている用紙が少ないなどで用紙を補給する場合は、用紙を一度取り除き、補給する用紙と合わせ
てさばいてから再度補給して ください。

• 用紙と用紙ガイ ドの間に隙間があるときは、斜め給紙や紙づまりの原因となりますので、隙間が生じないよう
にガイ ドを調整し直して ください。
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はがき、封筒の場合

印刷する面を下にしてセッ ト します。印刷のしかたについては、次を参照して ください。

プリンタード ライバー操作手順書

例）宛名を印刷する場合

1 往復はがき

2 はがき

3 縦長の封筒（開封口を開く ）

4 横長の封筒（開封口を閉じる）

重要

• 往復はがきは折られていないものをセッ ト して く ださい。

• 封筒のセッ トのしかた（向き、裏表）は、封筒の種類によって異なります。正し く セッ ト しないと、異なった方
向、異なった面に印刷されることがあります。

参考

• 手差し ト レイに封筒をセッ トするときは、封筒の種類を設定して ください。

［手差し ト レイ］ （8-10）

1 2 3 4
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アプリケーシ ョ ンを利用する

アプリケーシ ョ ンを起動する

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［アプリケーシ ョ ン］ > ［アプリケーシ ョ ン]

2 起動する

1 使用するアプリケーシ ョ ンを選択 >  ［メニュー］ > ［起動］

［ ］を選択すると、選択したアプリケーシ ョ ンの詳しい情報が参照できます。

2 ［正規］ > ライセンスキーを入力 > ［OK］

アプリケーシ ョ ンによっては、ライセンスキーを入力する必要がないものがあります。ライセンスキーの入力画面が表示

されない場合は手順2-3に進んで ください。お試しで使用する場合は、ライセンスキーを入力せずに［試用］を選択して く だ

さい。

3 ［はい］を選択します。

3 ホーム画面のアプリケーシ ョ ンアイコンを押して起動する

アプリケーシ ョ ンアイコンを押します。

アプリケーシ ョ ンが起動します。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

重要

日付設定を変更すると、アプリケーシ ョ ンをお試しで使用することができな く なります。

起動したアプリケーシ ョ ンのアイコンは、ホーム画面に表示されます。
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アプリケーシ ョ ンを停止する

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］ キー> ［アプリケーシ ョ ン］ > ［アプリケーシ ョ ン］

2 停止する

1 停止するアプリケーシ ョ ンを選択 > ［メニュー］ > ［停止］

［ ］を選択すると、選択したアプリケーシ ョ ンの詳しい情報が参照できます。

2 ［はい］を選択します。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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コピーのしかた
ここでは、コピー操作の基本的な流れとキャンセルのしかたについて説明します。

コピーする

1 ［ホーム］キー > ［コピー］

2 原稿をセッ トする

原稿をセッ トする （5-3）

3 機能を設定する

機能キーを選択することで各機能の設定を行う ことができます。また［機能一覧］を選択すると、その他の機能が
設定できます。

［コピー］ （xi）

4 テンキーで部数を入力する

999部まで指定できます。

5 ［スタート］キーを押す

コピーが開始されます。

参考

印刷中に次のコピーを予約することができます。次のコピーを予約すると、現在の印刷が終了した後、予約した
コピーの印刷を開始します。「次の予約優先」が［設定しない］に設定されている場合は、［次の予約］が表示され
ます。［次の予約］を選択し、コピーの必要な設定を行って ください。

次の予約優先 （8-23）
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割り込みコピーをする
印刷中のジ ョ ブを一時中断させて、緊急のコピーを先に行う ことができます。

割り込みコピーが終了すると、中断していた印刷が再開されます。

1 設定する

1 ［割り込み］キーを押します。

印刷中のジョブが一時中断します。

2 割り込みコピーする原稿をセッ ト し、コピーの必要な設定を行います。

2 ［スタート］キーを押す

割り込みコピーが開始されます。

3 割り込みコピーが終了したら、［割り込み］キーを押す

中断していた印刷が再開されます。

印刷ジ ョブをキャンセルする

1 コピー画面が表示されている状態で、［ス ト ップ］キーを選択する

2 キャンセルする

読み込み中のジ ョ ブがある場合

ジ ョ ブはキャンセルされます。

印刷中、待機中のジ ョ ブがある場合

印刷を一時停止し、ジ ョ ブ中止画面が表示されます。

キャンセルするジ ョブを選択 > ［中止］ > ［はい］

参考

• 割り込みコピーモード中、60 秒間操作しないと自動的に割り込みコピーが解除され、中断していた印刷を再

開します。割り込みコピーが解除されるまでの時間は変更することができます。必要に応じて変更して くださ
い。

参考

「次の予約優先」が［設定しない］に設定されている場合、タ ッチパネルにはコピー中の画面が表示されていま
す。このとき、［ス ト ップ］キーまたは［中止］を選択すると、印刷中のジ ョ ブがキャンセルされます。

次の予約優先 （8-23）
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基本的なスキャン（送信）のしかた
本機を使用して読み取った画像をメールに添付して送信したり、ネッ トワーク上のパソコンに送信したりすることがで
きます。この機能を使うには、あらかじめ送信元と送信先 （受信者） のネッ トワークアドレスを登録しておいて くださ

い。

メール送信を行うには、本機と メールサーバーを接続するためのネッ トワーク環境が必要です。通信速度およびセキュ
リテ ィーの面からLANによる接続を推奨します。

基本的なスキャン（送信）の方法は次のとおりです。

• メール送信（新規メール） ：読み取った原稿のイメージをメールの添付ファイルとして送信します。

スキャンした文書をメールで送信する （5-15）

• フォルダー（SMB）送信：読み取った原稿のイメージを任意のパソコンの共有フォルダーに保存します。

パソコンの共有フォルダーに送信する［SMB］ （5-16）

• フォルダー（FTP）送信：読み取った原稿のイメージをFTPサーバーのフォルダーに保存します。

FTPサーバーのフォルダーに送信する［FTP］ （5-19）

• TWAIN/WIAでの画像データ読み込み：TWAIN/WIA対応アプリケーシ ョ ンを使って、文書データをパソコンに読み込
みます。

TWAIN/WIA対応のアプリケーシ ョ ンで読み込む （5-21）

参考

これらの送信方法を組み合わせて指定することもできます。

種類の異なる相手に送信する（複合送信） （5-25）

送信にはファクス機能が使用できます。

ファクス使用説明書
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スキャンした文書をメールで送信する
スキャンした文書をメールで送信します。

1 ［ホーム］キー > ［送信］

2 原稿をセッ トする

原稿をセッ トする （5-3）

3 ［メール］を選択するとアドレス入力画面が開きます

4 アドレスを入力 > ［OK］

128文字まで入力できます。

文字の入力 （12-10）

複数の宛先を入力する場合は、［レポート印刷］を選択して宛先を入力します。

入力可能メールアドレス数：100件まで

［メニュー］ > ［<戻る］を選択すると、入力したメールアドレスをアドレス帳に登録することができます。また、す

でに登録されている宛先を置き換えることもできます。

宛先は後で変更できます。

宛先を確認または変更する （5-32）

5 機能を設定する

［機能一覧］を選択する事で各機能の設定を行う ことができます。

［送信］ （xii）

6 ［スタート］キーを押す

送信が開始されます。

参考

送信をする前に、Command Center RXからSMTPおよびメール送信の設定をする必要があります。

SMTPおよびメール送信の設定をする （2-45）

参考

「同報送信」を［禁止する］に設定している場合は、複数の宛先を入力することはできません。

同報送信 （8-24）
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パソコンの共有フォルダーに送信する［SMB］
読み取った原稿のイメージを任意のパソコンの共有フォルダーに保存します。

1 ［ホーム］キー > ［送信］

2 原稿をセッ トする

原稿をセッ トする （5-3）

参考

送信をする前に、次の設定をする必要があります。

コンピューター名とフルコンピューター名をメモする

コンピューター名とフルコンピューター名をメモする （3-24）

ユーザー名と ド メイン名をメモする

ユーザー名と ド メイン名をメモする （3-25）

共有フォルダーを作成する、共有名をメモする

共有フォルダーを作成する、共有名をメモする （3-26）

Windowsファイアウォールを確認する

Windowsファイアウォールを設定する （3-30）
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3 送信の基本画面で［フォルダー］を選択する

4 フォルダーの種類から［SMB］を選択する

5 フォルダーの指定方法を選択する

ネッ トワーク内にあるパソコンのフォルダーを検索して登録する場合は、［ネッ トワークからフォルダーを検索
する］または［ホスト名でフォルダーを検索する］を選択して ください。

［ネッ トワークからフォルダーを検索する］を選択した場合は、接続しているネッ トワーク内のすべてのパソコン
から宛先を検索することができます。

［ホス ト名でフォルダーを検索する］を選択した場合は、「ド メイン/ワークグループ」「ホス ト名」を入力して接続し

ているネッ トワーク内のパソコンから宛先を検索することができます。

ホス ト名（コンピューター名）は500件まで表示することができます。表示された画面で指定したいホスト名（コン

ピューター名）を選択し、［次へ］を選択するとログインユーザー名、ログインパスワードの入力画面が表示されま
す。

ログインユーザー名、ログインパスワードを入力すると共有フォルダーが表示されるので、指定したいフォル
ダーを選択して［次へ］を選択して ください。選択した共有フォルダーが宛先に設定されます。

検索結果のリス トからフォルダーを選択します。

6 宛先情報を入力する

SMB宛先の情報を入力します。1項目が入力できたら［次へ］を選択して、次の項目に進みます。

文字の入力 （12-10）

入力する項目は次のとおりです。

*1 ポート番号を指定することもできます。次のようにコロンで区切る形式で入力して ください。
「ホス ト名：ポート番号」または「IPアドレス：ポート番号」
IPv6アドレスを入力する場合は、IPv6アドレスを［　］で囲んで く ださい。
（例: [2001:db8:a0b:12f0::10]:445）
なお、指定しない場合のデフォルトのポート番号は445です。

重要

マルチバイ ト文字（漢字、ひらがな、カタカナなど）を使用する場合、以下にご注意ください。

• 送信先ホスト名にマルチバイ ト文字が含まれている場合、そのホスト名を使用して検索、送信ができます。

• 送信先のド メイン名、ワークグループ名にマルチバイ ト文字が含まれている場合、検索や送信ができません。

• ログインユーザー名にマルチバイ ト文字が含まれている場合、そのログインユーザー名を使用して送信がで
きます。

項目 詳細 制限文字数

ホスト名*1 コンピューター名 64文字

パス 共有名

例 ） scannerdata

共有フォルダー内のフォルダーに保存する場合

共有名\共有フォルダー内のフォルダー名

128文字

ログインユーザー名 コンピューター名と ド メイン名が同じ場合

ユーザー名

例）yamada

コンピューター名と ド メイン名が違う場合

ド メイン名\ユーザー名

例）abcdnet\yamada

64文字

ログインパスワード Windowsにログオンする際のパスワード

（大文字・小文字は区別されます。）

64文字
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7 確認する

1 宛先情報を確認します。

必要に応じて変更して ください。

2 ［メニュー］ > ［接続確認］

宛先に正し く接続できた場合は、「接続できました。」が表示されます。「接続できません。」が表示された場合は、も う一度入

力内容を確認して ください。

複数の宛先を入力する場合は、［レポート印刷］を選択して宛先を入力して ください。

［アドレス帳に登録］を選択すると、入力した内容をアドレス帳に登録することができます。

8 ［OK］を選択する

宛先は後で変更できます。

宛先を確認または変更する （5-32）

9 機能を設定する

［機能一覧］を選択すると、機能が表示されます。

［送信］ （xii）

10 ［スタート］キーを押す

送信が開始されます。
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FTPサーバーのフォルダーに送信する［FTP］
読み取った原稿のイメージをFTPサーバーのフォルダーに保存します。

1 ［ホーム］キー > ［送信］

2 原稿をセッ トする

原稿をセッ トする （5-3）

3 送信の基本画面で［フォルダー］を選択する

4 フォルダーの種類から［FTP］を選択する

5 宛先情報を入力する

SMB宛先の情報を入力します。1項目が入力できたら［次へ］を選択して、次の項目に進みます。OK

文字の入力 （12-10）

入力する項目は次のとおりです。

*1 ポート番号を指定することもできます。次のようにコロンで区切る形式で入力して ください。
「ホス ト名：ポート番号」または「IPアドレス：ポート番号」
IPv6アドレスを入力する場合は、IPv6アドレスを［　］で囲んで く ださい。
（例: ［2001:db8:a0b:12f0::1]:21）
なお、指定しない場合のデフォルトのポート番号は21です。

*2 Linux/UNIXベースのFTPサーバーの場合、パスの区切りは¥ではな く /(スラッシュ)です。

参考

送信をする前に、FTPクライアン ト（送信）プロ ト コルを設定する必要があります。

［プロ ト コル設定］ （8-40）

項目 入力する情報 制限文字数

ホスト名*1 FTPサーバーのホスト名またはIPアドレス 64文字以下

パス*2 保存したいフォルダーのパス

例）¥User¥ScanData

何も入力しない場合、ホームディレク ト リーに保存されます。

128文字以下

ログインユーザー名 FTPサーバーへのログインユーザー名 64文字以下

ログインパスワード FTPサーバーへのログインパスワード

（大文字・小文字は区別されます。）

64文字以下
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6 確認する

1 宛先情報を確認します。

必要に応じて変更して ください。

2 ［メニュー］ > ［接続確認］

宛先に正し く接続できた場合は、「接続できました。」が表示されます。「接続できません。」が表示された場合は、も う一度入

力内容を確認して ください。

複数の宛先を入力する場合は、［レポート印刷］を選択して宛先を入力して ください。

［<戻る］を選択すると、入力した内容をアドレス帳に登録することができます。

7 ［OK］を選択する

宛先は後で変更できます。

 宛先を確認または変更する （5-32）

8 機能を設定する

［機能一覧］を選択すると、その他の機能が表示されます。

［送信］ （xii）

9 ［スタート］キーを押す

送信が開始されます。



5-21

本体側の操作 ＞ 基本的なスキャン（送信）のしかた

TWAIN/WIA対応のアプリケーシ ョ ンで読み込む
TWAINまたはWIAを使って、本機にセッ ト した原稿を読み込む方法について説明します。

1 画面を表示する

1 TWAIN またはWIA対応アプリケーシ ョ ンを起動します。

2 アプリケーシ ョ ンから本機を選択し、ダイアログボックスを表示させます。

2 設定する

表示されるダイアログボックスで読み込みの設定を行って ください。

3 原稿をセッ トする

原稿をセッ トする （5-3）

4 スキャンする

［スキャン］ボタンをクリ ッ クします。原稿がスキャンされ、データがパソコンに保存されます。

参考

送信をする前に、コンピューターにTWAIN/WIAド ライバーのインストールと設定が完了していることを確認し

て ください。

 TWAINド ライバーを設定する （2-36）

WIAド ライバーを設定する （2-38）

参考

本機の選択方法は、各アプリケーシ ョ ンの使用説明書またはヘルプを参照して ください。

参考

設定内容は、ダイアログボックスのヘルプを参照して ください。
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便利なスキャン（送信）のしかた
便利なスキャン（送信）の方法は次のとおりです。

• WSDスキャン：本機で読み取った原稿のイメージを、WSD対応のパソコンにファイルと して保存します。
 WSDスキャンを実行する （5-23）

• File Management Utilityを使ったスキャン ：File Management Utilityで設定した内容に従って原稿を読み込み、画像
データと読み込み情報を指定のサーバーやフォルダーに保存します。

 File Management Utility を使用して原稿を読み込む （5-24）

• ファクスサーバーを使ったスキャン：スキャンした原稿をファクスサーバーを経由して送信します。
ファクスサーバーを使って送信する（ファクスサーバー送信） （5-26）

• 種類の異なる相手に送信する（複合送信）：一度の操作で、種類の異なる宛先（メール、フォルダーなど）に送信できま
す。

 種類の異なる相手に送信する（複合送信） （5-25）

• 自分に送信：ユーザー管理が有効の場合に、ログインしているユーザーのメールアドレスに文章を送付します。
ログインユーザーのメールアドレスに送信する （5-26）



5-23

本体側の操作 ＞ 便利なスキャン（送信）のしかた

WSDスキャンを実行する
WSDスキャンは、本機で読み取った原稿のイメージを、WSD対応のパソコンにファイルと して保存します。

1 ［ホーム］キー > ［送信］

2 原稿をセッ トする

 原稿をセッ トする （5-3）

3 画面を表示する

［WSDスキャン］を選択します。

4 スキャンする

本機で操作する場合

1 ［パネルから操作］を選択します。

2 送信先のパソコンを選択 > ［OK］

［アドレス帳に登録］を選択すると、リス ト を更新します。

［ ］を選択すると、送信先のパソコンの情報が参照できます。

3 必要に応じて、原稿の種類やファイル形式などを設定します。

4 ［スタート］キーを押します。

送信中、パソコンにインストールされているWSD対応のソフ トウェアが起動し、送信が終了すると、ファイルの確認ができ

ます。

パソコンから操作する場合

1 ［PC操作］ > ［次へ>］

2 パソコンにインス トールされているWSD対応のソフ トウェアを使用して、送信します。

参考

• WSDスキャンを行うには、使用するパソコンと本機がネッ トワーク接続されているか、ネッ トワーク設定の

「WSDスキャン」が［使用する］に設定されているか確認して ください。

 WSDスキャン （8-41）

• パソコンの操作について詳し くは、パソコンのヘルプを参照するか、使用されるWSD対応のソフ トウェアの

取扱説明書を参照して ください。



5-24

本体側の操作 ＞ 便利なスキャン（送信）のしかた

File Management Utility を使用して原稿を読み込む
File Management Utility（FMU）は、本機でスキャンした文書を、指定されたネッ トワークフォルダーまたはPCに送信し、

保存するアプリケーシ ョ ンです。スキャンした文書を処理するためのワークフローをFMUで作成し、本機にお気に入り

として登録することができます。

1 File Management Utilityがインストールされているパソコン（またはサーバー）でFile 
Management Utilityが起動していることを確認する

2 原稿をセッ トする

3 お気に入りを呼び出す

ホーム画面に登録した［お気に入り］を選択、または［送信］ > ［お気に入り］で表示されるアイコンを選択します。

4 画面の指示に従って必要事項を入力し、［次へ>］を押す

5 読み込み設定画面が表示されたら、各項目を押して必要な設定を行う

設定できる機能はFile Management Utilityに依存します。

6 ［スタート］キーを押す

送信が開始されます。

参考

本機能を使用する前に、使用するパソコンにFile Management Utilityをインストールし、使用する複合機、読み込

み条件や保存場所の設定を行う必要があります。File Management Utilityのインストール方法については、次を

参照して ください。

ソフ トウェアのインス トール （2-26）

File Management Utilityの使用方法については、次を参照して ください。

File Management Utility操作手順書
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種類の異なる相手に送信する（複合送信）
宛先は、メール、フォルダー（SMB、FTP）、フ ァクスを組み合わせて指定することができます。これを複合送信と呼びま

す。一度の操作で、種類の異なる宛先（メール、フォルダーなど）に送信できて便利です。

同報件数：最大100件

ただし、下記の送信方法は、件数の制限があります。

フォルダー（SMB、FTP）：SMB、FTP合わせて5件まで

操作方法は、1種類の宛先を指定するときと同じです。宛先のメールアドレスやフォルダーの場所を続けて入力し、宛先

リス トに表示させて ください。［スタート］キーを押すと、それらの宛先にまとめて送信されます。

参考

• 宛先にファクスが含まれる場合、すべての宛先の送信画像が白黒になります。

• 「同報送信」を［禁止する］に設定している場合は、複数の宛先を入力することはできません。

同報送信  8-24
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ログインユーザーのメールアドレスに送信する
ユーザー管理が有効の場合に、ログインしているユーザーのメールアドレスに文書を送付します。

1 操作パネルの［ホーム］キーを選択する

2 自分に送信（メール）］を選択する

ファクスサーバーを使って送信する（ファクスサーバー送信）
スキャンした原稿をファクスサーバーを経由して送信します。

1 ［ホーム］キー > ［送信］

2 原稿をセッ トする

原稿をセッ トする （5-3）

3 送信の基本画面で［ファクスサーバー］を選択する

4 宛先を入力する

直接入力する場合

1 ［フ ァクス番号入力］を選択します。

参考

この機能を使用する前に、次の設定をする必要があります。

• ホーム画面に機能アイコンを表示させる

ホーム画面を編集する （3-8）

• ユーザー管理でログインするユーザーにメールアドレスを設定する

新しいユーザーを登録する［ローカルユーザーリス ト］ （9-5）

参考

• この機能を使用するには、ファクスサーバーが必要です。ファクスサーバーについては、管理者にお問い合わ
せください。

• 送信をする前に、ファクスサーバーを設定をする必要があります。

Command Center RX操作手順書

［ファクスサーバー設定］ （8-55）
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2 ファクス番号を入力します。

3 ［OK］を選択します。

宛先は後で変更できます。

宛先を確認または変更する （5-32）

アドレス帳から選択する場合

1 ［アドレス帳］を選択します。

2 宛先を選択します。

アドレス帳から宛先を選ぶ （5-29）

3 ［OK］を選択します。

宛先は後で変更できます。

宛先を確認または変更する （5-32）

拡張アドレス帳から選択する場合

1 ［拡張アドレス帳］を選択します。

2 宛先を選択します。

アドレス帳から宛先を選ぶ （5-29）

3 ［OK］を選択します。

宛先は後で変更できます。

宛先の操作 （5-29）

5 機能を設定する

原稿をセッ ト します。

［送信］ （xii）

6 ［スタート］キーを押す

送信が開始されます。

参考

テンキーを使って、数値を入力します。

参考

拡張アドレス帳については、次を参照して ください。

Command Center RX操作手順書
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スキャンをキャンセルする
［スト ップ］キーを選択してジ ョブをキャンセルすることができます。

1 送信画面が表示されている状態で、［ス ト ップ］キーを選択する

2 キャンセルする

読み込み中のジ ョ ブがある場合

ジ ョ ブがキャンセルされます。

送信中、待機中のジ ョ ブがある場合

ジ ョ ブ中止画面が表示されます。

キャンセルするジ ョブを選択 > ［削除］ > ［はい］

参考

送信ジ ョブの場合、［ス ト ップ］キーを選択しても一時停止しません。
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宛先の操作
ここでは、宛先の選びかたや確認のしかたについて説明します。

宛先は、直接入力するほかに、次の方法で選択できます。

• アドレス帳から宛先を選ぶ

アドレス帳から宛先を選ぶ （5-29）

• 拡張アドレス帳から宛先を選ぶ

拡張アドレス帳から宛先を選ぶ （5-31）

• ワンタ ッチキーから宛先を選ぶ

ワンタ ッチキーから宛先を選ぶ （5-31）

• 短縮番号から宛先を選ぶ

短縮番号から宛先を選ぶ （5-32）

• ファクスから宛先を選ぶ

ファクス使用説明書

アドレス帳から宛先を選ぶ
アドレス帳に登録されている宛先を選択します。

1 送信の基本画面で［アドレス帳］を選択する

参考

• ［送信］キーを選択するとアドレス帳の画面を表示するように設定することができます。

［初期画面］ （8-11）

• 宛先にはファクスの宛先を指定することができます。テンキーで相手先の番号を入力します。

参考

アドレス帳に宛先を登録する方法は、次を参照して ください。

宛先の登録 （3-34）

参考

拡張アドレス帳については、次を参照して ください。

Command Center RX操作手順書
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2 宛先を選択する

チェ ックボックスを選択して、宛先をリストの中から選択して ください。宛先は複数選択できます。選択された宛
先のチェ ックボックスにチェ ックマークがつきます。

［メニュー］を選択すると、より詳しい検索ができます。

宛先の検索

アドレス帳に登録された宛先の検索や絞り込み検索ができます。

3 宛先を決定 > ［OK］

宛先は後で変更できます。

宛先を確認または変更する （5-32）

参考

• 選択を解除するときは、チェ ックボックスを選択してチェ ックマークを消して ください。

• 「同報送信」を［禁止する］に設定している場合は、複数の宛先を入力することはできません。また、複数のあて
先が登録されているグループも選択できません。

同報送信 （8-24）

使用するキー 検索方法 検索語句など

1 宛先絞り込み検索 登録されている宛先の種類（メール、フォルダー(SMB,FTP)、
ファクス、グループ）で絞り込み検索します。

2 絞り込み 宛先絞り込み検索 登録されている宛先の種類（メール、フォルダー(SMB,FTP)、
ファクス、グループ）で絞り込み検索します。

検索（フリガナ） フリガナ検索 登録されているフリガナで検索します。

番号検索 番号検索 登録されているアドレス番号で検索します。

表示順（フリガナ） 表示順検索 登録されているフリガナで検索します。

表示順（番号） 登録されているアドレス番号で検索します。

3 フリガナ検索 登録されているフリガナで検索します。

参考

「表示順」の初期値を変更することができます。

表示順 （8-27）

1

2

3
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拡張アドレス帳から宛先を選ぶ
拡張アドレス帳に登録されている宛先を選択します。

1 送信の基本画面で［拡張アドレス帳］を選択する

2 宛先を選択する

チェ ックボックスを選択して、宛先をリストの中から選択して ください。宛先は複数選択できます。選択された宛
先のチェ ックボックスにチェ ックマークがつきます。

［メニュー］を選択すると、より詳しい検索ができます。

3 宛先を決定 > ［OK］

宛先は後で変更できます。

宛先を確認または変更する （5-32）

ワンタ ッチキーから宛先を選ぶ
ワンタ ッチキーで宛先を選択できます。

送信の基本画面で、宛先が登録されているワンタ ッチキーを押して ください。

参考

拡張アドレス帳については、次を参照して ください。

Command Center RX操作手順書

参考

別の拡張アドレス帳に変更する場合は、［拡張ｱﾄﾞﾚｽ帳の切り替え］を選択して、変更したい拡張アドレス帳を選
択して ください。

参考

「表示順」の初期値を変更することができます。

表示順  8-27

参考

タ ッチパネル上に宛先のワンタ ッチキーが表示されていない場合は、［ ］/［ ］を選択して ください。表示され

ていないワンタ ッチキーが表示されます。ここでは、すでにワンタ ッチキーが登録されているものとします。

ワンタ ッチキーの登録については、次を参照して ください。

ワンタ ッチキーに宛先を登録する （3-40）
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短縮番号から宛先を選ぶ
3桁（001～100）のワンタ ッチキー番号（短縮番号）を指定して、宛先を選択できます。

［短縮］キーを押すと、番号入力画面が表示されます。番号入力エリアを選択して、ワンタ ッチキー番号をテンキーで入力
して ください。

宛先を確認または変更する
選択した宛先を確認し、変更します。

1 送信の基本画面で［確認］を選択する

2 確認/変更する

［+］を選択すると宛先を追加します。

［ ］を押すと、その宛先の内容を確認できます。新規メールアドレス、パソコンのフォルダーを指定した宛先は、

その内容を変更できます。

宛先を選択して［ ］を押すと、その宛先がリス トから削除されます。

送信前に宛先を確認する
「送信前の宛先確認」を［設定する］に設定している場合は、［スタート］キーを押すと、宛先を確認するための宛先確認画
面が表示されます。

参考

短縮番号を１桁～３桁で入力した場合は［OK］を押して く ださい。

参考

• 「新規宛先の入力確認」を［設定する］に設定している場合は、確認画面が表示されます。も う一度同じ宛先を入
力して［OK］を選択して ください。

新規宛先の入力確認 （8-24）

• 「送信前の宛先確認」を［設定する］に設定している場合は、［スタート］キーを押すと、確認画面が表示されま
す。

送信前の宛先確認 （8-24）

送信前に宛先を確認する （5-32）
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送信前の宛先確認 （8-24）

1 ［ ］または［ ］を選択して、すべての宛先を確認する

［ ］を選択すると、その宛先の詳しい情報が参照できます。

宛先を削除するときは、削除する宛先を選択 > ［ ］ > ［はい］

宛先を追加するときは、［全角カナ］を選択して元の画面に戻って ください。

2 ［確認完了］を選択する

再宛先を呼び出す
送信を試みたが、相手先が応答しない。も う一度同じ宛先に送りたい。そんなときに［再宛先］を選択すると、直前に送信
した宛先を宛先リス トに呼び出すことができます。

1 ［再宛先］を選択する

直前に送信した宛先に表示されます。

2 ［スタート］キーを押す

送信を開始します。

参考

必ずすべての宛先をタ ッチパネルに表示して確認して ください。すべての宛先を表示しないと［全角記号］は機
能しません。

参考

直前の送信がファクスやフォルダー、メールなどの宛先を含んでいる場合は、それらもあわせて表示されます。
必要に応じて宛先の追加や削除などを行って ください。

参考

• 「送信前の宛先確認」を［設定する］に設定している場合は、［スタート］キーを押したときに、宛先確認画面が表
示されます。

送信前に宛先を確認する （5-32）

• 次の条件で再宛先情報は破棄されます。
- 電源を切ったとき

- 次の送信操作を行ったとき（新しい再宛先情報が登録されます。）

- ログアウト したとき
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フ ァクスのしかた
本機はファクス機能を使用することができます。ファクス機能は、オプシ ョ ンのファクスキッ トが必要です。

 ファクス使用説明書
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文書ボックスの基本操作
ユーザーボックスで作業を行う場合を例に、文書ボックスの基本操作を説明します。

ボッ クス一覧を操作する

文書一覧を操作する
文書一覧は、ユーザーボックスに保存されている文書の一覧です。次のような操作ができます。

参考

ここでは、ユーザー管理が無効であるものとして説明します。ユーザー管理が有効の場合の操作については、次
を参照して ください。

ボックスを編集する （3-54）

1 選択したボックスを開きます。

2 ［メニュー］を選択すると、文書ボックスの検
索（ボックス名/ボックス番号）、表示順の変更
（ボックス名/ボックス番号/所有者）、ボック
スの新規登録、ボックスの変更および削除が
できます。

3 各ボックスの詳細情報が表示されます。

1 チェ ックマークをつけると選択されます。

2 ［メニュー］を選択すると、文書の印刷、移動、
検索（文書名）、編集、削除、すべて選択/すべて
解除、および表示順の変更（名前順/時間順）が
できます。

3 文書の詳細情報が表示されます。

4 文書名で検索します。

参考

• それぞれの文書のチェ ックボックスを押して、複数の文書を選択できます。

• ［ ］を選択すると、リス ト表示に切り替わります。

1

2

3

1

2

4
3
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ユーザーボックスの操作のしかた

スキャンした文書をユーザーボックスに保存する

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ユーザーボックス］

2 原稿をセッ トする

原稿をセッ トする （5-3）

3 文書を保存する

1 ボックスを選択 > ［メニュー］ > ［文書保存］

2 必要に応じて、原稿の種類や読み込み濃度などを設定します。

設定できる機能については、次を参照して ください。

［文書保存］ （xiv）

3 ［スタート］キーを押します。

原稿が読み込まれ、指定したボックスに保存されます。

ユーザーボックス内の文書を移動する
ユーザーボックスに保存されている文書を別のボックスに移動できます。

1 画面を表示する

［ホーム］キー > ［ユーザーボックス］ > ボックスを選択

参考

• 文書名は32文字以下で入力して ください。

• お気に入りの登録やお気に入りの呼び出しを行う ときは、［お気に入り］アイコンを選択して ください。

ホーム画面を編集する （3-8）

参考

ユーザーボックスにパスワードを登録している場合は、正しいパスワードを入力して ください。
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2 文書を操作する

1 リス トの中から、チェ ッ クボックスを選択して移動する文書を選択します。

選択された文書は、チェ ックボックスにチェ ックマークがつきます。

2 ［メニュー］ > ［移動/コピー］ > ［別のユーザーボックスへ移動］

3 移動先を選択します。

4 ［この階層を選択］ > ［はい］

選択した文書が移動されます。

ユーザーボックス内の文書を別のユーザーボックスにコピーする
ユーザーボックスに保存されている文書を別のユーザーボックスにコピーできます。

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ユーザーボックス］ > ボックスを選択

2 文書を操作する

1 リス トの中から、チェ ッ クボックスを選択してコピーする文書を選択します。

選択された文書は、チェ ックボックスにチェ ックマークがつきます。

2 ［メニュー］ > ［移動/コピー］ > ［別のユーザーボックスへコピー］

3 コピー先を選択します。

4 ［コピー］ > ［はい］

選択した文書がコピーされます。

ユーザーボックス内の文書を外部メモリーにコピーする
ユーザーボックスに保存されている文書を外部メモリーにコピーできます。

参考

選択を解除するときは、チェ ックボックスを選択してチェ ックマークを消して ください。

参考

移動先のユーザーボックスにパスワードを登録している場合は、正しいパスワードを入力して ください。

参考

ユーザーボックスにパスワードを登録している場合は、正しいパスワードを入力して ください。

参考

選択を解除するときは、チェ ックボックスを選択してチェ ックマークを消して ください。

参考

コピー先のユーザーボックスにパスワードを登録している場合は、正しいパスワードを入力して ください。
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1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ユーザーボックス］ > ボックスを選択

2 文書を操作する

1 リス トの中から、チェ ッ クボックスを選択してコピーする文書を選択します。

選択された文書は、チェ ックボックスにチェ ックマークがつきます。

2 ［メニュー］ > ［移動/コピー］ > ［外部メモリーへコピー］

3 コピー先を選択します。

4 ［この階層を選択］ > ［はい］

選択した文書がコピーされます。

ユーザーボックス内の文書を結合する
ユーザーボックス内の文書を結合して一つのファイルにすることができます。

1 画面を表示する

［ホーム］キー > ［ユーザーボックス］ > ボックスを選択

2 文書を結合する

1 リス トの中から、チェ ッ クボックスを選択して結合する文書を選択します。

選択された文書は、チェ ックボックスにチェ ックマークがつきます。

100文書までの結合が可能です。

2 結合する順番に文書を並べ替え > ［OK］

並べ替えたい文書を押して反転表示させ、［キャンセル］または［クリア］を押して、結合する順番に並べ替えて ください。

参考

ユーザーボックスにパスワードを登録している場合は、正しいパスワードを入力して ください。

参考

選択を解除するときは、チェ ックボックスを選択してチェ ックマークを消して ください。

参考

結合できる文書は、同じユーザーボックスに入っている文書同士です。必要に応じて、あらかじめ文書を移動し
ておいて ください。

参考

ユーザーボックスにパスワードを登録している場合は、正しいパスワードを入力して ください。

参考

選択を解除するときは、チェ ックボックスを選択してチェ ックマークを消して ください。
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3  結合後の文書名を入力 > ［次へ>］

文書名は64文字以内で入力して ください。

文字の入力 （12-10）

4 ［はい］を選択します。

文書が結合されます。

ユーザーボックス内の文書を削除する

1 画面を表示する

［ホーム］キー > ［ユーザーボックス］ > ボックスを選択

2 文書を削除する

1 リス トの中から、チェ ッ クボックスを選択して削除する文書を選択します。

選択された文書は、チェ ックボックスにチェ ックマークがつきます。

2 ［ ］ > ［はい］

選択された文書が削除されます。

参考

結合後も元の文書は残っています。不要であれば削除して ください。

参考

ユーザーボックスにパスワードを登録している場合は、正しいパスワードを入力して ください。

参考

文書を選択しないと、［ ］を選択することはできません。

選択を解除するときは、チェ ックボックスを選択してチェ ックマークを消して ください。
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ユーザーボックス内の文書を送信する

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ユーザーボックス］ > ボックスを選択

2 送信する

1 リス トの中から、チェ ッ クボックスを選択して送信する文書を選択します。

選択された文書は、チェ ックボックスにチェ ックマークがつきます。

2 ［送信］を選択します。

3 宛先を指定します。

宛先の指定方法は、次を参照して ください。

宛先の操作 （5-29）

4 必要に応じて、ファイル形式や解像度などを設定します。

設定できる機能については、次を参照して ください。

［送信］ （xvi）

5 ［スタート］キーを押します。

選択した文書の送信が開始されます。

参考

ユーザーボックスにパスワードを登録している場合は、正しいパスワードを入力して ください。

参考

複数の文書を選択して送信することはできません。

選択を解除するときは、チェ ックボックスを選択してチェ ックマークを消して ください。

参考

設定によっては、アドレス帳の画面が表示される場合もあります。

参考

シ ョート カッ トの登録やお気に入りの呼び出しを行う ときは、次を参照して ください。

よ く使う機能を登録するには［シ ョート カッ ト登録］ （3-49）

よ く使う機能を呼び出すには（お気に入り） （3-44）
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ログインユーザーのメールアドレスにボックスの文書を送信する
ユーザー管理が有効の場合に、ログインしているユーザーのメールアドレスに文書を送付します。

1 操作パネルの［ホーム］キーを選択する

2 ［自分に送信（メール）］を選択する

参考

この機能を使用している場合、送信以外の機能は使えません。

この機能を使用する前に、次の設定をする必要があります。

• ホーム画面に機能アイコンを表示させる

ホーム画面を編集する （3-8）

• ユーザー管理でログインするユーザーにメールアドレスを設定する

新しいユーザーを登録する［ローカルユーザーリス ト］ （9-5）
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ユーザーボックスに保存された文書を読み込む
TWAINを使って、ユーザーボックスに保存された文書データを読み込む方法について説明します。

1 TWAINダイアログボックスを表示する

1 TWAIN 対応アプリケーシ ョ ンを起動します。

2 アプリケーシ ョ ンから本機を選択し、ダイアログボックスを表示させます。

2 文書リスト を表示する

1 「ボッ クスリス ト」から読み込む文書データが保存されているユーザーボックスを選択します。

ボックスにパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表示されますので、パスワードを入力して

［OK］ボタンをクリ ックして ください。選択すると、ユーザーボックス内の文書データが「文書リスト」に表示されます。

2 文書データの表示方法などを設定します。［スタート］ボタンをクリ ッ クし、各項目を選択して ください。

3 ［OK］ボタンをクリ ッ クします。

3 スキャンする

1 「文書リス ト」から、読み込む文書データを選択します。

検索(名前) に文書データ名を入力すると、文書データ名のすべて、または先頭が一致する文書データを検索することがで

きます。

［詳細］ボタンをクリ ックすると、選択した文書データが表示されます。文書データが複数ページの場合は、読み込むページ

のチェ ックボックスにチェ ックを付けて ください。選択したページが読み込まれます。

2 ［取得］ボタンをクリ ッ クします。

文書データがパソコンに読み込まれます。

参考

送信をする前に、コンピューターにTWAINド ライバーのインストールと設定が完了していることを確認して く

ださい。

TWAINド ライバーを設定する （2-36）

ユーザーボックスに保存された文書を読み込む場合は、TWAINド ライバーの設定画面で「モデル」から（Box）が
付いたモデル名を選択して ください。

参考

本機の選択方法は、各アプリケーシ ョ ンの使用説明書またはヘルプを参照して ください。

参考

設定内容は、ダイアログボックスのヘルプを参照して ください。

参考

詳細画面から文書データを取得した場合、ユーザーボックスの文書データは削除されません。
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本体に保存したデータの印刷
ユーザーボックスおよびジ ョ ブボックスを使用して本機に保存した印刷データを印刷します。

プライベートプリン トボックスからジ ョブを印刷する
プライベートプリン トは、本機を操作するまでジ ョブを印刷されないように指定することができます。アプリケーシ ョ
ンソフ トウェアから送信するとき、プリンタード ライバーで4桁のパスワードを指定して ください。ジ ョ ブは機密性を確

保するため、操作パネルでパスワードを入力することによって印刷されます。印刷と同時に、または電源スイッチを切っ
たとき、データは消去されます。

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ジ ョ ブボックス］

2 ［プライベートプリン ト /ジ ョブ保留］を選択します。

3 文書を作成したユーザーを選択します。

2 文書を印刷する

1 印刷する文書を選択 > ［印刷］

2 パスワードを入力します。

3 必要に応じて、印刷部数を入力します。

4 ［OK］を選択します。

印刷を開始します。

印刷が終了すると、プライベートプリン トのデータは自動で消去されます。

プライベートプリン トボックスに保存した文書を削除する

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ジ ョ ブボックス］

2 ［プライベートプリン ト /ジ ョブ保留］を選択します。

3 文書を作成したユーザーを選択します。

2 文書を削除する

1 削除する文書を選択 > ［ ］  

2 パスワードを入力します。

文書が削除されます。

1

2



5-44

本体側の操作 ＞ 本体に保存したデータの印刷

ジ ョ ブ保留ボックスからジ ョブを印刷する
ジョブ保留は、アプリケーシ ョ ンから送られてきた印刷データを本機に保存します。必要に応じて、パスワードを設定す
ることができます。パスワードを設定した場合は、印刷時にパスワードを入力して ください。印刷データは、印刷後本機
の内部メモリーに保存されます。繰り返し同じデータを印刷することができます。

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ジ ョ ブボックス］

2 ［プライベートプリン ト /ジ ョブ保留］を選択します。

3 文書を作成したユーザーを選択します。

2 文書を印刷する

1 印刷する文書を選択 > ［印刷］

2 必要に応じて、印刷部数を入力します。

3 ［OK］を選択します。

印刷を開始します。

ジ ョ ブ保留ボックスに保存した文書を削除する

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ジ ョ ブボックス］

2 ［プライベートプリン ト /ジ ョブ保留］を選択します。

3 文書を作成したユーザーを選択します。

2 文書を削除する

1 削除する文書を選択 > ［ ］  

2 パスワードを入力します。

文書が削除されます。

参考

文書にパスワードを設定している場合は、パスワードの入力画面が表示されます。テンキーでパスワードを入
力して ください。

1

2
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クイックコピーボックスからジ ョブを印刷する
クイックコピーは、一度印刷した文書を追加印刷する機能です。パソコンからクイックコピーを有効にして文書を印刷
すると、同時に印刷データがこのボックスに保存されます。再度印刷が必要になったときに、タ ッチパネルの操作で印刷
することができます。データは電源スイッチを切ると消去されます。

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ジ ョ ブボックス］

2 ［クイ ックコピー/試し刷り後保留］を選択します。

3 文書を作成したユーザーを選択します。

2 文書を印刷する

1 印刷する文書を選択 > ［印刷］

2 必要に応じて、印刷部数を入力します。

3 ［OK］を選択します。

印刷を開始します。

クイ ックコピーボックスに保存した文書を削除する

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ジ ョ ブボックス］

2 ［クイ ックコピー/試し刷り後保留］を選択します。

3 文書を作成したユーザーを選択します。

2 文書を削除する

1 削除する文書を選択 > ［ ］  

2 [はい]を選択します。
文書が削除されます。

参考

• 保存可能な文書数（工場出荷時）：32件まで

• 最大文書数を超えて文書を保存すると、古い文書から順に新しい文書が上書きされます。

• ボックスの空き容量を保つために、最大保持数を設定することができます。

クイックコピージ ョ ブ保持数 （8-25）

1

2
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試し刷り後保留ボックスからジ ョブを印刷する
試し刷り後保留は、複数部数印刷する際に、1部だけ印刷して残りの印刷を保留する機能です。パソコンから試し刷り後

保留を有効にして文書を印刷すると、1部だけ印刷して印刷データがここに保存されます。残り部数は、タ ッチパネルの

操作で印刷することができます。部数を変更することもできます。

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ジ ョ ブボックス］

2 ［クイ ックコピー/試し刷り後保留］を選択します。

3 文書を作成したユーザーを選択します。

2 文書を印刷する

1 印刷する文書を選択 > ［印刷］

2 必要に応じて、印刷部数を入力します。

3 ［OK］を選択します。

印刷を開始します。

試し刷り後保留ボックスに保存した文書を削除する

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ジ ョ ブボックス］

2 ［クイ ックコピー/試し刷り後保留］を選択します。

3 文書を作成したユーザーを選択します。

2 文書を削除する

1 削除する文書を選択 > ［ ］  

2 [はい]を選択します。
文書が削除されます。

1

2
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ユーザーボックス内の文書を印刷する

1 画面を表示する

1 ［ホーム］キー > ［ユーザーボックス］

2 印刷したい文書が入っているボックスを選択します。

2 印刷する

1 リス トの中から、チェ ッ クボックスを選択して印刷する文書を選択します。

選択された文書は、チェ ックボックスにチェ ックマークがつきます。

2 ［印刷］を選択します。

3 使用する印刷設定の選択画面が表示されます。

印刷時の設定を使用する場合は、［そのまま印刷する］＞印刷部数を入力＞［OK］

印刷が開始されます。

印刷設定を変更する場合は、［設定を変更して印刷する］を選択し、次の手順へ進んで ください。

4 必要に応じて、用紙の選択や片面/両面印刷などを設定します。

設定できる機能については、次を参照して ください。

［印刷］ （xv）

5 ［スタート］キーを押します。

選択した文書の印刷が開始されます。

参考

ユーザーボックスにパスワードを登録している場合は、正しいパスワードを入力して ください。

参考

選択を解除するときは、チェ ックボックスを選択してチェ ックマークを消して ください。
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携帯端末からの印刷
本機は、次の印刷機能やサービスに対応しています。

• AirPrint

• Google Cloud Print

• Mopria

アプリケーシ ョ ンとOSの対応状況によって、機種ごとにプリンタード ライバーをインストールしな く ても、携帯端末や

パソコンから印刷できます。

AirPrintで印刷する
AirPrintは、iOS 4.2以降またはMac OS X 10.7以降の製品に標準で搭載されている印刷機能です。

AirPrintを使用するには、Command Center RXでAirPrintが有効に設定されていることを確認して ください。

Command Center RX操作手順書

Google Cloud Printで印刷する
Google Cloud Printは、Google社が提供するプリン トサービスです。Googleアカウン トのユーザーがインターネッ トに

接続された機器から印刷できるサービスです。

機器の設定はCommand Center RXで行います。

Command Center RX操作手順書

Mopriaで印刷する
Mopria(モプリア)は、Android 4.4以降でサポートが開始された印刷機能の規格です。事前にMopria Print Serviceがイン

ストールされ、有効化されている必要があります。

詳しい使用方法については、Mopria AllianceのWebサイ ト を参照して ください。

Wi-Fi Directで印刷する
Wi-Fi Directは、Wi-Fi Allianceが定めた無線LAN規格です。無線LANの機能の一つで、無線LANアクセスポイン トや無線

LANルーターなどを介さずに、機器同士が一対一で直接通信できます。

Wi-Fi Directで印刷する手順は、通常の携帯端末からの手順と同じです。

プリンタープロパティのポート指定でプリンター名またはBonjour名を使用する場合は、Wi-Fi Direct接続時でもその名

称を指定して印刷できます。

ポートにIPアドレスを使用する場合は、本体側のIPアドレスを指定して ください。

参考

Google Cloud Printを利用するためには、Googleアカウン トが必要です。お持ちでない場合は、Googleアカウン

ト を取得して ください。

またGoogle Cloud Printサービスに、機器を事前に登録する必要があります。機器の登録は、同じネッ トワークに

接続されているパソコンで行います。
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NFCで印刷する
Wi-FiおよびWi-Fi Directがあらかじめ設定されている場合は、NFCタグをタ ップするだけで本機と携帯端末とのネッ ト

ワークが接続されます。
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USBメモリーの操作
USBメモリーを本機に接続し、メモリー内に保存されているデータをパソコンを使う ことな く手軽に印刷できます。

印刷可能なデータは、以下のとおりです。

• PDFファイル（バージ ョ ン 1.7以下）

• TIFFファイル（TIFF V6/TTN2形式）

• JPEGファイル

• XPSファイル

• OpenXPSファイル

• 暗号化PDFファイル

また、本機に接続したUSBメモリーに読み込んだ画像データを保存することができます。

保存できるファイル形式は、次のとおりです。

• PDFファイル

• TIFFファイル

• JPEGファイル

• XPSファイル

• OpenXPSファイル

• 高圧縮PDFファイル

USBメモリーに文書を保存する（Scan to USB）

1 原稿をセッ トする

原稿をセッ トする （5-3）

参考

保存できるファイル数：1,000件まで



5-51

本体側の操作 ＞ USBメモリーの操作

2 USBメモリーを接続する

1 USBメモリーをUSBメモリースロッ トに挿入します。

2 挿入したUSBメモリーを認識すると、「外部メモリーを認識しました。ファイルを表示します。よろしいです
か？」という メ ッセージが表示されます。［はい］を選択します。

外部メモリー画面が表示されます。

3 文書を保存する

1 文書を保存するフォルダーを選択

ルートディ レク ト リーを含め、3階層目まで表示できます。

2 ［ ］を選択します。

3 必要に応じて、原稿の種類やファイル形式などを設定します。

設定できる機能については、次を参照して ください。

［文書保存］ （xvii）

4 ［スタート］キーを押します。

原稿が読み込まれ、USBメモリーに保存されます。

USBメモリー情報を確認する

1 外部メモリーの基本画面で［外部メモリー情報］を選択する

2 情報を確認後、［デバイスから作成］を選択する

参考

メ ッセージが表示されない場合は、ホーム画面の［外部メモリー］を選択して ください。
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USBメモリーを取り外す

1 画面を表示する

［ホーム］キー > ［外部メモリー］

2 ［メニュー］ > ［メモリー取り外し］

「外部メモリーを安全に取り外せます。」が表示されたら、［OK］を選択してUSBメモリーを取り外して ください。

USBメモリーから印刷する

3 USBメモリーを接続する

1 USBメモリーをUSBメモリースロッ トに挿入します。

2 挿入したUSBメモリーを認識すると、「外部メモリーを認識しました。ファイルを表示します。よろしいです
か？」という メ ッセージが表示されます。［はい］を選択します。

外部メモリー画面が表示されます。

重要

正しい手順で取り外さないと、データやUSBメモリーが破損するおそれがあります。

参考

USBメモリーの取り外しは、デバイスの状態確認からも実行できます。

デバイスの状態（デバイス/通信）を確認する （7-10）

参考

• 印刷するPDFファイルには拡張子（.pdf）が必要です。

• 印刷するファイルは、ルートディ レク ト リーを含め、3階層までのフォルダーに保存して ください。

• USBメモリーは、本機でフォーマッ ト したものを使用して ください。

• USBメモリーは、本機のUSBメモリースロッ トに直接挿入して ください。

参考

メ ッセージが表示されない場合は、ホーム画面の［外部メモリー］を選択して ください。
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4 文書を印刷する

1 印刷したいファイルが保存されているフォルダーを選択します。

ルートディ レク ト リーを含め、3階層目までのフォルダーにある文書が表示できます。

2 印刷するファイルを選択 > ［印刷］

3 必要に応じて、印刷部数や片面 / 両面印刷などを変更します。

設定できる機能については、次を参照して ください。

［印刷］ （xviii）

4 ［スタート］キーを押します。

選択したファイルの印刷を開始します。

参考

• 表示できる文書数：1,000件まで

• 1つ上の階層に戻る場合は、［<戻る］を選択して ください。
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6 各機能の詳細設定

この章では、次の項目について説明します。

本章のアイコンの見かた ...................................................................................................................................  6-2
［IDカード コピー(身分証)］ .................................................................................................................................  6-3
［原稿サイズ］ .....................................................................................................................................................  6-4
［用紙選択］ .........................................................................................................................................................  6-5
［原稿サイズ混載］ ..............................................................................................................................................  6-6
［原稿セッ ト向き］ ..............................................................................................................................................  6-9
［ソート /仕分け］ ...............................................................................................................................................  6-10
［排紙先］ ............................................................................................................................................................ 6-11
［濃度］ ..............................................................................................................................................................  6-12
［原稿の画質］ ...................................................................................................................................................  6-13
［エコプリン ト］ ................................................................................................................................................  6-14
［カラー選択］ ...................................................................................................................................................  6-15
［カラーバランス］ ............................................................................................................................................  6-16
［色相調整］ .......................................................................................................................................................  6-17
［シャープネス］ ................................................................................................................................................  6-18
［コン ト ラス ト］ ................................................................................................................................................  6-18
［地色調整］ .......................................................................................................................................................  6-19
［彩度］ ..............................................................................................................................................................  6-19
［う ら写り防止］ ................................................................................................................................................  6-20
［縮小/拡大］ ......................................................................................................................................................  6-20
［ページ集約］ ...................................................................................................................................................  6-22
［と じ しろ］ .......................................................................................................................................................  6-24
［両面/分割］ ......................................................................................................................................................  6-25
［連続読み込み］ ................................................................................................................................................  6-27
［自動画像回転］ ................................................................................................................................................  6-28
［ジ ョ ブ終了通知］ ............................................................................................................................................  6-28
［文書名入力］ ...................................................................................................................................................  6-30
［優先印刷］ .......................................................................................................................................................  6-30
［白紙ページスキップ］ .....................................................................................................................................  6-30
［両面/見開き原稿］ ...........................................................................................................................................  6-32
［送信サイズ］ ...................................................................................................................................................  6-33
［フ ァイル形式］ ................................................................................................................................................  6-34
［フ ァイル分割］ ................................................................................................................................................  6-37
［読み込み解像度］ ............................................................................................................................................  6-37
［メール件名/本文］ ...........................................................................................................................................  6-38
［FTP暗号送信］ ................................................................................................................................................  6-38
［印刷後削除］ ...................................................................................................................................................  6-38
［送信後削除］ ...................................................................................................................................................  6-39
［保存サイズ］ ...................................................................................................................................................  6-40
［長尺原稿］ .......................................................................................................................................................  6-41
［暗号化PDFパスワード］ .................................................................................................................................  6-41
［JPEG/TIFF印刷方法］ .....................................................................................................................................  6-42
［XPS印刷サイズ調整］ .....................................................................................................................................  6-42
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本章のアイコンの見かた
便利な機能を説明しているページでは、その機能を使用できるモードをアイコンで示しています。

印刷：

送信：

保存：
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［IDカード コピー(身分証)］

免許証や保険証などのIDカードをコピーします。カードの表と裏を順番に読み込むと、1枚の用紙に両面を集約してコ

ピーされます。

（設定値：［設定しない］/［設定する］）
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［原稿サイズ］

原稿の読み込みサイズを設定します。

［自動(原稿送り装置)］、［A系/B系］、［インチ系］、［その他］、または［サイズ入力］を選択して、原稿サイズを選択して くだ

さい。

*1 カスタム原稿サイズの登録方法は、次を参照して ください。

カスタム原稿サイズ登録 （8-12）

*2 入力単位は、システムメニューで切り替えることができます。

［入力長さ単位］ （8-19）

設定項目 設定値 説明

自動 － 原稿サイズを自動検知します。

A系/B系 A3、A4-R、A4、A5-R、A5、A6-R、B4、B5-R、B5、
B6-R、B6、Folio、216 × 340 mm

A系/B系の定形サイズから選択します。

インチ系 Ledger、Letter-R、Letter、Legal、Statement-R、
Statement、11×15"、Oficio II

インチ系の定形サイズから選択します。

その他 8K、16K-R、16K、はがき、往復はがき、カスタム
*1

特殊な定形サイズ、カスタム原稿サイズから選
択します。

サイズ入力 センチ

X: 50～432 mm（1 mm単位）

Y: 50～297 mm（1 mm単位）

インチ

X: 2.00～17.00"（0.01"単位）

Y: 2.00～11.69"（0.01"単位）

定形サイズに表示されていないサイズを入力
します。*2

［サイズ入力］を選択した場合は、［＋］または
［－］を押して、「X」（よこ）と「Y」（たて）のサイズ
を設定して ください。［テンキー］を押すとテン
キーで入力することができます。

参考

不定形サイズの原稿を使用する場合は、必ず原稿サイズを設定して ください。 
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［用紙選択］

使用したいサイズの用紙が入ったカセッ トまたは手差し ト レイを選択します。

［自動］を選択すると、原稿と同じサイズの用紙を自動で選択します。 

［手差し ト レイ］を選択する場合は、［用紙設定］を押して用紙サイズと用紙種類を変更して ください。

参考

• カセッ トに補給されている用紙サイズおよび用紙種類をあらかじめ登録して ください。

［カセッ ト /手差し ト レイ設定］ （8-9）

• オプシ ョ ンのペーパーフ ィーダーが装着された場合、カセッ ト 2～3が表示されます。
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選択できる用紙サイズと用紙種類は次のとおりです。

*1   入力単位は、システムメニューで切り替えることができます。
［入力長さ単位］ （8-19）

*2   用紙種類のカスタム1～8の登録方法は、次を参照して ください。
用紙種類の設定について （8-14）

プレプリン ト、パンチ済み紙およびレターヘッ ドに印刷するときは、次を参照して ください。
特定用紙種類の動作設定 （8-14）

［原稿サイズ混載］

原稿送り装置を使用し、サイズの異なる原稿を一度に読み込みます。

原稿ガラスの場合は、使用できません。

設定項目 設定値 説明

用紙サ
イズ

A系/B系 A3、A4-R、A4、A5-R、A6-R、B4、B5-R、B5、
B6-R、Folio、216 × 340 mm

A系/B系の定形サイズから選択します。

インチ系 Ledger、Letter-R、Letter、Legal、
Statement-R、Executive、Oficio II

インチ系の定形サイズから選択します。

その他 8K、16K-R、16K、ISO B5、Envelope #10、
Envelope #9、Envelope #6、Envelope 
Monarch、Envelope DL、Envelope C5、
EnvelopeC4、はがき、往復はがき、洋形4
号、洋形2号

特殊な定形サイズ、カスタム用紙サイズから選択しま
す。

サイズ入力 センチ

X: 148～432 mm（1 mm単位）

Y: 98～297 mm（1 mm単位）

定形サイズに表示されていないサイズを入力します。*1

［サイズ入力］を選択した場合は、［＋］、［－］またはテン
キーで、「X」（よこ）と「Y」（たて）のサイズを設定して く
ださい。［テンキー］を押すとテンキーで入力すること
ができます。インチ

X: 5.83～17.00"（0.01"単位）

Y: 3.86～11.69"（0.01"単位）

用紙種類 普通紙（60～105 g/m2）、OHPフ ィルム、薄紙（59 g/m2以下）、ラベル紙、再生紙、プレプリン ト *2、ボン
ド紙、はがき、カラー紙、パンチ済み紙*2、レターヘッ ド *2、封筒、厚紙（106 g/m2以上）、加工紙、上質
紙、カスタム1～8*2

重要

手差し ト レイの用紙サイズと用紙種類を変更した場合、［用紙種類］が選択されます。このとき、［手差し ト レイ］
を押すと設定が解除されますのでご注意ください。

参考

• よ く使用する用紙サイズと用紙種類は、あらかじめ初期設定として選択してお く と便利です。

［手差し ト レイ］ （8-10）

• 指定されている用紙サイズの用紙が給紙元のカセッ トまたは手差し ト レイに入っていない場合、確認画面が
表示されます。使用したい用紙を補給して［継続］を押して く ださい。コピーが開始されます。
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コピー時

送信時

保存時

設定項目 設定値 説明

原稿サイズ混載 設定しない

設定する 原稿送り装置を使用し、幅が同じサイズの原稿
を一度に読み込み、コピーします。

設定項目 設定値 説明

原稿サイズ混載 設定しない

設定する 原稿送り装置を使用し、幅が同じサイズの原稿
を一度に読み込み、送信します。

設定項目 設定値 説明

原稿サイズ混載 設定しない

設定する 原稿送り装置を使用し、幅が同じサイズの原稿
を一度に読み込み、保存します。
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セッ トできる原稿サイズの組み合わせ

同じ幅

原稿幅が同じ場合、セッ トできる原稿の組み合わせは次のとおりです。

•B4とB5

•A3とA4（LedgerとLetter）

•A4-RとFolio（LegalとLetter-R）

例：B4とB5セッ ト

参考

• 次の組み合わせで原稿サイズ混載を行う場合は、「原稿自動検知」の「Folio」を［検知する］にして く ださい。

A4-RとFolio

原稿自動検知 （8-12）

• 原稿送り装置にセッ トできる枚数：30枚まで
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［原稿セッ ト向き］

文書を正しい向きで読み込むため、原稿の上部の向きを指示します。

次の機能を使用する場合は、セッ ト した原稿の向きを設定する必要があります。

• 縮小/拡大

• 両面/分割

• と じ しろ

• ページ集約

• 両面/見開き原稿

原稿のセッ ト向きを、［上辺を奥向き］、［上辺を左向き］または［自動］から選択して ください。

参考

システムメニューの原稿セッ ト向きの確認を［設定する］に設定している場合は、上記機能を設定すると原稿
セッ ト向きの選択画面が表示されます。

原稿セッ ト向き(コピー) （8-16）

用紙について  12-21

設定項目 イメージ

上辺を奥向き

上辺を左向き

z

参考

原稿セッ ト向きの初期値を変更することができます。

原稿セッ ト向き(コピー) （8-16）

用紙について  12-21
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［ソート /仕分け］

用紙を部数ごと、またはページごとに仕分けします。

ソート

ソート を使用すると、複数枚の原稿から、ページ順に並んだコピーを必要部数作成します。

仕分け

仕分けを使用すると、用紙が1部ごと（またはページごと）に90°回転して排紙されます。

参考

仕分けをする場合、選択した給紙段とは別の給紙段に同じサイズで向きが異なる用紙が入っている必要があり
ます。

仕分けに使用できる用紙サイズ：A4、B5、Letter、16K
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［排紙先］

排紙先のト レイを指定します。

設定項目 説明

内部ト レイ 本体の内部ト レイに排紙します。

ジ ョ ブセパレータート レイ 内部ジ ョブセパレーターに排紙します。

参考

・ 排紙先を初期設定で変更することができます。

排紙先 （8-18）
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各機能の詳細設定 ＞ ［濃度］

［濃度］

濃度を調整します。

（設定値：［-4］～［+4］（うす く～こ く ））
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各機能の詳細設定 ＞ ［原稿の画質］

［原稿の画質］

原稿の画質に合わせて、画像を処理します。

コピー時/印刷時

*1 ［文字+写真］の印字で、グレーの文字切れが起こるときは、［文字］を選択することで改善することがあります。

送信/保存時

*2 送信またはユーザーボックス、USBメモリーへの保存時に、カラー選択で[自動（カラー/白黒）]または［白黒］を選択したと
きのみ表示されます。

設定項目 説明

文字+写真*1 文字と写真が混在している原稿に適しています。

写真 写真原稿に適しています。

文字 文字の多い原稿に適しています。

図表/地図 地図原稿に適しています。

プリンター印刷物 本機で印刷された文書に適しています。

その他 原稿の画質 文字+写真 文字と写真が混在している原稿に適しています。

写真 写真原稿に適しています。

文字 文字の多い原稿に適しています。

図表/地図 地図原稿に適しています。

プリンター印刷物 本機で印刷された文書に適しています。

蛍光ペン 設定する 各設定にて、蛍光ペンで書かれた文字やラインを出したい
場合に選択して ください。蛍光ペンの色味を可能な限り再
現します。

設定しない 蛍光ペンの色味を再現しません。

設定項目 説明

文字+写真 文字と写真が混在する原稿に適しています。

写真 カメラで撮った写真などの原稿に適しています。

文字 えんぴつや細線を く っきり と再現します。文字

うすい文字/細線 えんぴつなどで書かれたうすい文字や、地図原稿や図表の細線を く っきり と再現します。

文字（OCR用）*2 OCR処理に適した画像で読み込みます。
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各機能の詳細設定 ＞ ［エコプリン ト］

［エコプリン ト］

エコプリン ト を設定すると トナーの消費量を節約します。試し印刷など高品質な印刷が必要でないときに使用して くだ
さい。

（設定値：［設定しない］/［設定する］）
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各機能の詳細設定 ＞ ［カラー選択］

［カラー選択］

カラーのモードを選択します。

コピー時

印刷時

*1　ユーザーボックスの印刷時には表示されません。

送信/保存時

設定項目 説明

自動カラー カラー原稿と白黒原稿を識別して印刷します。

フルカラー フルカラーで印刷します。

白黒 白黒で印刷します。

設定項目 説明

フルカラー*1 フルカラーで印刷します。

白黒*1 白黒で印刷します。

設定項目 説明

自動（カラー/グレー） カラー原稿、白黒原稿を自動的に識別し、カラー原稿はフルカラーで、白黒原
稿はグレースケールで読み込みます。

自動（カラー/白黒） カラー原稿、白黒原稿を自動的に識別し、カラー原稿はフルカラーで、白黒原
稿は白黒で読み込みます。

フルカラー フルカラーで読み込みます。

グレースケール 白から黒までの明暗だけで読み込みます。画像が滑らかに、きめ細かく表現さ
れます。

白黒 白黒で読み込みます。
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各機能の詳細設定 ＞ ［カラーバランス］

［カラーバランス］

シアン（青系色）、マゼンタ（赤系色）、イエロー（黄色）、ブラック（黒）のそれぞれの色の強弱を調整します。

例

設定項目 説明

設定しない

設定する シアン 調整する色（「シアン」、「マゼンタ」、「イエロー」、「ブラ ック」）の両側にある、
［<］ または［>］ キーで、各色を調整して ください。

マゼンタ

イエロー

ブラック

参考

フルカラーコピーまたは自動カラーコピー時に機能します。
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各機能の詳細設定 ＞ ［色相調整］

［色相調整］

色相（色合い）を調整し、イ メージを変えます。

赤を黄色の強い赤にしたり、黄色を黄緑色に近い色にしたりすることによって、イ メージを変えることができます。

設定できる項目は、次のとおりです。

設定項目 説明

設定しない

全体 色全体にわたり、色調を調整できます。

［＜］または［＞］を押して色合いを調整して ください。

個別 個別にカラーを選択し、色合いを調整できます。

［レッ ド］、［マゼンタ］、［ブルー］、［イエロー］、［グリーン］または［シアン］を選択
し、［＜］または［＞］を押して色合いを調整して ください。

参考

フルカラーコピーまたは自動カラーコピー時に機能します。

この調整は色の鮮やかな画像で効果的です。



6-18

各機能の詳細設定 ＞ ［シャープネス］

［シャープネス］

画像の輪郭の強弱を調整します。

鉛筆で書かれた原稿などを使用するときに、文字や線がかすれたり、つぶれたりする場合、シャープネスを「強 く 」に調整
すると文字や線が鮮明になります。また、雑誌の写真など網点で表現される画像を使用するときに、モアレ*1が発生する

場合、シャープネスを「弱く 」に調整すると、輪郭をぼかしてモアレを弱めることができます。

*1 網点が均等に配列されず斑紋が出る状態。

［コン ト ラス ト］

画像の濃淡のコン ト ラス ト を調整します。

設定項目 説明

［+1］～［+3］（強く ） 画像の輪郭を強調します。

［－1］～［－3］（弱く ） 画像の輪郭をぼかします。モアレ*1を弱めることができます。

設定項目 説明

［＋1］～［＋4］（高 く ） メ リハリのある色合いにします。

［－1］～［－4］（低 く ） なめらかな色合いにします。
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各機能の詳細設定 ＞ ［地色調整］

［地色調整］

新聞紙など地色のこい原稿の地色をと り除きます。 

地色が気になる場合、［自動］を選択して ください。［自動］を選択しても地色がと り除かれない場合は、［手動］を選択し、
地色の濃度を調整して ください。

［彩度］

画像の彩度（鮮やかさ）を調整します。

設定項目 説明

設定しない 地色を調整しません。

自動 自動で地色を調整します。

手動 ［1］～［5］（うす く～こ く ）を選択して、手動で地色の濃度を調整します。

参考

フルカラーまたは自動カラー選択時に機能します。ただし、自動カラー選択時に白黒と判定された場合は、彩度
は機能しません。

設定項目 説明

［－1］～［－3］（弱く ） 色彩のうすい色に調整します。

［＋1］～［＋3］（強く ） 鮮やかな色に調整します。
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各機能の詳細設定 ＞ ［う ら写り防止］

［う ら写り防止］

うすい紙の原稿を読み込む場合、う ら面の印刷が写り込まないように画質を調整します。

（設定値：［設定しない］/［設定する］）

［縮小/拡大］

倍率を変更して、画像を縮小/拡大します。

コピー時

縮小/拡大には次の方法があります。

自動

用紙サイズに合わせて縮小または拡大します。

定型倍率

あらかじめ用意されている倍率で縮小/拡大します。

その他

定型倍率以外の倍率で縮小/拡大します。

400% 最大 115% B4→A3、B5→A4 70% A3→A4、B4→B5

200% A5→A3 100% — 50% —

141% A4→A3、B5→B4 86% A3→B4、A4→B5 25% 最小

122% A4→B4、A5→B5 81% B4→A4、B5→A5

129% Statement→Letter 78% Legal→Letter

90% Folio→A4 64% Letter→Statement
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各機能の詳細設定 ＞ ［縮小/拡大］

倍率入力

25～400％の範囲で、1％刻みに倍率を選択できます。［＋］、［－］またはテンキーで倍率を入力します。

印刷/送信/保存時

設定項目 説明

100％ 原稿と同じサイズで処理します。

自動 用紙/送信/保存サイズに合わせて縮小または拡大します。

参考

縮小または拡大する場合は、用紙サイズ、送信サイズまたは保存サイズを選択して ください。

［用紙選択］ （6-5）

［送信サイズ］ （6-33）

［保存サイズ］ （6-40）
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各機能の詳細設定 ＞ ［ページ集約］

［ページ集約］

2枚または4枚の原稿を、1枚に集約して印刷します。

ページの並び順を指定したり、原稿に境界線を入れることもできます。

境界線の線種は次のとおりです。

設定項目 設定値 説明

設定しない — この機能を使用しません。

2 in 1 — 2枚の原稿を、1枚に集約して印刷し
ます。

4 in 1 — 4枚の原稿を、1枚に集約して印刷し
ます。

その他 ページ集約 設定しない、2 in 1（左→右、上→下）、2 in 
1（右→左、下→上）、4 in 1（左上→右）、4 
in 1（右上→左）、4 in 1（左上→下）、4 in 1
（右上→下）

読み込んだ原稿の並べかたを選択し
ます。

境界線 なし、実線、点線、マーク 境界線の線種を選択します。

原稿セッ ト向き 上辺を奥向き、上辺を左向き 文書を正しい向きで読み込むため、原
稿の上部の向きを指示します。
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各機能の詳細設定 ＞ ［ページ集約］

レイアウト イメージ

設定項目 イメージ

2 in 1 左→右/上→下

右→左/下→上

4 in 1 左上→右

右上→左

左上→下

右上→下

参考

• 集約に使用できる用紙サイズ：A3、A4-R、A4、A5-R、B4、B5-R、B5、Folio、216×340mm、Ledger、Letter-R、

Letter、Legal、Statement-R、Oficioll、8K、16K-R、16K

• 原稿を原稿ガラスにセッ トするときは、ページ順にセッ ト して く ださい。
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各機能の詳細設定 ＞ ［と じ しろ］

［と じ しろ］

コピー/印刷時

とじしろ（余白）を作ります。と じ しろの幅を設定したり、う ら面のとじ しろを設定したりすることもできます。

*1 入力単位は、システムメニューで切り替えることができます。

［入力長さ単位］ （8-19）

送信時

原稿サイズと送信サイズを指定して送信した場合、サイズによっては、用紙の下側または左右どちらかに余白ができま
す。センター移動すると、この余白が上下左右均等になるように画像を配置することができます。

（設定値：［設定しない］/［設定する］）

参考

と じ しろ幅の初期値を変更することができます。

と じ しろ （8-17）

設定項目 設定値 説明

設定しない とじしろを設定しません。

設定する とじしろ 左右(-18～
+18)

センチ：-18mm ～ +18mm（1mm
単位）

インチ：-0.75 ～ +0.75"（0.01"単
位）

と じ しろの幅を設定します。*1

［＋］または［－］で「左右(-18～+18)」、「上下
(-18～+18)」のと じ しろを入力して くださ
い。［テンキー］を押すとテンキーで入力す
ることができます。

上下(-18～
+18)

う ら面設定 自動 両面コピーのときは、［う ら面設定］を押し、
［自動］か［手動］かを選択して く ださい。

う ら面はおもて面の設定と仕上がりのとじ
方向に応じて自動的にとじしろをつけま
す。

手動 左右(-
18～
+18)

センチ：-18mm ～ +18mm（1mm
単位）

インチ：-0.75 ～ +0.75"（0.01"単
位）

おもて面とは違う とじ しろを設定できま
す。表示される画面でとじしろを設定して
く ださい。設定値はおもて面と同じです。*1

［＋］または［－］で「左右(-18～+18)」、「上下
(-18～+18)」のと じ しろを入力して くださ
い。［テンキー］を押すとテンキーで入力す
ることができます。

上下(-
18～
+18)

原稿セッ ト向き 上辺を奥向き、上辺を左向き 文書を正しい向きで読み込むため、原稿の
上部の向きを指示します。

［原稿セッ ト向き］を押して、［上辺を奥向
き］または［上辺を左向き］から原稿のセッ
ト向きを選択し、［OK］を押して ください。



6-25

各機能の詳細設定 ＞ ［両面/分割］

［両面/分割］

用紙の両面に印刷できます。また、分割は、両面原稿を1ページずつ片面印刷できます。

両面/分割には次の方法があります。

片面→両面

両面→片面

両面→両面

片面原稿を両面コピーします。原稿が奇数枚のときは、最終ページ
のうら面が白紙になります。

と じ方法は次の2とおりです。

A仕上がり左/右とじ：う ら面のコピーをおもて面と同じ方向でコ
ピーします。

B仕上がり上とじ：う ら面のコピーをおもて面に対して180°回転さ
せてコピーします。仕上がったコピーを上でとじると、各見開きの
ページが同じ方向になります。

両面原稿を1ページずつ片面コピーします。

と じ方法は次の2とおりです。

• 左/右とじ：う ら面のコピーをおもて面と同じ方向でコピーしま

す。

• 上とじ：う ら面のコピーをおもて面に対して180°回転させてコ

ピーします。

両面原稿を両面コピーします。

参考

両面コピーに使用できる用紙サイズ：A3、A4-R、A4、A5-R、B4、B5-R、B5、216×340mm、Ledger、Letter-R、Letter、
Legal、Statement-R、Executive、OficioII、Folio、8K

ghi
def

abc

ghi
abc

de
f

ghi
abc

def

Ａ Ｂ
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各機能の詳細設定 ＞ ［両面/分割］

見開き→片面

見開き→両面

見開き2ページの原稿を1ページずつ片面コピーします。

と じ方法は次の2とおりです。

左とじ：見開き原稿の左ページ、次に右ページの順でコピーします。
右とじ：見開き原稿の右ページ、次に左ページの順でコピーします。

参考

• 見開き→片面に使用できる原稿サイズ：A3、A4-R、A5-R、B4、B5-R、Ledger、Letter-R、8K

• 見開き→片面に使用できる用紙サイズ：A4、B5、Letter、16K

見開き→　　　　見開き→
おもてうら　　　見開き

見開き2ページの原稿を用紙の両面にコピーします。

参考

• 見開き→両面に使用できる原稿サイズ：A3、A4-R、A5-R、B4、B5-R、Ledger、Letter-R、8K

• 見開き→両面に使用できる用紙サイズ：A4、B5、Letter, 16K
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各機能の詳細設定 ＞ ［連続読み込み］

コピー時

片面や見開き原稿を両面に印刷したり、両面や見開き原稿を片面に印刷します。原稿および仕上がりのとじ方向を指定
して ください。 

*1 「両面/分割」で［両面→片面］、［両面→両面］を設定したときに表示されます。

*2 「両面/分割」で［片面→両面］、［両面→両面］を設定したときに表示されます。

原稿ガラスに原稿をセッ ト したときは、次の原稿に入れ替えて［スタート］キーを押して ください。

次の原稿がなければ、［読み込み終了］を押して ください。コピーが開始されます。

印刷時

文書を片面に印刷したり両面に印刷したり します。

［連続読み込み］

原稿を数回に分けて読み込み、一括して処理します。［読み込み終了］を押すまで、原稿を読み込みます。

連続読み込みを行う ときは［設定する］を選択して ください。

設定項目 設定値 説明

片面→ 片面 ― この機能を設定しません。

片面→ 両面 ― 初期値の設定でコピーします。初期値の設定につ
いては、次を参照して く ださい。

両面→ 片面 ―

両面→ 両面 ―

その他 両面/分割 片面→片面

片面→両面

両面→片面

両面→両面

両面/分割の設定を選択します。

原稿とじ方向*1 左/右とじ、上とじ 原稿のとじ方向を設定します。

仕上がりとじ方向*2 左/右とじ、上とじ 仕上がりのとじ方向を設定します。

原稿セッ ト向き 上辺を奥向き、

上辺を左向き

文書を正しい向きで読み込むため、原稿の上部の
向きを指示します。［

設定項目 設定値 説明

片面 ― この機能を設定しません。

 両面 左/右とじ 用紙を左/右でとじたときに正しい向き
になるように両面印刷します。

上とじ 用紙を上でとじたときに正しい向きに
なるように両面印刷します。
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各機能の詳細設定 ＞ ［自動画像回転］

（設定値：［設定しない］/［設定する］）

［自動画像回転］

セッ ト した原稿と給紙元の用紙が同じサイズで向きが異なる場合、画像を90度回転してコピーします。

設定値：［設定しない］/［設定する］）

［ジ ョ ブ終了通知］

ジョブが終了したことをメールで通知します。ジ ョ ブが中断したときに通知することもできます。

参考

• 初期設定で自動画像回転するかどうかを変更できます。

自動画像回転 （8-17）

• 自動画像回転を設定した場合、回転のさせかたを変更できます。

自動画像回転の動作 （8-23）

1~10

1

1~30

1

11~20

11

21~30

21
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離れた席にいてもジ ョ ブの終了を知ることができるため、終わるまで本機の近く で待機する必要がありません。

*1 拡張アドレス帳は、Command Center RXで設定できます。

Command Center RX操作手順書

*2 ユーザー管理を行っているときに表示されます。

ユーザー管理の設定 （9-4）

参考

あらかじめパソコンで、メールを使用できるようにして く ださい。詳細は、次を参照して ください。

Command Center RXとは （2-41）

メールを送る宛先は1件です。

設定項目 説明

設定しない この機能を設定しません。

ジ ョ ブ終了時のみ ［メニュー］ > ［新規登録］を選択すると宛先を追加できます。

アドレス帳：アドレス帳画面が表示されるので、通知先を選択し、［OK］を選択し
ます。

拡張アドレス帳*1：拡張アドレス帳から通知先を選択します。

アドレス入力：通知先を直接入力します。メールアドレスを128文字以内で入力
し、［OK］を選択します。

自分のアドレス*2：ログインしているユーザーのメールアドレスに通知します。

ジ ョ ブ終了時+ジ ョブ中断時

参考

• ［メニュー］ > ［編集］を選択し、宛先を選ぶと、宛先を編集できます。

• ［ ］を選択すると、宛先の詳しい情報が参照できます。

• ［ ］を選択すると、宛先を削除します。
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［文書名入力］

文書に名前を付けます。

ジ ョ ブ番号、日時の付加情報も設定できます。ここで付けた名前、日時、ジ ョ ブ番号を使用して、ジ ョ ブの履歴やステータ
スの確認ができます。

文書名を入力し、［OK］を選択して ください。

入力文字数：32文字以内

日時を付加する場合は［日時］を、ジ ョ ブ番号を付加する場合は［ジ ョ ブ番号］を選択して ください。付加された情報は「付
加情報」に表示されます。

［優先印刷］

印刷中のジ ョ ブを中断し、新規の印刷ジ ョブを優先します。

優先した印刷ジ ョブが終了すると、中断していたジ ョ ブの印刷を再開します。

（設定値：［設定しない］/［設定する］）

［白紙ページスキップ］

読み込んだ原稿の中に白紙のページがある場合、白紙のページを飛ばして、白紙以外の原稿を読み込みます。

罫線や少量の文字を含むページは白紙と設定することもできます。

参考

• 印刷中の文書が優先印刷の場合は、中断できません。

• 印刷中のジ ョブの状況やメモリーの使用状況によっては、優先印刷が実行できない場合があります。その場合
は、割り込みコピーが実行できないかを確認して ください。

割り込みコピーをする （5-13）
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各機能の詳細設定 ＞ ［白紙ページスキップ］

本機が白紙のページを判断するため、原稿内の白紙の有無を確認しな く ても無駄な印刷を省きます。

設定項目 説明

設定しない 白紙ページも含めてすべて読み込みます。

設定する 白紙＋罫線 白紙と罫線を含むページを白紙として判断します。

白紙のみ 白紙のページだけを白紙として判断します。

白紙＋少量の文字 白紙と少量の文字を含むページを白紙として判断します。

参考

パンチ穴のある原稿や、下地に色がある原稿は白紙と認識できないことがあります。
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各機能の詳細設定 ＞ ［両面/見開き原稿］

［両面/見開き原稿］

原稿に合わせて、原稿の種類ととじ方向を選択します。

*1 原稿セッ ト向きは［上辺を奥向き］が設定されています。

*2 ［両面（と じ方向左/右とじ）］、［両面（と じ方向上とじ）］を選択した場合、表示されます。

設定項目 設定値 説明

片面 ― 「両面/見開き原稿」を設定しません。

両面 とじ方向 左/右とじ、上とじ 原稿のとじ方向を設定します。

原稿セッ ト向き 上辺を奥向き、上辺を
左向き

文書を正しい向きで読み込むため、原稿の上部の向きを指示し
ます。

［原稿セッ ト向き］を押して、［上辺を奥向き］または［上辺を左
向き］から原稿のセッ ト向きを選択し、［OK］を押して くださ
い。

見開き*1 と じ方向 左とじ、右とじ 原稿のとじ方向を設定します。

その他 両面/見開き原稿 片面 片面のシート原稿のときに設定します。

両面（と じ方向左/右と
じ）

左または右でとじる両面のシート原稿のときに設定します。

両面（と じ方向上と
じ）

上でとじる両面のシート原稿のときに設定します。

見開き（と じ方向左と
じ）

左でとじられた雑誌や本などの見開きの原稿のときに設定し
ます。

見開き（と じ方向右と
じ）

右でとじられた雑誌や本などの見開きの原稿のときに設定し
ます。

原稿セッ ト向き*2 上辺を奥向き、上辺を
左向き

文書を正しい向きで読み込むため、原稿の上部の向きを指示し
ます。
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［送信サイズ］

送信する画像のサイズを選択します。

［原稿サイズと同じ］、［A系/B系］、［インチ系］または［その他］を選択して、送信サイズを選択して ください。

原稿サイズ、送信サイズ、縮小/拡大の関係について

原稿サイズ、送信サイズ、縮小/拡大は関連があります。次の表を参考にして ください。

設定項目 設定値 説明

原稿サイズと同じ － 原稿と同じ送信サイズが自動的に選択さ
れます。

A系/B系 A3、A4、A5、A6、B4、B5、B6、Folio、216 × 340 mm A系/B系の定形サイズから選択します。

インチ系 Ledger、Letter、Legal、Statement、11×15"、

Oficio II

インチ系の定形サイズから選択します。

その他 8K、16K、はがき、往復はがき 特殊な定形サイズから選択します。

原稿サイズと送信するサイズが 同じとき 違う とき

［原稿サイズ］ （6-4） 必要に応じて設定 必要に応じて設定

送信サイズ ［原稿サイズと同じ］を選択 送信したいサイズを選択

［縮小/拡大］ （6-20） ［100％］（または［自動］）を選択 ［自動］を選択

参考

原稿サイズと異なる送信サイズを選択し、縮小/拡大を［100％］にすると、画像は等倍で送信されます（縮小/拡大

は行われません）。
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各機能の詳細設定 ＞ ［フ ァイル形式］

［フ ァイル形式］

画像のファイル形式を設定します。

ファイル形式を［PDF］、［TIFF］、［JPEG］、［XPS］、［OpenXPS］または［高圧縮PDF］から選択して ください。

画質のレベルを調整することもできます。

[ファイル形式］ > ［その他］ > [画質]から選択して ください。

読み込み時のカラーモードを、グレースケールまたはフルカラーに選択している場合は、画質を設定して ください。

［PDF］または［高圧縮PDF］を選択した場合は、暗号化やPDF/Aの設定を行う ことができます。

*1 「フ ァイル形式」で［高圧縮PDF］を設定したときに表示されます。

*2 「フ ァイル形式」で［高圧縮PDF］以外を設定したときに表示されます。

*3 暗号化の設定ができます。詳細は次の項目を参照して ください。

PDF暗号化機能

ファイル形式でPDFまたは高圧縮PDFを選択した場合、パスワードによるセキュリテ ィーを使用し、PDFの表示、印刷お

よび編集に対して、制限を追加することができます。

設定項目 設定値 説明

高圧縮PDF ― 高圧縮PDF形式で処理します。

TIFF ― TIFF形式で処理します。

PDF ― PDF形式で処理します。

JPEG ― JPEG形式で処理します。原稿1ページにつき1ファ
イルが作成されます。

XPS ― XPS形式で処理します。

OpenXPS ― OpenXPS形式で処理します。

その他 ファイル形式 高圧縮PDF、TIFF、PDF、JPEG、XPS、
OpenXPS

ファイル形式を選択します。

画質*1 圧縮率優先、標準、画質優先 画質のレベルを調整します。

画質*2 1低画質（高圧縮）～5高画質（低圧縮） 画質のレベルを調整します。

PDF/A 設定しない、PDF/A-1a、PDF/A-1b、
PDF/A-2a、PDF/A-2b、PDF/A-2u

PDF/Aの設定をします。

暗号化*3 Acrobat 3.0およびそれ以降、暗号化レ
ベル: 中(40-bit)

Acrobat 5.0およびそれ以降、暗号化レ
ベル: 高(128-bit)

暗号化の設定をします。
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1 設定項目から［その他］を選択する

2 ファイル形式から［高圧縮PDF］または［PDF］を選択する

3 ［暗号化］ > ［互換性のある形式］ > 設定値を選択する

選択した設定値により、設定できる項目が変わります。

［Acrobat 3.0およびそれ以降、暗号化レベル: 中(40-bit)］を選択した場合

［Acrobat 5.0およびそれ以降、暗号化レベル: 高(128-bit)］を選択した場合

設定項目 設定値 説明

文書を開くパスワード 使用しない、使用する PDFファイルを開くためのパスワードを入力します。

［使用する］を選択して、パスワード（最高256文字まで）を
入力し、［次へ］を選択します。

確認のため、も う一度同じパスワードを入力し、［OK］を
選択します。

文書編集/印刷のパス
ワード

使用しない、使用する PDFファイルを編集するためのパスワードを入力しま
す。

［使用する］を選択して、パスワード（最高256文字まで）を
入力し、［次へ］を選択します。

確認のため、も う一度同じパスワードを入力し、［OK］を
選択します。

文書編集/印刷のパスワードを入力して、［詳細］を選択す
ると、具体的な操作の制限ができます。

印刷を許可 許可しない、許可する PDFファイルの印刷を制限します。

変更を許可 許可しない PDFファイルが変更できな く なります。

注釈の追加 注釈の追加のみできます。

ページの抽出を除くページレイアウ
トの変更

PDFファイルのページを抽出する以外の、ページレイア
ウトの変更ができます。

ページの抽出を除くすべての操作 PDFファイルのページを抽出する以外の、すべての操作
ができます。

画像及び、その他
の内容のコピー

無効にする、有効にする PDFファイル上のテキストやオブジェク トのコピーを制
限します。

設定項目 設定値 説明

文書を開くパスワード 使用しない、設定する PDFファイルを開くためのパスワードを入力します。

［設定する］を選択して、パスワード（最高256文字まで）を
入力し、［次へ］を選択します。

確認のため、も う一度同じパスワードを入力し、［OK］を
選択します。

文書編集/印刷のパス
ワード

使用しない、設定する PDFファイルを編集するためのパスワードを入力しま
す。

［設定する］を選択して、パスワード（最高256文字まで）を
入力し、［次へ］を選択します。

確認のため、も う一度同じパスワードを入力し、［OK］を
選択します。

文書編集/印刷のパスワードを入力すると、具体的な操作
の制限ができます。
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印刷を許可 許可しない PDFファイルが印刷できな く なります。

許可する（低解像度のみ） PDFファイルを低解像度でのみ印刷できます。

許可する PDFファイルを本来の解像度で印刷できます。

変更を許可 許可しない PDFファイルが変更できな く なります。

ページの挿入、削除、回転 PDFファイルのページの挿入、ページの削除、およびペー
ジの回転のみができます。

注釈の追加 注釈の追加のみできます。

ページの抽出を除くすべての操作 PDFファイルのページを抽出する以外の、すべての操作
ができます。

画像及び、その他
の内容のコピー

無効にする、有効にする PDFファイル上のテキストやオブジェク トのコピーを制
限します。

設定項目 設定値 説明
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［フ ァイル分割］

読み込んだ原稿データを1ページごとに分割して複数のファイルを作成します。

（設定値：［設定しない］/［ページごと］）

［ページごと］を選択すると、ファイル分割が設定されます。

［読み込み解像度］

画像の細かさを設定します。

（設定値：［600 × 600 dpi］/［400 × 400 dpiウルト ラファイン］/［300 × 300 dpi］/［200 × 400 dpiスーパーファイン］/［200 × 
200 dpiファイン］/［200 × 100 dpiノーマル］）

参考

ファイル名の最後には、「xxx_001.pdf、xxx_002.pdf」のような3桁の通し番号が付きます。

参考

数値が大きいほど、きめが細かく なりますが、ファイルサイズが大き く なり、処理時間が長く なります。 
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［メール件名/本文］

メールで文書を送信する際、件名と本文を付けます。

「件名」の欄を選択して件名の入力を、「本文」の欄を選択して本文の入力をして ください。

［FTP暗号送信］

FTPで送信する際に画像を暗号化します。

暗号化することで第三者に文書を見られることを防ぎます。

（設定値：［設定しない］/［設定する］）

［印刷後削除］

印刷が終了すると、文書をボックス内から自動的に削除します。

（設定値：［設定しない］/［設定する］）

参考

• 入力できる文字数は、次のとおりです。
件名：60文字

本文：500文字

参考

Command Center RXで［セキュリテ ィー設定］ > ［ネッ トワークセキュリテ ィー］の順にクリ ックして く ださ

い。セキュアプロ ト コル設定の「SSL」の設定が［オン］になっていることと、クライアン ト機能時の設定で有効な

暗号方式が1つ以上選択されていることを確認して ください。

Command Center RX操作手順書
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［送信後削除］

送信が終了すると、文書をボックス内から自動的に削除します。

（設定値：［設定しない］/［設定する］）
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［保存サイズ］

保存する画像のサイズを選択します。

［原稿サイズと同じ］、［A系/B系］、［インチ系］または［その他］を選択して、保存サイズを選択して ください。

原稿サイズ、保存サイズ、縮小/拡大の関係について

原稿サイズ、保存サイズ、縮小/拡大は関連があります。次の表を参考にして ください。

設定項目 設定値 説明

原稿サイズと同じ － 原稿と同じ保存サイズが自動的に選択さ
れます。

A系/B系 A3、A4、A5、A6、B4、B5、B6、Folio、216 × 340 mm A系/B系の定形サイズから選択します。

インチ系 Ledger、Letter、Legal、Statement、11×15"、

Oficio II

インチ系の定形サイズから選択します。

その他 8K、16K、はがき、往復はがき 特殊な定形サイズから選択します。

原稿サイズと送信するサイズが 同じとき 違う とき

［原稿サイズ］ （6-4） 必要に応じて設定 必要に応じて設定

送信サイズ ［原稿サイズと同じ］を選択 送信したいサイズを選択

［縮小/拡大］ （6-20） ［100％］（または［自動］）を選択 ［自動］を選択

参考

原稿サイズと異なる保存サイズを選択し、縮小/拡大を［100％］にすると、画像は等倍で保存されます（縮小/拡大

は行われません）。
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［長尺原稿］

原稿送り装置を使用し、長尺サイズの原稿を読み込み、送信または保存します。

（設定値：［設定しない］/［設定する］）

　 　 　 *1　 ファクス機能を使用している場合は1,600mm。

［暗号化PDFパスワード］

あらかじめ指定したパスワードを入力し、PDFを印刷します。

パスワードを入力し、［OK］を選択して ください。

参考

• 長尺原稿は、白黒もし くはグレースケールで送信されます。

• 長尺原稿は、片面しか読み込むことができません。1,900 mm*1までの原稿を読み込むことができます。

• 300dpi×300dpi以下の解像度が選択できます。

参考

パスワードの入力については、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）
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［JPEG/TIFF印刷方法］

JPEGまたはTIFFファイルを印刷する際の、画像サイズを設定します。

［XPS印刷サイズ調整］

XPSファイルを用紙サイズに合わせて印刷します。

（設定値：［設定しない］/［設定する］）

設定項目 説明

用紙サイズ 選択した用紙サイズに合わせて印刷します。

画像解像度 画像解像度のままで印刷します。

印刷解像度 印刷解像度に合わせて印刷します。
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7 ジ ョブ/消耗品/デバイスの

管理

この章では、次の項目について説明します。

ジ ョ ブの状況確認 ..............................................................................................................................................  7-2
確認できる状況の種類 .............................................................................................................................  7-2
状況確認画面を表示する .........................................................................................................................  7-2

状況確認画面 .....................................................................................................................................................  7-3
印刷ジ ョ ブ状況画面の見かた ..................................................................................................................  7-3
送信ジ ョ ブ状況画面の見かた ..................................................................................................................  7-4
保存ジ ョ ブ状況画面の見かた ..................................................................................................................  7-5
予約ジ ョ ブ画面の見かた .........................................................................................................................  7-5
ジ ョブの詳細情報を確認する ..................................................................................................................  7-6

ジ ョ ブの履歴確認 ..............................................................................................................................................  7-7
確認できるジ ョ ブ履歴の種類 ..................................................................................................................  7-7
ジ ョブ履歴画面を表示する ......................................................................................................................  7-8
ジ ョブ履歴の詳細情報を確認する ...........................................................................................................  7-8
ジ ョブ履歴を送信する .............................................................................................................................  7-8

ジ ョ ブの操作 .....................................................................................................................................................  7-9
ジ ョブを一時停止/再開する .....................................................................................................................  7-9
ジ ョブをキャンセルする .........................................................................................................................  7-9

デバイスの状態（デバイス/通信）を確認する ....................................................................................................  7-10
トナーや用紙の残量（用紙/消耗品）を確認する ................................................................................................  7-12
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ジ ョ ブの状況確認
実行中または待機中のジ ョ ブの状況を確認できます。

確認できる状況の種類
実行中/待機中のジ ョブの状況は、印刷ジ ョ ブ、送信ジ ョブ、保存ジ ョブ、予約ジ ョ ブの4種類の画面に分けてタ ッチパネ

ルに表示されます。各画面で表示されるジ ョブは次のとおりです。

状況確認画面を表示する

1 画面を表示する

［状況確認/ジ ョブ中止］キーを選択する。

2 確認したいジ ョブを選択する

［印刷ジ ョブ状況］、［送信ジ ョブ状況］、［保存ジ ョ ブ状況］、［予約ジ ョ ブ］から確認するジ ョ ブを選択します。

印刷ジ ョ ブ状況画面の見かた （7-3）

送信ジ ョ ブ状況画面の見かた （7-4）

保存ジ ョ ブ状況画面の見かた （7-5）

予約ジ ョ ブ画面の見かた （7-5）

状況確認画面 表示されるジ ョブ

印刷ジョブ状況 • コピー印刷

• プリンター印刷

• ファクス受信印刷

• メール受信印刷

• 文書ボックスからの印刷

• 外部メディアのデータ印刷

• アプリケーシ ョ ン印刷

• レポート /リス ト印刷

送信ジョブ状況 • ファクス送信

• メール送信

• フォルダー送信

• アプリケーシ ョ ン送信

• 複合送信

• ファクスサーバー送信

保存ジョブ状況 • スキャン保存

• ファクス保存

• プリンター保存

予約ジョブ • ファクス送信
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状況確認画面

印刷ジョブ状況画面の見かた

参考

すべてのユーザーのジ ョブ状況を表示したり、自分だけのジ ョブ状況を表示したりすることができます。

［状況/履歴の表示］ （8-20）

また、この設定は、Command Center RXからも変更できます。

Command Center RX操作手順書

番号 項目 説明

1 番号 ジョブの受付番号

2 種類 ジョブの種類を示すアイコン

コピー印刷

プリンター印刷

文書ボックスからの印刷

ファクス受信印刷

メール受信印刷

外部メディアのデータ印刷

アプリケーシ ョ ン印刷

レポート /リス ト印刷

3 ジ ョブ名 ジ ョブ名またはファイル名

4 ［ ］ 詳細情報を表示したいジ ョブのキーを選択して く ださい。

ジ ョ ブの詳細情報を確認する  7-6

5 状況 ジョブの状態

（印刷枚数）/（合計枚数）：印刷中

処理中：印刷を開始する前の状態

待機中：印刷待機中

一時停止：印刷の一時停止やエラーにより印刷を一時停止

中止中：ジ ョ ブのキャンセル中

6 ［中止］ キャンセルしたいジ ョブを一覧で選択して、このキーを押して く ださい。

7 ［全印刷一時停止］ 印刷中のジョブを一時停止します。も う一度押すと印刷が再開されます。

1

2 3 4 5

6 7
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送信ジ ョブ状況画面の見かた

番号 項目 説明

1 番号 ジョブの受付番号

2 種類 ジョブの種類を示すアイコン

ファクス送信

メール送信

フォルダー(SMB/FTP)送信

アプリケーシ ョ ン送信

複合送信

ファクスサーバー送信

3 ジ ョブ名 ジ ョブ名またはファイル名が表示されます。

4 ［ ］ 詳細情報を表示したいジ ョブのキーを選択して く ださい。

ジ ョ ブの詳細情報を確認する  7-6

5 状況 ジョブの状態

処理中：原稿の読み込み中など、送信を開始する前の状態

送信中：送信中

待機中：送信待機中

中止中：ジ ョ ブのキャンセル中

一時停止：ジ ョ ブの一時停止中

6 ［メニュー］ このキーを選択すると、[優先送信]が表示されます。ファクスジ ョブを優先して送信できま
す。

すぐに送信したいファクスジ ョブを一覧で選択 > ［メニュー］ > ［優先送信］

7 ［中止］ キャンセルしたいジ ョブを一覧で選択して、このキーを押して く ださい。

1
2 3 4 5

6 7
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保存ジ ョブ状況画面の見かた

予約ジ ョブ画面の見かた

番号 項目 説明

1 番号 ジョブの受付番号

2 種類 ジョブの種類を示すアイコン

スキャン保存

プリンター保存

ファクス保存

3 ジ ョブ名 ジ ョブ名またはファイル名が表示されます。

4 ［ ］ 詳細情報を表示したいジ ョブを一覧で選択して、このキーを押して く ださい。

ジ ョ ブの詳細情報を確認する （7-6）

5 状況 ジョブの状態

処理中：原稿の読み込み中など、保存を開始する前の状態

保存中：データ保存中

中止中：ジ ョ ブのキャンセル中

一時停止：ジ ョ ブの一時停止中

6 ［中止］ キャンセルしたいジ ョブを一覧で選択して、このキーを押して く ださい。

番号 項目 説明

1 番号 ジョブの受付番号

2 種類 ジョブの種類を示すアイコン

ファクス予約

3 宛先 送信先（宛先名/ファクス番号/同報件数のいずれか）

1
2 3 4 5

6

1
2 3 4 5

6 7
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ジ ョ ブの詳細情報を確認する
各ジョ ブの詳細情報を確認できます。

1 画面を表示する

ジョ ブの状況確認 （7-2）

2 確認する

1 詳細を確認したいジ ョブの［ ］を選択します。

詳細情報が表示されます。

［ ］または［ ］を選択して、次/前のページの情報を確認できます。白い項目を選択すると、さらに詳細情報を確認できま

す。

送信ジ ョブでは、「状況/宛先」を選択して、送信先を確認できます。

2 確認が終了したら、［閉じる］を選択します。

4 ［ ］ 詳細情報を表示したいジ ョブを一覧で選択して、このキーを押して く ださい。

ジ ョ ブの詳細情報を確認する （7-6）

5 開始時刻 このジ ョブを開始する時間

6 ［メニュー］ このキーを選択すると、［今すぐ開始］が表示されます。

すぐに送信したいジ ョブを一覧で選択 > ［メニュー］ > ［今すぐ開始］

7 ［中止］ キャンセルしたいジ ョブを一覧で選択して、このキーを押して く ださい。

参考

ユーザー権限でログインしている場合は、ログインしているユーザーのジ ョブのみ確認できます。管理者の権
限でログインしている場合は、すべてのジ ョ ブを確認できます。

番号 項目 説明
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ジ ョ ブの履歴確認
終了したジ ョ ブの履歴を確認できます。

確認できるジ ョブ履歴の種類
ジョブの履歴は、印刷ジ ョ ブ、送信ジ ョブ、保存ジ ョブ、ファクスジ ョブの4種類の履歴画面に分けて表示されます。

各画面で確認できるジ ョブ履歴は次のとおりです。

参考

• ジ ョ ブ履歴はパソコンからCommand Center RXまたはKYOCERA Net Viewerを使って確認することもでき

ます。

Command Center RX操作手順書

KYOCERA Net Viewer操作手順書

• すべてのユーザーのジ ョ ブ履歴を表示したり、自分だけのジ ョ ブ履歴を表示したりすることができます。

［状況/履歴の表示］ （8-20）

この設定は、Command Center RXからも変更できます。

Command Center RX操作手順書

履歴画面 表示されるジ ョ ブ履歴

印刷ジョブ • コピー印刷

• プリンター印刷

• ファクス受信印刷

• メール受信印刷

• 文書ボックスからの印刷

• レポート /リス ト印刷

• 外部メディアのデータ印刷

• アプリケーシ ョ ン印刷

送信ジョブ • ファクス送信

• メール送信

• フォルダー送信

• アプリケーシ ョ ン送信

• 複合送信

• ファクスサーバー送信

保存ジョブ • スキャン保存

• ファクス保存

• プリンター保存

ファクスジ ョブ ファクス使用説明書
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ジ ョ ブ履歴画面を表示する

1 画面を表示する

［状況確認/ジ ョブ中止］キーを選択します。

2 確認したいジ ョブを選択する

ジ ョ ブ履歴の詳細情報を確認する
各ジョ ブ履歴の詳細情報を確認することができます。

1 画面を表示する

［状況確認/ジ ョブ中止］キーを選択します。

2 確認する

1 確認するジ ョ ブの［ ］を選択します。

選択したジ ョブの詳細情報が表示されます。

2 確認が終了したら、［閉じる］を選択します。

ジ ョ ブ履歴を送信する
ジョブ履歴をメールで送信することができます。必要なときに手動で送信したり、件数を設定して定期的に自動送信す
ることもできます。

［履歴送信］ （8-7）

参考

［ ］または［ ］を選択して、次/前のページの情報を確認できます。
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ジ ョ ブの操作

ジョブを一時停止/再開する
印刷中/待機中のすべての印刷ジ ョブを一時停止/再開することができます。

1 画面を表示する

［状況確認/ジ ョブ中止］キーを選択します。

2 印刷ジョブ状況確認画面の［全印刷一時停止］を選択する

印刷が一時停止します。

一時停止中のジ ョ ブの印刷を再開するときは、［全印刷再開］を選択します。

ジ ョ ブをキャンセルする
印刷中/待機中のすべての印刷ジ ョブを中止することができます。

1 画面を表示する

［状況確認/ジ ョブ中止］キーを選択します。

2 キャンセルしたいジ ョブを一覧で選択して、［中止］を選択する

3 確認画面で［はい］を選択する
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デバイスの状態（デバイス/通信）を確認する
本機を構成するデバイスや本機に接続されている機器/回線の状態を確認できます。

1 画面を表示する

1 ［状況確認/ジ ョブ中止］キーを選択します。

2 確認する項目を選択します。

デバイスの状態を確認または、操作するための画面が表示されます。

2 確認する

確認できる項目は、次のとおりです。

「スキャナー」

原稿読み込み状態やエラー情報（紙づまり、カバー開など）が表示されます。

「プリンター」

紙づまりやトナー切れ、用紙切れなどのエラー情報や、待機中、印刷中などの状態が表示されます。

「フ ァクスメモリー受信ボックス」

ファクスメモリー受信ボックス内の文書情報（文書名、ファイルサイズなど）が表示されます。

ファクス使用説明書

「ファクス」

• ［回線を切る］を選択すると、送/受信中のファクスを中止することができます。

• 送/受信中やダイヤル中などの情報が表示されます。

ファクス使用説明書

「外部メモリー」

• 本機に接続した外部メモリー(USBメモリー)の使用量/全容量/空き容量が表示されます。

• ［メニュー］ > ［フォーマッ ト］を選択すると、外部メディアをフォーマッ トできます。

重要

［フォーマッ ト］を選択すると外部メディアの中のデータがすべて消去されます。
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• ［メモリーの取り外し］を選択すると、外部メディアを安全に取り外すことができます。

「USBキーボード」

USBキーボードの状態が表示されます。

「Bluetoothキーボード」

Bluetoothキーボードの状態が表示されます。

「ネッ トワーク接続状態」

ネッ トワークの接続状態が表示されます。

「オプシ ョ ンネッ トワーク接続状態」

オプシ ョ ンのネッ トワークインターフェイスキッ トの接続状態が表示されます。

「Wi-Fi Direct」

Wi-Fi Directの接続状態が表示されます。

「ワイヤレスネッ トワーク」

オプシ ョ ンのワイヤレスインターフェイスキッ トの接続状態が表示されます。

「Wi-Fi」

Wi-Fiの接続状態が表示されます。

「SSD」

SSDを装着している場合に表示されます。

「NFC」

NFCの接続状態が表示されます。
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トナーや用紙の残量（用紙/消耗品）を確認する
タ ッチパネルで、トナーや用紙の有無を確認できます。

1 画面を表示する

1 ［状況確認/ジ ョブ中止］キーを選択します。

2 確認する項目を選択します。

2 確認する

確認できる項目は、次のとおりです。

「トナー状況」

トナー残量が段階的に表示されます。また、廃棄トナーボックスの状態が確認できます。

「用紙状況」

給紙元の用紙のサイズと向き、種類、残量が確認できます。また、用紙残量は段階的に表示されます。
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8 本機の初期設定［システム
メニュー］

この章では、次の項目について説明します。

システムメニューの操作方法 ............................................................................................................................  8-2
［簡単セッ トアップウィザード］ .........................................................................................................................  8-3
［言語選択］ .........................................................................................................................................................  8-4
［レポート］ .........................................................................................................................................................  8-5
［カウンター］ .....................................................................................................................................................  8-8
［カセッ ト /手差し ト レイ設定］ ...........................................................................................................................  8-9
［共通設定］ ........................................................................................................................................................ 8-11
［ホーム］ ...........................................................................................................................................................  8-22
［コピー］ ...........................................................................................................................................................  8-23
［送信］ ..............................................................................................................................................................  8-24
［文書ボックス］ ................................................................................................................................................  8-25
［フ ァクス］ .......................................................................................................................................................  8-26
［アプリケーシ ョ ン］ .........................................................................................................................................  8-26
［インターネッ ト］ ............................................................................................................................................  8-26
［アドレス帳/ワンタ ッチ］ ................................................................................................................................  8-27
［ユーザー/部門管理］ ........................................................................................................................................  8-27
［プリンター］ ...................................................................................................................................................  8-29
［システム/ネッ トワーク］ ................................................................................................................................  8-32
［日付/タイマー/節電］ .......................................................................................................................................  8-56
［調整/メンテナンス］ ........................................................................................................................................  8-58
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システムメニューの操作方法
システムメニューは、本機の動作全般に関わる設定です。使用用途に応じて、工場出荷時の設定値を変更して ください。

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キーを選択します。

2 選択する

3 設定する

次のシステムメニューの項目を参照して、必要な設定を行って ください。

1 システムメニューの項目を表示します。

2 画面をスクロールして、表示されていない項目を表示しま
す。

3 設定項目を表示します。
各項目のキーを選択して設定画面を表示します。

4 前の画面に戻ります。

1 設定項目を選択すると、設定が確定します。

2 設定を変更せずに前の画面に戻ります。

3 設定を確定して終了します。

参考

• 管理者権限が必要な機能を設定する場合、管理者の権限でログインする必要があります。
ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。
ログインユーザー名：
TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
ログインパスワード：
TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

• 機能初期値を変更した場合、各機能の画面で［リセッ ト］キーを選択すると設定がすぐに切り替わります。

1 2

3

4

1

2 3
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［簡単セッ トアップウィザード］
ファクス機能、省エネ機能、ネッ トワークについては、次の項目をウィザード形式の画面で設定できます。

簡単セッ トアップウィザードを使って設定する （2-24）

次の機能をウィザード形式の画面で設定できます。

*1 ネッ トワーク選択で［有線］を選択した場合に表示されます。

*2 DHCPの設定で［設定する］を選択した場合は表示されません。

機能 項目 説明

ファクスのセッ トアップ ファクスの基本設定を行います。オプシ ョ ンのファクスキッ トが装着されている場合
のみ表示されます。

ファクス使用説明書

省エネのセッ トアップ 省エネ機能を設定します。

1.スリープモード スリープ時間

スリープレベル

2.低電力モード 低電力モード時間

ネッ トワークのセッ トアップ 1.ネッ トワーク Wi-Fi

有線

DHCP*1

IPアドレス*2

サブネッ トマスク *2

デフォルトゲートウェイ*2

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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［言語選択］
メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー> ［言語選択］

本機の画面で表示する言語を選択します。

項目 説明

言語選択 タ ッチパネルに表示される言語を設定します。
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［レポート］
本機の設定や状態、履歴を確認するための各種レポート を印刷したり、印刷のしかたを設定することができます。

［はい］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［レポート］ > ［はい］

項目 説明

ステータスページ ステータスページを印刷します。現在の設定内容、使用可能メモリー、装着されているオ
プシ ョ ン機器などの情報が確認できます。

フォン ト リス ト フォン ト リス ト を印刷します。本機に搭載されているフォン ト をサンプルで確認できま
す。

ネッ トワークステータス ネッ トワークステータスページを印刷します。ネッ トワークインターフェイスのファー
ムウェアバージ ョ ンやネッ トワークアドレス、ネッ トワークプロ ト コルなどの情報が確
認できます。

サービスステータスページ サービスステータスページを印刷します。ステータスページよりも詳細な情報が確認で
きます。サービス担当者がメンテナンスの際に印刷するのが主な用途です。

部門管理レポート 部門管理レポートを印刷します。部門管理を実行している際に、全部門で集計された
ページ数を確認できます。

Network Status Page

Firmware Version
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［管理レポート設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［レポート］ > ［管理レポート設定］

ファクス発信レポートまたはファクス受信レポート を自動的に印刷するかどうかを設定します。

ファクス使用説明書

［結果通知設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［レポート］ > ［結果通知設定］

*1 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

*2 ［メール/フォルダー］と［フ ァクス］がどちらも［設定しない］の場合は表示されません。

Fコードボックスリスト ファクス機能に関するレポートを印刷します。

ファクス使用説明書

参考

この機能は、オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

ファクスリスト (見出し )

ファクスリスト (番号)

ファクス発信レポート

ファクス着信レポート

オプシ ョ ンネッ トワークステー
タス

オプシ ョ ンネッ トワークステータスページを印刷します。オプシ ョ ンネッ トワークイン
ターフェイスのファームウェアバージ ョ ンやネッ トワークアドレス、ネッ トワークプロ
ト コルなどの情報が確認できます。

参考

この機能は、オプシ ョ ンのネッ トワークインターフェイスキッ トまたはワイヤレスイン
ターフェイスキッ ト を装着している場合に表示されます。

項目 説明

送信結果レポート 送信が終了したときに、送信結果レポートを自動的に印刷します。

メール/フォルダー メール/フォルダーの送信結果をレポートで印刷します。

設定値：設定しない、設定する、エラー時のみ

ファクス*1 ファクス使用説明書

ネッ トワークファ
クス送信時の添付
画像

ネッ トワークファクス送信時の添付画像を送付状、もし くは本文にするかを指定します。

設定値：本文、送付状

送信前の中止レ
ポート *2

送信を開始する前のジョブを中止した場合にレポートを印刷します。

設定値：設定しない、設定する

宛先の表示形式*2 送信結果レポートの宛先の表示形式を設定します。

設定値：名前または宛先、名前と宛先

ファクス受信結果通知*1 ファクス使用説明書

終了通知設定*1 ファクス使用説明書

項目 説明
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［履歴送信］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［レポート］ > ［履歴送信］

項目 説明

履歴送信 設定されている宛先にジ ョブ履歴を手動で送信します。

自動送信 ジョブ履歴が設定した件数になると、設定されている宛先にジ ョブ履歴を自動的に送信
します。

設定値：設定しない、設定する

参考

［設定する］を選択した場合は、自動送信をするジ ョブ履歴の件数を設定して ください。
設定範囲は1～16件です。

宛先 ジ ョブ履歴を送信する宛先を設定します。設定できるアドレスはメ－ルアドレスのみで
す。

ジ ョ ブ履歴件名 ジョブ履歴をメールで送信するときに、自動的に入力される件名を設定します。

設定値：60 字以内

個人情報 履歴に個人情報を含めるかどうかを設定します。

設定値：含める、含めない
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［カウンター］

印刷枚数および読み込み枚数を参照します。

1 画面を表示する

［システムメニュー］キー > ［カウンター］

2 ［印刷ページ数］、［読み込みページ数］を選択しカウンターを確認する

印刷カバレッジを参照します。

1 画面を確認する

［システムメニュー］キー > ［カウンター］ > ［印刷ページ数］ > ［印刷カバレッジ］

2 ［最終ページ］、［最終ジ ョ ブ］を選択しデータを確認します。

［最終ページ］：最後に印刷したページのデー タ が表⽰されます。

［最終ジ ョブ］：最後に印刷したジ ョ ブのデー タ が表⽰されます

参考

印刷カバレッジに表示されている情報から換算した印字枚数と、実際の印字枚数とは一致しません。実際に印字できる枚数
は、使用状態（印字内容や連続出力の頻度など）、設置環境（温度や湿度）によって変わります。
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［カセッ ト /手差し ト レイ設定］
カセッ ト と手差し ト レイの用紙サイズ・用紙種類について設定します。

［カセッ ト 1（～3）］

［システムメニュー/カウンター］キー > ［カセッ ト /手差し ト レイ設定］ > ［カセッ ト 1（～3）］

カセッ ト 1～3の用紙サイズと用紙種類について設定します。

*1 用紙種類を「普通紙」から変更する場合は、次を参照して ください。

用紙種類の設定について （8-14）

*2 プレプリン ト、パンチ済紙およびレターヘッ ドに印刷するときは、次を参照して ください。

特定用紙種類の動作設定 （8-14）

選択する項目 選択できるサイズ/種類

用紙サイズ 自動 用紙のサイズを自動で検知、選択します。

設定値

A系/B系、インチ系

A系/B系 A系/B系の定形サイズから選択します。

設定値

A3、A4-R、A4、A5-R、B4、B5-R、B5、Folio、216×340 mm

インチ系 インチ系の定形サイズから選択します。

設定値

Ledger、Letter-R、Letter、Legal、Statement-R、Oficio II

その他 特殊な定形サイズから選択します。

設定値

8K、16K-R、16K

用紙種類*1 用紙種類を選択します。

設定値

普通紙（60～105 g/m2）、薄紙（59 g/m2以下）、再生紙、プレプリン ト *2、ボンド紙、
カラー紙、パンチ済み紙*2、レターヘッ ド *2、厚紙（106 g/m2以上）、上質紙、カスタ
ム1～8

参考

オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合、受信したファクスの印刷に使用できる用紙種類は次のとお
りです。

普通紙、薄紙、再生紙、ボンド紙、カラー紙、厚紙、上質紙、カスタム1～8
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［手差し ト レイ］

［システムメニュー/カウンター］キー > ［カセッ ト /手差し ト レイ設定］ > ［手差し ト レイ］

手差し ト レイの用紙サイズと用紙種類について設定します。

*1 用紙種類を「普通紙」から変更する場合は、次を参照して ください。

用紙種類の設定について （8-14）

*2 プレプリン ト、パンチ済み紙およびレターヘッ ドに印刷するときは、次を参照して ください。

特定用紙種類の動作設定 （8-14）

選択する項目 選択できるサイズ/種類

用紙サイズ A系/B系 A系/B系の定形サイズから選択します。

設定値

A3、A4-R、A4、A5-R、A6-R、B4、B5-R、B5、B6-R、Folio、216×340 mm

インチ系 インチ系の定形サイズから選択します。

設定値

Ledger、Letter-R、Letter、Legal、Statement-R、Executive、Oficio II

その他 特殊な定形サイズ、カスタム用紙サイズから選択します。

設定値

8K、16K-R、16K、ISO B5、Envelope #10、Envelope #9、Envelope #6、Envelope 
Monarch、Envelope DL、Envelope C5、Envelope C4、はがき、往復はがき、洋形4
号、洋形2号

サイズ入力 定形サイズに表示されていないサイズを入力します。

設定値

センチX：148～432 mm（1 mm単位）、Y：98～297 mm（1 mm単位）

インチX：5.83～17.00”（0.01”単位）、Y：3.86～11.69”（0.01”単位）

X=長さ、Y=幅

用紙種類*1 用紙種類を選択します。

設定値

普通紙（60～105 g/m2）、OHPフ ィルム、薄紙（59 g/m2以下）、ラベル紙、再生紙、プ
レプリン ト *2、ボンド紙、はがき、カラー紙、パンチ済み紙*2、レターヘッ ド *2、封
筒、厚紙（106 g/m2以上）、加工紙、上質紙、カスタム1～8

参考

オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合、手差し ト レイからはファクス受信できません。

X

Y

X

Y
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［共通設定］
本機全般について設定します。

［初期画面］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［初期画面］

*1 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

*2 オプシ ョ ンの大容量記憶装置（SSD）を装着している場合に表示されます。

*3 お気に入りに登録しているジ ョブが表示されます。

よ く使う機能を呼び出すには（お気に入り） （3-44）

［音設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［音設定］

*1 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

項目 説明

初期画面 電源を入れて最初に表示される画面（初期画面）を選択します。

設定値：ホーム、コピー、送信、ファクス*1、ユーザーボックス*2ジ ョブボックス、外部メモ
リー、Fコードボックス*1、ポーリングボックス*1、ファクスメモリー受信ボックス*1、お
気に入り *3、状況確認

項目 説明

ブザー 本機の操作中に鳴るブザーについて設定します。

音量 ブザーの音量を設定します。

設定値：0（消音）、1（小）、2、3（中）、4、5（大）

操作確認音 操作パネルやタ ッチパネルのキーを選択したときに鳴る音、またはオート クリアが働く
ときに鳴る音です。

設定値：使用しない、使用する

正常終了音 ジョブの処理が正常に終了したときに鳴る音です。

設定値：使用しない、使用する、ファクス受信時のみ

準備完了音 操作が可能になったときに鳴る音です。

設定値：使用しない、使用する

注意音 エラーが発生したときに鳴る音です。

設定値：使用しない、使用する

操作確認音（USBキー
ボード）

USBキーボードの操作状況を知らせる音です。

設定値：使用しない、使用する

ファクススピーカー音量*1 ファクス使用説明書

ファクスモニター音量*1
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［原稿設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > 「原稿設定」

原稿に関する設定を行います。

項目 説明

カスタム原稿サイズ登録 よ く使用する不定形の原稿サイズを、カスタムサイズとして登録します。

登録したサイズは、原稿サイズの選択時に表示されます。

［使用する］を選択して、サイズを入力して ください。

設定値

センチ

X : 50～432 mm（1 mm単位）

Y : 50～297 mm（1 mm単位）

インチ

X : 2.00～17.00" （0.01"単位）

Y : 2.00～11.69" （0.01"単位）

X=長さ、Y=幅

原稿自動検知 長さ単位系　原稿サイズを検知するときの単位を、インチと ミ リ メートルから設定でき
ます。

設定値：A系/B系、インチ系

A系/B系

A6/はがき

A6とはがきはサイズが似ているため、原稿サイズを自動検知するときに、どちらと して
検知するか設定します。

設定値：A6、はがき

参考

［はがき］を設定した場合、原稿ガラスにセッ ト した原稿だけが検知されます。

Folio

Folioサイズを自動検知するかどうか設定します。

設定値：検知しない、検知する

11×15”

11×15”のサイズを自動検知するかどうか設定します。

設定値：検知しない、検知する

インチ系

Legal/ OficioII/ 216×340mm

原稿サイズを自動で検知する設定します。

設定値：Legal、OficioII、216×340mm
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［用紙設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > 「用紙設定」

用紙に関する設定を行います。

項目 説明

カスタム用紙サイズ登録 よ く使用する不定形の用紙サイズを、カスタムサイズとして登録します。

登録したサイズは、手差し ト レイの用紙サイズ選択時に表示されます。

［使用する］を選択して、サイズを入力して ください。

設定値

センチ

X：148～432 mm（1 mm単位）

Y： 98～297 mm（1 mm単位）

インチ

X：5.83～17.00" （0.01"単位）

Y：3.86～11.69" （0.01"単位）

X=長さ、Y=幅

用紙種類の設定 それぞれの用紙種類に対して、重さ（用紙の厚さ）を設定します。

また、カスタム1～8は、両面印刷と用紙種類名の変更ができます。

設定値は、次を参照して ください。

用紙種類の設定について （8-14）

優先給紙元 優先して使用する給紙元を設定します。

設定値：カセッ ト 1～3、手差し ト レイ

参考

［カセッ ト 2］～［カセッ ト 3］は以下のオプシ ョ ンが装着されているときに表示されま
す。

［カセッ ト 2］：ペーパーフ ィーダー（550枚）またはペーパーフ ィーダー（550枚×2）

［カセッ ト 3］：ペーパーフ ィーダー（550枚×2）

用紙選択 用紙の給紙元を本機に自動で選択させるか、優先給紙元から給紙させるかを設定しま
す。

設定値：自動、優先給紙元

自動用紙の用紙選択(カラー) 用紙選択で自動が選択されているときに、自動で選択される用紙を用紙の種類で限定す
ることができます。例えば［普通紙］を選択すると、指定したサイズの普通紙がセッ ト さ
れている給紙元が選択されます。［全用紙種類］を選択すると、用紙の種類に関係な く、指
定したサイズの用紙がセッ ト された給紙元が選択されます。
設定値：全用紙種類、普通紙、OHPフ ィルム、薄紙、ラベル紙、再生紙、プレプリン ト、ボン
ド紙、はがき、カラー紙、パンチ済み紙、レターヘッ ド、封筒、厚紙、加工紙、上質紙、カスタ
ム1～8）

自動用紙の用紙種類(白黒) 用紙選択で自動が選択されているときに、自動で選択される用紙を用紙の種類で限定す
ることができます。例えば［普通紙］を選択すると、指定したサイズの普通紙がセッ ト さ
れている給紙元が選択されます。［全用紙種類］を選択すると、用紙の種類に関係な く、指
定したサイズの用紙がセッ ト された給紙元が選択されます。
設定値：全用紙種類、普通紙、OHPフ ィルム、薄紙、ラベル紙、再生紙、プレプリン ト、ボン
ド紙、はがき、カラー紙、パンチ済み紙、レターヘッ ド、封筒、厚紙、加工紙、上質紙、カスタ
ム1～8）
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用紙種類の設定について

各用紙種類に設定できる用紙の重さは次のとおりです。

各用紙種類に設定されている重さの初期値は次のとおりです。

特定用紙種類の動作設定 パンチ済み紙、プレプリン ト、レターヘッ ドに印刷するとき、原稿のセッ ト方法やコピー
機能の組み合わせによっては、穴の位置が揃わなかったり、天地が逆に印刷されたりす
ることがあります。そのようなときに、この設定で［印刷方向を合わせる］を選択し、仕上
がりの向きを揃えます。仕上がりの用紙の天地が逆になっても問題がない場合は、［速度
優先］を選択します。

［印刷方向を合わせる］を選択した場合は、次の方法で用紙を補給して ください。

例：レターヘッ ドにコピーする場合

設定値：印刷方向を合わせる、速度優先

用紙セッ ト時の確認 用紙をセッ ト した時に、用紙設定の確認画面を表示するかどうかを各カセッ トごとに設
定します。

設定値：設定しない、設定する

参考

［カセッ ト 2］～［カセッ ト 3］は以下のオプシ ョ ンが装着されているときに表示されま
す。

［カセッ ト 2］：ペーパーフ ィーダー（550枚）またはペーパーフ ィーダー（550枚×2）

［カセッ ト 3］：ペーパーフ ィーダー（550枚×2）

カセッ ト 1～3

手差し ト レイ

用紙の重さ 秤量（g/m²）、用紙種類 用紙の重さ 秤量（g/m²）、用紙種類

軽い ～59 g/m2 重い 1 106 g/m2～135 g/m2

普通 1 60 g/m2～74 g/m2 重い 2 136 g/m2～163 g/m2

普通 2 75 g/m2～90 g/m2 重い 3 164 g/m2～

普通 3 91 g/m2～105 g/m2 非常に重い OHPフ ィルム

用紙種類 初期値 用紙種類

普通紙 普通1 カラー紙 普通1

OHPフ ィルム 非常に重い パンチ済み紙 普通1

薄紙 軽い レターヘッ ド 普通2

ラベル紙 重い1 封筒 重い2

再生紙 普通1 厚紙 重い2

プレプリン ト 普通2 加工紙 普通3

項目 説明
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また、カスタム1 ～ 8は、両面印刷と用紙種類名の変更ができます。

ボンド紙 普通3 上質紙 普通1

はがき 重い2 カスタム1 ～ 8 普通1

項目 説明

両面印刷 許可する 両面印刷できます。

禁止する 両面印刷は禁止されます。

カスタム カスタム1～8の名前を変更します。16文字以内で入力できます。手差し ト レイに
用紙種類を選択するときなどに、変更した名前が表示されます。

文字の入力 （12-10）

用紙種類 初期値 用紙種類
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［機能初期値］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［機能初期値］

項目 説明

ファイル形式 ファイル形式の初期値を設定します。

設定値：PDF、高圧縮PDF、TIFF、JPEG、XPS、OpenXPS

原稿セッ ト向き(コピー) 原稿セッ ト向きの初期値を設定します。

設定値：上辺を奥向き、上辺を左向き

原稿セッ ト向き(送信/保存) 原稿セッ ト向きの初期値を設定します。

設定値：上辺を奥向き、上辺を左向き

ソート /仕分け ソート /仕分けの初期値を設定します。

設定値

設定しない、ソートのみ、ページごとに仕分け、1部ごとに仕分け

ファイル分割 ファイル分割の初期値を設定します。

設定値：設定しない、ページごと

読み込み解像度 原稿を読み込むときの解像度の初期値を設定します。

設定値：600x600dpi、400x400dpi ウルト ラファイン、300x300dpi、200x400dpi スーパー
ファイン、200x200dpi ファイン、200x100dpi ノーマル

カラー選択(コピー) カラーモード（コピー時）の初期値を設定します。

設定値：自動カラー、フルカラー、グレースケール白黒

カラー選択(送信/保存) カラーモード（送信時/保存時）の初期値を設定します。

設定値：自動(カラー/グレー)、自動(カラー/白黒)、フルカラー、グレースケール、白黒

原稿の画質(コピー) 原稿の画質（コピー時）の初期値を設定します。

設定値：文字+写真、写真、文字、図表/地図、プリンター印刷物

原稿の画質(送信/保存) 原稿の画質（送信時/保存時）の初期値を設定します。

設定値：文字+写真、写真、文字、文字（OCR用）、うすい文字/細線

地色調整(コピー) 地色調整（コピー時）の初期値を設定します。

設定値：設定しない、自動、手動（こ く  5）

地色調整(送信/保存) 地色調整（送信時/保存時）の初期値を設定します。

設定値：設定しない、自動、手動（こ く  5）

エコプリン ト エコプリン トの初期値を設定します。

設定値：設定しない、設定する

う ら写り防止(コピー) う ら写り防止（コピー時）の初期値を設定します。

設定値：設定しない、設定する

う ら写り防止(送信/保存) う ら写り防止（送信時/保存時）の初期値を選択します。

設定値：設定しない、設定する

白紙ページスキップ(コピー) 白紙ページスキップの初期状態を設定します。

設定値：設定しない、設定する

白紙ページスキップ（保存/送信） 白紙ページスキップの初期状態を設定します。

設定値：設定しない、設定する

ファクス送信解像度*1 ファクス使用説明書

縮小/拡大 縮小/拡大の初期値を設定します。

設定値：100%、自動
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と じ しろ と じ しろ幅の初期値を設定します。

設定値

センチ

左右： 18 ～ 18 mm（1 mm単位）、上下： 18 ～ 18 mm（1 mm単位）

インチ

左右： 0.75 ～ 0.75"（0.01" 単位）、上下： 0.75 ～ 0.75"（0.01" 単位）

連続読み込み(コピー) 連続読み込み（コピー時）の初期値を設定します。

設定値：設定しない、設定する

連続読み込み(ファクス)*1 ファクス使用説明書

連続読み込み(送信/保存) 連続読み込み（送信時/保存時）の初期値を設定します。

設定値：設定しない、設定する

自動画像回転 自動回転コピーの初期値を設定します。

設定値：設定しない、設定する

文書名入力 ジョブに名前をつけるときに、自動的に入力される名前（名前の初期値）を設定します。
また付加情報として、日時とジ ョブ番号の有無も設定できます。

設定値

文書名：32文字以内で入力できます。

付加情報：なし、日時、ジ ョ ブ番号、ジ ョ ブ番号 & 日時、日時 & ジ ョブ番号

メール 件名/本文 読み込んだ原稿をメールで送信するときに、自動的に入力される件名と本文（件名と本
文の初期値）を設定します。

設定値

件名：60文字以内で入力できます。

本文：500文字以内で入力できます。

FTP暗号送信 送信時の文書の暗号化の初期値を設定します。

設定値：設定しない、設定する

参考

セキュアプロ ト コルの［SSL］の設定が［使用する］の場合、表示されます。

JPEG/TIFF印刷方法 JPEGまたはTIFFファイルを印刷する際の、画像のサイズ（解像度）の初期値を設定しま
す。

設定値：用紙サイズ、画像解像度、印刷解像度

XPS印刷サイズ調整 XPS印刷サイズ調整の初期値を設定します。

設定値：設定しない、設定する

項目 説明
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*1 この機能は、オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

［排紙先］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［排紙先］

［部数制限］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［部数制限］

1回でコピーできる部数を制限することができます。

［エラー処理設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［エラー処理設定］

詳細設定 -

画質 送信・保存する画像のファイル形式を選択するときの、画質の調整範囲の初期値を設定
します。

設定値：1 低画質（高圧縮）、2、3、4、5 高画質（低圧縮）

PDF/A PDF/Aの初期状態を設定します。

設定値：設定しない、PDF/A-1a、PDF/A-1b、PDF/A-2a、PDF/A-2b、PDF/A-2u

高圧縮PDF画質 ファイル形式が高圧縮PDF のときの、画質の初期値を設定します。

設定値：圧縮率優先、標準、画質優先

白紙検知対象(コピー
)

白紙ページスキップの初期状態を設定します。

設定値：白紙+罫線、白紙のみ、白紙+少量の文字

白紙検知対象(送信/
保存)

白紙ページスキップの初期状態を設定します。

設定値：白紙+罫線、白紙のみ、白紙+少量の文字

項目 説明

排紙先 コピー、文書ボックスからの印刷、パソコンからの印刷、およびファクス受信データの印
刷について、それぞれ別の排紙先を指定することができます。

設定値

• 内部ト レイ：本体の内部ト レイに排紙します。

• ジ ョブセパレーター：ジ ョ ブセパレータート レイに排紙します。

項目 説明

部数制限 設定値：1～999部

項目 説明
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エラーが発生したときに印刷を停止するか、続行するかを設定します。

［カラートナーなし時の印刷］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［カラートナーなし時の印刷］

［入力長さ単位］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［入力長さ単位］

項目 説明

両面エラー 選択した用紙サイズまたは用紙種類で、両面印刷できない場合の処理方法を設定しま
す。

設定値

片面印刷：片面印刷で印刷します。

エラーで停止：メ ッセージが表示され、印刷を停止します。

後処理エラー 選択した用紙サイズまたは用紙種類で後処理（仕分け）できない場合の処理方法を設定
します。

設定値

無視する：設定を無視して印刷します。

エラーで停止：メ ッセージが表示され、印刷を停止します。

用紙ミスマッチエラー カセッ トまたは手差し ト レイを指定してパソコンから印刷するとき、選択した用紙サイ
ズまたは用紙種類と選択した給紙元にセッ ト されている用紙サイズまたは用紙種類が
一致しない場合の処理方法を設定します。

設定値

無視する：設定を無視して印刷します。

エラーで停止：メ ッセージが表示され、印刷を停止します。

給紙時のサイズエラー カセッ トに設定している用紙サイズと実際に給紙した用紙サイズが異なっていること
を検知した場合の処理方法を設定します。

設定値

無視する：設定を無視して印刷します。

エラーで停止：メ ッセージが表示され、印刷を停止します。

項目 説明

カラートナーなし時の印刷 カラートナーがな く なったとき、印刷しないか、すべて白黒で印刷するかを設定します。

設定値：印刷しない、すべて白黒で印刷する

項目 説明

入力長さ単位 用紙サイズなどの長さを入力するときの単位を、インチと ミ リ メートルから設定できま
す。

設定値：mm、inch
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［トナー残量少の通知 ］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ >［ トナー残量少の通知 ］

［キーボード入力方式］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［キーボード入力方式］

[USBキーボード タイプ]

メニュー遷移:［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［USBキーボード タイプ］

［状況/履歴の表示］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［状況/履歴の表示］

状況/履歴の表示を設定します。

*1 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

［機能キー登録］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［ 機能キー登録］

項目 説明

トナー残量少の通知 トナーが残り少な く なったときに、トナーを発注するタイ ミングを管理者に通知する ト
ナー残量を設定します。この通知は、Event Report、ステータスモニター、SNMP Trap（印
刷機器管理システム等）に使用するものです。

設定値：設定しない、設定する

参考

［設定する］を選択した場合は、通知する トナー残量を設定して ください。設定範囲は5～
100%（1%単位）です。

項目 説明

キーボード入力方式 名前などを入力するときに表示されるキーボードの文字入力方式の初期値を設定しま
す。

設定値：停止、起動

Item Description

Keyboard Layout Change the layout of the touch panel keyboard used to enter characters.

Value: QWERTY, QWERTZ, AZERTY

項目 説明

USBキーボード タイプ 使用したいUSBキーボード タイプを設定します。

設定値：米国英語、米国英語ユーロ付き、フランス語、ド イツ語、英国英語

項目 説明

ジョブ状況の詳細の表示 設定値：すべて表示、自分のジョブのみ、表示しない

ジ ョブ履歴の表示 設定値：すべて表示、自分のジョブのみ、表示しない

ファクス通信履歴の表示*1 設定値：すべて表示、表示しない
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各機能キーに機能を割り当てます。

*1 外部サーバー（ファクスサーバー）を設定している場合に表示されます。

*2 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

*3 オプシ ョ ンの大容量記憶装置（SSD）を装着している場合に表示されます。

*4  登録されているアプリケーシ ョ ン名を表示します。

［電源オフ時の確認］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［共通設定］ > ［電源オフ時の確認］

項目 説明

機能キー1 設定値：なし、コピー、送信、ファクスサーバー*1、ファクス*2、ユーザーボックス*3ジ ョブ
ボックス、外部メモリー、Fコードボックス*2、ポーリングボックス*2、ファクスメモリー
受信ボックス*2、IDカード コピー(身分証)、用紙節約コピー、簡単フォルダー送信（宛先入
力）、簡単フォルダー送信（アドレス帳）、簡単メール送信（宛先入力）、簡単メール送信（ア
ドレス帳）、アプリケーシ ョ ン*4

参考

［メニュー］ > ［絞り込み］を選ぶか、プルダウンメニューから、［すべて］、［アプリケー
シ ョ ン］、［お気に入り］、［その他］の表示する機能を選択することができます。

機能キー2

機能キー3

項目 説明

電源オフ時の確認 電源オフ時に確認メ ッセージを表示するかどうか設定します。

設定値：設定しない、設定する
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［ホーム］
メニュー遷移：［システムメニュー］ > ［ホーム］

ホーム画面の設定を行います。

ホーム画面を編集する （3-8）
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［コピー］
メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［コピー］

コピー機能に関する設定を行います。

項目 説明

自動用紙動作設定 用紙選択が［自動］に設定されている場合に、縮小/拡大の倍率を変更したときの、用紙サ
イズの選択方法を設定します。

設定値

最適サイズ：原稿サイズと倍率に応じて、最適な用紙サイズが選択されます。

原稿サイズと同じ：倍率にかかわらず、原稿と同じ用紙サイズが選択されます。

自動倍率優先 原稿と違うサイズの給紙元を意図的に選択した場合に、自動的に倍率を変更（縮小/拡
大）するかどうかを設定します。

設定値：設定しない、設定する

小サイズ原稿の用紙サイズ 自動用紙設定で、検出できない小さいサイズの原稿を印刷する場合に使用する用紙サイ
ズを設定します。

設定値：優先給紙元、A4-R、A4、A5-R、A6-R、B5-R、B5、B6-R、Letter-R、Letter、

Statement-R

原稿未検知時の原稿サイズ 原稿未検知時の原稿のサイズを設定します。

設定値：優先給紙元に合わせる、サイズ選択画面を表示

次の予約優先 印刷中に次のコピーを予約する際、基本の画面を表示させるかどうかを設定します。［設
定する］を選択すると、基本の画面が表示されます。

設定値：設定しない、設定する

自動画像回転の動作 自動画像回転の動作を設定します。

設定値：手動コピー時は回転しない、すべて回転する、画像サイズに応じて回転する
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［送信］
メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［送信］

送信機能に関する設定を行います。

*1 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

項目 説明

送信前の宛先確認 送信するとき、［スタート］キーを押した後に宛先確認画面を表示するかどうかを設定します。

設定値：設定しない、設定する

新規宛先の入力確認 新規で宛先を入力するとき、確認のために、宛先を再入力させるかどうかを設定します。

設定値：設定しない、設定する

送信控え転送 送信するとき、原稿を同時に別の宛先に転送するかどうかを設定します。

転送 原稿を転送するかどうかを設定します。

設定値：設定しない、設定する

参考

［設定する］を選択した場合は、転送する条件を［ファクス］*1、［メール］、［フォルダー（SMB）］、
［フォルダー（FTP）］の中から選択して ください。

宛先 原稿を転送する宛先を設定します。設定できる宛先は1件のみです。宛先の登録方法は次のとお
りです。

• アドレス帳

• 拡張アドレス帳

• アドレス入力（メール）

• アドレス入力（フォルダー）

宛先の操作 （5-29）

カラーTIFF圧縮方式 カラー本機で扱うTIFF画像の圧縮方式を設定します。

設定値：TIFF V6、TTN2

初期画面 ［送信］キーを押すと、最初に表示される画面を設定します。

設定値：宛先、アドレス帳、拡張アドレス帳、ワンタ ッチ

新規宛先の入力 宛先の直接入力を許可するかどうかを設定します。

設定値：許可する、禁止する

再宛先 送信画面の［再宛先］の使用を許可するかどうかを設定します。

設定値：許可する、禁止する

同報送信 同報送信の使用を許可するかどうかを設定します。

設定値：許可する、禁止する
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［文書ボックス］
メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［文書ボックス］

ユーザーボックスやジ ョブボックス、Fコードボックス、ポーリングボックスに関する設定を行います。

*1 オプシ ョ ンのSSDを装着している場合に表示されます。

*2 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

項目 説明

ユーザーボックス*1 ユーザーボックスに関する設定を行います。

登録/編集 本機でユーザーボックスを作成する （3-52）

初期設定 文書自動消去時刻

保存されている文書を自動的に消去する時刻を設定することができます。

Fコードボックス*2 ファクス使用説明書

ジョブボックス ジ ョブボックスに関する設定を行います。

クイックコピー
ジ ョブ保持数

ボックスの空き容量を保つために、最大保持数を設定することができます。

設定値：0 ～300 の範囲

参考

0 を設定するとクイックコピーは使用できません。

一時保存文書の自
動消去

ジョブボックスのプライベートプリン ト、クイックコピー、試し刷り後保留の一時保存文書を、
保存した一定時間後に自動的に消去するように設定します。

設定値：設定しない、1 時間、4 時間、1 日、1 週間

参考

この機能は、設定後に保存した文書に有効です。この機能の設定に関わらず、主電源スイッチを
切ると一時保存文書は消去されます。

保存先 データを保存するメディアを選択することができます。

設定値：SSD、SDカード

参考

オプシ ョ ンのSSDまたはSDカードが装着されていない場合、この設定は表示されません。

ポーリングボックス*2 ファクス使用説明書

ファクスメモリー受信
ボックス*2
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［フ ァクス］
メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［フ ァクス］

フ ァクス機能に関する設定を行います。

ファクス使用説明書

［アプリケーシ ョ ン］
メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［アプリケーシ ョ ン］

アプリケーシ ョ ンに関する設定を行います。

アプリケーシ ョ ンとは （2-54）

［インターネッ ト］
メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー> ［インターネッ ト］

アプリケーシ ョ ンからインターネッ トへ接続するときのプロキシーを設定します。

項目 説明

プロキシー プロキシーを設定します。

設定値：使用しない、使用する

同じﾌﾟﾛｷｼｰを使用 すべてのプロ ト コルに同じプロキシーサーバーを使用するかどうかを設定します。同じ
プロキシーサーバーを使用しない場合は［使用しない］を選択して ください。

設定値：使用しない、使用する

HTTPﾌﾟﾛｷｼｰｻｰﾊﾞｰ プロキシーサーバー（HTTP）を設定します。

設定値：（プロキシーのアドレスとポート番号を入力します）

HTTPSﾌﾟﾛｷｼｰｻｰﾊﾞｰ プロキシーサーバー（HTTPS）を設定します。「同じプロキシーを使用」の設定が［使用し
ない］の場合に設定できます。

設定値：（プロキシーのアドレスとポート番号を入力します）

ﾌﾟﾛｷｼｰ未使用ﾄﾞﾒｲﾝ プロキシーを使用しないド メインを設定します。

設定値：（ド メ インを入力します）
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［アドレス帳/ワンタ ッチ］
メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー> ［アドレス帳/ワンタ ッチ］

アドレス帳やワンタ ッチキーに宛先を登録したり登録内容を変更したりできます。登録した宛先は、メール送信やフォ
ルダーへの送信、ファクス送信などに利用できます。

宛先の登録 （3-34）

アドレス帳］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー >［アドレス帳/ワンタ ッチ］ >［ アドレス帳］

アドレス帳に関する設定を行います。

アドレス帳に新しい宛先を登録する （3-34）

［ワンタ ッチキー］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー >［アドレス帳/ワンタ ッチ］ >［ ワンタ ッチキー］

ワンタ ッチキーに関する設定を行います。

ワンタ ッチキーに宛先を登録する （3-40）

［アドレス帳初期設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー >［ アドレス帳/ワンタ ッチ］ >［ アドレス帳初期設定］

*1 拡張アドレス帳が使用できる場合のみ表示されます。

［編集制限］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー >［アドレス帳/ワンタ ッチ］ >［ 編集制限］

［リス ト印刷］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー >［アドレス帳/ワンタ ッチ］ >［ リス ト印刷］

ファクス使用説明書

［ユーザー/部門管理］
メニュー遷移：［システムメニュー］ > ［ユーザー/部門管理］

項目 説明

表示順 アドレス帳を表示したときに、宛先を表示する順番の初期値を設定します。

設定値：番号、フリガナ

アドレス帳の種類*1 アドレス帳を表示したときに、どの拡張アドレス帳を表示するかを設定します。

項目 説明

アドレス帳 アドレス帳の編集を制限します。［管理者のみ許可］を選択すると、アドレス帳を編集す
る際に、管理者権限でのログインが必要になります。

設定値：制限しない、管理者のみ許可

ワンタ ッチキー ワンタ ッチキーの編集を制限します。［管理者のみ許可］を選択すると、ワンタ ッチキー
を編集する際に、管理者権限でのログインが必要になります。

設定値：制限しない、管理者のみ許可
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本機の管理に関する設定を行います。

ユーザー管理とは （9-2）

部門管理とは （9-32）

不明ユーザー処理方法を設定する （9-52）
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［プリンター］
メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［プリンター］

パソコンから印刷する場合、各種の設定は通常、アプリケーシ ョ ンソフ トの画面で行います。ここで説明するプリンター
設定は、使用する環境に合わせて初期設定を変更するときに行って ください。

項目 説明

エミ ュレーシ ョ ン 本機を他のプリンター用のコマンドで動作させるためのエミ ュレーシ ョ ンを設定します。

設定値：PCL6、KPDL、KPDL（自動）

参考

［KPDL （自動）］を選択した場合は、「代替エミ ュレーシ ョ ン」の設定も行って ください。

［KPDL］または［KPDL（自動）］を選択した場合は、「KPDLエラーレポート」の設定も行って くだ
さい。

代替エミ ュレー
シ ョ ン

エミ ュレーシ ョ ンモードに［KPDL（自動）］を選択すると、印刷するデータに応じてKPDLとも う
1つのエミ ュレーシ ョ ンモード（代替エミ ュレーシ ョ ン）を自動的に切り替えることができま
す。

設定値：PCL6（設定しない、設定する）

KPDLエラーレポー
ト

KPDLエミ ュレーシ ョ ンモードで印刷中にエラーが発生した場合に、エラーレポート を出力す
るかどうかを設定します。

設定値：設定しない、設定する

カラー設定 印刷をカラーかまたは白黒かを選択できます。

設定値：カラー、白黒

エコプリン ト エコプリン ト とは、トナーの消費量を抑える機能です。ただし印刷は薄く なりますので、試し印
刷などのときに設定して ください。

設定値：設定しない、設定する

A4/Letterの共通使用 サイズの近いA4サイズとLetterサイズを共通サイズとみなすかどうかを設定します。

設定値

設定しない：A4サイズとLetterサイズは共通サイズとみなされません。

設定する：A4サイズとLetterサイズが共通サイズとみなされます。どちらかのサイズが給紙元
にあれば給紙されます。

両面印刷 両面印刷時の、仕上がりのとじ方向を設定します。

設定値：片面、両面長辺とじ、両面短辺とじ

部数 印刷部数を1～999部まで設定します。

設定値：1～999部

印刷向き 印刷方向を［たて］または［よこ］に設定します。

設定値：たて、よこ

ワイ ドA4 この設定を［設定する］にすると、A4ページ1行に印刷できる文字数が80文字に増加します（10 
cpi）。この設定はPCL6のエミ ュレーシ ョ ンでのみ有効になります。

設定値：設定しない、設定する

改ページ待ち時間 本機は、パソコンからの印刷データを受け取る際、データの末尾であることを示す情報がない
と、最終ページを印刷せずに一定時間待機します。あらかじめ設定された待ち時間が経過する
と、自動的に改ページ（印刷）を行います。この待ち時間を5～495秒の範囲で設定します。

設定値：5～495秒（5秒単位）

改行(LF)動作 本機が改行コード（文字コード0AH）を受信したときの動作を設定します。

設定値：改行（LF）のみ、改行（LF）+復帰（CR）、改行（LF）を無視する

復帰(CR)動作 本機が復帰コード（文字コード0DH）を受信したときの動作を設定します。

設定値：復帰（CR）のみ、改行（LF）+復帰（CR）、復帰（CR）を無視する
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ジ ョ ブ名 プリンタード ライバーで設定したジ ョブ名を使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

参考

［使用する］を選択した場合は、使用するジ ョブ名を［ジ ョ ブ名］、［ジ ョ ブ番号&ジ ョブ名］、［ジ ョ
ブ名&ジ ョブ番号］の中から選択して ください。

ユーザー名 プリンタード ライバーで設定したユーザー名を使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

印刷範囲補正 プリンターの印刷範囲を補正します。アプリケーシ ョ ンによっては、印刷位置が意図したもの
とは異なる場合があります。この場合には印刷位置を補正して、印刷位置を縦横方向にずらす
ことができます。

設定値

たて：-76.0～+76.0 mm

よこ：-76.0～+76.0 mm

手差し ト レイ優先 手差し ト レイに用紙がセッ ト されている場合に、手差し ト レイから優先して給紙させることが
できます。

設定値

設定しない：プリンタード ライバーの設定に従います。

自動給紙時：プリンタード ライバーで自動を選択している場合、手差し ト レイに用紙があれば
手差し ト レイから給紙します。

常時：手差し ト レイに用紙があれば、プリンタード ライバーの設定にかかわらず手差し ト レイ
から給紙します。

給紙指定動作 パソコンからの印刷時、給紙元と用紙種類を選択している場合の給紙方法を設定します。

設定値

自動：用紙サイズおよび用紙種類にあわせて給紙元を選択し、印刷します。

固定：選択した給紙元の用紙で印刷します。

自動カセッ ト切り替え 印刷中に給紙カセッ トに用紙がな く なった場合の動作を選択します。

設定値：設定しない、設定する

参考

［設定しない］を選択すると、優先給紙元から給紙され、用紙がな く なった場合、「カセッ ト○に
以下の用紙を補給して ください。」（○はカセッ トの番号）または「手差し ト レイに以下の用紙を
補給して ください。」と表示して印刷を停止します。

メ ッセージに表示されたカセッ トに用紙をセッ トすると、印刷を再開します。

他のカセッ トから印刷する場合は、［用紙選択］を選択して給紙元を選択します。

［設定する］を選択すると、用紙がな く なっても、用紙サイズと種類が一致する他のカセッ トが
あるときは、印刷を自動的に継続します。

解像度 印刷時の解像度を設定します。

設定値：600dpi、1200dpi

参考

• 操作パネルの設定よりも、プリンタードライバーでの設定が優先されます。

• ［1200dpi］を選択した場合、通常よりもスピードが遅く なります。

KIR KIR（スムージング）の初期状態を設定します。

設定値：設定しない、設定する

項目 説明
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光沢モード 光沢モードを設定すると印刷物の光沢を増すことができます。ただし、印刷時間が長く なりま
す。

設定値：設定しない、設定する

参考

この機能は、用紙種類が［ラベル紙］や［OHPフ ィルム］以外の設定で有効です。

［カセッ ト /手差し ト レイ設定］ （8-9）

光沢モードで印刷を行う と、用紙の種類や状態によっては用紙がカールすることがあります。
その場合はカールしに くい用紙に代えてみて ください。

印刷ジ ョブの終端 使用環境や他の理由で印刷ジョブが最後まで処理されなかった場合に、ジ ョ ブ終端とみなす条
件を設定します。

設定値：

EOJ（End of Job）：ジ ョ ブデータの終端を表すコマンドの検出までを1ジ ョブと します。

ネッ トワークセッシ ョ ンの終了：ネッ トワーク接続の1セッシ ョ ン中に含まれるデータを1ジ ョ
ブと します。

UEL（Universal Exit Language）：ジ ョ ブの終端部のUELの検出までを1ジ ョブと します。

項目 説明
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［システム/ネッ トワーク］
本機のシステムについて設定します。

［ネッ トワーク］

ネッ トワークに関する設定を行います。

［ホス ト名］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］>［ ホスト名］

［Wi-Fi Direct設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］>［Wi-Fi Direct設定］

Wi-Fi Directの設定を行います。

項目 説明

ホスト名 本機のホスト名を確認します。ホスト名の変更はCommand Center RXで行います。

デバイス情報を変更する （2-44）

項目 説明

Wi-Fi Direct Wi-Fi Directを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

デバイス名 デバイス名を設定します。

参考

文字数は最大32文字までです。

この機能は、Wi-Fi Directが［設定する］の場合に表示されます。

IPアドレス 本機のIPアドレスを確認します。

［TCP/IP設定］ （8-37）

設定値：###.###.###.###

参考

［設定する］を選択した場合は、自動的に切断するまでの時間を設定して くださ
い。

この機能は、Wi-Fi Directが［設定する］の場合に表示されます。

自動切断 Wi-Fi Directで接続された機器を自動的に切断します。

設定値：使用しない、使用する

参考

この機能は、DHCPを［使用する］にしている場合はグレーアウトになり、入力

できません。
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［Wi-Fi設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］>［Wi-Fi設定］

Wi-Fiの設定を行います。

［Wi-Fi］

［セッ トアップ］

項目 説明

Wi-Fi Wi-Fiを使用するかどうか設定します。

設定値：使用しない、使用する

項目 説明

接続の状態 無線LANの状態を確認できます。

簡単セッ トアップ ワイヤレスネッ トワークの自動設定に対応したアクセスポイン トに接続する場合は、簡
単セッ トアップで接続設定ができます。

利用可能なネッ トワーク 接続可能なアクセスポイン ト を選択し、事前共有キーを入力すると接続を開始します。

WEPキーイン
デックス

アクセスポイン トで設定しているキーインデックスの値を選択して ください。

設定値：0～3

プッシュボタン方式 アクセスポイン トがプッシュボタン式に対応している場合、プッシュボタンを操作して
無線設定を行う ことができます。この設定でプッシュボタンを実行し、アクセスポイン
トのプッシュボタンを押して接続を開始します。

参考

プッシュボタン式はWPSのみに対応しています。

PINコード方式(本体) 本機のPINコードで接続を開始します。表示されたPINコードをアクセスポイン トに入
力して ください。本機のPINコードは自動的に生成されます。

カスタムセッ トアップ 無線LANの詳細設定を変更できます。



8-34

本機の初期設定［システムメニュー］ ＞ ［システム/ネッ トワーク］

ネッ トワーク名(SSID) 本機を接続する無線LANのSSID (Service Set Identifier)を設定します。

参考

32 文字まで入力できます。

ネッ トワーク認証 ネッ トワーク認証の方式を選んで ください。

設定値：オープンシステム、WPA2/WPA-PSK、WPA2-PSK、WPA2/WPA-EAP、WPA2-
EAP

暗号化 暗号化方式を設定します。［ネッ トワーク認証］の方式により設定値が異なります。

［ネッ トワーク認証］の方式が［オープンシステム］の場合

設定値：無効、WEP

WEPキー：26文字まで

WEPキーインデックス：0～3

ネッ トワーク認証の方式が［WPA2/WPA-PSK］の場合

設定値：AES、自動

事前共有キー：64文字まで

ネッ トワーク認証の方式が［WPA2-PSK］の場合

設定値：AES（固定）

事前共有キー：64文字まで

ネッ トワーク認証の方式が［WPA2/WPA-EAP］の場合

設定値：AES、自動

ネッ トワーク認証の方式が［WPA2-EAP］の場合

設定値：AES（固定）

項目 説明
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［TCP/IP設定］

項目 説明

TCP/IP TCP/IPプロ ト コルを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

IPv4設定 TCP/IP（IPv4）でネッ トワークに接続するときに設定します。［TCP/IP］が［使用する］の場
合、表示されます。

DHCP DHCP（IPv4）サーバーを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

Auto-IP Auto-IPを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

IPアドレス IPアドレスを入力します。

設定値：###.###.###.###

参考

この機能は、DHCPを［使用する］にしている場合はグレーアウトになり、入力でき

ません。

サブネッ トマスク サブネッ トマスクを入力します。

設定値：###.###.###.###

参考

この機能は、DHCPを［使用する］にしている場合はグレーアウトになり、入力でき

ません。

デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイを入力します。

設定値：###.###.###.###

参考

この機能は、DHCPを［使用する］にしている場合はグレーアウトになり、入力でき

ません。

重要

• Auto IPを使用する場合、IPアドレス に0.0.0.0を設定して ください。

• 設定変更後にネッ トワークの再起動、または電源のOFF/ONが必要です。

［ネッ トワークの再起動］ （8-47）

項目 説明

IPv6 TCP/IP（IPv6）でネッ トワークに接続するときに設定します。［TCP/IP］が［使用する］の場
合、表示されます。
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IPv6 IPv6を使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

参考

［使用する］に設定した場合、ネッ トワークの再起動後、［IPアドレス（Link Local）/
プレフ ィ ッ クス長］にIPアドレスが表示されます。

手動設定 TCP/IP（IPv6）のIPアドレス、プレフ ィ ックス長、およびゲートウェイアドレスを手動で入
力します。

設定値

IPアドレス（手動）：128ビッ トのアドレスを、4桁の16進数で構成される8つのグループで表
現。コロン（：）で分割

プレフ ィ ッ クス長：0～128

デフォルトゲートウェイ：128ビッ トのアドレスを、4桁の16進数で構成される8つのグ
ループで表現。コロン（：）で分割

参考

この機能は、［IPv6］を［使用する］にしている場合に表示されます。

［デフォルトゲートウェイ］を入力する場合は、［RA（Stateless）］を［使用しない］

に設定します。

RA（Stateless） RA（Stateless）を使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

参考

この機能は、［IPv6］を［使用する］にしている場合に表示されます。

［使用する］に設定した場合、ネッ トワークの再起動後、［IPアドレス（Stateless）/プ
レフ ィ ックス長］にIPアドレスが表示されます。

DHCP DHCP（IPv6）サーバーを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

参考

この機能は、［IPv6］を［使用する］にしている場合に表示されます。

［使用する］に設定した場合、ネッ トワークの再起動後、［IPアドレス（Stateful）/プ
レフ ィ ックス長］にIPアドレスが表示されます。

重要

設定変更後にネッ トワークの再起動、または電源のOFF/ONが必要です。

［ネッ トワークの再起動］ （8-47）

項目 説明
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［有線設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］ > ［有線設定］

有線ネッ トワークの設定を行います。

［TCP/IP設定］

項目 説明

TCP/IP TCP/IPプロ ト コルを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

IPv4 TCP/IP（IPv4）でネッ トワークに接続するときに設定します。［TCP/IP］が［使用する］の場
合、表示されます。

DHCP DHCP（IPv4）サーバーを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

Auto-IP Auto-IPを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

IPアドレス IPアドレスを入力します。

設定値：###.###.###.###

参考

この機能は、DHCPを［使用する］にしている場合はグレーアウトになり、入力でき

ません。

サブネッ トマスク サブネッ トマスクを入力します。

設定値：###.###.###.###

参考

この機能は、DHCPを［使用する］にしている場合はグレーアウトになり、入力でき

ません。

デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイを入力します。

設定値：###.###.###.###

参考

この機能は、DHCPを［使用する］にしている場合はグレーアウトになり、入力でき

ません。

重要

• Auto IPを使用する場合、IPアドレス に0.0.0.0を設定して ください。

• 設定変更後にネッ トワークの再起動、または電源のOFF/ONが必要です。

［ネッ トワークの再起動］ （8-47）
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［LANインターフェイス］

項目 説明

IPv6 TCP/IP（IPv6）でネッ トワークに接続するときに設定します。［TCP/IP］が［使用する］の場
合、表示されます。

IPv6 IPv6を使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

参考

［使用する］に設定した場合、ネッ トワークの再起動後、［IPアドレス（Link Local）/
プレフ ィ ッ クス長］にIPアドレスが表示されます。

手動設定 TCP/IP（IPv6）のIPアドレス、プレフ ィ ックス長、およびゲートウェイアドレスを手動で入
力します。

設定値

IPアドレス（手動）：128ビッ トのアドレスを、4桁の16進数で構成される8つのグループで表
現。コロン（：）で分割

プレフ ィ ッ クス長：0～128

デフォルトゲートウェイ：128ビッ トのアドレスを、4桁の16進数で構成される8つのグ
ループで表現。コロン（：）で分割

参考

この機能は、［IPv6］を［使用する］にしている場合に表示されます。

［デフォルトゲートウェイ］を入力する場合は、［RA（Stateless）］を［使用しない］

に設定します。

RA（Stateless） RA（Stateless）を使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

参考

この機能は、［IPv6］を［使用する］にしている場合に表示されます。

［使用する］に設定した場合、ネッ トワークの再起動後、［IPアドレス（Stateless）/プ
レフ ィ ックス長］にIPアドレスが表示されます。

DHCP DHCP（IPv6）サーバーを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

参考

この機能は、［IPv6］を［使用する］にしている場合に表示されます。

［使用する］に設定した場合、ネッ トワークの再起動後、［IPアドレス（Stateful）/プ
レフ ィ ックス長］にIPアドレスが表示されます。

重要

設定変更後にネッ トワークの再起動、または電源のOFF/ONが必要です。

［ネッ トワークの再起動］ （8-47）

項目 説明

LANインターフェイス 使用するLANインターフェイスを設定します。

設定値：自動、10Base-Half、10Base-Full、100Base-Half、100Base-Full、1000BASE-T
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［Bonjour］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］ > ［Bonjour］

［IPSec］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］ > ［IPSec］

重要

設定変更後にネッ トワークの再起動、または電源のOFF/ONが必要です。

［ネッ トワークの再起動］ （8-47）

項目 説明

プロ ト コル設定 Bonjourを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

利用可能なネッ トワーク
（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワーク
（Wi-Fi）

利用可能なネッ トワーク
（有線）

項目 説明

IPSec IPSecを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する
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［プロ ト コル設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］ > ［プロ ト コル設定］

プロ ト コルの設定を行います。

項目 説明

NetBEUI ―

プロ ト コル設定 NetBEUIを使用して文書を受信するかどうかを設定します。*1

設定値：使用しない、使用する

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

利用可能なネッ トワー
ク（有線）

LPD ―

プロ ト コル設定 LPDを使用して文書を受信するかどうかを設定します。*1

設定値：使用しない、使用する

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

利用可能なネッ トワー
ク（有線）

SMTP(メール送信) SMTPを使用してメールを送信するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

POP3(メール受信) POP3を使用してメールを受信するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

FTPクライアン ト (送信) FTPを使用して文書を送信するかどうかを設定します。使用するには、本設定で［使用する］
を選択して ください。ポート番号の工場出荷時の値は21です。

設定値：使用しない、使用する

FTPサーバー(受信) ―

プロ ト コル設定 FTPを使用して文書を受信するかどうかを設定します。*1

設定値：使用しない、使用する

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

利用可能なネッ トワー
ク（有線）

SMBクライアン ト (送信) SMBを使用して文書を送信するかどうかを設定します。使用するには、本設定で［使用する］
を選択して ください。ポート番号の工場出荷時の値は445です。

設定値：使用しない、使用する
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WSDスキャン ―

プロ ト コル設定 WSDスキャンを使用するかどうかを設定します。*1

設定値：使用しない、使用する

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

利用可能なネッ トワー
ク（有線）

WSD印刷 ―

プロ ト コル設定 各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。*1

設定値：使用しない、使用する

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

利用可能なネッ トワー
ク（有線）

DSMスキャン DSMスキャンを使用するかどうかを設定します。*1

設定値：使用しない、使用する

LDAP LDAPを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

SNMP ―

プロ ト コル設定 SNMPを使用して通信を行うかどうかを設定します。*1

設定値：使用しない、使用する

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

利用可能なネッ トワー
ク（有線）

SNMPv3 ―

プロ ト コル設定 SNMPv3を使用して通信を行うかどうかを設定します。*1

設定値：使用しない、使用する

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

利用可能なネッ トワー
ク（有線）

項目 説明
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項目 説明

HTTP ―

プロ ト コル設定 HTTPを使用して通信を行うかどうかを設定します。*1

設定値：使用しない、使用する

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

有利用可能なネッ ト
ワーク（有線）

HTTPS ―

プロ ト コル設定 HTTPSを使用して通信を行うかどうかを設定します。*1*2

設定値：使用しない、使用する

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

有利用可能なネッ ト
ワーク（有線）

IPP ―

プロ ト コル設定 IIPPを使用して文書を受信するかどうかを設定します。使用するには、本設定で［使用する］
を選択し、「セキュリテ ィー設定」の［SSL］で［使用しない］を選択して ください。そして、
Command Center RXからセキュリテ ィー設定で［非セキュア（IPPSと IPP）］を選択して くだ
さい。*1

設定値：使用しない、使用する

参考

設定が［使用する］の場合、SSLの証明書が必要です。工場出荷時の証明書は、本機が

所有している証明書です。

ポート番号 使用するポート番号を設定します。ポート番号の工場出荷時の値は631です。

設定値：1―32767

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

有利用可能なネッ ト
ワーク（有線）
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項目 説明

IPP over SSL SSLで保護されたIPPを使用して文書を受信するかどうかを設定します。使用するには、本
設定で［使用する］を、「セキュリテ ィー設定」の［SSL］で［使用する］を選択して ください。
ポート番号の工場出荷時の値は443です。*1*2

設定値：使用しない、使用する

参考

設定が［使用する］の場合、SSLの証明書が必要です。工場出荷時の証明書は、本機が

所有している証明書です。

プロ ト コル設定 Raw Portを使用して文書を受信するかどうかを設定します。*1

設定値：使用しない、使用する

ポート番号 使用するポート番号を設定します。ポート番号の工場出荷時の値は4000です。

設定値：1―32767

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

有利用可能なネッ ト
ワーク（有線）

Raw Port ―

プロ ト コル設定 Raw Portを使用して文書を受信するかどうかを設定します。*1

設定値：使用しない、使用する

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

有利用可能なネッ ト
ワーク（有線）
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項目 説明

ThinPrint ―

プロ ト コル設定 ThinPrintを使用するかどうかを設定します。使用するには、本設定で［使用する］を選択して
ください。

設定値：使用しない、使用する

参考

この機能は、オプシ ョ ンのUG-33が起動されている場合に表示されます。

ポート番号 使用するポート番号を設定します。ポート番号の工場出荷時の値は4000です。

設定値：1―32767

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

Thin Print over SSL Thin Print over SSLを使用するには、本設定で［使用する］を、「セキュリテ ィー設定」の
［SSL］で［使用する］を選択して ください。

設定値：使用しない、使用する

参考

設定が［使用する］の場合、SSLの証明書が必要です。工場出荷時の証明書は、本機が

所有している証明書です。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

利用可能なネッ トワー
ク（有線）
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Enhanced WSD ―

プロ ト コル設定 弊社が独自に提供するWeb サービスを使用するかどうかを設定します。*1*2

設定値：使用しない、使用する

参考

［使用しない］を選択した場合、WIAド ライバー、TWAINド ライバー、Network FAXド

ライバーが使用できません。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

有利用可能なネッ ト
ワーク（有線）

Enhanced WSD over SSL ―

プロ ト コル設定 弊社が独自に提供するWeb サービスをSSL上で使用するかどうかを設定します。*1*2

設定値：使用しない、使用する

参考

［使用しない］を選択した場合、WIAド ライバー、TWAINド ライバー、Network FAXド

ライバーが使用できません。

設定が［使用する］の場合、SSLの証明書が必要です。工場出荷時の証明書は、本機が

所有している証明書です。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

有利用可能なネッ ト
ワーク（有線）

eSCL eSCLを使用してスキャンした文書を受信するかどうかを設定します。*1

設定値：使用しない、使用する

プロ ト コル設定 弊社が独自に提供するWeb サービスをSSL上で使用するかどうかを設定します。*1*2

設定値：使用しない、使用する

参考

設定が［使用する］の場合、SSLの証明書が必要です。工場出荷時の証明書は、本機が

所有している証明書です。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

有利用可能なネッ ト
ワーク（有線）

項目 説明



8-46

本機の初期設定［システムメニュー］ ＞ ［システム/ネッ トワーク］

*1 デバイスまたはネッ トワークの再起動後に設定が切り替わります。

*2 ｢セキュリテ ィー設定｣で［SSL］を［使用する］にして ください。

［セキュリテ ィー設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］ > ［セキュリテ ィー

設定］

eSCL over SSL SSLで保護されたeSCLを使用してスキャンした文書を受信するかどうかを設定します。*1*2

設定値：使用しない、使用する

プロ ト コル設定 弊社が独自に提供するWeb サービスをSSL上で使用するかどうかを設定します。*1*2

設定値：使用しない、使用する

参考

設定が［使用する］の場合、SSLの証明書が必要です。工場出荷時の証明書は、本機が

所有している証明書です。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi Direct）

各ネッ トワークで有効にするかどうかを設定します。

設定値：無効、有効

参考

この設定は、［プロ ト コル設定］を［使用する］にしている場合に表示されます。

利用可能なネッ トワー
ク（Wi-Fi）

有利用可能なネッ ト
ワーク（有線）

項目 説明

SSL 通信にSSLを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する

IPPセキュリテ ィー IPPセキュリテ ィーレベルを設定します。［SSL］の設定が［使用する］の場合、表示されま
す。

設定値：IPP/IPP over SSL、IPP over SSLのみ

HTTPセキュリテ ィー HTTPセキュリテ ィーレベルを設定します。［SSL］の設定が［使用する］の場合、表示され
ます。

設定値：HTTP/HTTPS、HTTPSのみ

SMTPセキュリテ ィー SMTPサーバーがサポート しているセキュリテ ィーに合わせて、通信プロ ト コルを選択
して ください。「SMTP」の設定が［使用する］の場合、表示されます。

設定値：使用しない、SSL/TLS、STARTTLS

POP3セキュリテ ィー

（ユーザー1）

POP3サーバーがサポート しているセキュリテ ィーに合わせて、通信プロ ト コルを選択
して ください。「POP3」の設定が［使用する］の場合、表示されます。

設定値：使用しない、SSL/TLS、STARTTLS
POP3セキュリテ ィー

（ユーザー2）

POP3セキュリテ ィー

（ユーザー3）

項目 説明
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［Ping］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］ > ［Ping］

［ネッ トワークの再起動］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］ > ［ネッ トワークの

再起動］ 

［プロキシー］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］ > ［プロキシー］

［オプシ ョ ンネッ トワーク］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［オプシ ョ ンネッ トワーク］

オプシ ョ ンのネッ トワークインターフェイスキッ トの設定を行います。

項目 説明

Ping 送信先のホスト名またはIPアドレスを入力することで、送信先と通信ができるかどうか
を確認します。

参考

この機能は、［送信機能のネッ トワーク］を［オプシ ョ ンネッ トワーク］に設定し
ている場合は表示されません。

項目 説明

ネッ トワークの再起動 ネッ トワークを再起動します。

項目 説明

プロキシー アプリケーシ ョ ンからインターネッ トへ接続するときのプロキシーを設定します。

設定値：使用する、使用しない

同じプロキシーを使用 すべてのプロ ト コルに同じプロキシーサーバーを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用する、使用しない

HTTPプロキシーサーバー プロキシーサーバー（HTTP）を設定します。

設定値：（プロキシーのアドレスとポート番号を入力します）

HTTPSプロキシーサー
バー

プロキシーサーバー（HTTPS）を設定します。「すべてのプロ ト コルでこのプロキシーを
使用する」の設定が［使用しない］の場合に設定できます。

設定値：（プロキシーのアドレスとポート番号を入力します）

プロキシー未使用ド メイ
ン

プロキシーを使用しないド メインを設定します。

設定値：（ド メ インを入力します）

参考

このメニューは、オプシ ョ ンのネッ トワークインターフェイスキッ ト（IB-50）または、ワイヤレスインターフェ

イスキッ ト（IB-51）を装着している場合に表示されます。
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［基本設定］

*1 デバイスまたは本機のネッ トワークの再起動後に設定が切り替わります。

項目 説明

ホスト名 本機のホスト名を確認します。ホスト名の変更はCommand Center RXで行います。

デバイス情報を変更する （2-44）

TCP/IP設定 設定値は、次を参照して ください。

［TCP/IP設定］ （8-37）

［IPSec］ （8-39）

NetWare NetWareを使用して文書を受信します。

ネッ トワークインターフェイスキッ トの使用説明書

設定値：使用しない、使用する

AppleTalk AppleTalkを使用して文書を受信するかどうかを設定します。*1

設定値：使用しない、使用する

LANインターフェイス LANインターフェイスを選択します。*1

設定値：自動、10Base-Half、10Base-Full、100Base-Half、100Base-Full、1000BASE-T

参考

この機能は、オプシ ョ ンのネッ トワークインターフェイスキッ ト を装着してい
る場合に表示されます。

MACアドレスフ ィルター MACアドレスフ ィルターを使用するかどうかを設定します。

ネッ トワークインターフェイスキッ トの使用説明書

設定値：使用しない、使用する

ネッ トワークの再起動 ネッ トワークを再起動します
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［ワイヤレスネッ トワーク］

オプシ ョ ンのワイヤレスインターフェイスキッ トの設定を行います。

*1 「接続モード」で［アドホック］にしている場合は表示されません。

参考

この機能は、オプシ ョ ンのワイヤレスインターフェイスキッ ト（IB-51）を装着している場合に表示されます。

項目 説明

接続の状態 オプシ ョ ンのワイヤレスインターフェイスキッ ト（IB-51）が装着されている場合、無線
LANの状態を確認できます。

簡単セッ トアップ ワイヤレスネッ トワークの自動設定に対応したアクセスポイン トに接続する場合は、簡
単セッ トアップで接続設定ができます。

利用可能なネッ トワーク 接続可能なアクセスポイン ト を選択し、事前共有キーを入力すると接続を開始します。

プッシュボタン方式 アクセスポイン トがプッシュボタン式に対応している場合、プッシュボタンを操作して
無線設定を行う ことができます。この設定でプッシュボタンを実行し、アクセスポイン
トのプッシュボタンを押して接続を開始します。

参考

プッシュボタン式はWPSのみに対応しています。

PINコード方式(本体) 本機のPINコードで接続を開始します。表示されたPINコードをアクセスポイン トに入
力して ください。本機のPINコードは自動的に生成されます。

PIN方式(端末) アクセスポイン トのPINコードで接続を開始します。アクセスポイン トのPINコードを
入力して ください。

カスタムセッ トアップ 無線LANの詳細設定を変更できます。

ネッ トワーク名(SSID) 本機を接続する無線LANのSSID (Service Set Identifier)を設定します。

参考

文字数は32 文字以内です。

接続モード 接続モードを設定します。

設定値：アドホック、インフラスト ラクチャー

参考

• アドホック：アクセスポイン ト を介せずに直接機器と通信します。2台以上の

機器と接続はできません。

• インフラス ト ラクチャー：アクセスポイン ト を介して通信を行います。

チャンネル チャンネルを設定します。［－］［＋］またはテンキーで数値を入力して ください。

設定値：1～11

ネッ トワーク認証 ネッ トワーク認証の方式を選んで ください。他の認証方式を選択する場合は、コン
ピューターからwebページにアクセスして設定して く ださい。

設定値：オープンシステム、共有キー、WPA-PSK*1、WPA2-PSK*1

暗号化 暗号化方式を設定します。［無効］以外を設定した場合は、WEPキーまたは事前共有キー
を入力して ください。ネッ トワーク認証の方式により設定値が異なります。［データの暗
号化］を選択して ください。

ネッ トワーク認証の方式が［オープンシステム］または［共有キー］の場合

設定値：無効、WEP

ネッ トワーク認証の方式が［WPA-PSK］または［WPA2-PSK］の場合

設定値：TKIP*2、AES、自動*2、事前共有キー

参考

• ［WEP］を選択した場合、WEPキーを入力して ください。文字数は26文字以内

です。

• ［TKIP］、［AES］、または［自動］を選択した場合、事前共有キーを入力して くだ

さい。文字数は8～64文字までです。
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*2 「ネッ トワーク認証」で［WPA2-PSK］にしている場合は表示されません。

［優先ネッ トワーク（クライアン ト）］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［優先ネッ トワーク（クライアン ト）］

［インターフェイスブロック設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［インターフェイスブロック設定］

USBホストやオプシ ョ ンインターフェイスなど、外部機器とのインターフェイスをブロックして、本機を保護すること

ができます。

項目 説明

優先ネッ トワーク（クライアン
ト）

本機がクライアン ト側として動作する送信機能や拡張アドレス帳の接続時に使用する
ネッ トワークインターフェイスを選択します。

設定値：Wi-Fi、有線、オプシ ョ ンネッ トワーク

参考

• ［オプシ ョ ンネッ トワーク］はオプシ ョ ンのネッ トワークインターフェイス
キッ ト（IB-50）、またはオプシ ョ ンのワイヤレスインターフェイスキッ ト（IB-
51）を装着している場合に表示されます。

• Eメールは、標準ネッ トワーク（有線またはWi-Fi）とオプシ ョ ンネッ トワーク

（IB-50またはIB-51）で、それぞれ個別に設定や使用ができます。

項目 説明

USBホスト USBポートおよびUSBポート（USBホスト）をブロックして保護します。

設定値：ブロックしない、ブロックする

USBデバイス USBインターフェイスコネクター（USBデバイス）をブロックして保護します。

設定値：ブロックしない、ブロックする

USBスト レージ USBメモリースロッ ト をブロックして保護します。

設定値：ブロックしない、ブロックする

参考

この機能は、USBホスト を［ブロックしない］にしている場合に設定できます。

オプシ ョ ンインターフェイス（ス
ロッ ト 1）

オプシ ョ ンインターフェイスをブロックして保護します。

設定値：ブロックしない、ブロックする

参考

この機能は、各オプシ ョ ンインターフェイスで設定できます。

オプシ ョ ンインターフェイス（ス
ロッ ト 2）

重要

設定変更後にシステムの再起動、または電源のOFF/ONが必要です。

［再起動］ （8-51）
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［Bluetooth設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［Bluetooth設定］

［セキュリテ ィーレベル］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［セキュリテ ィーレベル］

［オプシ ョ ンメモリー使用量］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［オプシ ョ ンメモリー使用量］

［再起動］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［再起動］

項目 説明

Bluetoothキーボード Bluetoothキーボードを使用します。

設定値：ブロックしない、ブロックする

デバイス検索 利用するキーボードを選択して ください。

項目 説明

セキュリテ ィーレベル セキュリテ ィーのレベルを設定します。

設定値

低い：メンテナンス時に使用します。通常は使用しないで ください。

高い：弊社が推奨するセキュリテ ィー設定です。通常はこの設定を使用して ください。

最高：［高い］の状態に加えて、外部のコマンドから本体の設定を変更できないようにし
ます。

参考

この機能は機器管理者の権限でログインしたときのみ設定できます。

新しいユーザーを登録する［ローカルユーザーリスト］ （9-5）

項目 説明

オプシ ョ ンメモリー使用量 オプシ ョ ンのメモリーを装着しているときに、用途に応じてメモリーの配分パターンを
選択します。

設定値：プリンター優先、標準、コピー優先

項目 説明

再起動 主電源スイッチを切ることな く、CPU を再起動することができます。本機の動作が不安
定なときなどに実行して ください（パソコンの再起動と同様です）。
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［RAMディスク設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［RAMディスク設定］

参考

この機能は、オプシ ョ ンのSSDを装着している場合は表示されません。

項目 説明

RAMディスク設定 RAMディスクを作成し、その容量を設定します。

RAMディスクを作成することによって、ジ ョ ブボックスからプリン トデータを印刷す
ることができます。

設定値

RAMディスク設定：設定しない、設定する

RAMディスクサイズ：搭載されているメモリーのサイズやオプシ ョ ンメモリー使用量
の設定によって設定範囲が変わります。

重要

設定変更後にシステムの再起動、または電源のOFF/ONが必要です。

［再起動］ （8-51）
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［データセキュリテ ィー］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［データセキュリテ ィー］

SSDに保存されているデータに関する設定を行います。

項目 説明

SSDの初期化 セキュリテ ィー機能の設定を変更します。

参考

• この機能は、SSDを装着し、オプシ ョ ンのセキュリテ ィーキッ ト を起動して

いる場合に表示されます。

• セキュリテ ィー機能の設定を変更するには、セキュリテ ィーパスワードの入
力が必要です。工場出荷時は000000となっています。

セキュリテ ィーパスワー
ド

セキュリテ ィーパスワードを工場出荷時の値から変更して、管理者だけがセキュリ
テ ィーキッ ト を操作できるようにします。

パスワードは6～16桁の英数字記号で入力して ください。

確認のため、も う一度同じパスワードを入力する必要があります。

重要

セキュリテ ィーパスワードは11111111や12345678など推測されやすい番号の

使用はできるだけ避けて ください。

システムの初期化 SSDの内容を完全に消去することができます。本体の使用を中止するときなどに行って
ください。

重要

初期化中に電源スイッチを切ると、SSDが破損し、初期化が完了しな く なるお

それがあります。

参考

途万一初期化中に電源スイッチを切ってしまった場合は、電源スイッチを入れ
直して ください。自動的に初期化が再開します。

セキュリテ ィーデータの完全消
去

本機に登録されている次の情報を、工場出荷時に戻します。

• アドレス帳

• お気に入りデータ

• システム設定

• ファクス送受信/転送データ

• ファクス送受信履歴

• ユーザーボックス内のデータ

• オプシ ョ ンアプリケーシ ョ ンデータ

参考

• ステータスページを印刷して、セキュリテ ィーデータが確実に消去されてい
ることを確認して ください。

［レポート］ （8-5）

• 途中で処理を取り消すことはできません。

• この操作を行う前にモジュラーケーブルやネッ トワークケーブルなどを外
して ください。

• 消去中に電源を切らないで ください。消去中に電源を切った場合、電源起動
後に自動的に消去を実行しますが、完全な動作保証はできません。
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消去される項目

*1 オプシ ョ ンのファクスキッ ト装着時のみ

［オプシ ョ ン機能］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［オプシ ョ ン機能］

［リモートサービス設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［リモートサービス設定］

分類 消去されるデータ

機器/ジ ョブ • ユーザーが設定したジ ョブの設定値

• ネッ トワークの設定

• 文書ボックスなどに保存された画像データ

• ワンタ ッチキーに登録されたデータ

• ジ ョブの履歴

• ユーザー情報（ユーザーリスト、アドレス帳、ユーザーが登録した文書ボックスなど）

• 部門管理の部門情報

• ネッ トワーク証明書

• サービス担当者が変更した本機の起動画面

ファクス*1 • ユーザーが設定したファクスの設定値

• 通信制限の設定

• 暗号鍵の設定

• 通信履歴

• 予約ジョブ

• 条件付き受信/転送の設定

アプリケーシ ョ ン • ユーザーやサービス担当者が登録したアプリケーシ ョ ン/プログラム

• お試し機能

項目 説明

オプシ ョ ン機能 本機にインストールされているオプシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンを使用できます。

オプシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンについて  12-8

項目 説明

リモートサービス設定 リモートサービスを使用するかどうかを設定します。

設定値：使用しない、使用する
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［フ ァクスサーバー設定］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［フ ァクスサーバー設定］

［NFC］

メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［システム/ネッ トワーク］ > ［NFC］

項目 説明

ファクスサーバー ファクスサーバーを使用するかどうかを設定します。

設定値：設定しない、設定する

アドレス設定 宛先につけるプレフ ィ ッ クス、サフ ィ ッ クスおよびド メイン名を設定します。

参考

ファクスサーバーの情報については、ファクスサーバーの管理者にお問い合わ
せください。

ファイル形式 ファイル形式の初期値を設定します。

設定値：PDF、TIFF、XPS

アドレス帳初期設定 使用する拡張アドレス帳を設定します。

参考

• ファクスサーバーで［設定する］を設定している場合に表示されます。

• 拡張アドレス帳が設定されていない場合は、表示されません。

Command Center RX操作手順書

項目 説明

NFC NFC（近距離通信）を使用します。

設定値：使用しない、使用する
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［日付/タイマー/節電］
メニュー遷移：［システムメニュー/カウンター］キー > ［日付/タイマー/節電］日付や時間に関する設定を行います。

項目 説明

日付/時刻 設置場所の日付と時刻を設定します。本機の送信機能でメールを送ると、本機に設定さ
れている日付と時刻がメールのヘッダーに記録されます。

設定値：年（2000～2037）、月（1～12）、日（1～31）、時（00～23）、分（00～59）、秒（00～59）

日付と時刻を設定する （2-12）

参考

日付設定を変更すると、オプシ ョ ンやアプリケーシ ョ ンをお試しで使用するこ
とができな く なります。

日付形式 日付の年、月、日の並び順を設定します。年は、西暦で表示されます。

設定値：月/日/年、日/月/年、年/月/日

時差 GMT（世界標準時）からの時差を設定します。ご使用の場所から一番近い地域を選択し
て ください。サマータイムを利用している地域を選択した場合は、サマータイムの設定
を行って ください。

日付と時刻を設定する （2-12）

オートパネルリセッ ト オートパネルリセッ トは、一定時間操作がないと、設定内容が自動的にリセッ ト されて
初期値に戻る機能です。ここでは、オートパネルリセッ ト を使用するかどうかを設定し
ます。

設定値：設定しない、設定する

参考

リセッ ト されるまでの時間は、次を参照して ください。

パネルリセッ ト時間 （8-56）

パネルリセッ ト時間 オートパネルリセッ ト を設定した場合は、操作終了後リセッ ト されるまでの時間を設定
できます。

設定値：5～495秒（5秒単位）

参考

この機能は、［オートパネルリセッ ト］を［設定する］にしている場合に表示され
ます。

低電力モード時間 低電力モードに入る時間を設定します。

設定値：1～240分（1分単位）

低電力モード とは （2-22）

スリープレベル*1 スリープレベルを設定します。

節電優先を設定すると、復帰優先よりもさらに消費電力を抑えることができます。

設定値：復帰優先、節電優先

節電優先 次の機能別に、節電優先を使用するかどうかを設定します。

• ICカード リーダー接続時*2

• ファクス接続時*3

• アプリケーシ ョ ン起動時

設定値：使用しない、使用する

参考

節電優先のスリープモードに入ると、USBケーブルで接続したパソコンから印

刷データを受信しても、本機はスリープモードから復帰しません。また、ICカー

ド も認識しません。
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*1 オプシ ョ ンのネッ トワークインターフェイスキッ ト を装着している場合は表示されません。

*2 オプシ ョ ンのICカード認証キッ ト を起動している場合に表示されます。

*3 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

スリープ時間 スリープに入る時間を設定します。

設定値：1～240分（1分単位）

スリープとは （2-23）

節電復帰レベル 節電状態からの復帰方法を設定します。

設定値：

全体復帰：　すべての機能をすぐに使えるよう復帰するモードです。

ただし、節電効果は低いです。

通常復帰：　すべての機能をすぐに使えるよう復帰するか、使用したい機能のみ使える
よう復帰するか、操作に応じて使い分けることができるモードです。

すべての機能をすぐに使いたい場合は、［節電］キーを押すと復帰します。

省電力復帰：使用したい機能のみ使えるよう復帰するモードです。節電効果が一番高い
です。

エラー後自動継続 処理中にエラーが発生すると、通常は処理が停止してユーザーによる対処を待ちます。
エラー後自動継続は、エラー発生後一定時間が経過すると、自動で処理を再開する機能
です。

設定値：設定しない、設定する

参考

セッ ト されるまでの時間は、次の項目を参照して ください。

エラー後自動継続時間 エラー後の自動継続を設定した場合、印刷を再開するまでの時間を設定します。

設定値：5～495秒（5秒単位）

参考

この機能は、［エラー後自動継続］を［設定する］にしている場合に表示されま
す。

割り込み解除時間 割り込みコピーモードにして何も操作しないときの、通常のモードに戻るまでの時間を
設定します。

設定値：5～495秒（5秒単位）

使用禁止時間*3 ファクス使用説明書

Pingタイムアウト時間 「システム/ネッ トワーク」の［Ping］を実行した場合、タイムアウトになるまでの時間を
設定します。

設定値：1～30秒（1秒単位）

項目 説明
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［調整/メンテナンス］
メニュー遷移：［システムメニュー］キー > ［調整/メンテナンス］

印刷品質に関する調整や、本機のメンテナンスを行います。

項目 説明

濃度調整 濃度を全体的にこ く、またはうす く します。

コピー コピーの濃度を全体的にこ く、またはうす く します。7段階で調整します。

設定値：-3（うす く ）、-2、-1、0（ふつう）、+1、+2、+3（こ く ）

送信/文書ボックス 送信および文書ボックスに保存するときの読み込み濃度を、全体的にこ く、またはう
す く します。7段階で調整します。

設定値：-3（うす く ）、-2、-1、0（ふつう）、+1、+2、+3（こ く ）

フ ァクス*1 ファクス使用説明書

シャープネス調整 画像の輪郭の強弱を調整します。

コピー コピー時の画像の輪郭を全体的に強く、または弱く します。7段階で調整します。

設定値：-3（弱 く ）、-2、-1、0、+1、+2、+3（強 く ）

送信/文書ボックス 送信および文書ボックスに保存するときの画像の輪郭を全体的に強く、または弱く
します。7段階で調整します。

設定値：-3（弱 く ）、-2、-1、0、+1、+2、+3（強 く ）

コン ト ラス ト コン ト ラス ト を全体的に高く、または低く します。

コピー コピーのコン ト ラス ト を全体的に高く、または低く します。

設定値：-3（低 く ）、-2、-1、0（ふつう）、+1、+2、+3（高 く ）

送信/文書ボックス 送信および文書ボックスに保存するときのコン ト ラス ト を全体的に高く、または低
く します。

設定値：-3（低 く ）、-2、-1、0（ふつう）、+1、+2、+3（高 く ）

地色調整 地色調整を全体的にこ く、またはうす く します。

コピー(自動) コピー時の地色調整を全体的にこ く、またはうす く します。7段階で調整します。

設定値：-3（うす く ）、-2、-1、0（ふつう）、+1、+2、+3（こ く ）

送信/文書ボックス（自動） 送信および文書ボックスに保存するときの地色調整を、全体的にこ く、またはうす く
します。7段階で調整します。

設定値：-3（うす く ）、-2、-1、0（ふつう）、+1、+2、+3（こ く ）

トナー節約レベル(エコプリン ト ) トナー節約レベル（エコプリン ト）の初期値を選択します。

コピー コピー時のトナー節約レベル（エコプリン ト）の初期値を選択します。

設定値：1（低い）～5（高い）

レベルを上げると トナーの消費を抑えられますが、画質は悪く なります。

プリンター プリンター使用時のトナー節約レベル（エコプリン ト）の初期値を選択します

設定値：1（低い）～5（高い）

レベルを上げると トナーの消費を抑えられますが、画質は悪く なります。

自動カラー判別基準 自動カラーモード時のカラー原稿と白黒原稿の判別レベルを調整できます。数値を
小さ くするとカラー原稿と判別されることが多く なり、数値を大き くすると白黒原
稿と判別されることが多く なります。

設定値：1（カラー）、2、3、4、5（白黒）

黒筋軽減処理 原稿送り装置を使用して読み込んだ画像にすじ（原稿にない線状の汚れ）が発生した
場合、このすじを目立たないようにします。

設定値：設定しない、設定する



8-59

本機の初期設定［システムメニュー］ ＞ ［調整/メンテナンス］

画面の明るさ タ ッチパネルの明るさを調整します。

設定値：1 （暗 く ）、2、3、4、5（明る く ）

カラー印刷位置補正 本機を初めて設置したときや移動などで再設置した場合に、印刷時に色ずれが起こ
る場合があります。この機能を使う と、シアン、マゼンタ、イエロー各色の印刷位置を
補正し、色ずれを解消できます。

キャリブレーシ ョ ンを実行する （11-30）

階調調整 長期間の使用や、周辺の温度や湿度の影響で、印刷の色合いにズレが生じる場合があ
ります。

原稿と印刷された画像の色合いが異なる場合は、この機能を使って補正することが
できます。

階調調整を実行する （11-31）

ド ラムリフレッシュ 印刷された画像の流れたようなにじみや白点を改善します。約1、２分かかります。所
要時間は使用環境により異なる場合があります。

ド ラムリフレッシュを実行する （11-33）

参考

印刷中、ド ラムリフレッシュはできません。印刷が終了してから実行して く
ださい。

自動ドラムリフレッシュ 自動ドラムリフレッシュの実行時間を設定します。

設定値：

短い：自動ドラムリフレッシュが実行される時間を短く します。

標準：自動ドラムリフレッシュが実行される時間を標準にします。

キャリブレーシ ョ ン 印刷された画像の色ずれや色合いを改善します。

キャリブレーシ ョ ンを実行する （11-30）

参考

キャリブレーシ ョ ンを行っても色ずれが改善されない場合はカラー印刷位置補正
を、色合いが改善されない場合は階調調整を行って ください。

レーザースキャナークリーニング 印刷された画像に入る縦の白線を改善します。

レーザースキャナークリーニングを実行する （11-30）

サービス設定 本機の保守・点検を行います。主にサービス担当者がメンテナンスのために操作する
メニューです。

項目 説明
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9 ユーザー認証、集計管理
（ユーザー管理、部門管理）

この章では、次の項目について説明します。

ユーザー管理とは ..............................................................................................................................................  9-2
パソコンからユーザーを管理する .....................................................................................................................  9-2
ユーザー管理を有効にする ................................................................................................................................  9-3
ユーザー管理の設定 ...........................................................................................................................................  9-4

認証セキュリテ ィーを設定する ..............................................................................................................  9-4
新しいユーザーを登録する［ローカルユーザーリス ト］ ..........................................................................  9-5
ユーザー情報を変更する .......................................................................................................................  9-10
印刷するユーザーを管理する ................................................................................................................  9-13
TWAINを使ってスキャンするユーザーを管理する ...............................................................................  9-14
WIAを使ってスキャンするユーザーを管理する ....................................................................................  9-15
パソコンからファクスを送信するユーザーを管理する ........................................................................  9-16
ローカルユーザー認可を設定する .........................................................................................................  9-17
グループ認可を設定する .......................................................................................................................  9-18
ゲスト認可を設定する ...........................................................................................................................  9-21
ネッ トワークユーザー情報を取得する ..................................................................................................  9-24
簡単ログイン設定とは ...........................................................................................................................  9-26
ICカード認証方法を設定する ................................................................................................................  9-29
PINコード認証を設定する .....................................................................................................................  9-30

ユーザー管理を使う  .........................................................................................................................................  9-31
ログイン/ログアウト をする ...................................................................................................................  9-31

部門管理とは ...................................................................................................................................................  9-32
部門管理を有効にする .....................................................................................................................................  9-33

部門管理方式を設定する .......................................................................................................................  9-33
管理する部門を設定する［ローカル］ ...............................................................................................................  9-34

部門を新規に登録する［部門リス ト］ .....................................................................................................  9-34
使用制限を設定する ..............................................................................................................................  9-35
制限枚数超過時の処理を設定する .........................................................................................................  9-36
部門情報を編集する ..............................................................................................................................  9-37
部門を削除する ......................................................................................................................................  9-38
部門の印刷状況を管理する ....................................................................................................................  9-38
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WIAを使ったスキャンジ ョブを管理する ..............................................................................................  9-41
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部門管理を利用する .........................................................................................................................................  9-43
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ログイン/ログアウトする（部門管理） ....................................................................................................  9-51

不明ユーザー処理方法を設定する ...................................................................................................................  9-52
ID不明ジ ョブ処理を設定する ................................................................................................................  9-52
ID不明ユーザーのユーザー情報を登録する ..........................................................................................  9-52



9-2

ユーザー認証、集計管理（ユーザー管理、部門管理） ＞ ユーザー管理とは

ユーザー管理とは
ユーザー管理は、本機を使用できるユーザーを特定し、使用者を管理することができる機能です。入力されたログイン
ユーザー名とパスワードがあらかじめ登録されたものと一致すれば、ユーザーが認証され、本機へのログインができま
す。

ユーザーは、その権限によって「ユーザー」と「管理者」および「機器管理者」に分けられます。セキュリテ ィーレベルの設
定は、機器管理者だけが変更できます。

パソコンからユーザーを管理する
パソコンから本機を使用するユーザーを管理するには、次の設定が必要です。

パソコンから印刷するユーザーを管理する

パソコンから本機で印刷するユーザーを管理するには、プリンタード ライバーの設定が必要です。

TWAINを使ってスキャンするユーザー

TWAINを使ってスキャンするユーザーを管理するには、パソコンでTWAINド ライバーの設定が必要です。

TWAINを使ってスキャンするユーザーを管理する （9-14）

WIAを使ってスキャンするユーザー

WIAを使ってスキャンするユーザーを管理するには、パソコンでWIAド ライバーの設定が必要です。

WIAを使ってスキャンするユーザーを管理する （9-15）

パソコンからファクスを送信するユーザー

パソコンからファクスを送信するユーザーを管理するには、パソコンでFAXド ライバーの設定が必要です。

パソコンからファクスを送信するユーザーを管理する （9-16）

フ ァクス機能は、オプシ ョ ンのファクスキッ トが必要です。

1 ユーザー管理を有効にする（9-3）

2 ユーザーを設定する（9-4）

3 ログインユーザー名とパスワードを入力し
てジ ョブを実行する（3-16）

1 プリンタード ライバーでユーザー管理を設
定する（9-13）

2 印刷する

UserA

User A

User B

User C
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ユーザー管理を有効にする
ユーザー管理を有効にします。ユーザーの認証方法を次から選択して ください。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［ユーザー管理設定］ > ［ユーザー管理」

2 設定する

1 ［ローカル認証］または［ネッ トワーク認証］を選択します。

ユーザー管理を無効にする場合は［設定しない］を選択します。

［ネッ トワーク認証］を選択した場合は、サーバータイプを［NTLM］［Kerberos］または［Ext.］から選択して く ださい。また、

認証サーバーのホスト名（64文字以内）と ド メイン名（256文字以内）を入力して ください。

サーバータイプで［Ext.］を選択した場合は、ポート番号を入力します。

2 「新しい機能をホーム画面に登録しますか？」が表示されます。新しい機能をホーム画面に表示させたい場合は［はい］を選

択して、アイコンを表示させたい位置を指定します。

ホーム画面を編集する （3-8）

項目 詳細

ローカル認証 本機内のローカルユーザーリストに登録されたユーザー情報でユーザーを認証します。

ネッ トワーク認証 認証サーバーを使用してユーザーを認証します。認証サーバーに登録されているユーザー情
報でログインして ください。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

「ド メ イン名」を選択すると ド メイン入力画面が表示されます。ド メイン名を入力して ください。

登録可能ド メイン名：10件まで

参考

ログインユーザー名とパスワードが認証されないとき、以下の設定を確認して ください。

• 本機のネッ トワーク認証の設定

• 認証サーバーのユーザープロパティ

• 本機と認証サーバーの時刻設定

本機の設定でログインできない場合、ローカルユーザーリス トに登録されている管理者でログインし、設定を
修正して ください。
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ユーザー管理の設定
ここでは、認証セキュリテ ィーの設定、ユーザーの登録/変更/削除、ユーザー管理手順などを説明します。

認証セキュリテ ィーを設定する
ユーザー認証が有効な場合に、ユーザー認証のセキュリテ ィーに関する設定を行います。

ユーザーアカウン ト ロックアウト を設定する

ログイン時にパスワードを連続して間違えて入力した場合に、そのユーザー名でのログインを禁止する設定を行いま
す。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［ユーザー管理設定］ > ［ユーザーアカウン ト ロックアウト設定］

2 ユーザーアカウン トロックを登録する

設定できる項目は次のとおりです。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

項目 詳細

ロックアウト アカウン ト ロックアウトポリシーを有効にするかどうかを設定します。

設定値：設定しない、設定する

ロックアウトポリシー アカウン ト ロックアウトが適用される条件と適用する範囲を設定します。

設定値

ロックまでの回数：何回ログインに失敗するとロックされるのかを設定します。（1～10回）

ロックアウト期間：ロックが解除されるまでの時間を設定します。（1～60分）

ロックアウト対象：アカウン ト ロックアウト を適応する範囲を設定します。［リモート ログイ
ンのみ］と［すべて］から選択できます。リモートログインのみは操作部以外からの操作をすべ
てロックします。

ロックされているユーザー
のリスト

ロックされているユーザーがリストに表示されますので、ロックを解除するユーザーを選択
し、［ロック解除］を選択すると、選択したユーザーのロックを解除します。

参考

アカウン ト ロックアウトポリシーを有効にしたときに表示されます。
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新しいユーザーを登録する［ローカルユーザーリスト］
新しいユーザーを登録します。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［ユーザー管理設定］ > ［ローカルユーザーリス ト］ > ［ ］

参考

• 登録可能なユーザー数（ログインユーザー名の初期値を含む）：100人まで

• 工場出荷時は、機器管理者の権限を持つデフォルトユーザーと管理者の権限を持つデフォルトユーザーが各1
人登録されています。各デフォルトユーザーのユーザー情報は次のとおりです。（大文字・小文字は区別されま
す。）

機器管理者

ユーザー名：DeviceAdmin

ユーザー名(ﾌﾘｶﾞﾅ)：DeviceAdmin

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

アクセスレベル：機器管理者

管理者

ユーザー名：Admin

ユーザー名(ﾌﾘｶﾞﾅ)：Admin

ログインユーザー名：Admin

ログインパスワード：Admin

アクセスレベル：管理者

ユーザー名、ログインユーザー名、ログインパスワードはセキュリテ ィー保護のため、定期的に変更することを
お勧めします。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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2 ユーザー情報を入力する

［次へ>］を選択します。

登録する項目は次のとおりです。

項目 説明

ユーザー名 ユーザーリストに表示される名前を、32文字以内で入力します。

ユーザー名(ﾌﾘｶﾞﾅ) ユーザー名のフリガナを、32文字以内で入力します。

ログインユーザー名 ログインのときに入力するログインユーザー名を、64文字以内で入力します。ログイン
ユーザー名は重複して登録することはできません。

アクセスレベル ユーザーの権限を、「管理者」または「ユーザー」から選択します。

参考

文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）
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3 ユーザー情報を確認する

必要に応じて、情報の変更・追加ができます。

*1 ユーザー登録のときの必須項目です。

項目 説明

ユーザー名1 ユーザーリストに表示される名前を、32文字以内で入力します。

ユーザー名(ﾌﾘｶﾞﾅ)*1 ユーザー名のフリガナを、32文字以内で入力します。

ログインユーザー名*1 ログインのときに入力するログインユーザー名を、64文字以内で入力します。ログイン
ユーザー名は重複して登録することはできません。

ログインパスワード ログインのときに入力するパスワードを、64文字以内で入力します。確認画面で、新しいパ
スワードをも う一度入力して、［OK］キーを選択して ください。

部門名 ユーザーが所属している部門を登録することができます。所属部門を登録したユーザーで
ログインすると、部門コードを入力する必要がな く なります。

部門管理とは （9-32）

参考

［メニュー］ > ［検索(フリガナ)］または［部門コード検索］を選択すると、フリガナや部門
コードで検索ができます。

［メニュー］ > ［表示順(フリガナ)］または［表示順(ID)］選択すると、部門名の並べ替えができ
ます。

メールアドレス ユーザーのメールアドレスが登録できます。メール送信を使用する場合は登録して くださ
い。登録されたアドレスはメール機能が必要とされる動作のとき自動的に選択されます。

アクセスレベル*1 ユーザーの権限を、「管理者」または「ユーザー」から選択します。

ICカード情報 ICカードの情報を登録します。ICカード リーダーにICカードをおいて、［半角英字］を選択し
て ください。

参考

この機能は、オプシ ョ ンのICカード認証キッ ト を起動している場合に表示されます。

ICカード認証キッ ト (B)＜ICカード認証キッ ト＞ （12-3）
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*1 ローカルユーザー認可を有効にしたときに表示されます。

ローカルユーザー認可を設定する （9-17）

*2 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合に表示されます。

項目 説明

マイパネル ユーザーごとに言語選択と初期画面、シ ョート カッ トの設定を登録します。ここで登録して
おけば、ログインするだけで設定が適用されます。

ローカル認可*1 ユーザーごとに使用制限を設定します。

使用制限できる項目は次のとおりです。

プリンター制限：

プリンターの印刷機能を使用禁止にするかどうか設定します。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• ボックスからの印刷

• 外部メモリーからの印刷

• パソコンからの印刷

プリンター制限(フルカラー)：

プリンターのフルカラー印刷機能を使用禁止にするかどうか設定します。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• ボックスからの印刷

• 外部メモリーからの印刷

• パソコンからの印刷

コピー制限：

コピーの印刷機能を使用禁止にするかどうか設定します。

コピー制限(フルカラー)：

コピーのフルカラー印刷機能を使用禁止にするかどうか設定します。

両面制限：

両面印刷のみを許可するかどうか設定します。

集約制限：

ページ集約の印刷のみを許可するかどうか設定します。

エコプリン ト制限：

エコプリン トのみ許可するかどうか設定します。

送信制限：

送信機能を使用禁止にするかどうか設定します。

ファクス送信制限*2：

フ ァクス送信機能を使用禁止にするかどうか設定します。

ボックス保存制限：

ボックス保存機能を使用禁止にするかどうか設定します。

外部メモリー保存制限：

外部メモリー保存機能を使用禁止にするかどうか設定します。

参考

文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）

マイパネルの初期画面で［送信］を選択した場合は、表示する画面を［宛先］、［アドレス帳］または［拡張アドレス
帳］のいずれかから選択して ください。
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4 ［登録］を選択する

ローカルユーザーリス トに新しいユーザーが追加されます。

参考

簡単ログインを設定している場合、新規登録が完了したときに簡単ログインの設定を行うかどうかの確認画面
が表示されます。簡単ログインを設定する場合は［はい］を選択して ください。［全角記号］を選択するとユー
ザーリス ト画面に戻ります。

簡単ログインの設定方法については、次を参照して ください。

簡単ログイン設定とは （9-26）
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ユーザー情報を変更する
ユーザー情報を変更できます。変更できる内容は、ログインしているユーザーの権限によって異なります。

「管理者」の権限を持つユーザーでログインする

ユーザー情報の変更やユーザーの削除ができます。登録できるすべての項目を変更できます。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［ユーザー管理設定］ > ［ローカルユーザーリス ト］

2 ユーザー情報を変更する

ユーザー情報を変更する場合

1 ユーザー情報を変更するユーザーの［ ］を選択します。

参考

機器管理者のユーザー情報を変更する場合は、機器管理者の権限でログインして く ださい。その他のユーザー
でログインした場合は、ユーザー情報の参照しかできません。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

• ［メニュー］ >［ 表示順(フリガナ)］または［表示順(ログインユーザー名)］を選択すると、ユーザーリス トの並べ

替えができます。

• ［メニュー］ >［ 検索(フリガナ)］または［検索(ログインユーザー名)］を選択すると、フ リガナやログイン名で検

索ができます。
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2 ユーザーの新規登録の手順3を参照して、ユーザー情報を変更します。

新しいユーザーを登録する［ローカルユーザーリス ト］ （9-5）

3 ［登録］ > ［はい］

ユーザー情報が変更されます。

ユーザーを削除する場合

1 削除するユーザーを選択します。

2 ［ ］ > ［はい］を選択します。

ユーザーが削除されます。

ログインしているユーザーのユーザー情報を変更する（ユーザー情報）

ユーザー自身のユーザー情報を一部変更できます。

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー情報］

参考

工場出荷時に登録されている、「管理者」の権限を持つデフォルトユーザーは削除できません。
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2 ユーザー情報を変更する

必要に応じて、情報の変更・追加ができます。

新しいユーザーを登録する［ローカルユーザーリス ト］ （9-5）

3 ［登録］を選択します。

ユーザー情報が変更されます。

項目 説明

ユーザー名 ユーザーリストに表示される名前を変更します。32文字まで入力できます。

ユーザー名(ﾌﾘｶﾞﾅ) ユーザー名のフリガナを変更します。32文字まで入力できます。

ログインユーザー名 ログインのときに入力するログインユーザー名を参照します。

ログインパスワード ログインのときに入力するパスワードを変更します。64文字まで入力できます。

部門名 ユーザーが所属している部門を参照します。

メールアドレス ユーザーのメールアドレスを変更します。128文字まで入力できます。

参考

ユーザー権限でログインし、［新規宛先の入力］が［禁止する］に設定されている場合は、メー
ルアドレスの確認のみできます。

アクセスレベル ユーザーの権限を参照します。

認可情報 ログインしているユーザーに設定されている使用制限を参照します。

参考

この機能は、ローカル認可を［設定する］、またはグループ認可設定が［設定する］、またはゲ
スト認可設定が［設定する］の場合に表示します。

［部門管理］で、ログインしているユーザーに設定されている部門名および部門に設定され
ている使用制限を参照します。

この機能は、部門管理が［設定する］の場合に表示されます。

部門管理を有効にする （9-33）

ICカード情報 ログインしているユーザーのICカード情報を参照します。

参考

この機能は、オプシ ョ ンのICカード認証キッ ト を起動している場合に表示されます。

ICカード認証キッ ト (B)＜ICカード認証キッ ト＞ （12-3）

この機能は、ネッ トワーク認証のサーバータイプで［Ext.］を選択していて、そのタイプの
サーバーで管理されているユーザーでログインした場合は表示されません。

簡単ログイン 簡単ログインを設定している場合は、内容を変更します。

参考

この機能は、簡単ログインが［設定しない］、または簡単ログインに登録していない場合は表
示されません。

マイパネル ユーザーごとに言語選択と初期画面、シ ョート カッ ト を登録します。ここに登録しておけ
ば、ログインするだけで設定が適用されます。
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印刷するユーザーを管理する
パソコンから本機で印刷するユーザーを管理するには、プリンタード ライバーで次の設定が必要です。ここでは、
Windows 8.1を例に説明します。

1 画面を表示する

1 デスク ト ップのチャームから［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［デバイスとプリンターの表示］を選択しま
す。

2 本機のプリンタード ライバーのアイコンを右クリ ックして、［プリンターのプロパティ］メニューをクリ ック
します。

3 ［デバイス設定］タブの［管理者設定］をクリ ッ クします。

2 設定する

1 ［ユーザー管理］タブの［ユーザー管理］を選択します。

2 ユーザー管理を設定します。

［特定のログインユーザー名を使用］：特定のユーザー名とパスワードを指定して、すべての印刷ジョブに対して同じユー

ザーログインを使用します。この設定が選択されていると、印刷するたびにユーザー名とパスワードを入力する必要があ

りません。

［印刷時にログインユーザー名を入力］：印刷時に、ユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されます。ユーザー名と

パスワードは、印刷するたびに入力する必要があります。

［印刷時にログインユーザー名を入力（ログインユーザーの確認）］：印刷時に、ユーザー名とパスワードを入力する画面が

表示されます。ユーザー名とパスワードは「登録ログインユーザーリスト」に登録されているものを入力します。ユーザー

名とパスワードは、印刷するたびに入力する必要があります。

［ユーザー（ホスト）毎にログインユーザー（デバイス）を確認］：印刷時に、Windowsユーザー名を「登録ログインユーザーリ

スト」で検索し、登録されている場合は印刷できます。登録されていない場合、ユーザー権限のみのユーザーは印刷がキャ

ンセルされます。管理者権限を持つユーザーはユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されます。

3 ［OK］をク リ ッ クします。

参考

Windows 7の場合はWindowsの［スタート］ボタン > ［デバイスとプリンター］を選択します。

参考

ユーザー管理についてのその他の設定は、次を参照して ください。

プリンタード ライバー操作手順書

1
2
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TWAINを使ってスキャンするユーザーを管理する
TWAINを使ってスキャンするユーザーを管理するには、TWAINド ライバーで次の設定が必要です。ここでは、Windows 
8.1を例に説明します。

1 画面を表示する

1 デスク ト ップのチャームから［検索］をクリ ッ クし、検索欄に「TWAIN Driver Setting」と入力します。検索された
一覧の中から［TWAIN Driver Setting］を選択します。TWAINド ライバー設定画面が表示されます。

2 本機を選択し、［編集］をク リ ッ クします。

2 設定する

1 ［ユーザー認証設定］をクリ ッ クします。

2 ［認証］を選択して、ログインユーザー名とパスワードを入力します。

3 ［OK］をク リ ッ クします。

参考

Windows 7の場合は、Windowsの［スタート］ボタン > ［すべてのプログラム］ > ［Kyocera］ > ［TWAIN Driver 
Setting］を選択して ください。
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WIAを使ってスキャンするユーザーを管理する
WIAを使ってスキャンするユーザーを管理するには、WIAド ライバーで次の設定が必要です。ここでは、Windows 8.1を
例に説明します。

1 画面を表示する

1 デスク ト ップのチャームから［検索］をクリ ッ クし、検索欄に「スキャナーとカメ ラの表示」と入力します。検索
された一覧の中から［スキャナーとカメ ラの表示］をクリ ッ クすると、スキャナーとカ メ ラ画面が表示されま
す。

2 本機と同じ名称のWIAド ライバーを選択し、［プロパテ ィ］ボタンをクリ ックします。

2 設定する

1 ［設定］タブの［認証］を選択して、ログインユーザー名とパスワードを入力します。

2 ［OK］をク リ ッ クします。

参考

Windows 7の場合はWindowsの［スタート］ボタンをクリ ッ クし、［プログラムとファイルの検索］欄に［スキャ

ナー］と入力します。検索された一覧の中から［スキャナーとカ メ ラの表示］をクリ ッ クすると、スキャナーとカ
メ ラ画面が表示されます。

1 2
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パソコンからファクスを送信するユーザーを管理する
パソコンからファクスを送信するユーザーを管理するには、FAXド ライバーで次の設定が必要です。ここでは、Windows 
8.1を例に説明します。

1 画面を表示する

1 デスク ト ップのチャームから［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［デバイスとプリンターの表示］を選択しま
す。

2 本機のFAXド ライバーのアイコンを右クリ ックして、［印刷設定］メニューをクリ ッ クします。

3 ［フ ァクス設定］タブの［ファクス送信設定］をクリ ッ クします。

2 設定する

1 ［認証］タブの［ユーザー管理］を選択します。

2 ユーザー管理を設定します。

［特定のログインユーザー名を使用］：特定のユーザー名とパスワードを指定して、すべてのファクスジ ョブに対して同じ

ユーザーログインを使用します。この設定が選択されていると、ファクスジ ョブごとにユーザー名とパスワードを入力す

る必要がありません。

［送信時にログインユーザー名を入力］：送信時に、ユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されます。ユーザー名と

パスワードは、送信するたびに入力する必要があります。

3 ［OK］をク リ ッ クします。

参考

Windows 7の場合はWindowsの［スタート］ボタン→［デバイスとプリンター］を選択します。

1
2
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ローカルユーザー認可を設定する
ローカル認可を使用するかどうかを設定します。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［ユーザー管理設定］ > ［ローカルユーザー認可］

2 設定する

［設定しない］または［設定する］を選択します。

参考

ローカル認可を使用する場合は、ユーザー認証方法を［全角英字］に設定する必要があります。

ユーザー管理を有効にする （9-3）

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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グループ認可を設定する
認証サーバーに登録されたグループごとに本機の使用制限を設定します。

グループ認可設定を有効にする

グループ認可設定を有効にします。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 「ユーザー管理設定」 > 「グループ認可設定」 > 「グループ認可」

2 設定する

［設定しない］または［設定する］を選択します。

グループリスト を登録する

本機の使用を制限するグループを登録します。グループリストに登録したグループに属さないユーザーやグループは、
すべて「その他」になります。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

参考

グループ認可設定を使用する場合は、「ユーザー管理設定」でユーザーの認証方法を［ネッ トワーク認証］に設定
する必要があります。また、「プロ ト コル設定」で、「LDAP」を「使用する」に設定して ください。

ユーザー管理を有効にする （9-3）

LDAP （8-41）

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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2 ［ユーザー管理設定］ > ［グループ認可設定］ > ［グループリスト］ > ［ ］

2 設定する

1 グループIDを入力（1～4294967295の範囲） > ［次へ>］

2 グループ名を入力（32文字以内） > ［次へ>］

3 必要に応じて、情報の変更・追加ができます。

*1 「グループID」は、WindowsのActive Directoryでユーザーに割り当てているPrimaryGroupIDを設定して ください。Windows 

項目 詳細

グループID*1 グループリストに表示されるIDを、1～4294967295までの最大10桁で入力します。

グループ名 グループリストに表示される名前を、32文字以内で入力します。

アクセスレベル グループ制限を、［管理者］または［ユーザー］から選択します。

プリンター制限 プリンターの印刷機能を使用禁止にするかどうか設定します。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• ボックスからの印刷

• 外部メモリーからの印刷

• パソコンからの印刷

プリンター制限(フルカラー) プリンターのフルカラー印刷機能を使用禁止にするかどうか設定します。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• ボックスからの印刷

• 外部メモリーからの印刷

• パソコンからの印刷

コピー制限 コピーの印刷機能を使用禁止にするかどうか設定します。

コピー制限(フルカラー) コピーのフルカラーのみ、印刷機能を使用禁止にするかどうか設定します。

両面制限 両面印刷のみを許可するかどうか設定します。

集約制限 ページ集約の印刷のみを許可するかどうか設定します。

エコプリン ト制限 エコプリン トのみ許可するかどうか設定します。

送信制限 送信機能を使用禁止にするかどうか設定します。

ファクス送信制限*2 ファクス送信機能を使用禁止にするかどうか設定します。

ボックス保存制限 ボックス保存機能を使用禁止にするかどうか設定します。

外部メモリー保存制限 外部メモリー保存機能を使用禁止にするかどうか設定します。
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Server 2008では、ユーザーのプロパティ画面の属性エディ タ タブで確認できます。

*2 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着装着している場合に表示されます。

3 アクセスレベルを選択 > ［次へ>］

4 内容を確認します。必要に応じて、情報の変更・追加ができます。

5 登録する

［登録］を選択します。

グループリス トに新しいグループが追加されます。

参考

文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）
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ゲス ト認可を設定する
ユーザー管理が有効のとき、本機にログインできないゲストユーザーが使用できる機能を設定します。

ゲスト認可設定を有効にする

ゲスト認可設定を有効にします。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 「ユーザー管理設定」 > 「ゲス ト認可設定」 > 「ゲス ト認可」

2 設定する

［設定する］または［設定しない］を押します。

参考

ゲスト認可設定を使用する場合は、「ユーザー管理設定」でユーザー管理を有効に設定する必要があります。

ユーザー管理を有効にする （9-3）

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

ゲスト認可設定を有効にした場合、ログイン時に［認証/ログアウト］キーを選択する必要があります。

ゲストユーザーの初期設定では、モノ クロコピーしか使用できません。それ以外の機能を使用したいときは、使
用する機能の制限がないユーザーでログインするか、ゲストプロパテ ィで設定を変更して ください。
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ゲストプロパティ を設定する

ゲストユーザーの情報と制限する機能を設定します。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 「ユーザー管理設定」 > 「ゲス ト認可設定」 > 「ゲス トプロパテ ィ」

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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2 設定する

必要に応じて、情報の変更・追加ができます。

*1 オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着装着している場合に表示されます。

3 登録する

［登録］を選択します。

項目 詳細

ユーザー名 ユーザーリストに表示される名前を、32文字以内で入力します。

初期設定は「Guest User」です。

ユーザー名(ﾌﾘｶﾞﾅ) ユーザー名のフリガナを、32文字以内で入力します。

初期設定は「Guest User」です。

アクセスレベル ユーザーの権限が表示されます。変更はできません。

部門名 ユーザーが所属している部門を登録することができます。

部門に所属していない場合は、［その他］を選択して ください。

認可情報 制限する機能を設定します。

制限できる項目は次のとおりです。

プリンター制限：

プリンターの印刷機能を使用禁止にするかどうか設定します。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• ボックスからの印刷

• 外部メモリーからの印刷

プリンター制限(フルカラー)：

プリンターの印刷機能（フルカラー）を使用禁止にするかどうか設定します。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• ボックスからの印刷

• 外部メモリーからの印刷

コピー制限：

コピーの印刷機能を使用禁止にするかどうか設定します。

コピー制限(フルカラー)：

コピーの印刷機能（フルカラー）を使用禁止にするかどうか設定します。

両面制限：

両面印刷のみを許可するかどうか設定します。

集約制限：

ページ集約の印刷のみを許可するかどうか設定します。

エコプリン ト制限：

エコプリン トのみ許可するかどうか設定します。

送信制限：

送信機能を使用禁止にするかどうか設定します。

ファクス送信制限*1：

フ ァクス送信機能を使用禁止にするかどうか設定します。

ボックス保存制限：

ボックス保存機能を使用禁止にするかどうか設定します。

外部メモリー保存制限：

外部メモリー保存機能を使用禁止にするかどうか設定します。
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ネッ トワークユーザー情報を取得する
LDAPサーバーからユーザー情報を取得するために必要な項目を設定します。この設定で取得されたユーザー名やメー

ルアドレスは、ユーザー情報、状況確認画面やメールのヘッダーに表示されます。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［ユーザー管理設定］ > ［ネッ トワークユーザー情報の取得 ］ > ［設定する］ 

2 設定する

各項目を設定 > ［OK］

*1 WindowsのActive Directoryの場合、通常はネッ トワーク認証で設定したサーバー名と同じです。

*2 WindowsのActive Directoryの場合、通常は属性のdisplayNameを使用します。

*3 「名前2」 は省略できます。「名前1」 にdisplayName、「名前2」 にdepartmentを設定し、WindowsのActive Directoryの値が

参考

LDAPサーバーからネッ トワークユーザー情報を取得する設定を行うには、「ユーザー管理設定」でユーザーの

認証方法を［ネッ トワーク認証］に設定する必要があります。また、「プロ ト コル設定」で、「LDAP」を［使用する］

に設定して ください。

ユーザー管理を有効にする （9-3）

LDAP （8-41）

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

項目 詳細

サーバー名*1 LDAPサーバーのサーバー名またはIPアドレスを64文字以内で入力します。サーバー名を入力
しない場合、ネッ トワーク認証で設定しているサーバーからユーザー情報を取得します。

ポート LDAPサーバーのポート番号です。ポート番号の工場出荷時の値は389です。

名前1*2 LDAPサーバーから表示するユーザー名を取得する際のLDAPアト リビュート を32文字以内
で入力します。

名前2*3

メールアドレス*4 LDAPサーバーからメールアドレスを取得する際のLDAPアト リビュート を128文字以内で入
力します。

認証方式*5 認証方式を設定します。［簡易認証］または［SASL］のどちらかを選択して ください。設定変更
後にシステムの再起動を行うか、電源のOFF/ONを行って ください。

検索ﾀｲﾑｱｳﾄ時間 タイムアウトするまでの時間を5～255秒の秒単位で入力します。

LDAPセキュリテ ィー(ユー
ザー情報)

接続するLDAPサーバーがサポート しているセキュリテ ィーに合わせて、タイプを変更する場
合は選択します。設定値は［使用しない］、［SSL/TLS］または［STARTTLS］です。
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displayName=山田 太郎、department=営業部の場合、ユーザー名は「山田 太郎 営業部」と表示します。 

*4 WindowsのActive Directoryの場合、通常は属性のmailを使用します。

*5 「ネッ トワーク認証」でサーバータイプを「Kerberos」に設定している場合に表示されます。
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簡単ログイン設定とは
簡単ログインは、ユーザーを選択するだけでログインできる機能です。ユーザーはあらかじめ登録してお く必要があり
ます。

簡単ログイン設定を有効にする

簡単ログイン設定を有効にするかどうかを設定します。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユユーザー/部門管理］

2 ［ユーザー管理設定］ > ［簡単ログイン設定］ > ［簡単ログイン］

2 設定する

［設定する］または［設定しない］を押します。

簡単ログインキーを登録する

簡単ログインを使用するユーザーを登録します。ユーザーは20人まで登録できます。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

参考

• ユーザーの登録は、次を参照して ください。

新しいユーザーを登録する［ローカルユーザーリス ト］ （9-5）

• 簡単ログインを使用する場合は、「ユーザー管理設定」でユーザー管理を有効に設定する必要があります。

ユーザー管理を有効にする （9-3）

• ゲスト認可を有効にした場合、簡単ログイン画面は表示されません。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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2 ［ユーザー管理設定］ > ［簡単ログイン設定］ > ［簡単ログイン情報］

2 ユーザー情報を入力する

1 設定したいキーを選択します。

2 ［ ］を選択します。

\

3 ユーザーをローカルユーザーから指定するときは［ローカルユーザー］を、ネッ トワークユーザーを指定する
ときは［ネッ トワークユーザー］を選択します。

選択した指定方法によって、操作手順が異なります。

ローカルユーザーからユーザーを指定するとき

簡単ログインを設定するユーザーを選択して ください。

ネッ トワークユーザーからユーザーを指定するとき

［ログインユーザー名］、［ログインパスワード］の[キーボード ]を選択して登録するユーザーの情報を入力して、［OK］を選

択して ください。

ネッ トワーク認証でド メイン名を設定しているユーザーを指定するときは、「ド メイン名」でユーザーを登録しているド メ

イン名を選択して ください。

[次へ>]を選択して く ださい。

参考

• ［メニュー］ > ［表示順(フリガナ)］または［表示順(ログインユーザー名)］を選択すると、ユーザーリス トの並べ

替えができます。

• ［メニュー］ > ［検索(フリガナ)］または［検索(ログインユーザー名)］を選択すると、フ リガナやログイン名で検

索ができます。

参考

文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）
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4 表示するユーザー名を入力して、[次へ>]を選択します。

5 「パスワード認証」 > ［設定する］または［設定しない］を選択 >  「アイコン」

6 表示するユーザーのアイコンを選択します。

3 登録する

［登録］を選択します。

参考

文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）
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ICカード認証方法を設定する
ICカード認証が有効の場合、認証方法を設定します。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［ユーザー管理設定］ > ［ICカード設定］

2 設定する

設定できる項目は次のとおりです。

*1 ネッ トワーク認証のサーバータイプを［NTLM］または［Kerberos］に設定している場合は表示されません。

参考

• この機能は、ICカード認証キッ トが起動されている場合に表示されます。

ICカード認証キッ ト (B)＜ICカード認証キッ ト＞ （12-3）

• この機能は、ネッ トワーク認証ユーザーでログインしている場合は表示されません。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

項目 詳細

キーボードログイン ICカード認証が有効の場合、キーボードによるログインを許可するかどうかを設定します。

設定値：許可する、禁止する

追加認証*1 ICカードで認証後、パスワードを入力させるかどうかを設定します。

設定値：設定しない、パスワードを使う、PINコードを使う
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PINコード認証を設定する
PINコード認証を使用するかどうかを設定します。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［ユーザー管理設定］ > ［PINコード認証］

2 設定する

1 ［設定しない］または［設定する］を選択します。

2 ［OK］を選択します。

参考

PINコード認証を使用する場合は、ネッ トワーク認証を有効にし、サーバータイプを［Ext.］に設定する必要があ

ります。

ユーザー管理を有効にする （9-3）

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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ユーザー管理を使う
ユーザー管理を設定しているときの操作を説明します。

ログイン/ログアウト をする
ユーザー管理が有効の場合は、本機を使用するとき、ログインユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されます。

ログインする

本機の操作中にログインユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されたら次を参照して ください。

ログインする （3-16）

ログアウトする

操作が終了したら、［認証/ログアウト］キーを選択します。ログインユーザー名とパスワードを入力する画面に戻りま

す。



9-32

ユーザー認証、集計管理（ユーザー管理、部門管理） ＞ 部門管理とは

部門管理とは
部門管理は、部門コードを入力することにより、部門別にコピー/印刷/スキャン/ファクスの使用枚数を管理できる機能

です。

パソコンから印刷したジ ョブの使用枚数を管理する

パソコンから本機で印刷したジ ョ ブの使用枚数を管理するには、プリンタード ライバーの設定が必要です。

TWAINを使ってスキャンしたジ ョ ブの使用枚数を管理する

TWAINを使ってスキャンしたジ ョ ブの使用枚数を管理するには、パソコンでTWAINド ライバーの設定が必要です。

TWAINを使ったスキャンジ ョブを管理する （9-40）

WIAを使ってスキャンしたジ ョ ブの使用枚数を管理する

WIAを使ってスキャンしたジ ョ ブの使用枚数を管理するには、パソコンでWIAド ライバーの設定が必要です。

WIAを使ったスキャンジ ョブを管理する （9-41）

パソコンから送信したファクスジ ョ ブの使用枚数を管理する

パソコンから送信したファクスジ ョ ブの使用枚数を管理するには、パソコンでFAXド ライバーの設定が必要です。

パソコンから送信したファクスジ ョ ブを管理する （9-42）

フ ァクス機能は、オプシ ョ ンのファクスキッ トが必要です。

1 部門管理を有効にする（9-33）

2 部門を設定する（9-34）

3 部門コードを入力してジ ョブを実行す
る（9-51）

4 使用枚数が集計される。

1 プリンタード ライバーでパソコンに部
門管理を設定する（9-38）

2 印刷する

3 使用枚数が集計される。

100 400 200

A: 00000001

A: 00000001

B: 00000002

C: 00000003

100 400 200
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部門管理を有効にする

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［部門管理設定］ > ［部門管理］

2 ［設定する］を選択する

部門管理方式を設定する

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［部門管理設定］ > ［部門管理方式］

2 設定する

［ローカル］または［ネッ トワーク管理］を選択します。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。ログインユーザー名とログインパスワード
の工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

• 部門管理を無効にする場合は、［設定しない］を選択して ください。

• 初期画面に戻ると、自動でログアウト され、部門コードを入力する画面が表示されます。つづけて作業を行う
場合は、部門コードを入力して ください。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。ログインユーザー名とログインパスワード
の工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

PINコード認証を使用する場合は、ネッ トワーク認証を有効にし、サーバータイプを［Ext.］に設定する必要があ

ります。

ユーザー管理を有効にする （9-3）
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管理する部門を設定する［ローカル］
部門の登録や編集、削除をしたり、部門ごとに使用制限を設定できます。

部門を新規に登録する［部門リスト］
登録可能件数：100部門まで

登録できる項目は次のとおりです。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［部門管理設定］ > ［部門リス ト］ > ［ ］

2 部門情報を入力する

1 部門名を入力 > ［次へ>］

2 部門名（フ リガナ）を入力 > ［次へ>］

3 部門コードを入力 > ［次へ］

4 使用制限の方法を選択します。

使用制限を設定する （9-35）

5 ［登録］を選択します。

部門リストに新しい部門が追加されます。

項目 詳細

部門名 入力可能文字数：32文字以内

部門名(ﾌﾘｶﾞﾅ) 入力可能文字数：32文字以内

部門コード 入力可能範囲：0～99999999（8桁まで）

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。ログインユーザー名とログインパスワード
の工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

文字の入力方法は、次を参照して ください。

文字の入力 （12-10）

参考

すでに登録されている「部門コード」は使用できません。別の部門コードを入力して ください。
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使用制限を設定する
部門ごとに使用を禁止したり、使用できる枚数を制限したりすることができます。

制限できる内容は、「コピー/プリンターカウン ト方法」を「個別」にしているか「合計」にしているかによって異なります。

コピー/プリンターのカウン ト方法を設定する （9-50）

使用制限できる項目

コピー/プリンターカウン ト方法が「個別」の場合

コピー/プリンターカウン ト方法が「合計」の場合

使用制限の方法

使用制限の方法は次のとおりです。

項目 詳細

コピー制限(合計) コピーの使用枚数を制限します。

コピー制限(フルカラー) フルカラーコピーの使用枚数を制限します。

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ制限(合計) 印刷の使用枚数を制限します。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• ボックスからの印刷

• 外部メモリーからの印刷

• パソコンからの印刷

プリンター制限(フルカラー) カラー印刷の使用枚数を制限します。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• ボックスからの印刷

• 外部メモリーからの印刷

• パソコンからの印刷

その他スキャン制限 コピー以外の原稿読み込み枚数を制限します。

ファクス送信制限 ファクスの送信枚数を制限します。オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合
に表示されます。

項目 詳細

印刷制限(合計) コピーとプリンターの合計の使用枚数を制限します。

印刷制限（フルカラー） フルカラーコピーとカラー印刷の合計の使用枚数を制限します。

その他スキャン制限 コピー以外の原稿読み込み枚数を制限します。

ファクス送信制限 ファクスの送信枚数を制限します。オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着している場合
に表示されます。

項目 詳細

制限しない 使用を制限しません。

カウンター制限初期値 使用枚数を、1～9,999,999枚の範囲（1枚単位）で制限します。

使用禁止 使用を禁止します。
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制限枚数超過時の処理を設定する
制限枚数に達したときの処理を変更できます。

*1 送信中や、ボックス保存中は次のジョブから禁止されます。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［部門管理設定］  > ［初期設定］ > ［制限超過時設定］

2 設定する

1 ［即時禁止］、［次ジ ョ ブから禁止］、または［警告のみ］を選択します。

2 ［OK］を選択します。

項目 詳細

即時禁止*1 制限枚数に達した時点でジ ョブの処理が禁止されます。

次ジ ョブから禁止 印刷中または読み込み中のジョブは続行されますが、次のジ ョブから使用禁止になります。

警告のみ 警告メ ッセージが表示されますが、ジ ョ ブの処理は続行されます。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。ログインユーザー名とログインパスワード
の工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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部門情報を編集する

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［部門管理設定］ > ［部門リス ト］

2 編集する

1 部門情報を変更する部門の［ ］を選択します。

2 変更する部門情報を選択して、部門情報を変更して ください。

3 ［登録］ > ［はい］

部門情報が変更されます。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。ログインユーザー名とログインパスワード
の工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

• ［メニュー］ >［ 検索(フリガナ)］または［部門コード検索］を選択すると、フリガナや部門コードで検索ができ

ます。

• ［メニュー］ >［ 表示順(フリガナ)］または［表示順(ID)］を選択すると、部門名の並べ替えができます。
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部門を削除する

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［部門管理設定］ > ［部門リス ト］

2 削除する

1 削除する部門を選択します。

2 ［ ］ > ［はい］

部門が削除されます。

部門の印刷状況を管理する
パソコンから印刷したジ ョ ブの使用枚数を管理するには、プリンタード ライバーで次の設定が必要です。ここでは
Windows 8.1を例に説明します。

1 画面を表示する

1 デスク ト ップのチャームから［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［デバイスとプリンターの表示］を選択しま
す。

2 本機のプリンタード ライバーのアイコンを右クリ ックして、［プリンターのプロパティ］メニューをクリ ック
します。

3 ［デバイス設定］タブの［管理者設定］をクリ ッ クします。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。ログインユーザー名とログインパスワード
の工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

Windows 7の場合はWindowsの［スタート］ボタン > ［デバイスとプリンター］を選択します。
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2 設定する

1 ［部門管理］タブの［部門管理］を選択します。

2 部門管理を設定します。

［特定のコードを使用］：特定の部門コードを指定して、すべての印刷ジョブに対して同じ部門コードを使用します。この設

定が選択されていると、印刷するたびに部門コードを入力する必要がありません。

［印刷時にコードを入力］：印刷時に、部門コードを入力する画面が表示されます。部門コードは印刷するたびに入力する必

要があります。

［印刷時にコードを入力（コード リス トの確認）］：印刷時に、部門コードを入力する画面が表示されます。部門コードは「部

門コード リス ト」に登録されているものを入力します。部門コードは印刷するたびに入力する必要があります。

［印刷時にコード リス トから選択］：印刷時に部門コード リス トが表示されます。部門コードは「部門コード リス ト」に登録

されている必要があります。

[ユーザー(ホスト )ごとに部門コードを確認]：印刷時に、Windowsユーザー名を「部門コード リス ト」で検索し、登録されてい

る場合は印刷できます。登録されていない場合、部門コードを入力する画面が表示されます。

3 ［OK］をク リ ッ クします。

参考

部門管理についてのその他の設定は、次を参照して ください。

プリンタード ライバー操作手順書

1

2
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TWAINを使ったスキャンジ ョブを管理する
TWAINを使ってスキャンしたジ ョ ブの使用枚数を管理するには、TWAINド ライバーで次の設定が必要です。ここでは

Windows 8.1を例に説明します。

1 画面を表示する

1 デスク ト ップのチャームから［検索］をクリ ッ クし、検索欄に > 「TWAIN Driver Setting」と入力します。検索さ
れた一覧の中から［WAIN Driver Setting］を選択します。

2 本機を選択し、［編集］をク リ ッ クします。

2 設定する

1 ［ユーザー認証設定］をクリ ッ クします。

2 ［部門ID］を選択して、部門コードを入力します。

3 ［OK］をク リ ッ クします。

参考

Windows 7の場合は、Windowsの［スタート］ボタン > ［すべてのプログラム］ > ［Kyocera］ > ［TWAIN Driver 
Setting］を選択して ください。



9-41

ユーザー認証、集計管理（ユーザー管理、部門管理） ＞ 管理する部門を設定する［ローカル］

WIAを使ったスキャンジ ョブを管理する
WIAを使ってスキャンしたジ ョ ブの使用枚数を管理するには、WIAド ライバーで次の設定が必要です。ここでは

Windows 8.1を例に説明します。

1 画面を表示する

1 デスク ト ップのチャームから［検索］をクリ ッ クし、検索欄に「スキャナーとカメ ラの表示」と入力します。

2 本機と同じ名称のWIAド ライバーを選択し、［プロパテ ィ］ボタンをクリ ックします。

2 設定する

1 ［設定］タブの［部門ID］を選択して、部門コードを入力します。

2 ［OK］をク リ ッ クします。

参考

Windows 7の場合はWindowsの［スタート］ボタンをクリ ッ クし、［プログラムとファイルの検索］欄に［スキャ

ナー］と入力します。検索された一覧の中から［スキャナーとカ メ ラの表示］をクリ ッ クすると、スキャナーとカ
メ ラ画面が表示されます。

1 2

1 2
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パソコンから送信したファクスジ ョブを管理する
パソコンから送信したファクスジ ョ ブの使用枚数を管理するには、FAXド ライバーで次の設定が必要です。ここでは

Windows 8.1を例に説明します。

1 画面を表示する

1 デスク ト ップのチャームから［設定］ > ［コン ト ロールパネル］ > ［デバイスとプリンターの表示］を選択しま
す。。

2 本機のFAXド ライバーのアイコンを右クリ ックして、［印刷設定］メニューをクリ ッ クします。

3 ［フ ァクス設定］タブの［ファクス送信設定］をクリ ッ クします。

2 設定する

1 ［認証］タブの［部門管理］を選択します。

2 部門管理を設定します。

［特定のコードを使用］：特定の部門コードを指定して、すべてのファクスジ ョブに対して同じ部門コードを使用します。こ

の設定が選択されていると、ファクスジ ョブごとに部門コードを入力する必要がありません。

［送信時にコードを入力］：送信時に、部門コードを入力する画面が表示されます。部門コードは送信するたびに入力する必

要があります。

3 ［OK］をク リ ッ クします。

参考

Windows 7の場合はWindowsの［スタート］ボタン > ［デバイスとプリンター］を選択します。

1

2
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部門管理を利用する

部門管理の初期設定をする
使用制限の初期値を設定します。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 「部門管理設定」 > 「初期設定」 > 「カウンター制限初期値」

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。ログインユーザー名とログインパスワード
の工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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2 設定する

1 制限枚数の初期値を設定する項目を選択 >  ［ ］ 、［ ］またはテンキーで制限枚数の初期値を入力

*1 オプシ ョ ンのファクスキッ トが装着されている場合のみ表示されます。

2 ［OK］を選択します。

3 他の制限枚数の初期値を設定する場合は、手順1、2を繰り返します。

用紙サイズ別に集計する
特定の用紙サイズ（例：A4）の使用枚数を集計することができます。

用紙サイズ指定時に、合わせて用紙種類も指定できます（例：A4サイズでカラー用紙の使用枚数を集計する）。用紙種類を

指定しない場合は、用紙種類に関係な く指定した用紙サイズの使用枚数が集計されます。

項目 説明

カウンター制限初期値 新規部門登録を行う場合の、制限枚数の初期値を変更することができます。設定範囲は1 
～ 9,999,999 枚です。

設定できる内容は、「コピー/プリンターカウン ト方法」を「個別」にしているか「合計」にし
ているかによって異なります。

コピー/プリンターのカウン ト方法を設定する （9-50）
コピー/プリンターカウン ト方法が「個別」の場合

コピー制限(合計) コピーの制限枚数の初期値を設定します。

コピー制限(フルカ
ラー)

フルカラーコピーの制限枚数の初期値を設定します。

ﾌﾟﾘﾝﾀｰ制限(合計) 印刷の制限枚数の初期値を設定します。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• ボックスからの印刷

• 外部メモリーからの印刷

• パソコンからの印刷

プリンター制限(フル
カラー)

カラー印刷の制限枚数の初期値を設定します。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• ボックスからの印刷

• 外部メモリーからの印刷

• パソコンからの印刷

その他スキャン制限 コピー以外の原稿読み込み制限枚数の初期値を設定します。

ファクス送信制限*1 ファクスの送信制限枚数の初期値を設定します。オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着し
ている場合に表示されます。

コピー/プリンターカウン ト方法が「合計」の場合

印刷制限(合計) コピーとプリンター合計の制限枚数の初期値を設定します。

印刷制限（フルカラー） フルカラーコピーとカラー印刷の制限枚数の初期値を設定します。

その他スキャン制限 コピー以外の原稿読み込み制限枚数の初期値を設定します。

ファクス送信制限*1 ファクスの送信制限枚数の初期値を設定します。オプシ ョ ンのファクスキッ ト を装着し
ている場合に表示されます。

参考

用紙サイズは、1～5の5種類を指定することができます。この5種類の使用枚数は、部門レポートに記載されてい

ます。

部門レポート を印刷する （9-49）
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1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［部門管理設定］ > ［初期設定］ > ［用紙サイズ別集計］ > ［用紙サイズ1（～5）］

2 設定する

1 ［設定する］を選択します。

2 指定する用紙サイズを選択します。

3 用紙種類を指定する場合は、［用紙種類］を選択します。

4 指定する用紙種類を選択して、［OK］を選択します。

5 ［OK］を選択します。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。ログインユーザー名とログインパスワード
の工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400



9-46

ユーザー認証、集計管理（ユーザー管理、部門管理） ＞ 部門管理を利用する

使用枚数を集計する
使用枚数を集計することができます。集計は、全部門または部門別に行います。また、一定期間管理した使用枚数をリ
セッ ト して、新たに使用枚数のカウン ト を始めることができます。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［部門管理設定］ > ［全部門集計］または［部門別集計］

2 設定する

参照できる項目は次のとおりです。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。ログインユーザー名とログインパスワード
の工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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*1 オプシ ョ ンのファクスキッ トが装着されている場合に表示されます。

全部門の使用枚数を集計する

全部門の使用枚数を集計します。

項目 説明

印刷ページ数

用紙サイズ別集計

コピー、プリンター、およびその合計の使用枚数が表示されます。また、「フ ァク
ス」、「用紙サイズ別集計」、「両面集計」、「集約集計」でそれぞれの使用枚数も確認で
きます。

コピー(白黒) 白黒コピーの使用枚数が表示されます。

コピー(フルカラー) フルカラーコピーの使用枚数が表示されます。

コピー(合計) コピーの使用枚数が表示されます。

プリンター(白黒) 白黒印刷の使用枚数が表示されます。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• ボックスからの印刷

• 外部メモリーからの印刷

• パソコンからの印刷

プリンター(フルカラー) フルカラー印刷の使用枚数が表示されます。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• ボックスからの印刷

• 外部メモリーからの印刷

• パソコンからの印刷

プリンター(合計) プリンターの使用枚数が表示されます。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• ボックスからの印刷

• 外部メモリーからの印刷

• パソコンからの印刷

コピー/プリンター(白黒) 白黒コピーと白黒印刷の合計の使用枚数が表示されます。

コピー/プリンター(フルカラー) フルカラーコピーとフルカラー印刷の合計の使用枚数が表示されます。

ｺﾋﾟｰ/ﾌﾟﾘﾝﾀｰ(合計) コピーとプリンターの合計の使用枚数が表示されます。

ファクス*1 ファクス受信の使用枚数が表示されます。

合計 合計の使用枚数が表示されます。

両面集計 両面（片面印刷）、両面（両面印刷）およびその合計の使用枚数が確認できます。

集約集計 集約（なし）、集約（2 in 1）、集約（4 in 1）、およびその合計の使用枚数が確認できま
す。

用紙サイズ別集計 特定の用紙サイズ、およびその他の用紙の使用枚数が表示されます。

読み込みページ数 コピーの読み込み、ファクスの読み込み、その他の読み込み、およびその合計の使
用枚数が表示されます。

ファクス送信ページ*1 ファクス送信の使用枚数が表示されます。

ファクス送信時間*1 ファクス送信の使用時間が表示されます。

カウンターリセッ ト 使用枚数をリセッ ト します。

確認画面で［はい］を選択して ください。
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1 画面を表示する

集計を参照する機能を選択します。

2 参照する

1 集計結果を参照します。

2 内容を確認したら、［終了］を選択します。

部門別の使用枚数を集計する

部門別の使用枚数を集計します。

1 画面を表示する

1 集計を参照する部門を選択します。

2 ［ ］を選択します。

3 参照する機能を選択します。

集計結果が表示されます。

4 内容を確認したら、［終了］を選択します。

参考

• ［メニュー］ > ［検索(フリガナ)］または［部門コード検索］を選択すると、フリガナや部門コードで検索ができ

ます。自部門以外を表示するときは［その他部門を選択］を選択して ください。

• ［メニュー］ > ［表示順(フリガナ)］または［表示順(ID)］を選択すると、部門名の並べ替えができます。
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部門レポート を印刷する
全部門で集計された枚数を、部門レポート と して印刷できます。

レポートは、コピーとプリンターの枚数管理の方法によって、印刷されるフォームが変わります。

コピーとプリンターの管理方法が「個別」の場合

1 用紙を準備する

カセッ トにA4またはLetterの用紙が補給されていることを確認します。

2 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］ > ［部門管理設定］

3 印刷する

［部門管理レポート印刷］ > ［はい］

部門管理レポートが印刷されます。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。ログインユーザー名とログインパスワード
の工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

Firmware Version
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コピー/プリンターのカウン ト方法を設定する
コピーとプリンターの使用枚数を合計して管理するか、個別に管理するか選択することができます。この選択によって、
使用枚数の制限や集計の方法が変わりますので、本機をお使いの環境に合わせて ください。

本機の操作中にログインユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されたら次を参照して ください。

使用制限を設定する （9-35）

使用枚数を集計する （9-46）

部門レポート を印刷する （9-49）

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［部門管理設定］ > ［初期設定］ > ［コピー/プリンターカウン ト方法］

2 設定する

1 ［合計］または［個別］を選択します。

2 ［OK］を選択します。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。ログインユーザー名とログインパスワード
の工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400
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ログイン/ログアウトする（部門管理）
部門管理が有効の場合は、本機を使用するとき、部門コードを入力する画面が表示されます。

ログインする（部門管理）

本機を操作して部門コードを入力する画面が表示されたら、次の操作をして ください。

1 テンキーで部門コードを入力 > ［ログイン］

ログインユーザー名とパスワードを入力する画面が表示されたとき

ユーザー管理が有効の場合は、部門コードを入力する画面の代わりに、ログインユーザー名とパスワードを入力
する画面が表示されます。ログインユーザー名とパスワードを入力してログインして く ださい。ユーザーに部門
情報が登録されているときは、部門コードの入力は省略されます。

新しいユーザーを登録する［ローカルユーザーリス ト］ （9-5）

2 通常の操作を行う

ログアウトする（部門管理）

操作が終了したら、［認証/ログアウト］キーを選択します。部門コードを入力する画面に戻ります。

参考

• 入力を間違えたときは、［ク リア］キーを選択して入力し直して ください。

• ［カウンター参照］を選択すると、印刷枚数や読み込み枚数を参照することができます。
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不明ユーザー処理方法を設定する

ID不明ジ ョブ処理を設定する
ログインユーザー名（ユーザーID）が不明なジ ョ ブ、またはログインユーザー名（ユーザーID）のないジ ョブがパソコンか

ら届いた場合の処理方法を選択することができます。ユーザー管理が無効で、部門管理を有効にしている場合は、ジ ョ ブ
の部門コードが不明のときの処理方法となります。

設定項目は次のとおりです。

1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［ID不明ジ ョブ処理］を選択します。

2 設定する

［拒否する］または［許可する］を選択します。

ID不明ユーザーのユーザー情報を登録する
ID不明ユーザーのユーザー情報を登録すると、ジ ョ ブ状況画面やジ ョブ履歴画面で確認できるようになります。また、使

用できる機能を制限することができます。

項目 詳細

許可する ジ ョブを処理します。

拒否する ジ ョブを処理しません。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。ログインユーザー名とログインパスワード
の工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

この設定は、［ID不明ジ ョブ処理］を［許可する］にしている場合に表示されます。
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1 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［ユーザー/部門管理］

2 ［不明ユーザー設定］ > ［ユーザー情報］を選択します。

2 ユーザー情報を登録する

各項目を設定 >［OK］

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。ログインユーザー名とログインパスワード
の工場出荷時の値は下記が設定されています。

ログインユーザー名

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

ログインパスワード

TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

項目 詳細

ユーザー名 ユーザー名を、32文字以内で入力します。

ユーザー名(ﾌﾘｶﾞﾅ) ユーザー名のフリガナを、32文字以内で入力します。

部門名 ID不明ユーザーに部門を登録します。

部門管理とは （9-32）

参考

• ［メニュー］ > ［検索(フリガナ)］または［部門コード検索］を選択すると、フリガナや部門

コードで検索ができます。

• ［メニュー］ > ［表示順(フリガナ)］または［表示順(ID)］を選択すると、部門リストの並べ

替えができます。

• 部門管理が有効になっているときに表示されます。

認可情報 使用制限を設定します。

使用制限できる項目は次のとおりです。

プリンター制限：

プリンターの印刷機能を使用禁止にするかどうか設定します。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• パソコンからの印刷

プリンター制限(フルカラー)：

プリンターの印刷機能（フルカラー）を使用禁止にするかどうか設定します。

該当する印刷機能は次のとおりです。

• パソコンからの印刷
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10 メンテナンス

この章では、次の項目について説明します。

日常のお手入れ ................................................................................................................................................  10-2
原稿ガラスを清掃する ...........................................................................................................................  10-2
スリ ッ トガラスを清掃する ....................................................................................................................  10-2

消耗品の交換と補充 .........................................................................................................................................  10-4
トナーコンテナを交換する ....................................................................................................................  10-4
廃棄トナーボックスを交換する ............................................................................................................  10-7
用紙を補給する ......................................................................................................................................  10-9
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日常のお手入れ
印刷品質を保つため、定期的に本機を清掃します。

原稿ガラスを清掃する
原稿ガラスと、原稿押さえまたは原稿送り装置のう ら面をアルコールまたはうすい中性洗剤をつけた柔らかい布で拭い
て ください。

スリ ッ トガラスを清掃する
原稿送り装置を使用している場合、付属の清掃用布でスリ ッ トガラスと読み取りガイ ドの表面を拭いて ください。

1 清掃用布を取り出す

注意

本機の清掃を行う ときは、安全上必ず電源プラグをコンセン トから抜いて ください。

重要

シンナー、有機溶剤などは使用しないで ください。

参考

スリ ッ トガラスや読み取りガイ ドの汚れは、出力紙に黒いすじなどが写る原因となります。
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2 スリ ッ トガラスと読み取りガイ ドを清掃する
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消耗品の交換と補充
トナーがな く なったときやカセッ トの用紙がな く なったときは、本体の画面にメ ッセージが表示されます。メ ッセージ
に従って、消耗品を交換および補充して ください。

トナーコンテナを交換する
トナーがな く なったときは、次のメ ッセージが表示されます。トナーコンテナを交換して ください。

「トナーがありません。」

また、トナー残量が少な く なると次のメ ッセージが表示されます。新しいトナーコンテナをご用意ください。

「トナーが残り少な く なっています。（な く なったら交換）」

1 前カバーを開ける

2 トナーコンテナを取り出す

参考

• トナーコンテナは、必ず純正品を使用して ください。純正品を使用しない場合、画像不良や故障の原因となり
ます。

• 本製品のトナーコンテナに装着されているメモリーチップは、お客様の利便性の向上、使用済みトナーコンテ
ナ・リサイクルシステムの運用、および新製品の企画・開発のために必要な情報を収集・蓄積します。この収集・
蓄積される情報には、特定の個人を識別することができる情報は含まれず、匿名情報のまま上記の目的に利用
されます。

注意

トナーの入った容器およびユニッ トは、火中に投じないで ください。火花が飛び散り、火傷の原因となることが
あります。

Y C M K
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3 使用済みトナーコンテナを廃棄用ポリ袋に入れる

4 新しいトナーコンテナを取り出す

5 トナーコンテナを軽くたた く

重要

破線部分は手で触らないで ください。
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6 トナーコンテナを振る

7 トナーコンテナを装着する

8 前カバーを閉める

重要

トナーコンテナは、奥まで挿入して ください。

参考

• 前カバーが閉まらない場合は、トナーコンテナが正し く装着されているか確認して ください。

• 使用後、不要となったトナーコンテナは、購入元の販売店または弊社のサービス担当者にご返却ください。回
収されたトナーコンテナは、再使用または再資源化のために再利用されるか、法律に従い廃棄処理されます。
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廃棄トナーボックスを交換する
廃棄トナーボックスがいっぱいになったときは、次のメ ッセージが表示されます。廃棄トナーボックスを交換して くだ
さい。

「廃棄トナーボックスを確認して ください。」

1 前カバーを開ける

2 廃棄トナーボックスを取り出す

3 使用済み廃棄トナーボックスを廃棄用ポリ袋に入れる

注意

トナーの入った容器およびユニッ トは、火中に投じないで ください。火花が飛び散り、火傷の原因となることが
あります。
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4 新しい廃棄トナーボックスを取り出す

5 廃棄トナーボックスを装着する

6 前カバーを閉める

参考

使用後、不要となった廃棄トナーボックスは、購入元の販売店または弊社のサービス担当者にご返却ください。
回収された廃棄トナーボックスは、再使用または再資源化のために再利用されるか、法律に従い廃棄処理され
ます。
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用紙を補給する
給紙段の用紙がな く なったときは、次のメ ッセージが表示されます。用紙を補給して ください。

「カセッ ト○に以下の用紙を補給して ください。」（○はカセッ トの番号）

「手差し ト レイに以下の用紙を補給して ください。」

カセッ ト 1（～3）に用紙をセッ トする （3-21）

手差し ト レイに用紙をセッ トする （5-7）

参考

用紙を補給したとき、［用紙セッ ト時の確認］を［設定する］に設定している場合は、用紙設定の確認画面が表示
されます。用紙を変更した場合、［変更］を選択して、用紙の設定を変更して ください。

［カセッ ト 1（～3）］ （8-9）

［手差し ト レイ］ （8-10）
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11 ト ラブルシューティング

この章では、次の項目について説明します。

一般的なト ラブル ............................................................................................................................................. 11-2
ト ラブルが発生したら  ............................................................................................................................ 11-2
機械動作のト ラブル ............................................................................................................................... 11-3
画像のト ラブル ....................................................................................................................................... 11-6
カラー印刷のト ラブル ............................................................................................................................ 11-9

こんな表示がでたら  ........................................................................................................................................ 11-10
メ ッセージが表示されたら  ................................................................................................................... 11-10
エラーメ ッセージ一覧 .......................................................................................................................... 11-10
送信エラーコード一覧 .......................................................................................................................... 11-21

調整/メンテナンスメニュー ............................................................................................................................ 11-24
調整/メンテナンスメニューについて ................................................................................................... 11-24
カラー印刷位置補正を実行する ........................................................................................................... 11-24
キャリブレーシ ョ ンを実行する ........................................................................................................... 11-30
レーザースキャナークリーニングを実行する ...................................................................................... 11-30
階調調整を実行する ............................................................................................................................. 11-31
ド ラムリフレッシュを実行する ........................................................................................................... 11-33

紙づまりの解除 ............................................................................................................................................... 11-34
紙づまり表示の見かたと位置の確認 .................................................................................................... 11-34
手差し ト レイの紙づまりを除去する .................................................................................................... 11-35
右カバー1の紙づまりを除去する ......................................................................................................... 11-36
カセッ ト 1、2、3の紙づまりを除去する .................................................................................................. 11-37
右カバー2、3の紙づまりを除去する ...................................................................................................... 11-38
原稿送り装置の紙づまりを除去する .................................................................................................... 11-41
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一般的なト ラブル

ト ラブルが発生したら
問題と見られる症状の中には、お客様ご自身で解決できるものが少な くありません。ここでは、このような問題に対する
処置方法について説明します。何らかの問題が発生した場合は、故障とお考えになる前に以下のチェ ックを行ってみて
ください。

ここで説明する処置を行っても問題が解決されないときは、購入元または弊社お客様相談窓口に連絡して ください。電
話番号は最終ページをご覧ください。

参考

お問い合わせの際は、シリアル番号が必要になります。

シリアル番号の確認のしかたについては、次を参照して ください。

機器情報を表示する （3-11）
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機械動作のト ラブル
機械動作のト ラブルには次のような現象があります。現象に応じて、処置を行って ください。

現象 確認事項 処置 参照ページ

アプリケーシ ョ ンが立
ち上がらない。

オートパネルリセッ トの設定時間が
短くありませんか？

オートパネルリセッ トの設定時間を
30秒以上に設定して ください。

8-56

電源を入れても、画面
に何も表示されない。

電源コードを確認して ください。 電源プラグを、確実にコンセン トに接
続して ください。

2-9

［スタート］キーを押し
ても印刷できない。

画面にメ ッセージが表示されていま
せんか？

メ ッセージに対する処理方法を確認
して、適切な処理を行って く ださい。

11-10

スリープ状態になっていませんか？ 操作パネルのいずれかのキーを押し
て ください。

2-23

何も印刷しない。 原稿が正し くセッ ト されています
か？

原稿ガラスに原稿をセッ トするとき
は、原稿を下向きにし、原稿サイズ指
示板に合わせてセッ ト して く ださい。

5-3

原稿送り装置に原稿をセッ トすると
きは、原稿を上向きにセッ ト して く だ
さい。

5-5

― アプリケーシ ョ ンソフ トの設定を確
認して ください。

―

紙づまりがたびたび起
こる。

用紙が正し くセッ ト されています
か？

用紙を正し く セッ ト しなおして く だ
さい。

3-21

― 用紙をカセッ トから一度取り出し、用
紙のセッ ト方向を前後180度変えて
ください。

3-21

用紙の種類や保管状態は正しいです
か？

用紙をカセッ トから一度取り出し、裏
返してからセッ ト し直して く ださい。

3-21

用紙がカールしたり、折れやシワがあ
りませんか？

新しい用紙に交換して く ださい。 3-19

つまった用紙や紙片が本機内部に
残っていませんか？

つまった用紙を取り除いて く ださい。 11-34

用紙が2枚以上重なっ
てでる。（重送） 

― 用紙を正し く セッ ト しなおして く だ
さい。

3-20

用紙にシワが発生す
る。

用紙が正し くセッ ト されています
か？

用紙を正し く セッ ト しなおして く だ
さい。

3-19

― 用紙をカセッ トから一度取り出し、用
紙のセッ ト方向を前後180度変えて
ください。

3-19

用紙が湿っていませんか？ 新しい用紙と交換して く ださい。 3-21

頻繁に問題が発生する場合は、カセッ
ト ヒータースイッチをONにして くだ
さい。

2-4
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用紙にカールが発生す
る。

― 用紙をカセッ トから一度取り出し、用
紙を裏返してセッ ト し直す、または用
紙のセッ ト方向を前後180度変えて
ください。

3-21

用紙が湿っていませんか？ 新しい用紙と交換して く ださい。 3-19

頻繁に問題が発生する場合は、カセッ
ト ヒータースイッチをONにして くだ
さい。

2-4

プリンタード ライバー
がインストールできな
い。

Wi-FiまたはWi-Fi Difrect機能が使用
できる状態で、ド ライバーをホスト名
でインストールしていませんか？

ホスト名の代わりにIPアドレスを指
定して ください。

2-27

印刷が開始されない。 電源コードを確認して ください。 電源プラグを、確実にコンセン トに接
続して ください。

2-9

電源が入っていますか？ 電源スイッチを入れて く ださい。 2-10

USBケーブルやネッ トワークケーブ
ルが、正し く接続されていますか？

USBケーブルやネッ トワークケーブ
ルを確実に接続して く ださい。

2-8

2-9

印刷ジョブが一時中止になっていま
せんか？

印刷を再開して く ださい。 7-9

名前解決を使った有線およびWi-Fi
ネッ トワークを設定している場合、ア
クセスできないも う一方のネッ ト
ワークのIPアドレス（プライベートア
ドレス）が混在していませんか？

本機で使用できるホスト名およびド
メイン名はそれぞれ1つずつです。こ
の制限事項を考慮してネッ トワーク
の運用設定をして く ださい。

―

Command Center RXで、NetBEUIや
DNSなどの名前解決の設定を変更す
るか、ネッ トワーク環境の設定を変更
して ください。

CommandCen
ter RX操作手
順書

優先ネッ トワーク（クライアン ト）で、
制限な く使用するネッ トワークとし
てWi-Fi、有線またはオプシ ョ ンネッ
トワークを選択して く ださい。

8-50

プロ ト コル設定で［有線］または［Wi-
Fi］のどちらか一方を［有効］に、も う
一方を［無効］に設定して く ださい。

8-40

USBメモリーで印刷で
きない。

USBメモリーを認識し
ない。

USBホストの設定が、ブロックする］
になっていませんか？

USBホストの設定を、［ブロックしな
い］に変更して く ださい。

8-50

― USBメモリーが、本機にしっかり接
続されているか確認して く ださい。

―

［Auto-IP］を[使用する]
に設定したが、IPアド
レスが取得できない。

TCP/IP(v4)のIPアドレスに0.0.0.0以
外のアドレスが設定されていません
か？

TCP/IP(v4)のIPアドレスに0.0.0.0を
設定して く ださい。

2-13

現象 確認事項 処置 参照ページ
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*1 ホスト名にフルコンピューター名を入力しても接続できます。(例：pc001.abcdnet.com)

*2 ログインユーザー名は、以下の方式で入力することも可能です。
ド メイン名¥ユーザー名（例：abcdnet¥yamada）
ユーザー名＠ド メイン名（例：yamada@abcdnet）

現象 確認事項 処置 参照ページ

SMB送信ができない。 ネッ トワークケーブルが正し く接続
されていますか？

ネッ トワークケーブルを確実に接続
して ください。

2-8

本体側のネッ トワーク設定は正し く
設定されていますか？

TCP/IPの設定を正し く行って くださ
い。

8-37

フォルダーの共有設定は正し く設定
されていますか？

フォルダーのプロパティで共有設定、
アクセス許可を確認して く ださい。

3-26

「SMBクライアン ト (送信)」が［使用し
ない］になっていますか？

「SMBクライアン ト (送信)」を、［使用
する］に変更して く ださい。

8-40

［ホス ト名］を正し く入力しました
か？*1

データの宛先になるコンピューター
名を確認して く ださい。

5-16

［パス］を正し く入力しましたか？ 共有フォルダーの共有名を確認して
ください。

5-16

［ログインユーザー名］を正し く入力
しましたか？*1*2

ド メイン名、ログインユーザー名を確
認して ください。

5-16

［ホス ト名］と［ログインユーザー名］
のド メイン名が同じになっていませ
んか？

［ログインユーザー名］に入力されて
いるド メイン名と「¥」を削除して く
ださい。

5-16

［ログインパスワード］を正し く入力
しましたか？

ログインパスワードを確認して く だ
さい。

5-16

Windows ファイアウォールの例外設
定は正し く設定されていますか？

Windows ファイアウォールの例外設
定を正し く設定して く ださい。

3-30

本体、ド メインサーバー、データの宛
先になるパソコンの時間設定がずれ
ていませんか？

本体、ド メインサーバー、データの宛
先になるパソコンの時間設定を合わ
せて ください。

―

画面に「送信エラーです。」と表示され
ていませんか？

送信エラーコードを参照して く ださ
い。

11-21

Wi-Fi Directを使って
本機に接続できない。

3台の携帯端末が同時に接続されて
いませんか？

接続中の携帯端末を手動で接続解除
するか、自動切断で接続時間を設定し
て接続を解除した後、接続を設定して
ください。

8-32

メールが送信できな
い。

本機に登録しているSMTPサーバー
でメールの送信サイズに制限があり
ませんか？

Command Center RXの［メール送信
のサイズ制限］ > 「アドレス帳管理」
に制限値が入力されているかどうか
を確認し、必要に応じて設定を変更し
て ください。

2-45

排紙口付近から湯気が
出る

本機を使用している場所の温度が低
く ないか、かつ湿気を帯びた用紙が使
用されていないか確認して ください。

本機を使用する環境や用紙の状態に
よっては、用紙に含まれる水分が、印
刷時の熱によって蒸発し、その水蒸気
が煙のように見える場合があります。
そのまま印刷を続けても問題はあり
ません。水蒸気が気になる場合は、室
内温度を上げるか、湿気の少ない新し
い用紙に交換して く ださい。

―
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画像のト ラブル
画像のト ラブルには次のような現象があります。現象に応じて、処置を行って ください。

現象 確認事項 処置 参照ページ

画像が全体的にうす
い。

用紙が湿気を含んでいませんか？ 新しい用紙に交換して く ださい。 3-19

頻繁に問題が発生する場合は、カセッ
ト ヒータースイッチをONにして くだ
さい。

2-4

濃度を変更していますか？ 適切な濃度に設定して く ださい。 6-12

8-58

トナーコンテナをよ く振りました
か？

トナーコンテナを数回左右に振って
ください。

10-4

エコプリン ト を設定していません
か？

［エコプリン ト］の設定を、［設定しな
い］に切り替えて く ださい。

6-14

― ［ド ラムリフレッシュ］を実行して く
ださい。

11-33

― 用紙種類の設定が正しいか確認して
ください。

8-9

画像の白地部分が全体
的に灰色に見える。

濃度を変更していますか？ 適切な濃度に設定して く ださい。 6-12

8-58

モアレ（網点が均等に
配列されず斑紋が出る
状態）が発生する。

写真が印刷された原稿ですか？ ［原稿の画質（コピー）］または、［原稿
の画質（送信／保存）］を［写真］に設定
して ください。

6-13

文字がはっきり印刷さ
れない。

原稿の種類に合った画質を選択して
いますか？

［原稿の画質（コピー）］または、［原稿
の画質（送信／保存）］で適切な画質を
選択して く ださい。

6-13

画像の白地部分に黒点
が入る。

原稿押さえ面や原稿ガラスが汚れて
いませんか？

原稿押さえ面や原稿ガラスを清掃し
て ください。

10-2
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印刷がぼける 湿気が高い、または急激に温度や湿度
が変化する場所で使用していません
か？

湿度が適切な環境で使用して く ださ
い。

―

頻繁に問題が発生する場合は、カセッ
ト ヒータースイッチをONにして くだ
さい。

2-4

― ［ド ラムリフレッシュ］を実行して く
ださい。

11-33

画像の位置がズレる。 原稿が正し くセッ ト されています
か？

原稿ガラスに原稿をセッ トする場合
は、原稿サイズ指示板に原稿を確実に
合わせて く ださい。

5-3

原稿送り装置に原稿をセッ トする場
合は、原稿挿入ガイドを確実に合わせ
てから原稿をセッ ト して く ださい。

5-5

用紙が正し くセッ ト されています
か？

カセッ トの用紙幅ガイドの位置を確
認して ください。

3-21

― ［センターライン調整を実施して く だ
さい。調整の仕方については、サービ
ス担当者にご連絡く ださい。

縦線が入る。 スリ ッ トガラスが汚れていません
か？

スリ ッ トガラスを清掃して く ださい。 10-2

用紙の先端や裏側が汚
れる

本体内部が汚れていませんか？ 右カバーを開け、本体内部がトナーな
どで汚れている場合は、乾いた柔らか
い布で拭き取って く ださい。

―

画像の一部が周期的に
うすい、ぼやける、また
は白いすじが入る。

現像ユニッ ト、ド ラムユニッ トが正し
くセッ ト されていますか？

現像ユニッ ト、ド ラムユニッ トが正し
く セッ ト しなおして く ださい

―

― 右カバーを開けて、閉めなおして く だ
さい。

―

― ［ド ラムリフレッシュ］を実行して く
ださい。

11-33

― 頻繁に問題が発生する場合は、カセッ
ト ヒータースイッチをONにして くだ
さい。

2-4

う ら面の印刷が写り込
む。

― ［う ら写り防止（コピー）］または［う ら
写り防止（送信／保存）］を［設定する］
にして ください。

6-20

現象 確認事項 処置 参照ページ
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原稿の地色が気にな
る。

― ［地色調整］を実行して く ださい。 6-19

印刷で思ったとおりの
濃淡がでない。

― ［階調調整］を実行して く ださい。 11-31

現象 確認事項 処置 参照ページ
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カラー印刷のト ラブル
カラー印刷のト ラブルには次のような現象があります。現象に応じて、処置を行って ください。

現象 確認事項 処置 参照ページ

色ずれが起こる。 ― ［キャ リブレーシ ョ ン］を実行して く
ださい。

11-30

― ［カラー印刷位置補正］を実行して く
ださい。

11-30

印刷で思ったとおりの
色がでない。

原稿の種類に合った画質を選択して
いますか？

適切な画質を選択して く ださい。 6-13

給紙元にカラーコピー専用紙がセッ
ト されていますか？

カラーコピー専用紙をセッ ト して く
ださい。

―

― ［キャ リブレーシ ョ ン］を実行して く
ださい。

11-30

― ［階調調整］を実行して く ださい。 11-31

― 【コピーの場合】

カラーバランスを調整して く ださい。

6-16

― 【パソコンからの印刷の場合】

プリンタードライバーでカラーの調
整をして く ださい。

―

「システムメニューの
階調調整を実行して く
ださい。」と表示され
た。

長期間の使用、周辺の温度や湿度の影
響により、カラー出力の色合いにズレ
が起こった可能性があります。

［階調調整］を実行して く ださい。 11-31

カラートナーがな く
なった。

白黒で印刷しますか？ 黒トナーがある場合、「カラートナー
なし時の印刷」の［すべて白黒で印刷
する］を設定すると、一時的に白黒で
印刷できます。

8-19
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こんな表示がでたら

メ ッセージが表示されたら
画面にメ ッセージが出たときには、それぞれ確認事項と処理方法を参考に問題を解決して ください。

問題が解決されないときは、主電源スイッチを一度切り、5秒以上あけて主電源スイッチを入れて ください。それでも問

題が解決されないときは、購入元または弊社お客様相談窓口に連絡して ください。電話番号は最終ページをご覧くださ
い。

エラーメ ッセージ一覧
画面に次のようなエラーメ ッセージが表示されます。メ ッセージに応じて、処置を行って ください。

英数字

参考

お問い合わせの際は、シリアル番号が必要になります。

シリアル番号の確認のしかたについては、次を参照して ください。

機器情報を表示する （3-11）

現象 確認事項 処置 参照ページ

Google Cloud Printに
登録します。よろしい
ですか？

― 本機にGoogle Cloud Printのデバイス
登録要求が来ると表示されます。［は
い］を選択すると､本機がGoogle 
Cloud Printのデバイスとして登録さ
れます。［いいえ］を選択すると、デバ
イス登録をキャンセルします。

5-48

ICカード情報を読み取
れません。

― IC カード情報の登録時、IC カード情
報を正し く読み取れませんでした。も
う一度IC カードをIC カード読取部に
かざして く ださい。

同じ メ ッセージが再度表示されると
きは、本製品に対応していないIC 
カードの場合があります。別のIC 
カード と交換して く ださい。

9-7

KPDLエラーです。 ― PostScriptエラーが発生しました。
ジ ョ ブは中止されます。［終了］を選択
して ください。

―

MKを交換して くださ
い。 (A)(B)

― 約200,000イメージの印刷ごとにメ
ンテナンスキッ トによる部品交換が
必要です。購入元または弊社お客様相
談窓口に連絡して く ださい。

―

MK交換間近です。 
(A)(B)

― 部品の交換時期が近づいています。メ
ンテナンスキッ ト を準備して く ださ
い。購入元または弊社お客様相談窓口
に連絡して く ださい。

―
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あ行

RAMディスクエラーで
す。

― RAMディスクでエラーが発生しまし
た。ジ ョ ブは中止されます。［終了］を
選択して く ださい。

以下のエラーコードが表示されます。

04：RAMディスク上の空き容量が足
りません。オプシ ョ ンのRAMディス
クを装着している場合は、［システム
メニュー/カウンター］キー>［システ
ム/ネッ トワーク］>「RAMディスク設
定」でRAMディスクサイズを大き く
して ください。

参考

RAMディスクサイズの設定範囲は、
「オプシ ョ ンメモリー使用量」の設定
で［プリンター優先］を選択すると大
き く なります。

8-52

SSDエラーです。 ― SSDでエラーが発生しました。ジ ョ
ブは中止されます。［終了］ を選択し
て ください。

以下のエラーコードが表示されます。

01：一度に保存できるデータ容量を
超えています。電源をOFF/ON して く
ださい。エラーが解消されない場合は
ファイルを分割して く ださい。それで
も解消されない場合は、指定された
ファイルが壊れている可能性があり
ます。ファイルを削除して く ださい。

04：SSD上の空き容量が足りません。
データを移動する、または不要なデー
タを削除して く ださい。

参考

システムの初期化を実行するとSSD
に保存されているデータは削除され
ますのでご了承く ださい。

―

現象 確認事項 処置 参照ページ

アクセスポイン トが検
出できませんでした。

― アクセスポイン トが正し く設定され
ているか確認して く ださい。

2-15

以下の用紙は仕分けで
きません。

仕分けできないサイズ、種類の用紙を
選択していませんか？

仕分け可能な用紙を選択する場合は、
［用紙選択］を選択して く ださい。仕分
けを解除して印刷をする場合は、［継
続］を選択して く ださい。

6-10

以下の用紙は両面印刷
できません。

両面印刷できないサイズ、種類の用紙
を選択していませんか？

両面印刷可能な用紙を選択する場合
は、［用紙選択］を選択して く ださい。
両面印刷を解除して印刷をする場合
は、［継続］]を選択して ください。

6-25

現象 確認事項 処置 参照ページ
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か行

メ ッセージ 確認事項 処置 参照ページ

階調調整を実行して く
ださい。

長期間の使用、周辺の温度や湿度の影
響により、印刷の濃淡にズレが起こっ
た可能性があります。

［階調調整］を実行して く ださい。 11-31

外部メモリーエラーで
す。

外部メモリーが書き込み禁止になっ
ていませんか？

外部メモリーにエラーが発生しまし
た。ジ ョ ブは中止されます。［終了］を
選択して く ださい。

以下のエラーコードが表示されます。

01：書込み可能な外部メモリーを接
続して ください。

―

― 外部メモリーにエラーが発生しまし
た。ジ ョ ブは中止されます。［終了］を
選択して く ださい。

以下のエラーコードが表示されます。

01：一度に保存できるデータ容量を
超えています。システムを再起動、ま
たは電源をOFF/ON して く ださい。エ
ラーが解消されない場合はファイル
を分割して く ださい。それでも解消さ
れない場合は外部メモリーが本機の
仕様に適していません。本機で
［フォーマッ ト］を実行して く ださい。
フォーマッ トできない場合は外部メ
モリーが壊れています。適応する外部
メモリーを接続して く ださい。

7-10

外部メモリーがフォー
マッ ト されていませ
ん。フォーマッ ト しま
す。よろしいですか？

外部メモリーを本機でフォーマッ ト
しましたか？

本機で［フォーマッ ト］を実行して く
ださい。

7-10

外部メモリーの容量が
いっぱいです。

― ジ ョブは中止されます。［終了］を選択
して ください。

外部メモリーの空き容量が足りませ
ん。不要なファイルを削除して く ださ
い。

―

カセッ ト 1が故障して
います。(1～3)

― サービス担当者にご連絡く ださい。 ―

カセッ ト 1でエラーが
発生しました。

― カセッ ト を取り外して く ださい。［次
へ>］を選択して ください。

―

カセッ ト 1に以下の用
紙を補給して くださ
い。(1～3)

表示されている給紙元の用紙がな く
なっていませんか？

用紙を補給して く ださい。

他の給紙元の用紙で印刷をする場合
は、［用紙選択］を選択して く ださい。
選択した用紙で印刷する場合は、［継
続］を選択して く ださい。

3-21

カセッ トが抜けていま
す。

― 給紙できません。画面に表示されてい
るカセッ ト をセッ ト して く ださい。

―

カバーが開いていま
す。

開いているカバーはありませんか？ 画面に表示されているカバーを閉じ
て ください。

―

原稿送り装置のカバーが開いていま
せんか？

原稿送り装置のカバーを閉じて く だ
さい。

―
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紙づまりです。 ― 紙づまりが発生すると、印刷が停止
し、ガイダンスが画面に表示されま
す。電源を入れたまま、ガイダンスに
従って取り除いて く ださい。

11-34

起動エラーです。 ― 電源スイッチを入れ直して く ださい。
問題が解決しない場合は管理者に連
絡して ください。

2-9

キャリブレーシ ョ ン中
です。 

― 品質保持のため、機械が調整モードに
入ってます。しばら くお待ち く ださ
い。

―

原稿送り装置の原稿を
取り除いて ください。

原稿送り装置に原稿が残っていませ
んか？

原稿送り装置の原稿を取り除いて く
ださい。

11-41

原稿送り装置を確認し
て ください。

原稿送り装置が開いていませんか？ 原稿送り装置を閉じて く ださい。原稿
送り装置のカバーを閉じて く ださい。

11-41

現像ユニッ トが抜けて
います。

[C][M][Y][K]

― 現像ユニッ ト をセッ ト して く ださい。
交換方法は現像ユニッ トに同梱され
たチラシをご覧く ださい。

―

高温環境です。室温調
整して ください。

― 機械設置場所の空調温度を調整して
ください。

―

故障が発生しました。 ― 本機内部で異常が発生しています。画
面に表示されているエラーコードを
書きとめて、サービス担当者にご連絡
ください。

―

このICカードはすでに
他のユーザーが使用し
ているため、登録でき
ません。

― ご使用のIC カードは、すでに登録さ
れています。別のIC カード と交換し
て ください。

―

このジ ョブは実行でき
ません。

― ユーザー認可または部門管理で使用
が禁止されているため、このジ ョブは
中止されます。［終了］を選択して く だ
さい。

―

このユーザーはロック
されています。

― 管理者に連絡して く ださい。

ジ ョ ブは中止されます。［終了］を選択
して ください。

―

メ ッセージ 確認事項 処置 参照ページ
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さ行

メ ッセージ 確認事項 処置 参照ページ

最大接続数を超えるた
め接続できません。

3台の携帯端末が同時に接続されて

いませんか？

使用していない携帯端末の接続を解除
するか、または、本機の自動切断時間を
設定して、携帯端末の接続を切断して
ください。

―

システムエラーです。 ― システムエラーが発生しています。画
面に表示された手順に従って処理して
ください。

―

指定外のトナーです。 装着されたトナーは純正消耗品（指定
トナー）ですか？

純正消耗品以外の消耗品（指定外ト
ナー）が原因の故障については、責任を
負いかねます。

10-4

指定外のトナーが装着
されています。 PC 
[C][M][Y][K]

装着されたトナーの販売地域が、本体
販売地域と一致していますか？

本体販売地域と一致したトナーを使用
して ください。

10-4

指定外のトナーに起因
する不具合は責任を負
いかねます。

装着されたトナーは純正消耗品（指定
トナー）ですか？

純正消耗品以外の消耗品（指定外ト
ナー）が原因の故障については、責任を
負いかねます。このまま使用される場
合は［次へ］を選択して く ださい。

10-4

指定された部数を印刷
できません。

USBメモリーに保存されているデー
タを印刷しますか？

1部だけ印刷することができます。印
刷する場合は［継続］を選択して く ださ
い。ジ ョ ブを中止する場合は［中止］を
選択して く ださい。

同じ原稿を印刷する場合は、次の操作
で実行できる場合があります。

・一度に印刷する部数を減らす

上記で解決しない場合は、次の操作で
実行できる場合があります。

・［システムメニュー/カウンター］キー
>［システム/ネッ トワーク］>「オプシ ョ
ンメモリー使用量」で［コピー優先］を
選択する

参考

「オプシ ョ ンメモリー使用量」の設定値
を変更する場合は管理者にご相談く だ
さい。

8-51

― 1部だけ印刷することができます。印
刷する場合は［継続］を選択して く ださ
い。ジ ョ ブを中止する場合は［中止］を
選択して く ださい。

同じ原稿を印刷する場合は、次の操作
で実行できる場合があります。

・プリンターのプロパティ設定の「デバ
イス設定」タブで［RAMディスク］の
チェ ックを外す

参考

［RAMディスク］のチェ ックを外した
場合、印刷が終了したら設定を元に戻
して ください。印刷速度が落ちる場合
があります。

―

準備中です。 ― 品質保持のため、機械が調整モードに
入っています。しばら くお待ち く ださ
い。

―
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ジ ョ ブセパレータート
レイが用紙オーバーで
す。

ジ ョブセパレータート レイに収納で
きる枚数を超えていませんか？

画面に表示されているガイダンスに
従って、ジ ョ ブセパレータート レイか
ら用紙を取り出して く ださい。

―

ジ ョ ブ保留のデータを
保存できませんでし
た。

― ジ ョブは中止されます。［終了］を選択
して ください。

ジ ョ ブボックスの空き容量が足りませ
ん。ジ ョ ブボックスの原稿を印刷また
は削除してから、再度操作して く ださ
い。

―

スキャナーのメモリー
不足です。

― メモリー不足のため、処理できません。
読み込んだページを1部だけ印刷する
ことができます。［継続］を選択すると
読み込みが終了しているページを印
刷、送信、または保存します。［中止］を
選択すると印刷、送信、または保存を中
止します。

同じ原稿を印刷する場合は、次の操作
で実行できる場合があります。

・一度に読み込む原稿枚数を減らす

上記で解決しない場合は、次の操作で
実行できる場合があります。

・［システムメニュー/カウンター］キー
>［システム/ネッ トワーク］>「オプシ ョ
ンメモリー使用量」で［コピー優先］を
選択する

参考

「オプシ ョ ンメモリー使用量」の設定値
を変更する場合は管理者にご相談く だ
さい

8-51

全ての原稿を再セッ ト
し [継続]を押して くだ
さい。

― 原稿送り装置から原稿を取り出し、元
の順番に並べてセッ ト しなおして く だ
さい。［継続］を選択すると、印刷が再開
されます。ジ ョ ブを中止するときは、
［中止］を選択して く ださい。

―

スリ ッ トガラスが汚れ
ています。

― 原稿送り装置付属の清掃用布でスリ ッ
トガラスを清掃して く ださい。

10-2

セキュリテ ィー機能を
実行中です。

― セキュリテ ィー機能を実行中です。し
ばら くお待ち く ださい。

―

接続できません。 ― Wi-FiまたはWi-Fi Directの接続が完了
しなかった場合に表示されます。設定
内容や電波の状態を確認して く ださ
い。

―

送信エラーです。 ― 送信中にエラーが発生しました。ジ ョ
ブは中止されます。［終了］を選択して
ください。エラーコード とその詳細は
送信エラーコード一覧を参照して く だ
さい。

11-21

送信ジ ョブの予約制限
数を超えました。

― タイマー送信をセッ トできる件数を超
えています。［終了］ を選択して くださ
い。このジ ョブは中止されます。

タイマー送信が実行されるのを待つ
か、タイマー送信をキャンセルしてか
ら、再度操作して く ださい。

―

メ ッセージ 確認事項 処置 参照ページ
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た行

な行

メ ッセージ 確認事項 処置 参照ページ

中間転写ユニッ トが抜
けています。

― 中間転写ユニッ ト (r)をセッ ト して く
ださい。交換方法は中間転写ユニッ ト
に同梱されたチラシをご覧く ださい。

―

調整中です。 ― 品質保持のため、機械が調整モードに
入っています。しばら くお待ち く ださ
い。

―

低温環境です。室温調
整して ください。

― 機械設置場所の空調温度を調整して
ください。

―

定着ユニッ トが抜けて
います。

― 定着ユニッ ト をセッ ト して く ださい。
交換方法は定着ユニッ トに同梱され
たチラシをご覧く ださい。

―

手差しから以下の設定
で印刷します。

― 画面に表示されている用紙をセッ ト
して［継続］を押して く ださい。

―

手差し ト レイに以下の
用紙を補給して くださ
い。

給紙元に設定している用紙サイズと
実際に給紙した用紙サイズが異なっ
ていませんか？

印刷する場合は［継続］を選択して く
ださい。
ジ ョ ブを中止する場合は［中止］を選
択して ください。

5-7

表示されているカセッ トの用紙がな
く なっていませんか？

用紙を補給して く ださい。

他の給紙元の用紙で印刷をする場合
は、［用紙選択］を選択して く ださい。
選択した用紙で印刷する場合は、［継
続］を選択して く ださい。

3-21

トナー[C][M][Y][K]が
ありません。

― トナーコンテナを交換して く ださい。 10-4

ﾄﾅｰが残り少な く なっ
ています。 [C,M,Y,K]((
な く なったら交換)

― トナーコンテナの交換時期が近づい
ています。トナーコンテナを準備して
ください。

10-4

トナーコンテナが正し
く装着されていませ
ん。

トナーコンテナが正し く装着されて

いますか？

トナーコンテナを正し く装着して く
ださい。

10-4

トナーコンテナを確認
して ください。

― 本体前カバーを開け、トナーコンテナ
を取り出して く ださい。トナーコンテ
ナをよ く振り再度セッ ト して く ださ
い。

10-4

ド ラムユニッ トが抜け
ています。

― ド ラムユニッ ト をセッ ト して く ださ
い。交換方法はドラムユニッ トに同梱
されたチラシをご覧く ださい。

―

ド ラムリフレッシュ実
行中です。

― 品質保持のため、機械が調整モードに
入っています。しばら くお待ち く ださ
い。

11-24

メ ッセージ 確認事項 処置 参照ページ

内部トレイが用紙オー
バーです。

― 内部ト レイから用紙を取り出して く
ださい。

―

認識できません。 ― ご使用のIC カードが登録されている
か確認して く ださい。

9-29
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は行

認証サーバーに接続で
きません。

― 本機の時刻とサーバーの時刻を合わ
せて ください。

2-12

ド メイン名を確認して く ださい。 9-3

ホスト名を確認して く ださい。 9-3

サーバーとの接続状況を確認して く
ださい。

―

メ ッセージ 確認事項 処置 参照ページ

廃棄トナーボックスを
確認して ください。

廃棄トナーボックスがいっぱいに
なっていませんか？

廃棄トナーボックスを交換して く だ
さい。

10-7

― 廃棄トナーボックスが正し く セッ ト
されていません。廃棄トナーボックス
を正し く セッ ト して く ださい。

10-7

ファクスポーリング受
信に使用できる宛先は
1件のみです。宛先を再
設定して ください。

ポーリング受信の相手先を複数指定
していませんか？

一度に指定できるポーリング受信の
相手先は1件です。宛先を設定しなお
して ください。

―

付属電話機の受話器が
はずれています。

― 受話器を戻して く ださい。 ―

部門管理の制限を超え
ました。

部門管理で設定されている制限ペー
ジ数を超えていませんか？

部門管理で設定されている制限ペー
ジ数に達したため、これ以上印刷でき
ません。

このジ ョブは中止されます。［終了］を
選択して く ださい。

―

部門管理の設定に失敗
しました。

― 外部からジ ョブを実行する際に、部門
管理の設定に失敗しました。ジ ョ ブは
中止されます。［終了］を選択して く だ
さい。

―

部門コードが違いま
す。

― 外部からジ ョブを実行する際に、部門
コードが間違っています。ジ ョ ブは中
止されます。［終了］を選択して く ださ
い。

―

メ ッセージ 確認事項 処置 参照ページ
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文書情報を送信できま
せんでした。

本機およびスキャンした画像が送信
されるパソコンはネッ トワークに接
続されていますか？

ネッ トワークを確認して く ださい。

• ネッ トワークケーブルの接続

• ハブの動作

• サーバーの状態

• ホスト名またはIP アドレス

• ポート番号

2-6

スキャンした画像が送信される共有
フォルダーへアクセスするためのア
カウン ト（ユーザーID、パスワード）情
報が誤っていませんか？

スキャンした画像が送信されるパソ
コンの設定を確認して く ださい。

• ホスト名

• パス

• ユーザー管理設定

参考

ド メインユーザーの場合はド メイン
名を指定して く ださい。

［ユーザー管理設定］@［ド メ イン名］

例）sa720XXXX@km

• ログインユーザー名

• 送信先フォルダーのアクセス権

－

ボックスが見つかりま
せん。

― 指定されたボックスが見つかりませ
ん。ジ ョ ブは中止されます。［終了］を
選択して く ださい。

―

ボックスのパスワード
が違います。

― 外部からジ ョブを実行する際に、ボッ
クスのパスワードが間違っています。
ジ ョ ブは中止されます。［終了］を選択
して ください。

―

ボックスの容量制限を
超えました。

画面に［終了］が表示されていません
か？

指定されたボックスがいっぱいのた
め保存できません。このジ ョブは中止
されます。［終了］を選択して く ださ
い。ボックスの原稿を印刷または削除
してから、再度操作して く ださい。

―

ボックスを使用する権
限がありません。

― 指定されたボックスを使用する権限
がありません。ジ ョ ブは中止されま
す。［終了］を選択して く ださい。

―

メ ッセージ 確認事項 処置 参照ページ
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ま行

や行

メ ッセージ 確認事項 処置 参照ページ

メモリーオーバーフ
ローです。

スキャンした画像をパソコンに送信、
または本機に保存しますか？

メモリー不足のため、処理できませ
ん。［終了］のみ表示されている場合は
［終了］を選択して く ださい。このジ ョ
ブは中止されます。

同じ原稿を印刷する場合は、次の操作
で実行できる場合があります。

・［フ ァイル形式］の［画質］を下げる

上記で解決しない場合は、次の操作で
実行できる場合があります。

・［システムメニュー］の「オプシ ョ ン
メモリー使用量」で［標準］を選択する

参考：「オプシ ョ ンメモリー使用量」の
設定値を変更する場合は管理者にご
相談ください。

8-51

パソコンからデータを印刷します
か？

空きメモリーがな く なったため、これ
以上ジ ョブを継続できません。読み込
んだページを処理するときは［継続］
を選択して く ださい。一部処理されな
いページがあります。ジ ョ ブを中止す
るときは［中止］を選択して く ださい。

同じ原稿を印刷する場合は、次の操作
で実行できる場合があります。

・［システムメニュー］の「RAMディス
ク設定」で［設定する］を選択し、RAM
ディスクサイズを小さ くする

・［システムメニュー］の「オプシ ョ ン
メモリー使用量」で［プリンター優先］
を選択する

参考：「RAMディスクサイズ」や「オプ
シ ョ ンメモリー使用量」の設定値を変
更する場合は管理者にご相談く ださ
い。

8-51

メモリーカードエラー
です。

― メモリーカードでエラーが発生しま
した。ジ ョ ブは中止されます。［終了］
を選択して く ださい。

以下のエラーコードが表示されます。

04：メモリーカード上の空き容量が
足りません。データを移動する、また
は不要なデータを削除して く ださい。

―

メモリーが不足してい
ます。

― ジ ョブを開始できません。しばら く し
てからやり直して く ださい。

―

メ ッセージ 確認事項 処置 参照ページ

読み込み制限ページ数
に達しました。

原稿読み込みページ数制限を超えて
いませんか？

読み込んだページを1部だけ印刷す
ることができます。［継続］を選択する
と読み込みが終了しているページを
印刷、送信、または保存します。［中止］
を選択すると印刷、送信、または保存
を中止します。

―
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ら行

メ ッセージ 確認事項 処置 参照ページ

レーザースキャナーク
リーニング中です。

― 品質保持のため、機械が調整モードに
入っています。しばら くお待ち く ださ
い。

―

ログインユーザー名ま
たはパスワードが違い
ます。

― 外部からジ ョブを実行する際に、ログ
インユーザー名またはパスワードが
間違っています。ジ ョ ブは中止されま
す。［終了］を選択して く ださい。

―
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送信エラーコード一覧
画面に表示される送信エラーコードは以下のとおりです。

エラー
コード

表示 処理方法 参照ページ

1101 メール送信できませんでした。 Command Center RXでSMTP サーバーのホスト名
を確認して ください。

2-45

FTP送信できませんでした。 FTPのホスト名を確認して ください。 5-19

SMB送信できませんでした。 SMBのホスト名を確認して く ださい。 5-16

1102 SMB送信できませんでした。 SMBの設定を確認して く ださい。

• ログインユーザー名またはログインパス
ワード

参考

ド メインユーザーの場合はド メイン名を指定して く
ださい。

ホスト名

パス

5-16

メール送信できませんでした。 Command Center RXの設定を確認して ください。

• SMTPのログインユーザー名またはログインパ

スワード

• POP3のログインユーザー名またはログインパス

ワード

• メール送信のサイズ制限

2-45

FTP送信できませんでした。 FTPの設定を確認して ください。

• ログインユーザー名またはログインパスワード

参考

ド メインユーザーの場合はド メイン名を指定して く
ださい。

• パス

• 送信先フォルダーのアクセス権

5-19

1103 SMB送信できませんでした。 SMBの設定を確認して く ださい。

• ログインユーザー名またはログインパスワード

参考

ド メインユーザーの場合はド メイン名を指定して く
ださい。

• パス

• 送信先フォルダーのアクセス権

5-16

FTP送信できませんでした。 FTPの設定を確認して ください。

• パス

• 送信先フォルダーのアクセス権

5-19

1104 メール送信できませんでした。 メールアドレスを確認して ください。

参考

ド メイン制限で拒否されている場合は送信できませ
ん。

5-15
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1105 SMB送信できませんでした。 以下の設定を確認して ください。

［システムメニュー/カウンター］キー> 

［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］ > 

［プロ ト コル設定］ > ［SMBクライアン ト (送信)］

5-16

メール送信できませんでした。 Command Center RXでSMTPを［オン］にして く ださ
い。

2-45

FTP送信できませんでした。 以下の設定を確認して ください。

［システムメニュー/カウンター］キー> 

［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］ > 

［プロ ト コル設定］ > ［FTPクライアン ト (送信)］

5-19

1106 メール送信できませんでした。 Command Center RXでSMTPの差出人アドレスを確
認して ください。

2-45

1131 FTP送信できませんでした。 SSLを使用できるように設定して ください。

［システムメニュー/カウンター］キー> 

［システム/ネッ トワーク］ > ［ネッ トワーク］ > 

［セキュリテ ィー設定］ > ［SSL］

5-19

1132 FTP送信できませんでした。 送信先のサーバーを確認して ください。

• FTPSに対応していますか？

• 設定した暗号方式に対応していますか？

―

2101 SMB送信できませんでした。 ネッ トワークとSMBの設定を確認して く ださい。

• ネッ トワークケーブルの接続

• ハブの動作

• サーバーの状態

• ホスト名またはIPアドレス

• ポート番号

―

FTP送信できませんでした。 ネッ トワークとFTPの設定を確認して ください。

• ネッ トワークケーブルの接続

• ハブの動作

• サーバーの状態

• ホスト名またはIPアドレス

• ポート番号

―

メール送信できませんでした。 ネッ トワークとCommand Center RXの設定を確認
して ください。

• ネッ トワークケーブルの接続

• ハブの動作

• サーバーの状態

• POP3ユーザーのPOP3サーバー名

• SMTPサーバー名

2-45

エラー
コード

表示 処理方法 参照ページ
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2102

2103

FTP送信できませんでした。 ネッ トワークを確認して ください。

• ネッ トワークケーブルの接続

• ハブの動作

• サーバーの状態

―

送信先のサーバーを確認して ください。

• FTPに対応していますか？

• サーバーの状態

―

メール送信できませんでした。 ネッ トワークを確認して ください。

• ネッ トワークケーブルの接続

• ハブの動作

• サーバーの状態

―

2201

2202

2203

2231

メール送信できませんでした。

FTP送信できませんでした。

SMB送信できませんでした。

ネッ トワークを確認して ください。

• ネッ トワークケーブルの接続

• ハブの動作

• サーバーの状態

―

2204 メール送信できませんでした。 Command Center RXのSMTP設定でメール送信のサ
イズ制限を確認して ください。

2-45

3101 メール送信できませんでした。 送信元および送信先の認証方法を確認して くださ
い。

―

FTP送信できませんでした。 ネッ トワークを確認して ください。

• ネッ トワークケーブルの接続

• ハブの動作

• サーバーの状態

―

3201 メール送信できませんでした。 送信先のSMTPユーザー認証方法を確認して くださ
い。

―

0007

4201

4701

5101

5102

5103

5104

7101

7102

7103

720f

― 電源スイッチを入れなおして ください。何度も発生
するときは、タ ッチパネルに表示されているエラー
コードを書きとめ、サービス担当者にご連絡くださ
い。

2-10

9181 ― 読み込み枚数が制限ページ数に達しました。制限を
超えた分の原稿は分割して送信して ください。

―

エラー
コード

表示 処理方法 参照ページ
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調整/メンテナンスメニュー

調整/メンテナンスメニューについて
画面に調整メニューやメンテナンスメニューを実行するよう表示されたときや、画像に問題があったときは、システム
メニューの調整/メンテナンスメニューを実行して ください。

実行できるメニューは、次のとおりです。

カラー印刷位置補正を実行する
色ずれを補正します。標準の補正で解消できない場合や、より精密な補正が必要な場合は詳細補正を行って ください。

自動補正する

1 用紙をセッ トする

メニュー 内容 参照ページ

カラー印刷位置補正 色ずれを補正します。 11-24

階調調整 印刷された画像の色合いを調整します。 11-31

ド ラムリフレッシュ 印刷された画像の流れたようなにじみや白点を改善します。 11-33

キャリブレーシ ョ ン 印刷された画像の色ずれや原稿との色合いを改善します。 11-30

レーザースキャナークリーニング 印刷された画像に入る縦線を改善します。 11-30

重要

カラー印刷位置補正は、先にキャリブレーシ ョ ンを実行し、それでも色ずれが改善しない場合にのみ実行して
ください。キャリブレーシ ョ ンを行わずにカラー印刷位置補正を実行すると、実行時は色ずれが解消されます
が、後で大きな色ずれが発生する可能性があります。
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重要

• 印刷する面を上にしてセッ ト して く ださい。

• 包装紙から出した用紙は、カセッ トにセッ トする前にさばいて ください。

用紙の取り扱い上の注意 （3-19）

• 用紙に折れなどがないようにセッ ト して く ださい。折れやカールは紙づまりの原因となります。

• 用紙の量は、収納上限を示すラベル（イラス ト参照）の目盛り以下にして ください。

• 用紙長さガイ ドおよび用紙幅ガイドを合わさずに用紙を入れると、斜め給紙や紙づまりの原因となります。
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2 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［調整/メンテナンス］ > ［カラー印刷位置補正］ > ［自動］

3 チャート を印刷する

［実行］を選択します。

チャートが出力されます。

チャートサンプル
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4 補正する

1 イラス トのように、矢印がある方を奥側に、印刷されている面を下向きにして原稿ガラスにセッ ト します。

2 ［実行］を選択して読み込みます。

チャートの読み込みが終わるとカラー印刷位置補正が開始します。

3 カラー印刷位置補正が終了したら、［OK］を選択します。
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手動設定する

1 用紙をセッ トする

重要

• 印刷する面を上にしてセッ ト して く ださい。

• 包装紙から出した用紙は、カセッ トにセッ トする前にさばいて ください。

用紙の取り扱い上の注意 （3-19）

• 用紙に折れなどがないようにセッ ト して く ださい。折れやカールは紙づまりの原因となります。

• 用紙の量は、収納上限を示すラベル（イラス ト参照）の目盛り以下にして ください。

• 用紙長さガイ ドおよび用紙幅ガイドを合わさずに用紙を入れると、斜め給紙や紙づまりの原因となります。
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2 画面を表示する

システムメニュー/カウンター］キー > ［調整/メンテナンス］ > ［カラー印刷位置補正］ > ［手動］

3 チャート を印刷する

［チャート印刷］を選択します。

チャートが出力されます。チャートにはM（マゼンタ）、C（シアン）、Y（イエロー）各色について、H-1～7（上部）、V-1/
3/5（下部）のチャートが印刷されます。

チャートサンプル
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4 数値を入力する

1 それぞれのチャートから、2つの線が最もよ く合っている箇所を見つけます。「0」の位置であれば補正の必要は
ありません。イラス トの場合、「B」が設定すべき値です。

H-1～7のチャートからはH-1～7の数値のみを読み取ります。

V-1/3/5のチャートからはV-3（中央）の数値のみを読み取ります。

2 ［印刷位置補正］の［OK］を選択します。

3 補正するチャートの［実行］を選択します。

4 ［＋］または［－］を押して、チャートから読み取った値を入力し、［OK］を押します。

［＋］を押すと、値が0から9へと進みます。逆に進むときは［－］を押して く ださい。

［－］を押すと、値が0からアルファベッ トになり、Aから Iへと進みます。逆に進むときは［＋］を押して ください。

テンキーでの入力はできません。

5 手順3、4を繰り返して、それぞれのチャートに位置補正する値を入力し、［OK］を押します。

6 すべての数値入力が完了したら、［実行］を選択します。カラー印刷位置補正を開始します。

7 カラー印刷位置補正が終了したら、［OK］を選択します。

キャ リブレーシ ョ ンを実行する
印刷された画像の色ずれや原稿との色合いを改善します。

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［調整/メンテナンス］ > ［キャ リブレーシ ョ ン］

2 調整する

［実行］を選択します。キャリブレーシ ョ ンが開始されます。

レーザースキャナークリーニングを実行する
印刷された画像に入る縦の白線を改善します。

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］ キー> ［調整/メンテナンス］ > ［レーザースキャナークリーニング］

2 調整する

［実行］を選択します。レーザースキャナークリーニングが開始されます。

参考

キャリブレーシ ョ ンを実行しても改善されないときは、次を参照して ください。

カラー印刷位置補正を実行する  11-24
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階調調整を実行する
長期間の使用や、周辺の温度や湿度の影響で、印刷の濃淡にズレが生じる場合があります。原稿と印刷された画像の濃淡
が異なる場合は、この機能を使って補正することができます。キャリブレーシ ョ ンにより色合いが改善されない場合、こ
の操作を実行して ください。

調整は、調整中に［コピー/印刷（600dpi）］では合計で3枚のパターン(番号1～3)が出力されます。また［印刷（1200dpi）］で
は1枚のパターン(番号1)が出力されます。出力されたパターンを順に読み込ませながら行います。

1 用紙をセッ トする

2 画面を表示する

1 ［システムメニュー/カウンター］キー > ［調整/メンテナンス］ > ［階調調整］

2 ［コピー/印刷（600dpi）］または、［印刷（1200dpi）］を選択します。

3 調整する

［コピー/印刷（600dpi）］の場合

3枚のパターン(番号1～3)が出力されます。

1 ［実行］を選択します。

パターンの下に番号の1が印刷されていることを確認します。

重要

• 印刷する面を上にしてセッ ト して く ださい。

• 包装紙から出した用紙は、カセッ トにセッ トする前にさばいて ください。

用紙の取り扱い上の注意 （3-19）

• 用紙に折れなどがないようにセッ ト して く ださい。折れやカールは紙づまりの原因となります。

• 用紙の量は、収納上限を示すラベル（イラス ト参照）の目盛り以下にして ください。

• 用紙長さガイ ドおよび用紙幅ガイドを合わさずに用紙を入れると、斜め給紙や紙づまりの原因となります。
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2 イラス トのように、矢印がある方を奥側に、印刷されている面を下向きにして原稿ガラスにセッ ト し、原稿押
さえを閉じて ください。

3 ［実行］を選択します。

パターンの読み込みを開始し、調整を実行します。

次に使用するパターンが出力されます。

4 パターンの下に印刷されている番号を確認し、手順2,3を2回繰り返して、番号2、3のパターンを読み込ませま
す。

5 調整終了の確認画面で、［OK］を選択します。

1
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［印刷（1200dpi）］の場合

［印刷（1200dpi）］では1枚のパターン（番号1）が出力されます。

1 実行［実行］を選択します。

2 イラス トのように、矢印がある方を奥側に、印刷されている面を下向きにして原稿ガラスにセッ ト し原稿押さ
えを閉じて ください。

3 ［実行］を選択します。

パターンの読み込みを開始し、調整を実行します。

4 調整終了の確認画面で、［OK］を選択します。

ド ラムリフレッシュを実行する
印刷された画像の流れたようなにじみや白点を改善します。

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］キー > ［調整/メンテナンス］ >  ［ド ラムリフレッシュ］

2 調整する

［実行］を選択します。ド ラムリフレッシュが開始されます。

参考

印刷中、ド ラムリフレッシュはできません。印刷が終了してから実行して ください。

1 2 3
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紙づまりの解除
紙づまりが発生すると、印刷が停止し、タ ッチパネルに紙づまりの位置とともに次のメ ッセージが表示されます。

「紙づまりです。」

以降の手順を参照して、つまっている用紙を取り除いて ください。

紙づまり表示の見かたと位置の確認

紙づまりが発生すると、タ ッチパネルに紙づまり位置表示と処置方法が表示されます。

1 紙づまりの位置情報を表示します。

2 前の手順を表示します。

3 次の手順を表示します。

4 処理の手順を表示します。

5 [状況確認/ジ ョ ブ中止]キーを選択すると [
保留]が選択されます。[保留]を選択すると
ステータス画面を表示し、ジ ョ ブの状況を
確認できます。

6 [エラー画面表示]を選択すると、紙づまり
ガイダンスに戻ります。

紙づまり位置表示 紙づまりの位置 参照ページ

1 手差し ト レイ 11-35

2 右カバー1 11-36

3 カセッ ト 1 11-37

4 右カバー3

5 カセッ ト 2 11-37
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紙づまり処理が終了すると、ウォームアップが開始されます。エラーメ ッセージが消え、紙づまり前の状態にセッ ト し直
されます。

手差し ト レイの紙づまりを除去する

1 つまった用紙を取り出す

2 用紙をすべて取り出す

3 用紙をセッ ト し直す

6 カセッ ト 3 11-37

7 原稿送り装置 11-41

注意

• つまった用紙は再使用しないで ください。

• 用紙を取り出すときに用紙が破れた場合、紙片を本機内に残さないように注意して ください。紙づまりが再発
する原因になります。

紙づまり位置表示 紙づまりの位置 参照ページ
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右カバー1の紙づまりを除去する

1 右カバー1を開ける

2 つまった用紙を取り出す

3 定着カバー(a)を開けて、つまった用紙を取り出す

注意

本製品本体内部の定着部は高温です。火傷のおそれがありますので取り扱いにご注意ください。
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4 両面ユニッ ト を開ける

5 つまった用紙を取り出す

6 右カバー1を元の位置に戻す

カセッ ト 1、2、3の紙づまりを除去する
ここではカセッ ト 1を例に説明します。

注意

• つまった用紙は再使用しないで ください。

• 用紙を取り出すときに用紙が破れた場合、紙片を本機内に残さないように注意して ください。紙づまりが再発
する原因になります。
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1 カセッ ト 1を引き出す

2 つまった用紙を取り出す

3 カセッ ト 1を元の位置に戻す

右カバー2、3の紙づまりを除去する

注意

• つまった用紙は再使用しないで ください。

• 用紙を取り出すときに用紙が破れた場合、紙片を本機内に残さないように注意して ください。紙づまりが再発
する原因になります。
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1 右カバー3を開ける

2 つまった用紙を取り出す

3 右カバー2を開ける

4 つまった用紙を取り出す
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5 右カバー2,3を元の位置に戻す
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原稿送り装置の紙づまりを除去する

1 原稿トレイから原稿を取り出す

2 上カバーを開けて、つまった原稿を取り出す

3 反転ユニッ トCを開けて、つまった原稿を取り出す

注意

原稿を取り出すときに、紙片を本機内に残さないように注意して ください。紙づまりが再発する原因になりま
す。

C
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4 ダイヤルBを回して、つまった原稿を送り出してから取り出す

5 上カバーを元の位置に戻す

B
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12 付録

この章では、次の項目について説明します。

オプシ ョ ンについて .........................................................................................................................................  12-2
オプシ ョ ン構成 ......................................................................................................................................  12-2
オプシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンについて ..............................................................................................  12-8
アプリケーシ ョ ンの使用を開始する .....................................................................................................  12-8
アプリケーシ ョ ンの詳細を確認する .....................................................................................................  12-9

文字の入力 .....................................................................................................................................................  12-10
入力方式を選択する ............................................................................................................................  12-10
入力文字を選択する ............................................................................................................................. 12-11
入力画面の見かた ................................................................................................................................  12-12
かな入力とローマ字入力での文字変換 ................................................................................................  12-16
区点コードでの文字変換 .....................................................................................................................  12-19

用紙について .................................................................................................................................................  12-21
用紙の基本仕様 ....................................................................................................................................  12-21
適正な用紙の選択 ................................................................................................................................  12-22
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本体 ......................................................................................................................................................  12-31
コピー機能 ...........................................................................................................................................  12-32
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スキャナー機能 ....................................................................................................................................  12-33
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廃棄について .................................................................................................................................................  12-43

使用済み製品の廃棄 ............................................................................................................................  12-43
初期化について ....................................................................................................................................  12-43
トナーコンテナおよび廃棄トナーボックスの廃棄 ..............................................................................  12-43

用語集 ............................................................................................................................................................  12-44
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オプシ ョ ンについて

オプシ ョ ン構成
本機では、次のオプシ ョ ンが使用できます。

(1)PF-470(2)PF-471

(3)IC (B)

 (7)IB-50(6)HD-6/HD-7  (8)IB-51

(4)Fax System 13

(5)
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(1) PF-470＜ペーパーフ ィーダー（550枚×1）＞

本体のカセッ ト と同じものを1段増設することができます。セッ トできる用紙の枚数およびセッ トのしかたは標準カ

セッ ト と同じです。

カセッ ト 1（～3）に用紙をセッ トする （3-21）

(2) PF-471＜ペーパーフ ィーダー（550枚×2）＞

本体のカセッ ト と同じものを2段増設することができます。セッ トできる用紙の枚数およびセッ トのしかたは標準カ

セッ ト と同じです。

カセッ ト 1（～3）に用紙をセッ トする （3-21）

(3) ICカード認証キッ ト (B)＜ICカード認証キッ ト＞

ICカードでユーザー認証を行う ことができます。ICカードで認証を行うには、事前に登録したローカルユーザーリス ト

にICカード情報を登録する必要があります。登録方法は、次を参照して ください。

ICカード認証キッ ト (B)使用説明書

(4) FAX System 13＜ファクスキッ ト＞

ファクスキッ ト を装着すると、ファクスと して使用したり、パソコンで原稿を送受信できるネッ トワークファクスと し
て使用することができます。

ファクス使用説明書

(5) 拡張メモリー

メモリーを増設することでより複雑な印刷が可能になり、印刷処理も高速化します。オプシ ョ ンの拡張メモリー2048MB
を装着することで、最大3072MBまでメモリーを拡張できます

メモリー取り扱い上の注意

衣類やカーペッ トなどを通して人体に蓄積される静電気は、半導体チップを数多く搭載したメモリには大敵です。静電
気による破壊から メモリーを保護するために、装着前に水道の蛇口や金属製のものに触って人体の静電気を除去して く
ださい。できれば、静電気対策用のリストバンドを手首にお付け ください。

重要

PF-470またはPF-471を装着している場合は、転倒防止金具を装着する必要があります。

ソフ トウェアオプシ ョ ン

(10) Data Security kit(E)

(11) UG-33
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メモリーの取り付け取り替え

1 電源を切る

電源を切り、電源コード と本体に接続しているケーブルをすべて取り外します。

2 カバーを外す

3 取り付ける

1 オプシ ョ ンの拡張メモリーをパッケージから取り出します。

2 メモリーの端子部をソケッ ト側にし、切り欠き部分をソケッ トの突起部分に合わせて、斜めにまっすぐ差し込
みます。

3 差し込んだメモリーを、慎重に本体側に押し倒します。

4 取り外したカバーを本体に取り付けます。

拡張メモリーの取り外し

取り付けた拡張メモリーを取り外す場合は、本体右側のカバーを取り外し、ソケッ トにある2つのスト ッパを慎重に押す

と、拡張メモリーはソケッ トから外れます。

拡張メモリーの確認

正し く装着されていない場合は、「故障が発生しています。」と メ ッセージが表示されます。再度取り付けし直して くださ
い。拡張メモリーが正し く装着されたかどうかは、ステータスページを印刷することによって確認できます。

［はい］ （8-5）

重要

メモリーを差し込む前に、本体の主電源スイッチが切られているか確認して ください。
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(6) HD-6/7＜大容量記憶装置：SSD＞

SSDは印刷データの保存に使います。複数部印刷する時は、電子ソート機能で高速な印刷が可能になるなどのメ リ ッ ト  
があります。また、SSDを装着することにより文書ボックス機能を使用することができます。

文書ボックスを使用するには （3-51）

SSDの取り付け

1 電源をきる

電源を切り、電源コード と本体に接続しているケーブルをすべて取り外します。

2 カバーを外す

3 取り付ける

1 オプシ ョ ンのSSDをパッケージから取り外します。

OPT2/
NETWORK



12-6

付録 ＞ オプシ ョ ンについて

2 SSDをオプシ ョ ンのインターフェイススロッ トにまっすぐに差し込みます。

3 ネジ（2本）で固定します。
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4 取り外したカバーを本体に取り付けます。

(7) IB-50＜ネッ トワークインターフェイスキッ ト＞

ネッ トワークインターフェイスキッ トは、通信速度が1ギガビッ ト /秒に対応する高速のインターフェイスです。IB-50で
は、AppleTalkやNetwareのような伝統的なプロ ト コルをサポート しています。

標準ユーテ ィ リテ ィーの最小限の機能のみ対応しています。

(8) IB-51＜ワイヤレスインターフェイスキッ ト＞

無線LAN規格IEEE802.11n（MAX 300 Mbps）および11g/bに対応した無線LANネッ トワークインターフェイスカードで

す。IB-51では、Apple TalkやNetwareのような伝統的なプロ ト コルをサポート しています。

標準ユーテ ィ リテ ィーの最小限の機能のみ対応しています。

IB-51セッ トアップユーティ リテ ィーはWindows OSとMac OS Xに対応しています。

(9) Data Security kit(E)＜セキュリテ ィーキッ ト＞

セキュリテ ィーキッ トは不要になったデータに上書き処理を行い、データの記録領域をすべて書き換えて、復元できな
いようにします。また、データをSSDに保存するとき、暗号化して書き込みます。通常の出力や操作以外では復号（解読）

できないため、万一の場合のセキュリテ ィーが強化されます

(10)UG-33 ＜ThinPrint Option＞

プリンタード ライバーがな く ても印刷データを直接印刷することができるようになります。
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付録 ＞ オプシ ョ ンについて

オプシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンについて
本機には、次のようなオプシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンがあります。

*1 一定の期間お試しとして使用することができます。

アプリケーシ ョ ンの使用を開始する

1 画面を表示する

［システムメニュー/カウンター］ キー > ［システム/ネッ トワーク］ > 「オプシ ョ ン機能」

2 使用を開始するアプリケーシ ョ ンを選択 > ［スキップ>>］

［ ］を選択すると、選択したアプリケーシ ョ ンの詳しい情報が参照できます。

3 ［正規］ > ［次へ］ > ライセンスキーを入力 > ［OK］

アプリケーシ ョ ンによっては、ライセンスキーを入力する必要がないものがあります。ライセンスキーの入力画
面が表示されない場合は手順4 に進んで ください。

お試しで使用する場合は、ライセンスキーを入力せずに［試用］を選択します。

4 確認画面で［はい］を選択する

アプリケーシ ョ ン

セキュリテ ィーキッ ト

ICカード認証キッ ト *1

ThinPrint Option*1

参考

• お試しの期間や使用できる回数などの制限は、アプリケーシ ョ ンによって異なります。

• 日付設定を変更すると、オプシ ョ ンのアプリケーシ ョ ンをお試しで使用することができな く なります。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

• ログインユーザー名
TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

• ログインパスワード
TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

参考

• セキュリテ ィーキッ トまたはThinPrint Optionを起動して、ライセンスキーを入力した場合は、電源のOFF/ON
が必要です。

• 起動したアプリケーシ ョ ンのアイコンは、ホーム画面に表示されます。



12-9

付録 ＞ オプシ ョ ンについて

アプリケーシ ョ ンの詳細を確認する

1 ［システムメニュー/カウンター］ キー > ［システム/ネッ トワーク］ > 「オプシ ョ ン機能」

2 詳細を確認するアプリケーシ ョ ンの［ ］を選択します。

選択したアプリケーシ ョ ンの詳しい情報が参照できます。

参照できる項目は次のとおりです。

試用期限を延長するときは、［設定を変更して印刷する］ > ［はい］の順に選択して く ださい。

参考

ユーザー認証画面が表示された場合は、ログインユーザー名とログインパスワードを入力し、［ログイン］を選
択して ください。ここでは管理者の権限でログインして く ださい。

ログインユーザー名とログインパスワードの工場出荷時の値は下記が設定されています。

• ログインユーザー名
TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

• ログインパスワード
TASKalfa 2460ci:2400、TASKalfa 2470ci:2400

項目

機能名

ライセンス

残り試用回数

試用期限

動作状況
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付録 ＞ 文字の入力

文字の入力
名前などを入力するときに使用する、タ ッチパネル上のキーボードについて説明します。

漢字の入力は、かな入力とローマ字入力の両方で入力できます。また、漢字変換の際には文節変換が可能です。

文字を入力するときは、まず入力方式と入力文字をそれぞれ選択して ください。

入力方式を選択する
入力方式には次の3種類があります。

［起動］－かな入力で漢字などを入力するときに使用して ください。

［停止］－ローマ字入力（例えば、「か」と入力するとき「K」「A」と入力する）で漢字などを入力するときに使用して くださ

い。

［中止］－4桁の区点コードを入力して漢字などを入力するときに使用して く ださい。

1 入力方式を切り替える

2 入力方式を［起動］、［停止］または［中止］を選択 する

参考

入力方式の初期値を［停止］に変更することができます。

［キーボード入力方式］ （8-20）

:
:

5
32

-

-

:
:

5
32

/

:
:

5
32

-

/

:
:

0
32

-

( )
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付録 ＞ 文字の入力

入力文字を選択する
入力文字には次の7種類がありす。

［次の予約］－漢字変換できます。無変換のときは全角ひらがなになります。

［次の宛先］－全角カタカナを入力するときに使用して ください。

［延長］－半角カタカナを入力するときに使用して ください。

［かな入力］－無変換で全角アルファベッ ト を入力するときに使用して ください。数字はテンキーで入力できます。

［ﾛｰﾏ字入力］－無変換で半角アルファベッ ト を入力するときに使用して ください。数字はテンキーで入力できます。

［全角記号、数字］－無変換で全角記号、全角数字を入力するときに使用して ください。

［半角記号、数字］－無変換で半角記号、半角数字を入力するときに使用して ください。

1 入力文字を選択する

参考

入力方式として［中止］を選択したときは、入力文字は選択できません。

-

:
:

5
32

/
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付録 ＞ 文字の入力

入力画面の見かた

かな入力の場合

次の画面は入力文字として［次の予約］を選択した場合です。

番号 表示/キー 説明

1 文字表示部 入力した文字を表示します。

2 キーボード 入力する文字を選択して く ださい。

3 ［全角カナ］ 入力した文字をキャンセルして、文字入力の前の画面に戻るときに選択して く
ださい。

4 ［<戻る］ 前の画面に戻るときに選択して く ださい。

5 ［OK］/［次へ>］ 入力した文字を確定して、次の画面に進むときに選択して ください。

6 ［ ］、［ ］ 入キーボード（あ～の）とキーボード（は～ん）を切り替えるときに選択して くだ
さい。

7 改行/確定キー 入力した文字を改行または確定するときに選択して ください。

8 スペースキー スペースを入力するときに選択して ください。

9 ［半角英字］ カーソルの左の文字を削除するときに選択して ください。

10 ［入力］、［制限］ 変換する文字が選択されていないときに表示されます。

文字数の制限と入力している文字数を表示します。

［全角英字］ 変換する文字が選択されているときに表示されます。

入力した文字を漢字などに変換するときに選択して ください。

11 カーソルキー 文字表示部のカーソルを移動させるときに選択して ください。

12 ［あ/ぁ］ 「ぁ、ぃ、ぅ 、ぇ、ぉ、っ、ゃ、ゅ、ょ、－、（、）、（。）」を入力するときに選択して くださ
い。も う一度押すと、元の画面に戻ります。

（は～ん）

-

:
:

0
32

/

（あ～の）

-

:
:

5
32

/

-

:
:

0
32

/

（小文字）
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付録 ＞ 文字の入力

参考

操作パネルの［更新］キーを押すと、文字表示部のすべての文字を削除します。入力状態が未確定の場合は、未確
定文字を削除します。
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付録 ＞ 文字の入力

ローマ字入力

次の画面は入力文字として［次の予約］を選択した場合です。

番号 表示/キー 説明

1 文字表示部 入力した文字を表示します。

2 キーボード 入力する文字を選択して く ださい。

3 ［全角カナ］ 入力した文字をキャンセルして、文字入力の前の画面に戻るときに選択して く
ださい。

4 ［<戻る］ 前の画面に戻るときに選択して く ださい。

5 ［OK］/［次へ>］ 入力した文字を確定して、次の画面に進むときに選択して ください。

6 改行/確定キー 入力した文字を改行または確定するときに選択して ください。

7 ［半角英字］ カーソルの左の文字を削除するときに選択して ください。

8 ［入力］、［制限］ 変換する文字が選択されていないときに表示されます。

文字数の制限と入力している文字数を表示します。

［全角英字］ 変換する文字が選択されているときに表示されます。

入力した文字を漢字などに変換するときに選択して ください。

9 カーソルキー 文字表示部のカーソルを移動させるときに選択して ください。

10 ［A/a］ 「キーボード（大文字）とキーボード（小文字）を切り替えるときに選択して くだ
さい。

参考

操作パネルの［更新］キーを押すと、文字表示部のすべての文字を削除します。入力状態が未確定の場合は、未確
定文字を削除します。

:
:

5
32

-
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付録 ＞ 文字の入力

区点入力の場合

次の画面は入力方式として［中止］を選択した場合です。

番号 表示/キー 説明

1 文字表示部 入力した文字を表示します。

2 入力文字表示部 区点コードに対応した文字を表示します。

3 ［全角カナ］ 入力した文字をキャンセルして、文字入力の前の画面に戻るときに選択して く
ださい。

4 ［<戻る］ 前の画面に戻るときに選択して く ださい。

5 ［OK］/［次へ>］ 入力した文字を確定して、次の画面に進むときに選択して ください。

6 ［半角ｶﾅ］ 区点コードに対応した文字を確定するときに選択して ください。

7 ［更新］ 入力した区点コードを消去するときに選択して ください。

8 ［半角英字］ カーソルの左の文字を削除するときに選択して ください。

9 ［入力］、［制限］ 文字数の制限と入力している文字数を表示します。

10 カーソルキー 文字表示部のカーソルを移動させるときに選択して ください。

11 区点コード表示部 入力した区点コードを表示します。

参考

各文字の区点コードは、次を参照して ください。

区点コード表 （12-35）

:
:

2
32

-

( )



12-16

付録 ＞ 文字の入力

かな入力とローマ字入力での文字変換
かな入力、ローマ字入力のそれぞれの入力画面で変換前の文字を入力した後、［全角英字］を選択すると次のような文字
変換画面が表示されます。

番号 表示/キー 説明

1 文字表示部 入力した文字を表示します。

2 変換候補リスト 選択中の文節に対する変換候補を表示します。

3 ［取り消し］ ［変換］を押す前に戻るときに選択して ください。

4 ［半角ｶﾅ］ 未確定文字をすべて確定するときに選択して ください。

5 ［ ］［ ］ 表示されている以外に変換候補がある場合、変換候補をスクロールするときに
選択して く ださい。

6 ［入力］、［制限］ 文字数の制限と入力している文字数を表示します。

7 ［←］［→］ 変換対象の文節を移動させるときに選択して ください。

8 ［ ］［ ］ 変換対象文節の長さを変更するときに選択して ください。

:
:

0
32

A/a

-
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付録 ＞ 文字の入力

【入力例】「京都営業所」と入力するとき

入力は一文字ずつできますが、ここでは一度にひらがなを入力し文節に変換してい く方法を説明します。

1 「き ょ う とえいぎょ う し ょ」と入力する

入力方式が［起動］の場合「きょ う とえいぎょ う し ょ」と順にタ ッチパネル上で入力して ください。

入力方式が［停止］の場合、「kyoutoeigyousho」と順にタ ッチパネル上で入力して ください。文字表示部に「きょ う

とえいぎょ う し ょ」と表示されます。

2 ［全角英字］を選択する

文字変換画面を表示します。反転されている部分が変換する文字です。

3 文節を調整して変換する

1 ［ ］または［ ］を選択して、変換する部分（この場合まず「きょ う と」）を反転させて ください。変換候補が表
示されます。

2 変換候補リストから、変換する文字（この場合［京都］）を選択します。

3 ［→］を選択します。

「京都」が決定します。

参考

表示されている以外の変換候補がある場合、［ ］または［ ］を選択して画面をスクロールして ください。

A/a

-

A/a

-

:
:

0
32

A/a

-

:
:

0
32

A/a

-
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付録 ＞ 文字の入力

4 ［ ］または［ ］を選択して、次の変換する部分（この場合「えいぎょ う」）を反転させます。

変換候補が表示されます。

5 変換候補リストから、変換する文字（この場合［営業］）を選択します。

6 ［→］を選択します。

「営業」が決定します。

7 ［ ］または［ ］を選択して、次の変換する部分（この場合「し ょ」）を反転させます。

変換候補が表示されます。

8 変換候補リストから、変換する文字（この場合［所］）を選択します。

4 変換を確定する

1 文字の変換が終了すれば、［半角ｶﾅ］を選択します。

2 入力画面に戻ります。

:
:

0
32

A/a

-

:
:

0
32

A/a

-

:
:

5
32

A/a

-

:
:

0
32

A/a

-
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付録 ＞ 文字の入力

区点コードでの文字変換

【入力例】「大阪」と入力する場合

この例で入力する「大」の区点コードは「3471」、「阪」の区点コードは「2669」となります。

1 入力方式を［中止］にする

［かな入力］または［ﾛｰﾏ字入力］を選択して、［区点入力］を表示させて ください。

2 「大」を入力する

テンキーを使って、「3」、「4」、「7」、「1」を入力すると、入力文字表示部に「大」が表示されます。［半角ｶﾅ］を選択する

と「大」が入力されます。

参考

入力できる文字は全角文字に限ります。半角文字は入力できません。

各文字の区点コードは、次を参照して ください。

区点コード表 （12-35）

漢字を探すときは、音読みで探して ください。

:
:

0
32

-

( )

:
:

0
32

-

( )

:
:

1
32

-

( )
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付録 ＞ 文字の入力

3 「阪」を入力する

同様にして、区点コード「2669」を入力して［半角ｶﾅ］を選択すると、「阪」の文字が「大」の後に続いて入力されます。

4 入力した文字を登録する

［次へ>］を選択して ください。入力した文字を登録します。

:
:

2
32

-

( )

:
:

1
32

-

( )

:
:

2
32

-

( )
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付録 ＞ 用紙について

用紙について
各カセッ トに使用できる用紙について説明します。

各給紙元にセッ トできる用紙のサイズ、種類、枚数については、次を参照して ください。

本体 （12-31）

用紙の基本仕様
本機は、乾式複写機およびページプリンター用の用紙（普通紙）に出力できるよう設計されていますが、本章の制限の範
囲内で、他のさまざまな用紙に印刷することができます。

本機に適さない用紙を使用すると、紙づまりが発生したり出力された用紙にシワができたりするため、用紙の選択は慎
重に行って ください。

使用できる用紙

通常の乾式複写機またはページプリンター用のコピー用紙（普通紙）を使用して ください。用紙の品質は、出力の品質に
影響を与えます。低品質の用紙を使う と、満足のできる出力結果を得ることができません。

本機で使用できる用紙の基本仕様

本機で使用できる用紙の基本仕様です。詳細は次ページ以降で説明します。

仕様に合わない用紙を使用して生じた問題については、当社は責任を負いかねます。

項目 仕様

重さ カセッ ト : 60～256 g/m2

手差し ト レイ :60～256 g/m2

寸法誤差 ±0.7 mm

四隅の角度 90°±0.2°

保水度 4～6％

パルプ含有率 80％以上

参考

再生紙の中には、保水度やパルプ含有率などの基本的な項目が本機に使用するために必要な仕様を満たさない
ものがあります。再生紙を使用するときは、あらかじめ少量を購入してサンプル出力を行って ください。出力の
結果が良好で、紙粉が極端に多く ないものを選んでご使用ください。
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付録 ＞ 用紙について

適正な用紙の選択
ここでは、用紙を選ぶ際のガイ ド ラインについて説明します。

紙の状態

角の折れている用紙、全体が丸まっている用紙、汚れている用紙、破れている用紙は使用しないで ください。繊維が毛羽
立っていたり、表面が粗かったり、ちぎれやすい用紙も使用しないで ください。このような用紙は、印刷品質低下の原因
になります。また、用紙の給送がうま くいかないために紙づまりを起こし、製品の寿命を縮める可能性があります。用紙
は、表面が滑らかで均一なものを使用して ください。ただし、コーテ ィ ング加工などの表面処理をしてある用紙は、ド ラ
ムや定着ユニッ ト を傷めるため使用しないで ください。

用紙の成分

アート紙のようなコーテ ィ ング加工された用紙や表面処理された用紙、プラスチックやカーボンを含む用紙は使用しな
いで ください。このような用紙は、熱により有害なガスを発生することがあり、ド ラムを傷めることがあります。

普通紙は、少な く とも80％以上のパルプを含むものを使用して ください。コ ッ ト ンやその他の繊維が用紙成分の20％以

下ものを使用して ください。

滑らかさ

用紙の表面は、滑らかで均一であることが重要です。ただし、コーテ ィ ングされているものは使用しないで ください。滑
らか過ぎる用紙を使う と、同時に複数枚の用紙が給紙され、紙づまりの原因になります。

基本重量

基本重量とは、用紙を1 m²の大きさに換算したときの重量です。重すぎたり軽すぎたりする用紙は、用紙の給送の失敗や

紙づまりの原因となるばかりでな く 、製品の消耗の原因にもなります。用紙の重さ、つまり紙の厚さが一定でないと、同
時に複数枚を給紙したり、トナーの定着不良によって出力が不鮮明になるなど、出力品質の問題を引き起こすことがあ
ります。

保水度

用紙の保水度は、乾燥度に対する湿り気のパーセン トで表されます。湿り気は、紙送りや静電気の発生状況、トナーの定
着性などに影響を与えます。

用紙の保水度は、室内の湿度によって変わります。湿度が高すぎて紙が湿り気を帯びると、紙の端が伸びて波打つことが
あります。逆に湿度が低すぎて紙に極端に湿り気がな く なると、用紙の端が縮んでかさかさになり、コン ト ラス トの弱い
印刷になります。

用紙が波打ったり乾燥したり していると、紙送りにズレが起きることがあります。用紙の保水度は4～6％の範囲に収ま

るようにして く ださい。

保水度を正しいレベルで維持するために、次の点に留意して ください。

• 風通しのよい低湿の場所に保管して ください。

• 未開封のまま水平な状態で保管して ください。開封後すぐ使用しない用紙は、も う一度密封して ください。

• 購入時の梱包紙や箱に、封をして保管して ください。箱の下には台などを置いて、床から離して く ださい。特に、梅雨
時の板張りやコンクリート張りの床からは十分離して ください。

• 長時間放置した用紙は、少な く とも48時間は正しいレベルの保水度を満たした上で使用して ください。

• 熱、日光、湿気にさらされる場所に放置しないで ください。

その他の仕様

多孔性

紙の繊維の密度を表します。
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硬さ

柔らかすぎる用紙は、本体内部で折れ曲がりやす く紙づまりの原因になります。

カール

ほとんどの用紙は、開封したまま放置すると自然にカールして丸まる性質を持っています。用紙は定着ユニッ ト を通過
する際に、若干上向きに丸く なります。このため、カールを打ち消し合うように用紙をセッ トすると、仕上がりがより平
らになります。

静電気

トナーを付着させるために、出力の過程で用紙は静電気を帯びます。この静電気がすみやかに放電される用紙を選んで
ください。

用紙の白さ

印刷されたページのコン ト ラス トは、用紙の白さによって変わります。より白い用紙を使用するほうが、シャープで鮮明
に印刷できます。

品質について

サイズの不ぞろい、角がきちんととれていない、粗雑な裁断面、切りそこなってつながっている用紙、角や端のつぶれな
どが原因で、本機が正し く機能しないことがあります。ご自分で裁断された用紙を使用する場合、特にご注意ください。

梱包について

きちんと梱包され、さらに箱に詰められている用紙をお選びください。梱包紙は、内面が防湿用にコーテ ィングされてい
るものが最良です。

特殊処理

次のような処理を施した用紙は、基本仕様を満たしていても使用しないことをお勧めします。使用する場合は、あらかじ
め少量を購入して、サンプル印刷を行って ください。

• つやのある用紙

• 透かしの入った用紙

• 表面に凹凸のある用紙

• ミシン目の入った用紙
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本機で使用できる用紙サイズ

本機に使用できる用紙サイズは次のとおりです。

寸法誤差の許容範囲は、縦横ともに±0.7 mmです。用紙四隅の角度は、90°±0.2°のものを使用して ください。

• A3（297 ×420 mm） 

• A4（297 × 210 mm）

• A5（210 × 148 mm）

• A6（148 × 105 mm） *1

• B4（257 × 364 mm） 

• B5（257 × 182 mm）

• B6（182 × 128 mm） *1

• 216 × 340 mm 

• Ledger

• Letter

• Legal

• Statement

• Executive（7-1/4 × 10-1/2"） *1

• Oficio II

• Folio（210 × 330 mm）

• 8K（273 × 394 mm） 

• 16K（273 × 197 mm）

• ISO B5（176 ×250 mm） *1

• Envelope #10（4-1/8 × 9-1/2"） *1

• Envelope #9（3-7/8 × 8-7/8"）*1

• Envelope #6 3/4（3-5/8 × 6-1/2"）*1

• Envelope Monarch（3-7/8 × 7-1/2"）*1

• Envelope DL（110 × 220 mm）*1

• Envelope C5（162 × 229 mm）*1

• Envelope C4（229 × 324 mm） *1

• はがき（100 × 148 mm）*1

• 往復はがき（148 × 200 mm）*1

• 洋形4号（105 × 235 mm）*1

• 洋形2号（114 × 162 mm）*1

• サイズ入力（手差し ト レイ：98 × 148～297 × 432 mm）*1

 *1　手差し ト レイのみで使用できます。
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特殊な用紙
普通紙以外の特殊な用紙に印刷する場合について説明します。

本機に使用できる特殊な用紙

• OHPフ ィルム

• プレプリン ト

• ボンド紙

• 再生紙

• 薄紙

• レターヘッ ド

• カラー紙

• パンチ済み紙

• 封筒

• はがき

• 厚紙

• ラベル紙

• 上質紙

• 加工紙

以上の用紙を使用するときは、コピー用またはページプリンター用として指定されているものをお使い ください。また、
OHPフ ィルム、ラベル紙、加工紙、封筒、はがきは手差し ト レイから給紙して ください。
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特殊な用紙の選択

特殊な用紙は、次ページ以降で示す条件を満たすものであれば本機で使用することができます。ただしこれらの用紙は、
構造および品質に大きなばらつきがあるために、普通紙よりも印刷中に問題が発生する可能性が高く なります。特殊用
紙は、サンプルを本機で印刷してみて、満足のい く仕上がりであることを確認してからご購入ください。主な特殊紙につ
いて、印刷時の注意を次項より説明します。湿気などが特殊紙に与える影響が原因で、印刷中に本機またはユーザーに被
害が生じても、当社は一切の責任を負いかねます。

特殊用紙を使用する際は、カセッ トまたは手差し ト レイに使用する用紙種類を選択して ください。

OHPフ ィルム

OHPフ ィルムは、印刷中の定着熱に耐えられることが条件です。使用できるOHPフ ィルムの仕様は次のとおりです。

ト ラブルを避けるため、OHPフ ィルムは手差し ト レイから給紙して ください。その際、必ず縦方向に（用紙の長手方向を

本機に向けて）補給して ください。

OHPフ ィルムが排紙部分で頻繁につまる場合は、排紙される際にOHPフ ィルムの先を少しだけ慎重に手で引いてみて

ください。

耐熱性 最低190℃までの熱に耐えること

厚さ 0.100～0.110 mm

材質 ポリエステル

サイズ誤差許容範囲 ±0.7 mm

四隅の角度 90°±0.2°
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ラベル紙

ラベル紙は、必ず手差し ト レイから給紙して ください。

ラベル紙を選択する際は、糊が本機のどこにも触れないことや、ラベルが台紙から容易にはがれないことなどに注意し
て ください。ド ラムやローラー類に糊が付着したり、はがれたラベルが本機内部に残ると故障の原因になります。

ラベル紙での印刷の場合は、その印刷品質やト ラブル発生の可能性などについては、お客様ご自身の責任で行って くだ
さい。

ラベル紙は、図のような3層からなる構造をしています。粘着層は本機内部で加わる力による影響を受けやすい素材でで

きています。背面シートはラベルが使用されるまで表面シート を保持しています。このように構造が複雑なため、ラベル
紙はト ラブルが発生しがちです。

ラベル紙の表面は、表面シートで隙間な く完全に覆われていな く てはなりません。ラベルの間に隙間のあるものはラベ
ルがはがれやすく、大きな故障の原因となります。

ラベル紙には、用紙の端を完全に覆うため、表面シートに広いマージンを設けているものがあります。このような用紙を
お使いの場合、出力が終了するまで、このマージン部分を背面シートからはがさないで ください。

以下の仕様に合ったラベル紙を選んで ください。

項目 仕様

表面シートの重さ 44～74 g/m²

基本重量（用紙全体の重さ） 104～151 g/m²

表面シートの厚さ 0.086～0.107 mm

用紙全体の厚さ 0.115～0.145 mm

保水度 4～6%（混合）
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はがき

はがきは、さばいて端をそろえてから補給して ください。はがきを手差し ト レイから給紙する場合は印刷面を下にして
ください。はがきに反りがある場合は、まっすぐに直してから補給して ください。反りがあるまま印刷すると、紙づまり
の原因になります。

往復はがきは、折られていないものを使用して ください（郵便局などで入手できます）。また、裏面にバリ（紙を裁断した
際にできる返り）がある場合は、はがきを平らなところに置き、定規のようなもので軽く 1～2回こするようにして、バリ

を取り除いて ください。

封筒

封筒を手差し ト レイから給紙する場合は印刷面を下にして ください。

封筒は構造上、表面全体に均一な印刷ができない場合があります。特に薄手の封筒の場合は、本機を通り抜ける間にシワ
になることがあります。封筒を購入する前に、その封筒で満足のい く印刷が得られるか、サンプル印刷で確認して くださ
い。

封筒は、開封したまま長時間放置するとシワが発生することがあります。使用する直前に開封して ください。

さらに、以下の点に留意して ください。

• 糊が露出している封筒は、どのような封筒でも使用できません。紙をはがすと糊が現れるワンタ ッチ式もご使用にな
れません。糊をカバーしている紙が本機内部ではがれ落ちると、大きな故障の原因になります。

• 特殊加工されている封筒も使用できません。紐を巻きつける鳩目の打ってあるものや窓付きのもの、窓にフ ィルム加
工がされているものなどは使用できません。

• 紙づまりが起きる場合は、一度に補給する封筒の枚数を減らしてみて ください。

厚紙

厚紙は、さばいて端をそろえてから補給して ください。裏面にバリ（紙を裁断した際にできる返り）がある場合は、用紙を
平らなところに置き、はがきと同様に定規のようなもので軽く 1～2回こするようにして、バリを取り除いて ください。バ

リのあるまま印刷すると、紙づまりの原因になります。

カラー紙

カラー紙は、用紙の基本仕様の表の仕様を満たしている必要があります。

本機で使用できる用紙の基本仕様 （12-21）

さ らに、用紙に含まれている色素は、出力中の熱（最高200℃）に耐えられる必要があります。

参考

バリを取り除いても給紙されない場合は、用紙の先端を数ミ リ上にそらせてから補給して ください。
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プレプリン ト

プレプリン ト用紙は、用紙の基本仕様の表の仕様を満たしている必要があります。

本機で使用できる用紙の基本仕様 （12-21）

着色に使われているインクは、印刷中の熱に耐えられるもので、シリコンオイルの影響を受けないものであることが必
要です。カレンダーなどに使われる、表面加工を施してある用紙は使用しないで ください。

再生紙

再生紙は、用紙の白さ以外の項目が用紙の基本仕様の表の仕様を満たしている必要があります。

本機で使用できる用紙の基本仕様 （12-21）

加工紙

加工紙は、原紙の表面をコーテ ィングすることによって、普通紙よりもよい印刷品質を得ることができる用紙です。高品
位の印刷用紙として利用されています。

上質紙あるいは中質紙の表面に特殊な薬品を塗布し、表面を滑らかにすることによって、インクの乗りをよ く していま
す。薬品を塗布する面は表裏両面の場合もあれば、片面のみの場合もあります。塗布された面は少し光沢が出ます。

参考

再生紙を購入する前に、仕上がりが満足い く ことをサンプル印刷で確認して ください。

重要

コート紙を湿度の高い環境で印刷すると、重なって給紙されることがありますので、高湿度にならないように
して く ださい。高湿度の場合は1枚ずつセッ ト して く ださい。
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仕様

重要

仕様は性能改善のため予告な く変更することがあります。

参考

ファクス機能の仕様について詳し くは、次を参照して ください。

ファクス使用説明書
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本体
項目 仕様

名称 TASKalfa 2460ci/TASKalfa 2470ci

型式 デスク ト ップ型

印刷方式 乾式静電転写方式（レーザー方式）

用紙の重さ カセッ ト 60～163 g/m2

手差し ト レイ 60～256 g/m2

用紙種類 カセッ ト 普通紙、薄紙、再生紙、プレプリン ト、ボンド紙、カラー紙、パンチ済み紙、レター
ヘッ ド、厚紙、上質紙、カスタム1～8（両面印刷時：薄紙を除く ）

手差し ト レイ 普通紙、OHPフ ィルム、薄紙、ラベル紙、再生紙、プレプリン ト、ボンド紙、はがき、
カラー紙、パンチ済み紙、レターヘッ ド、厚紙、封筒、加工紙、上質紙、カスタム1～
8

用紙サイズ カセッ ト 1 A3、A4、A5、B4、B5、Ledger、Letter、Legal、Statement、Oficio II、216×340 mm、
Folio、8K、16K

手差し ト レイ A3、A4、A5、A6、B4、B5、B6、216×340 mm、Ledger、Letter、Legal、Statement、
Executive、Oficio II、Folio、8K、16K、ISO B5、Envelope #10、Envelope #9、
Envelope #6、Envelope Monarch、Envelope DL、Envelope C5、Envelope C4、はが
き、往復はがき、洋形4号、洋形2号、カスタム（98 × 148～297 × 432 mm)

印字画像欠け幅 先端4.5±1.5 mm、後端3.5±2.5 mm、左/右4 mm以下

ウォームアップ時
間

（23℃、60％）

電源ONから TASKalfa 2460ci　30秒以下

TASKalfa 2470ci　30秒以下

低電力モードから TASKalfa 2460ci　10秒以下

TASKalfa 2470ci　10秒以下

スリープから TASKalfa 2460ci　10秒以下

TASKalfa 2470ci　10秒以下

用紙容量 カセッ ト 550枚（64 g/m2）*1

500枚（80 g/m2）*1

手差し ト レイ 100枚（A4/Letter以下、80 g/m2）

25枚（A4/Letterより大きいサイズ、80 g/m2）

排紙ト レイ容量 内部トレイ 250枚（80 g/m2）

ジ ョ ブ

セパレーター

30枚（80 g/m2）

記録方式 半導体レーザー方式

メモリー 標準1536MB、最大3072MB

インターフェイス 標準 Hi-Speed USB：1

ネッ トワークインターフェイス：1

（1000Base-T/100Base-Tx/10BASE-T（IPv6、IPv4、IPSec）、802.3az対応）

USB-Host：2（USBフラ ッシュ メモリースロッ ト）

無線LAN対応

オプシ ョ ン eKUIO：2

ファクス：1

オプシ ョ ンインターフェイス：2 （IB-50/IB-51装着用）
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*1 カセッ ト内上限高さラインまで

コピー機能

使用環境 温度 10～32.5℃ 

湿度 10～80％

標高 3,500 m以下

照度 1,500 lux以下

本体寸法（幅×奥行き×高さ） 590× 590 × 753 mm

質量 TASKalfa 2460ci　77 kg（トナーコンテナを除く ）

TASKalfa 2470ci　79 kg（トナーコンテナを除く ）

機械占有寸法（幅×奥行き） 873 × 590 mm（手差し ト レイ使用時）

電源 AC100 V、50/60 Hz、8.1 A 

エネルギー消費効率 55 kWh/年区分：複合機a

オプシ ョ ン オプシ ョ ンについて  12-2

項目 仕様

コピー速度 TASKalfa 2460ci

TASKalfa 2470ci

白黒コピー カラーコピー

A4/Letter 24枚/分 24枚/分

A4-R/Letter-R 17枚/分 17枚/分

A3/Ledger 12枚/分 12枚/分

B4/Legal 12枚/分 12枚/分

B5 24枚/分 24枚/分

B5-R 17枚/分 17枚/分

A5-R 12枚/分 12枚/分

ファースト コピー時間（原稿ガラス、

本体カセッ トでA4）

TASKalfa 2460ci　

TASKalfa 2470ci　

7.6秒以下

7.6秒以下

9.8秒以下

9.8秒以下

複写倍率 任意倍率：25～400％（1％単位）

固定倍率：400％、200％、141％、122％、115％、100％、86％、81％、70％、50％、

25％

連続複写 1～999部

解像度 600 × 600 dpi

原稿の種類 シート、ブック、立体物（最大原稿サイズ：A3/Ledger）

原稿台方式 固定

項目 仕様
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プリンター機能

*1 通常よりも処理スピードが遅く なります。

スキャナー機能

*1 原稿送り装置を使用（TWAIN/WIAスキャン時を除く ）

*2 対応OS：Windows Vista/Windows Server 2008/Windows Server 2008 R2/
Windows 7/Windows 8/Windows 8.1/Windows 10/Windows Server 2012/Windows Server 2012 R2/Windows Server 2016

項目 仕様

印刷速度 TASKalfa 2460ci

TASKalfa 2470ci

白黒コピー カラーコピー

A4/Letter 24枚/分 24枚/分

A4-R/Letter-R 17枚/分 17枚/分

A3/Ledger 12枚/分 12枚/分

B4/Legal 12枚/分 12枚/分

B5 24枚/分 24枚/分

B5-R 17枚/分 17枚/分

A5-R 12枚/分 12枚/分

ファーストプリン ト時間 （A4） TASKalfa 2460ci　

TASKalfa 2470ci　

7.5秒以下

7.5秒以下

10.2秒以下

10.2秒以下

解像度 600 × 600 dpi 、 1200 × 1200 dpi*1

対応OS Windows Vista、Windows 7、Windows 8、Windows 8.1、Windows 10、Windows 
Server 2008/R2、Windows Server 2012/R2、Windows Server 2016、Mac OS X 
10.5以上

インターフェイス 標準 Hi-Speed USB：1

ネッ トワークインターフェイス：1

（1000Base-T/100Base-Tx/10BASE-T（IPv6、IPv4、IPSec）、802.3az対応）

無線LAN対応

オプシ ョ ン オプシ ョ ンインターフェイス：2 （IB-50/IB-51装着用）

ページ記述言語 PRESCRIBE

エミ ュレーシ ョ ン PCL6（PCL-XL、PCL5e）、KPDL3（PostScript3互換）、PDF、XPS、OpenXPS

項目 仕様

解像度 600 dpi × 600 dpi、400 dpi × 400 dpi、200 dpi × 400 dpi、300 dpi × 300 dpi、200 dpi 
× 200 dpi、200 dpi × 100 dpi

ファイルフォーマッ ト TIFF、JPEG、XPS、OpenXPS、PDF（MMR/JPG圧縮/高圧縮PDF）

連続原稿読み取り
速度*1

（A4 300 dpi、文字
＋写真モード）

TASKalfa 2460ci

TASKalfa 2470ci

片面白黒 50イメージ/ 分　 カラー 50イメージ/分

i両面白黒 16イメージ/ 分　 カラー 16イメージ/分

インターフェイス イーサネッ ト（10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T）

送信方式 SMB、SMTP、FTP、FTP over SSL、TWAIN*2、WIA*2、WSD
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原稿送り装置

*1 原稿送り装置内上限高さラインまで

ペーパーフ ィーダー（550枚）

ペーパーフ ィーダー（550枚×2）

項目 仕様

原稿の送り方式 自動給紙方式

原稿の種類 シート原稿

原稿サイズ 最大：A3/Ledger （297 × 432 mm）（長尺：297 × 1,900 mm)

最小：A5-R/Statement-R

（140 × 182 mm）

原稿の厚さ 片面：45～160 g/m2

両面：50～120 g/m2

原稿セッ ト枚数 50枚以下（50～80 g/m2）*1

項目 仕様

給紙方式 フリクシ ョ ンリ タード方式

（収納枚数550 枚（64 g/m2)×1段/500 枚（80 g/m2）×1段）

用紙サイズ A3、A4、A5、B4、B5、216×340 mm、Ledger、Letter、Legal、Statement、Oficio II、
Folio、8K、16K

使用用紙 紙厚：60 ～ 163 g/m2 

用紙種類：普通紙、再生紙、マテリアル

本体寸法（幅×奥行き×高さ） 590 × 589 × 352 mm 

質量 約20.8 kg

項目 仕様

給紙方式 フリクシ ョ ンリ タード方式

（収納枚数550 枚（64 g/m2）×2段/500 枚（80 g/m2）×2段）

用紙サイズ A3、A4、A5、B4、B5、216×340 mm、Ledger、Letter、Legal、Statement、Oficio II、
Folio、8K、16K

使用用紙 紙厚：60 ～ 163 g/m2 

用紙種類：普通紙、再生紙、マテリアル

本体寸法（幅×奥行き×高さ） 590 × 589 × 352 mm 

質量 約21 kg
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区点コード表
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製品の保守サービスについて
このたびは、本製品をご購入いただきありがと うございます。本製品の保守サービスにつきましては、販売担当者または
購入元にお問い合わせください。
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補修用性能部品について
補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品のことをいいます。

弊社の保守サービスのために必要な補修用性能部品の保有期間は、製造終了後、7年間です。
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廃棄について

使用済み製品の廃棄
使用済み製品を廃棄される場合は、購入元または弊社のサービス担当者にご連絡ください。回収された使用済み製品（ト
ナーコンテナを含む）は、素材ごとに分解し、再利用可能な部品は、再利用（リユース）し、不可能なものは、マテリアルリ
サイクル等、環境に配慮した適正処理を行っています。

初期化について
お客様の大切な情報の漏洩防止のため、機械を廃棄または、入れ替える際には使用済みの機械について、下記の項目の
データを消去することをお勧めします。

削除する対象

• アドレス帳（ワンタ ッチ含む）

• ネッ トワーク設定

• ボックス内データ

セキュリテ ィーデータの完全消去 （8-53）

• FAXデータ（自局名/自局番号/通信履歴）

FAXデータの消去（ファクス使用説明書参照）

トナーコンテナおよび廃棄トナーボックスの廃棄
使用後、不要になったトナーコンテナおよび廃棄トナーボックスは、購入元または弊社のサービス担当者にご返却くだ
さい。回収されたトナーコンテナおよび廃棄トナーボックスは、再使用または再資源化のために再利用されるか、法律に
従い廃棄処理されます。
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用語集

Active Directory

Active Directory（アクテ ィブディ レク ト リー）とはマイクロソフ トによって開発されたディ レク ト リー・サービス・シス

テムであり、Windows 2000 Serverから導入された、ユーザーおよびパソコン管理を実行するコンポーネン ト群の総称で

す。

AppleTalk

Macintoshとプリンターでデータを転送するプロ ト コルです。Macintoshを複数台接続したり、プリンターを共有する際

に使われます。

Auto-IP

TCP/IPネッ トワーク上で自動的にIPアドレスを割り当てるプロ ト コルのことです。DHCPサーバーがないネッ トワーク

で、他の機器と重複しないようにIPアドレスを割り当てることができます。割り振られるIPアドレスは、Auto-IP用に予約

されている169.254.0.0 ～169.254.255.255の範囲です。

Bonjour

Bonjour は、ゼロコンフ ィギュレーシ ョ ン・ネッ トワークとも呼ばれています。IP ネッ トワーク上のパソコン、デバイス、

およびサービスを自動的に検出するサービスです。

Bonjour は、業界標準の IP プロ ト コルが使用されているので、IP アドレスを入力したりDNS サーバーを設定しな く て

も、デバイスが相互に自動的に検出されます。

また、Bonjour は、UDP ポート  5353 上でネッ トワークパケッ ト を送受信します。ファイアウォールを有効にしている場

合は、Bonjour が正し く動作するように UDP ポート  5353が開いていることを確認する必要があります。一部のファイ

アウォールは、Bonjour パケッ トの一部だけを拒否するように設定されていることがあります。Bonjour の動作が不安定

な場合には、ファイアウォールの設定を確認して、Bonjour が例外リストに登録されていて受信パケッ ト を受け入れるよ

うに設定されていることを確認して ください。Bonjour を Windows Vista 以降にインストールする場合、Windows ファ

イアウォールは Bonjour によって適切に設定されます。

bpp（bits per pixel）

色深度を表す単位です。1ピクセル当たりのビッ ト数を表します。4 bppの場合は16階調になります。

DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）

TCP/IPネッ トワーク上で、IPアドレスやサブネッ トマスク、ゲードウェイアドレスを自動的に解決するプロ ト コルです。

DHCPを利用すると、クライアン ト数の多いネッ トワーク環境で、プリンターを含めて個々のクライアン トにIPアドレ

スを個別に割り当てる必要がな く なるため、ネッ トワーク管理の負担を軽減できます。

DHCP (IPv6)

DHCP (IPv6)は、次世代のインターネッ トプロ ト コルであるIPv6をサポートする動的ホスト構成プロ ト コルのことで、

構成情報をネッ トワーク上のホストに渡すためのプロ ト コルを定義しているBOOTPを拡張します。

DHCP(IPv6)を使う と、DHCPサーバーは拡張機能を使ってIPv6ノードに構成パラメータを送信できるようになります。

再利用可能なネッ トワークアドレスが自動的に割り当てられるため、管理者がIPアドレスの割り当てを細かく制御する

必要がある環境では、IPv6ノードの管理が低減されます。

dpi（dots per inch）

解像度を表す単位です。1インチ（25.4 mm）当たりのド ッ ト数を表します。
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Enhanced WSD

弊社が独自に提供するWebサービスです。

FTP（File Transfer Protocol）

インターネッ トやイン ト ラネッ トなどのTCP/IPネッ トワークで、ファイルを転送するときに使われるプロ ト コルです。

現在のインターネッ トでHTTPやSMTP/POPと並んで頻繁に利用されています。

IPアドレス

ネッ トワークに接続されたパソコンや周辺機器1台ずつに割り振られる識別番号です。「192.168.110.171」などのよう

に、0から255までの数字を4つ並べて表現します。

IPP

IPP（Internet Printing Protocol、インターネッ ト  プリンテ ィ ング プロ ト コル）は、インターネッ ト網に代表されるTCP/IP
ネッ トワークを利用して、遠隔地にあるプリンターとパソコン の間で印刷データなどのやり取りを行うための規格で

す。

Web ページの閲覧に使われるHTTP を拡張した規格であり、ルータによって隔てられた遠隔地のプリンターに対しても

印刷操作を行う ことが可能になります。また、HTTPの認証機構や、SSLによるサーバー認証、クライアン ト認証、および

暗号化にも対応しています。

KPDL（Kyocera Page Description Language）

Adobe PostScript Level 3互換の京セラのページ記述言語です。

KYOCERA Net Direct Printing

Adobe Acrobat/Adobe Readerを起動せずに、PDFファイルを印刷できるユーティ リテ ィーです。付属のDVD-ROMに収

録されています。

KYOCERA Net Viewer

ネッ トワーク上のプリンターの状態を確認できるネッ トワークマネージメン ト ツールです。付属のDVD-ROMに収録さ

れています。

NetBEUI（NetBIOS Extended User Interface）設定

1985年にIBM社が開発したネッ トワークプロ ト コルです。NetBIOSをベースに拡張したもので、小規模なネッ トワーク

ではTCP/IPなどの他のプロ ト コルよりも高い性能を発揮できます。ただし、複数の経路の中から最適な経路を選択する

ルーティング機能は持っていないため、大規模なネッ トワーク構築には向いていません。IBM社のOS/2やMicrosoft社の

Windowsシリーズの標準プロ ト コルになっており、NetBEUIを利用したファイル共有サービスやプリン トサービスなど

が提供されています。

PCL

ページ記述言語のひとつです。TrueTypeフォン ト をプリンターで扱える機能などがあります。本機はPCL6エミ ュレー

シ ョ ンモードを搭載しています。

PDF/A

ISO 19005-1. Document management  Electronic document file format for long-term preservation  Part 1: Use of PDF 
(PDF/A) のことで、PDF1.4を元に策定されたファイル形式です。ISO19005-1と して標準規格化されています。主に印刷

目的として利用されていたPDFを、長期保存用に特化させたものです。現在、ISO19005-2 (PDF/A-2) という新しいパー

ト も策定中です。
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POP3（Post Office Protocol 3）

インターネッ トやイン ト ラネッ ト上で、電子メールを保存しているサーバーからメールを受信するための標準的なプロ
ト コルです。

PostScript

Adobe Systems社が開発したページ記述言語です。柔軟なフォン ト機能および高性能のグラフ ィ ッ クスを提供し、高品

質な印刷ができます。現在Level 1と呼ばれている最初のバージ ョ ンは1985年に登場しました。1990年にはカラー印刷や

日本語などの2バイ ト言語に対応したLevel 2が、1996年にはインターネッ トへの対応や実装水準の段階化、PDF形式へ

の対応などを追加したLevel 3が発表されています。

PPM（prints per minute）

A4用紙を1分間に印刷できる枚数を示します。

RA（Stateless）

IPv6 ルータは、グローバルアドレスのプレフ ィ ッ クスなどの情報をICMPv6 で知らせます。この情報がRouter 
Advertisement（RA）です。

また、ICMPv6 はインターネッ ト制御メ ッセージ プロ ト コルのことで、RFC 2463「Internet Control Message Protocol
（ICMPv6） for the Internet Protocol Version 6 (IPv6) Specification」で定義されている IPv6 標準です。

RAMディスク

本機のメモリーの一部を利用した仮想ディスクで、本機の総メモリーの中から、任意のメモリーサイズをRAMディスク

として設定することによって、ジ ョ ブボックスの試し刷り後、保留モード とプライベートプリン トモードが使えるよう
になります。

SMTP（Simple Mail Transfer Protocol）

インターネッ トやイン ト ラネッ トで電子メールを送信するためのプロ ト コルです。サーバー間でメールをやり取り した
り、クライアン トがサーバーにメールを送信する際に用いられます。

TCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet Protocol）

パソコン同士やその他のデバイスとの間で、データ通信の規約を定めたネッ トワークプロ ト コルのひとつです。

TCP/IP（IPv6）

TCP/IP（IPv6）は、アドレスの不足が心配される現行のインターネッ トプロ ト コルTCP/IP（IPv4）をベースに、管理できる

アドレス空間の増大、セキュリテ ィー機能の追加、優先度に応じたデータの送信などの改良を施した次世代インター
ネッ トプロ ト コルを示します。

TWAIN（Technology Without Any Interested Name）

スキャナーやデジタルカメラなどの画像入力機器とパソコンを接続するための技術仕様のひとつです。機器がTWAINに

対応していれば、TWAINに対応したあらゆるアプリケーシ ョ ンソフ トで画像の入力ができます。TWAINは、Adobe 
Photoshopをはじめとするグラフ ィ ッ クソフ トやOCRソフ トで多く採用されています。

USB（Universal Serial Bus）2.0

Hi-Speed USB 2.0 に準拠したUSB インターフェイスです。最大通信速度は480 Mbpsで、高速なデータ転送ができます。

本機はこのUSB 2.0インターフェイスを装備しています。
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WIA （Windows Imaging Acquisition）

Windows Me/XP以降でサポート された、画像をデジタルカメラ等の周辺機器から取り込む機能です。従来TWAINが行っ

ていた機能を置き換えるもので、Windows自身の機能として提供することによって、アプリケーシ ョ ンソフ ト を使わず

ともマイ  コンピューターから直接取り込みが行えるなど、操作性や利便性が向上しています。

WPS（Wi-Fi Protected Setup）

WPSは、無線LAN機器同士の接続や暗号化設定を簡単に行えるようにするため、Wi-Fiアライアンスによって策定された

規格です。WPSに対応した機器同士は、プッシュボタンを押したり、パスワードを入力したりするだけで無線LANアクセ

スポイン トに接続できます。

アウト ラインフォン ト

フォン トの輪郭を数式によって記録しており、拡大しても輪郭のなめらかな美しい印刷が行えます。フォン トサイズは
0.25ポイン ト単位で最大999.75ポイン トまで設定できます。

エコプリン ト

トナーを節約するための印刷方法です。通常での印刷よりも薄く なります。

エミ ュレーシ ョ ン

他のプリンターのページ言語を解釈し、実行する機能です。PCL6、KPDL3（PostScript3互換）のエミ ュレーシ ョ ンを備え

ています。

オートスリープ

本体の操作やデータの送/受信が一定の時間行われないと、自動でスリープに移行する機能です。スリープ時は、電力消

費が最小限に抑えられます。

グレースケール

パソコン上での色の表現方法のひとつです。画像を白から黒までの明暗だけで表現し、色の情報は含まない「モノ クロ」
のことです。灰色を何階調で表現するかをビッ ト数によって表し、1ビッ トなら白と黒のみで中間色がない状態、8ビッ ト

なら（白と黒を含めて）256階調、16ビッ トなら65536階調の灰色で表現されます。

サブネッ トマスク

サブネッ トマスクは、IPアドレスのネッ トワーク・アドレス部を増やす方法です。

サブネッ ト・マスクは、ネッ トワーク・アドレス部をすべて1 と して表現し、ホス ト・アドレス部をすべて0 と して表現し

ます。プレフ ィ ックス長は、ネッ トワーク・アドレス部の長さをビッ ト数で表します。プレフ ィ ッ クス（Prefix）とは、「接頭

辞」つまり、「前に付けるもの」という意味があり、IPアドレスの「先頭部分」を指します。IP アドレスを表記するときに、

ネッ トワーク・アドレス部の長さまで表現したい場合は、“133.201.2.0/24”のように“/”（スラ ッシュ）の後にプレフ ィ ッ ク

ス長（この場合は「24」）を書く ことになっています。したがって、「133.201.2.0/24」は、プレフ ィ ックス長（つまりネッ ト

ワーク部）が24 ビッ トの「133.201.2.0」という IP アドレスという ことになります。サブネッ ト・マスクによって新し く増

えたネッ トワーク・アドレス部（本来のホスト・アドレス部の一部分）をサブネッ ト・アドレスと呼びます。サブネッ トマ
スクを入力するときは、DHCPの設定をオフにして ください。

自動改ページ待ち時間

本機へのデータ送信中に、待ち時間が発生することがあります。このとき本機は、次のデータが届く まで一定時間待機し
ます。自動改ページ待ち時間とは、この待機時間のことです。待機時間が、登録された待ち時間に達すると、本機は自動で
排紙します。ただし、最終ページに印刷データがない場合は排紙しません。
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自動用紙選択機能

印刷時に、原稿サイズと同じサイズの用紙を自動的に選択する機能です。

ジ ョ ブボックス

印刷データを本機に保存し、後から操作パネルで印刷したり、複数部印刷したりできる機能です。

ステータスページ

搭載メモリー容量、印刷や送信の総枚数、給紙元の選択など本機に関するさまざまな情報を確認するために印刷する
ページです。

手差し ト レイ

本体前側にある給紙トレイです。はがき、OHPフ ィルム、ラベル用紙などを使用するときは、カセッ トでな く手差し ト レ

イに補給して ください。

デフォルトゲートウェイ

所属するネッ トワークの外にあるパソコンにアクセスする際に使用する、パソコンやルータなどの出入り口の代表とな
るアドレスです。アクセス先のIPアドレスについて特定のゲートウェイを指定していない場合は、デフォルトゲート

ウェイに指定されているホストにデータが送信されます。

プリスクライブ（PRESCRIBE）コマンド

京セラ ドキュ メン ト ソ リューシ ョ ンズプリンターに搭載されている独自のプリンター制御言語で、プリンターに必要な
様々な設定を行う ことができます。また、ニーモニックで記述されたわかりやすいコマンドであるため、プログラ ミング
を容易にします。

プリンタードライバー

アプリケーシ ョ ンで作成したデータを印刷するために使用するソフ トウェアです。プリンタード ライバーは、付属の
DVDに収録されています。本機に接続したパソコンにインス トールして ください。

ヘルプ

本機のタ ッチパネルには［？］（ヘルプ）があります。操作方法が分からなかったり、機能の内容を知りたいときや、うま く
動作しないで困ったときなど、［？］を選択すると、タ ッチパネルに詳しい内容が表示されます。

メール送信

本機で読み込んだ画像を、E-Mailの添付ファイルとして送信する機能です。E-Mailアドレスは、あらかじめ登録されたも

のと、そのつど入力するものが使用できます。

ユーザーボックス

ユーザーごとの印刷データを本機に保存し、後から操作パネルで印刷したり、複数部印刷したりできる機能です。

ユニバーサル（Universal Design）

ユニバーサルデザインとは、高齢者や障害者を含むできるだけ多くの人に使いやすいデザインのことです。本機では、
タ ッチパネルの角度を2段階に変えることができます。

ラスタライズ

文字や画像の印刷データを、プリンターで印刷するためにビッ トマップデータと して表現することです。
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